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3１ 

日
銀
を
頂
点
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
株
式
担
保
割
引
を
テ
コ
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
体
系
は
、
明
治
一
一
一
四
年
金

融
恐
慌
を
転
回
点
と
し
て
商
業
金
融
を
志
向
す
る
預
金
銀
行
体
系
へ
と
く
承
か
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
再
編
の
な
か
か
ら
ま
ず
コ
ー
ル

市
場
が
、
つ
づ
い
て
手
形
割
引
「
市
場
」
が
次
第
に
形
を
と
と
の
え
て
ゆ
く
。
維
新
変
革
か
ら
半
世
紀
に
お
よ
ぶ
西
欧
金
融
思
想
に
も

は
じ
め
に

第
一
章
日
銀
創
設
と
手
形
決
済
制
度
を
め
ぐ
る
対
抗

第
二
章
明
治
三
四
年
金
融
恐
慌
と
預
金
銀
行
主
議
的
再
編
（
以
上
四
五
巻
四
号
）

第
三
章
短
期
金
融
市
場
の
勃
興
と
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
（
以
上
四
六
巻
一
号
）

第
四
章
日
本
に
お
け
る
手
形
割
引
市
場
の
形
成
（
以
上
四
六
巻
二
・
三
合
併
号
、
四
号
）

第
五
章
明
治
期
に
お
け
る
決
済
俄
行
と
資
本
制
信
用
の
展
開

第
六
章
預
金
銀
行
体
系
の
形
成
と
日
銀
信
用
の
変
貌

第
七
章
日
露
戦
後
の
国
債
管
理
と
市
場
機
栂

展
望
ｌ
お
わ
り
に
か
え
て
（
以
上
本
号
。
完
）

成
立
期
日
本
信
用
機
構
の
論
理
と
構
造
（
完
）

露
見
誠
良



麺

｜
商
取
引
決
済
慣
行
と
商
業
信
用

成
立
期
日
本
信
用
機
構
の
基
抵
を
な
す
は
ず
の
商
業
信
用
が
ど
の
よ
う
な
構
造
を
も
っ
て
い
た
か
、
紡
縦
業
な
ど
い
く
つ
か
の
代
表

的
部
門
を
の
ぞ
い
て
は
こ
れ
ま
で
充
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
機
会
を
も
た
な
か
っ
た
。
手
形
割
引
を
中
心
に
西
欧
金
融
思
想
に
そ
っ
て

編
成
替
を
お
し
す
す
め
て
き
た
日
本
信
用
機
構
も
明
治
末
か
ら
大
正
初
め
に
か
け
て
ひ
と
つ
の
壁
に
逢
着
し
、
日
銀
を
中
心
に
大
が
か

り
な
商
業
・
産
業
金
融
を
め
ぐ
る
刻
明
な
実
態
調
査
に
乗
り
出
し
た
。
紡
繍
・
製
糸
・
織
物
な
ど
多
く
の
産
業
を
お
お
う
周
知
の
金
融

調
査
と
な
ら
ん
で
、
そ
の
一
端
に
日
銀
大
阪
支
店
『
工
業
者
ノ
金
融
二
関
ス
ル
調
査
』
（
大
正
四
年
）
や
日
銀
調
査
局
『
問
屋
取
引
一
一

関
ス
ル
調
査
』
（
大
正
三
年
）
あ
る
い
は
全
国
の
商
業
会
議
所
に
問
う
た
農
商
務
省
商
務
局
に
よ
る
『
小
商
工
業
者
ノ
資
金
融
通
ノ
状

況
二
関
ス
ル
調
査
鐘
一
（
明
治
四
五
年
）
な
ど
商
業
信
用
と
銀
行
信
用
の
連
関
に
迫
る
い
く
つ
か
の
調
査
報
街
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料

に
よ
っ
て
大
工
業
か
ら
小
工
業
に
い
た
る
極
め
て
多
く
の
諸
部
門
の
当
時
の
商
取
引
決
済
ｌ
商
業
信
用
Ｉ
銀
行
信
用
の
実
態
を
知
る
こ

と
ず
く
編
成
替
に
よ
っ
て
、
市
場
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
は
信
用
機
構
の
上
層
か
ら
ゆ
る
や
か
な
浸
透
を
と
げ
た
が
、
そ
こ
に
創
出
さ
れ
た
日
本

の
信
用
機
構
は
い
か
な
る
構
造
を
と
り
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
三
章
に
お
い
て
、
上
向
運
動
の
頂
点
を
な
す
日
露
戦
期
か
ら
第
一

次
大
戦
期
に
焦
点
を
あ
わ
せ
成
立
期
日
本
信
用
機
構
の
す
が
た
を
商
業
信
用
ｌ
銀
行
信
用
Ｉ
中
央
銀
行
傭
用
ｌ
公
信
用
へ
と
つ
ら
な
る

信
用
体
系
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
。

大
正
四
年
日
銀
大
阪
支
店
が
行
っ
た
『
工
業
者
ノ
金
融
に
関
ス
ル
調
査
』
巻
末
の
「
附
録
」
に
は
調
査
対
象
と
な
っ
た
四
一
Ｅ
お
よ

ぶ
「
各
種
工
業
の
金
融
」
す
な
わ
ち
商
取
引
決
済
と
資
金
融
通
の
実
態
が
簡
潔
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
一
一
の
諸
工
業
は
、

と
が
で
き
る
。 第
五
章
明
治
期
に
お
け
る
決
済
慣
行
と
資
本
制
信
用
の
展
開
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（
１
）
 

「
大
工
業
」
「
中
工
業
」
「
小
工
業
」
「
販
売
業
」
の
四
つ
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
「
大
工
業
」
，
こ
し
て
は
造
船
、
モ
ス
リ
ン
、
ラ
シ
ャ
・
毛

布
・
フ
ラ
ン
ネ
ル
、
製
紙
、
ビ
ー
ル
、
人
造
肥
料
、
魚
油
精
製
、
セ
メ
ン
ト
、
亜
鉛
、
金
巾
、
製
革
、
白
レ
ン
ガ
、
塗
料
の
一
三
の
製

造
業
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
中
工
業
」
と
し
て
鉛
筆
、
製
粉
、
種
油
、
ハ
ッ
カ
、
ゴ
ム
タ
イ
ャ
な
ど
九
製
造
業
が
掲
げ
ら
れ
、

「
小
エ
業
」
と
し
て
製
薬
、
莫
大
小
、
白
木
綿
、
マ
ッ
チ
な
ど
一
八
の
零
細
製
造
部
門
、
最
後
に
麦
桿
真
田
、
茶
、
花
莚
、
陶
磁
器
の

四
つ
の
「
販
売
業
」
の
覗
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
二
の
羽
例
か
ら
、
販
売
ｌ
購
買
に
お
け
る
取
引
決
済
方
法
の
く
糸
あ
わ
せ

表
（
第
四
二
表
）
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
正
初
め
大
阪
に
お
け
る
商
取
引
決
済
と
商
業
信
用
の
実
態
を
僻
頤
す
る
）
」
と
が
可
能
と

購
買
Ｉ
販
売
の
決
済
の
型
は
現
金
、
荷
為
替
手
形
、
延
払
、
約
束
手
形
か
ら
な
る
一
六
個
の
く
ふ
あ
わ
せ
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
遠
隔
地
の
不
慣
れ
な
取
引
に
多
く
用
い
ら
れ
る
荷
為
替
手
形
は
基
本
的
に
は
現
金
あ
る
い
は
延
払
・
約
手
へ
分
岐
し
て
ゆ
く
も
の

と
考
え
れ
ば
、
決
済
の
型
は
現
金
・
延
払
・
約
束
手
形
か
ら
な
る
九
個
の
く
み
あ
わ
せ
に
お
ち
つ
く
。
ま
た
一
五
日
払
あ
る
い
は
月
未

払
な
ど
一
カ
月
に
達
し
な
い
延
払
は
全
て
現
金
の
項
目
に
繰
入
れ
た
か
ら
延
払
は
約
手
払
に
対
抗
す
る
も
の
と
な
り
、
決
済
は
現
金
払

と
二
つ
の
商
業
信
用
す
な
わ
ち
延
払
と
約
手
払
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
さ
さ
や
か
な
決
済
表
か
ら
い
く
つ
か
の
興
味
あ
る
事
実
を
糸
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
第
一
に
支
払
に
お
い
て
は
現
金
払

が
圧
倒
的
比
重
を
占
め
、
受
取
に
お
い
て
は
約
束
手
形
ｖ
現
金
Ｖ
延
払
の
わ
ず
か
な
比
重
差
を
含
承
な
が
ら
ほ
ぼ
三
分
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
第
一
一
に
、
こ
の
分
布
表
に
大
中
小
の
工
業
規
模
を
重
ね
あ
わ
せ
て
ゑ
る
と
、
支
払
が
約
束
手
形
の
形
態
を
と
る
横
一
列
に
大
工

業
、
こ
の
一
列
を
の
ぞ
い
た
受
取
が
現
金
の
縦
一
列
に
小
工
業
が
集
中
し
、
残
り
の
う
ち
受
取
が
廷
・
約
手
の
縦
二
列
に
は
、
中
工
業

の
比
重
が
高
く
な
り
大
工
業
も
い
く
つ
か
散
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
に
留
意
す
る
な
ら
ば
、
大
阪
製
造
業
の
取
引
決
済
に
つ
い
て
次
の
五
つ
の
類
型
を
析
出
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
現

な
る
。



3４ 

第42表大正四年大阪における商取引決済表

日本１０１

#蕊
錦木単△
具釦△

辮鱗
製粉（60,90）ｌ鰊鰯油縞（6Ｃ

(60)具釦△
(30)輸出セルロ

イド加工

(:8雛

製薬(60） (30)種油（3仏60）
(30)セルロイド加工

（30-60） 

(60）洋傘（120）
模造パナマ帽

（60-70） 
(30）ゴムタイヤ

（6レ70）
(30,60）ビール

（60,70） 

延払

’
’
１
 金巾(兼）

(60)鉛筆(輪)○
(6小90）製革（60）

(60）鉛筆(地)(60）

モスリン

洋傘（60）
(70-90)ラシヤ･毛布

フランネル

（市60）
（大津60-90）

(60-90)灘$0t:８

約手払

E:ZFEi-無

日銀大阪支店「工業者ノ金融二関スル調査」附録（｢日本金融史資料明治大正
編」第二四巻二六○～三四○頁より作成。

○は掛売一カ月未満のもの，△は掛売一カ月未満あるいは現金払のもの。
（）のなかの数字は支払期限を示す。（市)は市内，（地)は地方，（輪)は輸出，
(内)は内地向け，（専)は織布専業，（兼)は紡織兼業をさす。
○△（）ともに，前方のものは支払側，後方のものは受取側を示す。
支払側の項目で無とは原料自給のもの。
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以
上
、
大
正
初
め
大
阪
工
業
家
の
商
取
引
決
済
の
実
態
を
概
括
し
た
が
、
こ
こ
で
な
に
よ
り
も
強
調
さ
れ
る
べ
き
は
、
維
新
変
革
以

降
五
○
年
た
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
西
欧
金
融
思
想
に
も
と
ず
く
約
束
手
形
に
よ
る
商
業
信
用
が
商
取
引
決
済
の
主
流
に
は
な
り
え
な

か
っ
た
そ
の
一
点
に
あ
る
。
上
か
ら
の
強
力
な
手
形
割
引
の
導
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
束
手
形
に
よ
る
商
業
信
用
が
そ
れ
ほ
ど
普
及
せ

ず
狭
陸
な
し
の
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
決
済
表
に
よ
れ
ば
、
ひ
と
つ
に
は
現
金
取
引
優
位
の
潮
流
を
く
ず
せ
な
か
っ

た
こ
と
、
さ
ら
に
商
業
信
用
の
半
ば
が
約
手
で
は
な
く
延
払
で
あ
っ
た
こ
と
、
》
」
の
二
点
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
現
金
。

金
支
払
－
現
金
受
取
〔
決
済
類
型
Ｉ
〕
、
現
金
支
払
ｌ
延
払
受
取
〔
Ⅱ
〕
、
現
金
支
払
－
約
手
受
取
〔
Ⅲ
〕
、
約
手
支
払
ｌ
約
手
受
取
〔
Ⅳ
〕
、

約
手
支
払
Ｉ
現
金
受
取
〔
Ｖ
〕
。
）
」
の
五
つ
の
決
済
類
型
を
小
工
業
か
ら
大
工
業
へ
の
規
模
拡
大
に
沿
っ
て
段
階
的
に
整
理
す
る
な
ら

ば
、
Ｉ
↓
Ⅱ
↓
Ⅲ
↓
Ⅳ
↓
Ｖ
か
ら
な
る
．
の
字
型
の
軌
道
を
表
上
に
描
く
。
す
な
わ
ち
、
白
木
綿
、
〈
ヅ
カ
、
マ
ッ
チ
な
ど
零
細
資
本

が
大
半
を
占
め
る
、
支
払
。
受
取
と
も
に
現
金
か
ら
な
る
決
済
形
態
Ｉ
が
決
済
軌
道
の
起
点
を
な
す
。
エ
業
規
模
が
小
か
ら
中
へ
移
行

す
る
に
と
も
な
い
、
支
払
は
現
金
で
あ
り
な
が
ら
受
取
は
延
払
あ
る
い
は
約
束
手
形
に
よ
る
商
業
信
用
決
済
に
移
る
。
》
」
の
決
済
形
態

Ⅱ
。
Ⅲ
で
は
資
本
は
一
方
的
に
信
用
を
与
え
る
と
い
う
極
め
て
不
利
な
立
場
に
お
い
こ
ま
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
工
業
規
模
が
中
か
ら
大

へ
と
移
行
す
る
に
と
も
な
い
そ
の
受
取
側
か
ら
く
る
重
圧
を
他
に
転
稼
す
べ
く
自
ら
の
原
材
料
代
支
払
を
現
金
か
ら
約
束
手
形
決
済
へ

き
り
か
へ
風
穴
を
あ
け
る
。
こ
の
決
済
形
態
Ⅳ
に
至
っ
て
資
本
は
商
業
信
用
の
連
鎖
に
と
り
こ
ま
れ
る
が
、
信
用
論
が
想
定
す
る
約
束

手
形
に
よ
る
連
鎖
は
新
興
の
毛
織
物
・
製
紙
な
ど
数
少
い
大
エ
業
に
限
ら
れ
る
。
さ
ら
に
金
巾
（
兼
業
）
の
よ
う
に
前
後
の
工
程
の
資

本
に
比
べ
て
突
出
し
た
力
を
も
つ
や
、
支
払
は
約
手
の
ま
ま
受
取
を
現
金
に
き
り
か
え
商
業
信
用
の
利
益
を
独
占
す
る
。
こ
の
決
済
形

態
Ｖ
の
出
現
に
よ
っ
て
、
現
金
支
払
を
強
い
ら
れ
た
次
工
程
の
弱
小
資
本
は
決
済
形
態
Ⅳ
か
ら
Ⅲ
へ
の
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
商
業
信

用
の
も
つ
利
益
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
商
業
信
用
連
鎖
に
対
し
逆
行
的
な
こ
の
決
済
形
態
に
よ
っ
て
現
金
受
・
払
を
起
点
と
す
る
。
の
字

型
の
決
済
軌
道
は
終
止
す
る
。



３６ 
延
払
・
約
束
手
形
三
者
の
対
抗
の
う
ち
に
成
立
期
日
本
信
用
機
織
が
未
だ
ひ
と
つ
の
原
理
に
立
つ
安
定
し
た
構
造
を
と
り
え
な
か
っ
た

そ
の
根
拠
の
一
端
を
か
い
主
承
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
な
に
よ
り
も
推
奨
さ
れ
た
約
束
手
形
に
よ
る
取
引
決
済
が
な
に
ゆ
え

現
金
払
あ
る
い
は
延
払
を
圧
倒
し
え
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
執
勘
に
自
己
の
存
続
を
主
張
す
る
現
金
払
と
延
払
の
信
用
上
の
根
拠
は
一

体
何
で
あ
っ
た
の
か
、
次
に
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
き
ほ
ど
の
決
済
表
を
一
瞥
す
る
な
ら
ば
、
商
取
引
の
支
払
側
に
現
金
決
済
、
受
取
側
に
商
業
信
用
決
済
の
比
重
が
高
い
こ
と
を
知

り
う
る
。
い
い
か
え
れ
ば
問
題
の
諸
工
業
資
本
を
は
さ
ん
で
前
工
程
で
は
現
金
決
済
が
圧
倒
的
な
力
を
も
ち
、
後
の
エ
程
で
は
延
払
あ

る
い
は
約
手
払
の
浸
透
が
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
》
」
の
）
」
と
は
多
く
の
工
業
資
本
群
の
前
工
程
に
商
業
信
用
関
係
を
許
さ
ぬ
ほ
ど
広
大
な

吸
引
力
を
も
っ
た
現
金
漏
出
孔
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
）
」
と
、
ま
た
そ
れ
と
の
対
比
で
い
え
ば
工
業
資
本
群
の
後
の
工
程
で
は

な
に
屯
の
を
も
の
ふ
こ
む
強
大
な
こ
の
磁
力
を
相
殺
す
る
に
足
る
諸
力
が
作
動
し
て
い
る
一
」
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
諸
条
件
は
あ
る
特

定
の
部
門
に
特
有
の
事
態
で
は
な
く
諸
部
門
を
貫
ぬ
く
全
般
的
な
力
学
に
も
と
ず
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

資
本
制
信
用
関
係
の
も
と
で
現
金
の
出
勤
が
も
と
め
ら
れ
る
の
は
、
信
用
を
う
ゑ
だ
す
商
業
流
通
が
と
ぎ
れ
る
限
界
点
に
お
い
て
で

あ
る
。
資
本
制
信
用
の
拡
充
に
と
も
な
い
こ
の
限
界
領
域
は
労
賃
支
払
か
ら
最
終
消
費
財
の
鱒
入
に
至
る
一
般
的
流
通
に
局
限
さ
れ
る

（
２
）
 

よ
う
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
資
本
と
賃
労
働
の
未
分
化
な
領
域
を
多
く
か
か
唾
え
る
後
進
国
に
お
い
て
は
、
商
業
流
通
は
一
般
的
流
通
か
ら

自
立
す
る
）
」
と
少
く
、
現
金
払
の
重
い
殻
が
商
業
信
用
の
連
鎖
網
を
底
の
浅
い
も
の
に
お
し
と
ど
め
て
し
ま
う
。
日
本
に
お
い
て
西
欧

技
術
の
移
植
に
よ
る
近
代
的
産
業
資
本
の
周
囲
に
は
資
本
と
賃
労
働
が
未
だ
充
分
に
分
化
し
え
な
い
広
大
な
「
前
期
的
」
領
域
が
ひ
ろ

が
っ
て
い
る
。
そ
の
中
間
の
領
域
に
は
資
金
・
技
術
・
労
働
力
・
原
材
料
を
こ
れ
ら
在
来
の
「
前
期
的
」
領
域
に
依
存
す
る
多
く
の
中

小
零
細
工
業
資
本
が
群
生
す
る
。
中
小
零
細
資
本
群
に
よ
る
「
前
期
的
」
部
門
へ
の
支
払
は
、
商
業
流
通
が
一
般
的
流
通
か
ら
自
立
し

え
な
い
た
め
に
原
材
料
代
も
労
賃
と
同
じ
現
金
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
、
何
故
工
業
盗
本
群
の
支
払
側
に
現
金
決
済
が
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優
位
を
占
め
る
の
か
、
さ
き
の
疑
問
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
簡
明
な
答
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

商
業
流
通
が
一
般
流
通
か
ら
自
立
し
商
業
信
用
の
連
鎖
を
生
み
だ
す
に
は
、
ひ
と
え
に
工
業
家
の
資
本
と
し
て
の
力
量
に
か
か
っ
て

い
る
。
工
業
家
が
零
細
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
商
業
信
用
を
と
り
む
す
ぶ
力
は
弱
ま
り
、
現
金
支
払
の
重
圧
を
現
金
受
取
へ
つ
な
げ
ざ
る

を
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
工
業
家
が
中
工
業
と
し
て
の
力
量
を
備
え
る
や
前
方
か
ら
繰
上
げ
ら
れ
て
き
た
現
金
決
済
の
流
れ
は
こ
こ
で
断

ち
切
ら
れ
る
。
資
本
の
蓄
積
に
よ
っ
て
商
業
流
通
が
自
立
化
し
製
造
家
を
起
点
に
し
て
商
業
信
用
の
連
鎖
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
。
資

本
の
力
は
前
工
程
に
及
ぶ
こ
と
な
く
そ
れ
に
つ
づ
く
分
業
工
程
に
光
を
な
げ
か
け
そ
の
信
用
構
造
を
近
代
的
に
再
編
し
よ
う
と
す
る
。

さ
き
の
商
取
引
決
済
表
（
第
四
一
一
表
）
に
あ
ら
わ
れ
た
製
造
家
の
支
払
側
に
現
金
払
が
多
く
受
取
側
に
商
業
信
用
が
多
い
と
い
う
決
済

上
の
屈
折
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
資
本
制
的
商
品
流
通
の
自
立
と
展
開
を
反
映
し
、
資
本
制
商
業
信
用
の
力
強
い
勃
興
。
浸
透
を
物
語
っ

二
問
屋
流
通
機
構
と
延
払
信
用

前
期
的
商
品
流
通
が
大
勢
を
占
め
る
と
き
現
金
決
済
の
重
い
よ
ろ
い
を
は
ず
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
そ
の
な
か
で
資
本
が
次
第
に

か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
に
つ
れ
商
業
信
用
は
点
か
ら
線
へ
そ
の
領
域
を
の
ば
し
て
ゆ
く
。
し
か
し
製
造
家
を
起
点
と
し
て
切
り
開
か
れ
た

商
業
信
用
も
そ
の
あ
と
に
つ
づ
く
商
品
Ⅱ
資
本
流
通
の
あ
り
か
た
に
よ
っ
て
は
連
鎖
す
る
こ
と
な
く
現
金
決
済
へ
あ
と
も
ど
り
し
て
し

ま
う
。
た
と
え
ば
輸
入
決
済
に
お
い
て
「
先
方
よ
り
の
荷
為
替
は
参
着
後
数
十
日
払
」
で
あ
る
か
ら
「
貿
易
業
者
も
必
ず
し
も
現
金
を

（
１
）
 

以
て
之
を
需
要
者
に
引
渡
す
」
必
要
な
く
「
延
払
」
が
「
原
則
的
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
小
零
細
資
本
に
対
し
て
は
現
金
払

が
慣
行
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
輸
出
決
済
に
お
い
て
は
、
外
商
主
導
の
在
来
零
細
輸
出
産
業
が
優
位
を
占
め
る
か
ら
「
現
金
取
引
は
実

て
い
る
。

（
１
）
 

（
２
）
 

日
銀
大
阪
支
店
「
工
業
者
ノ
金
融
二
関
ス
ル
調
査
」
（
大
正
四
年
二
月
）
『
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
』
第
二
四
巻
二
九
八
一
’
九
頁

商
業
流
通
と
一
般
的
流
通
に
つ
い
て
は
、
川
合
一
郎
『
管
理
通
貨
と
金
融
資
本
」
第
三
章
を
参
照



3８ 

商
業
流
通
が
一
般
的
流
通
へ
交
叉
す
る
と
こ
ろ
、
商
品
生
産
の
最
終
実
現
を
に
な
う
流
通
資
本
の
決
済
・
信
用
状
態
に
つ
い
て
は
日

銀
大
阪
支
店
に
よ
る
『
大
阪
二
於
ケ
ル
小
商
工
業
者
ノ
金
融
状
況
』
（
大
正
三
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
大
正
初
め
大
阪
に
お
け

る
小
売
商
人
の
仕
入
・
販
売
の
決
済
方
法
は
、
い
く
つ
か
の
偏
差
を
含
ん
で
い
る
が
「
仕
入
掛
買
、
販
売
現
金
」
慣
行
が
厳
と
し
て
貫

い
て
い
る
。
仕
入
が
廷
取
引
で
あ
る
こ
と
、
こ
こ
に
零
細
な
「
小
商
工
業
者
」
の
営
業
の
基
礎
が
あ
る
。
仕
入
先
の
信
用
さ
え
あ
れ
ば

「
資
金
調
達
の
問
題
」
を
感
ず
る
こ
と
な
く
営
業
を
始
め
、
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
意
味
で
廷
取
引
は
「
資
本
豊
富
な
ら
ず
工
業
の

（
３
）
 

進
歩
せ
ざ
る
時
代
に
は
最
も
適
応
し
た
る
取
引
方
法
」
で
あ
っ
た
。
卸
商
と
の
あ
い
だ
の
「
廷
勘
定
」
の
多
く
、
た
と
陰
え
ば
海
産
物
、

呉
服
大
物
、
漆
器
、
洋
反
物
、
紙
製
品
、
売
薬
、
コ
ー
ク
ス
な
ど
は
「
月
二
回
月
末
払
或
は
一
月
よ
り
二
一
一
一
ヵ
月
」
で
あ
り
、
そ
の
他

（
２
）
 

に
我
輸
出
ロ
叩
の
取
引
上
最
ｊ
も
肝
要
な
る
部
分
を
占
め
」
る
と
い
う
確
固
た
る
慣
習
が
ゑ
ら
れ
た
が
、
出
荷
先
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
製
造

家
の
販
売
決
済
に
も
信
用
関
係
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
注
意
を
用
す
る
。
た
と
え
ば
輸
出
取
引
の
う
ち
「
製
造
家
対
外
国
商
館
の
取

引
」
に
お
い
て
は
「
延
売
勘
」
い
が
「
製
造
家
対
内
国
の
貿
易
商
間
」
に
お
い
て
は
廷
取
引
は
「
稀
な
る
に
あ
ら
ず
」
、
硝
子
器
や
玩

具
の
よ
う
に
「
約
手
を
使
用
す
る
」
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
製
造
業
者
が
貿
易
商
以
外
の
所
謂
問
屋
へ
」
販
売
す
る
と
き
は
麦
桿

（
２
）
 

真
田
、
茶
、
鍛
通
の
よ
う
に
「
現
金
取
引
を
見
る
こ
と
な
き
に
あ
ら
ず
」
と
は
い
』
え
、
そ
れ
は
「
寧
ろ
例
外
的
」
で
あ
り
延
取
引
が
大

勢
を
占
め
て
い
た
と
い
う
。
製
造
家
に
と
っ
て
出
荷
先
を
外
商
↓
内
商
↓
問
屋
へ
と
転
ず
る
に
し
た
が
い
現
金
決
済
は
商
業
信
用
決
済

へ
席
を
ゆ
ず
っ
て
ゆ
く
。
と
く
に
輸
出
問
屋
の
介
在
に
よ
っ
て
前
期
的
領
域
に
半
ば
身
を
浸
す
零
細
な
製
造
家
も
現
金
で
支
払
う
一
方

で
商
業
信
用
を
与
え
る
と
い
う
決
済
上
の
屈
折
点
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
諸
事
情
を
考
慮
す
る
や
、
製
造
家
を
起
点
と
す
る
商
業
信
用
決
済
が
最
終
消
費
に
至
る
ま
で
連
鎖
を
か
た
ち
づ
く
る
の

か
、
あ
る
い
は
そ
の
半
ば
で
途
切
れ
て
し
ま
う
の
か
、
製
造
家
Ｉ
問
屋
ｌ
小
売
に
至
る
商
取
引
決
済
の
構
造
に
つ
い
て
よ
り
一
層
立
ち

い
っ
た
分
析
が
必
要
と
な
る
。
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現
金
販
売
で
あ
っ
た
と
は
い
え
零
細
な
資
本
を
も
た
な
い
小
売
商
が
と
も
か
く
営
業
を
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
な
に
よ
り
も

卸
問
屋
が
彼
等
に
与
え
た
掛
に
よ
る
延
払
信
用
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
エ
業
家
を
起
点
と
し
小
売
商
に

終
る
商
業
信
用
の
流
れ
に
お
い
て
両
者
を
つ
な
ぐ
卸
問
屋
が
暗
い
後
景
か
ら
次
第
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
で
き
あ
い
の
西
欧
金
融

概
念
に
よ
っ
て
は
つ
か
ま
え
ど
こ
ろ
の
な
い
多
面
体
の
姿
を
明
瞭
な
も
の
と
し
、
改
良
の
た
め
の
手
が
か
り
を
つ
か
む
こ
と
、
こ
こ
に

成
立
期
日
本
信
用
機
構
に
と
っ
て
新
た
な
課
題
を
か
か
え
こ
む
こ
と
に
な
る
。
大
正
三
年
日
銀
調
査
局
は
さ
き
の
大
阪
支
店
調
査
と
な

ら
ん
で
東
京
を
中
心
と
す
る
『
問
屋
取
引
二
関
ス
ル
調
査
』
を
敢
行
し
そ
の
多
様
な
機
能
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
調
査
報
告
は
ま
ず
巻
頭
に
お
い
て
「
問
屋
と
は
主
と
し
て
卸
売
を
営
む
大
商
人
」
と
い
う
規
定
を
与
え
た
う
え
で
委
託
・
固

有
・
加
工
の
三
つ
の
販
売
問
屋
に
整
理
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

（
農
産
物
）

委
託
問
屋

服
艸
隆
國
一
幽
一
州
一
人
卵
山
函
溌
灘
灘
議
剛

（
４
）
 

来
の
商
業
に
」
多
か
っ
た
。

年
二
回
（
酒
屋
）
、
次
回
送
荷
の
と
き
前
回
分
を
仕
払
う
（
陶
磁
器
）
、
一
時
商
品
を
借
入
れ
行
商
し
売
れ
た
分
だ
け
仕
払
う
「
浮
貸
」

チ
ヤ
ウ
ハ

（
呉
服
商
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
勘
定
決
済
は
一
一
○
日
あ
る
い
は
一
一
五
日
〆
月
未
払
の
「
丁
端
勘
定
」
に
よ
り
、
そ
の
仕
払
も
極

め
て
「
寛
容
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
約
束
手
形
に
よ
る
も
の
は
紙
、
洋
反
物
、
洋
傘
、
帽
子
、
履
物
業
な
ど
「
概
し
て
舶

加
工
問
屋

略
せ
ん
と
す
る
」
「
市
場
短
縮
」
の
動
き
が
あ
る
。
さ
き
の

「
エ
業
者
ノ
金
融
二
関
ス
ル
調
査
』
の
対
象
と
な
っ
た
四
二
の
大
阪
工
業
資
本
の
消
費
者
へ
至
る
流
通
機
構
を
み
て
ふ
る
と
、
消
費
者

（
工
産
物
）

有
問
屋

ど
の
「
生
産
者
及
消
費
者
以
外
の
階
級
は
な
る
可
く
之
を
省



4０ 
へ
の
直
接
販
売
、
問
屋
を
媒
介
す
る
も
の
、
特
約
・
一
手
販
売
に
よ
る
も
の
の
三
つ
の
ル
ー
ト
に
整
理
さ
れ
る
。
生
産
資
本
優
位
の
特

約
・
一
手
販
売
方
式
は
製
紙
・
人
造
肥
料
な
ど
新
興
の
大
工
業
に
多
い
が
未
だ
全
体
の
四
分
の
一
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
全
体
の
半

ば
を
問
屋
方
式
が
お
さ
え
主
流
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
。

「
問
屋
の
最
も
原
始
的
意
義
」
を
も
つ
委
託
販
売
問
屋
は
生
産
者
そ
の
他
の
委
託
を
受
け
て
商
品
の
販
売
を
な
す
も
の
を
い
う
。
そ

の
仕
入
取
引
は
「
指
値
稀
に
し
て
成
行
売
多
」
く
、
そ
の
決
済
は
「
着
荷
後
直
に
内
金
と
し
て
其
見
込
代
価
の
七
八
割
位
迄
を
送
金
」

す
る
例
が
少
く
な
い
。
も
と
も
と
委
託
商
品
の
売
却
の
後
に
代
金
の
支
払
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
伝
統
的
な
魚
・
青
物
・
材
木
・
薪

炭
・
酒
な
ど
を
扱
う
零
細
な
「
荷
送
人
が
一
日
も
早
く
代
金
の
回
収
を
得
ん
と
努
め
た
る
結
果
」
こ
う
し
た
慣
習
が
生
れ
る
に
至
っ

た
。
こ
れ
は
荷
送
人
が
委
託
と
い
う
過
渡
的
な
形
を
と
っ
て
で
あ
れ
問
屋
に
対
し
商
品
形
態
で
の
信
用
に
等
し
い
便
宜
を
供
与
し
て
い

た
の
が
、
逆
に
問
屋
が
荷
送
人
に
対
し
内
渡
金
の
か
た
ち
で
信
用
を
供
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
委
託
に
よ
る
生
産

者
か
ら
小
売
商
に
至
る
一
連
の
延
払
信
用
の
行
詰
り
は
、
問
屋
に
よ
る
前
払
信
用
Ⅱ
資
金
供
与
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同

時
に
一
連
の
延
払
信
用
は
現
金
の
出
動
に
よ
っ
て
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
問
屋
に
よ
る
内
渡
金
供
与
に
よ
る
修

復
に
よ
っ
て
も
在
来
の
零
細
資
本
の
あ
い
だ
の
商
品
流
通
Ⅱ
信
用
が
か
か
え
る
切
迫
し
た
不
安
定
性
を
克
服
し
え
な
い
。
そ
れ
は
山

「
資
金
回
収
の
速
か
な
ら
ざ
る
こ
と
」
②
「
代
価
決
定
の
不
公
平
な
る
こ
と
」
③
「
問
屋
の
利
益
亦
多
か
ら
ざ
る
こ
と
」
な
ど
の
不
満

と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
委
託
販
売
問
屋
は
「
漸
減
の
趨
勢
」
を
た
ど
る
。

委
託
に
と
も
な
う
不
安
定
性
を
避
け
る
ぺ
く
委
託
販
売
問
屋
は
「
自
己
の
名
を
以
て
且
自
己
の
為
に
物
品
を
販
売
す
る
」
販
売
問
屋

へ
推
転
す
る
。
両
者
の
違
い
は
委
託
か
ら
純
然
た
る
売
買
関
係
へ
の
転
換
に
あ
る
が
、
商
品
生
産
Ｉ
流
通
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
固
有
販

売
問
屋
と
加
工
販
売
問
屋
の
一
一
つ
の
型
を
う
ゑ
だ
す
。
資
本
の
自
立
の
承
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
問
屋
自
ら
が
加
工
工
程
へ
乗
り
だ
し

問
屋
の
力
に
よ
っ
て
不
安
定
な
商
品
生
産
Ⅲ
流
通
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
典
型
は
「
問
屋
よ
り
原
料
を
供
給
し
職
人
を
し
て
之
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を
加
工
せ
し
め
之
に
対
し
て
一
定
工
賃
を
給
す
る
」
い
わ
ゆ
る
「
手
間
師
」
に
あ
る
が
、
職
人
の
資
力
に
余
裕
が
で
き
る
と
職
人
は

「
自
ら
原
料
を
買
入
れ
し
め
其
仕
上
げ
た
る
物
品
を
相
当
価
格
に
て
買
取
る
」
い
わ
ゆ
る
「
仕
上
師
」
へ
む
か
う
。
後
者
は
売
買
関
係

か
ら
笠
れ
ぱ
固
有
販
売
問
屋
と
全
く
異
な
る
と
こ
ろ
を
も
た
な
い
が
、
そ
の
実
体
は
問
屋
前
借
Ⅱ
加
工
販
売
問
屋
と
い
う
べ
き
過
渡
的

形
態
を
な
す
。
し
か
し
委
託
か
ら
売
買
へ
の
転
換
に
と
も
な
う
取
引
決
済
の
推
移
に
視
点
を
定
め
る
や
、
「
中
間
売
買
の
糸
」
の
固
有

販
売
問
屋
が
委
託
販
売
問
屋
に
対
立
す
る
典
型
概
念
と
し
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
こ
の
委
託
販
売
問
屋
か
ら
固
有
販
売
問
屋
へ
の

転
換
に
よ
っ
て
そ
の
商
取
引
決
済
慣
行
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
躍
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
、
ま
ず
固
有
販
売
問
屋
の
仕
入
取
引
か
ら
ゑ
て

ゆ
こ
う
。
日
銀
調
査
局
に
よ
る
問
屋
を
め
ぐ
る
調
査
報
告
で
は
仕
入
先
に
よ
っ
て
次
の
三
つ
の
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
「
外
国
商
館
よ
り
貴
入
る
ろ
も
の
及
直
輸
入
を
な
す
も
の
（
鉄
、
洋
紙
、
毛
織
物
等
）
」
に
つ
い
て
。
代
金
支
払
は
外
国
商
館

に
対
し
て
は
現
金
払
、
外
国
製
造
会
社
に
対
し
て
は
荷
為
替
手
形
が
一
般
的
で
あ
る
。
荷
為
替
の
期
限
は
個
々
会
社
に
よ
り
一
致
し
な

い
。
こ
こ
で
は
「
漢
遷
の
鉄
工
所
」
と
鉄
問
屋
の
取
引
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
出
荷
後
二
十
日
位
で
手
形
が
到
着
し
へ
す
ぐ
引
受
け

ら
れ
、
そ
の
後
三
十
日
位
で
支
払
わ
れ
る
。
荷
物
到
着
と
代
金
支
払
と
は
ほ
と
ん
ど
同
時
で
あ
る
。

第
二
に
「
内
地
大
工
業
者
及
官
庁
よ
り
買
入
る
る
も
の
（
砂
糖
、
綿
糸
、
塩
等
）
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
問
屋
が
多
い
が

価
格
決
定
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
製
造
会
社
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
代
金
支
払
は
「
極
め
て
短
期
に
し
て
殆
ど
現
金
取
引
に
近
」
い
・
た
と

え
ば
東
京
市
内
の
綿
糸
商
が
東
京
の
紡
績
会
社
よ
り
仕
入
れ
る
と
き
は
翌
日
た
だ
ち
に
代
金
領
収
証
書
に
よ
っ
て
、
大
阪
あ
る
い
は
名

古
屋
の
紡
績
会
社
か
ら
仕
入
れ
る
と
き
は
大
阪
七
日
、
名
古
屋
五
日
期
限
の
紡
績
会
社
振
出
の
代
金
取
立
為
替
手
形
に
よ
っ
て
決
済
さ

れ
る
。
こ
の
と
き
問
屋
は
売
上
高
に
応
じ
て
紡
績
会
社
よ
り
百
円
に
付
き
四
○
銭
か
ら
八
○
銭
の
割
戻
金
を
受
け
る
。
こ
の
割
戻
金
の

慣
行
は
大
製
造
会
社
に
お
い
て
少
な
く
な
く
、
た
と
え
ば
石
油
会
社
に
お
い
て
も
一
箱
に
付
き
十
五
銭
の
割
戻
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
塩
問
屋
、
煙
草
問
屋
が
専
売
局
よ
り
購
入
す
る
と
き
は
現
金
払
が
原
則
で
あ
る
が
、
国
債
そ
の
他
の
有
価
証
券
を
担
保
と
し
て
三
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『
問
屋
取
引
二
関
ス
ル
調
査
』
は
小
商
工
業
者
の
金
融
問
題
を
背
景
に
委
託
・
固
有
販
売
問
屋
と
小
売
商
と
の
取
引
関
係
に
焦
点
が

お
か
れ
て
い
る
た
め
、
委
託
お
よ
び
固
有
販
売
問
屋
の
仕
入
決
済
に
く
ら
べ
販
売
決
済
に
つ
い
て
は
個
々
詳
細
な
記
述
が
与
え
ら
れ
て

い
る
。
問
屋
の
販
売
先
は
小
売
商
人
、
仲
買
人
、
地
方
卸
商
人
、
大
消
費
者
か
ら
な
る
が
、
委
託
販
売
問
屋
は
市
内
小
売
商
向
け
、
加

さ
わ
し
い
。

以
上
、
東
京
に
お
け
る
固
有
販
売
問
屋
の
仕
入
決
済
が
一
一
一
つ
の
類
型
に
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
き
に
『
工
業
者
ノ
金
融
二
関
ス
ル

調
査
」
に
接
し
た
あ
と
で
は
い
さ
さ
か
簡
略
に
す
ぎ
る
と
い
う
想
い
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
。
商
取
引
決
済
表
（
第
四
一
表
）
の
受
取
側

の
構
成
と
こ
の
記
述
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
ロ
の
大
工
業
と
口
地
方
小
農
工
者
と
の
あ
い
だ
に
綿
々
と
連
な
る
中
小
工
業
が
全
面
的
に

き
り
す
て
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
第
四
二
表
で
析
出
さ
れ
た
五
つ
の
決
済
類
型
の
う
ち
、
問
屋
と
の
あ
い
だ
に
商
業
信

用
関
係
を
む
す
ぶ
第
Ⅱ
・
第
Ⅲ
の
類
型
が
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
東
京
と
大
阪
と
い
う
調
査
対
象
の
ち
が
い
に
よ
る
と
い

う
よ
り
も
、
一
方
が
「
エ
業
者
」
の
決
済
関
係
に
関
心
が
あ
る
の
に
対
し
、
他
方
が
「
問
屋
」
と
小
売
商
と
の
決
済
慣
行
に
焦
点
が
お

か
れ
工
業
家
と
の
決
済
関
係
は
後
景
に
お
か
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
の
一
一
一
つ
の
類
型
を
め
ぐ
る
記
述
は
第
四

二
表
に
よ
っ
て
焦
約
さ
れ
た
製
造
家
の
五
つ
の
決
済
類
型
仮
説
を
問
屋
の
側
か
ら
肉
づ
け
補
強
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
が
ふ

力
月
以
内
無
利
子
の
延
払
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

第
三
は
、
「
地
方
小
農
工
業
者
及
仲
買
人
よ
り
貿
入
る
る
も
の
（
日
本
紙
、
鶏
卵
、
溌
物
等
）
」
の
場
合
で
、
零
細
生
産
者
に
対
し
問

屋
は
価
格
決
定
な
ど
優
位
に
立
つ
。
仕
入
決
済
の
事
例
と
し
て
た
と
え
ば
日
本
紙
の
場
合
、
産
地
と
の
遠
近
に
よ
り
「
十
五
日
二
○
日

若
く
は
一
一
一
○
日
期
限
の
為
替
手
形
」
が
地
方
銀
行
を
経
由
し
て
東
京
の
銀
行
へ
送
ら
れ
る
。
期
日
に
仕
払
が
な
い
と
き
は
百
円
に
付
き

四
円
の
延
滞
日
歩
を
徴
収
さ
れ
る
。
つ
づ
い
て
「
成
行
売
」
「
着
荷
後
数
日
」
払
の
鶏
卵
の
決
済
例
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
類
型

の
決
済
一
般
の
記
述
は
な
い
。
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第43表大正初めにおける東京問屋の市内向け決済の概要

決済状況問屋

砂糖 毎月末集金人を派逝，常に多額の滞掛賛あり

塩｜毎月末集金人を派遺

醤油｜毎月末二五日〆，末日通帳を集め代金請求，二，三カ月後回収

日本酒｜月四回集金人を派iiR，三，四カ月後に回収

蝋卵｜普通は一四日，末日の二回払，信用あるものは－，二カ月後払

京都織物

三越向

白木屋向

二○日〆月末集金人を派避，支払は翌月末

八の日三回三○日約手払，日歩はつかず，銀行で割引

月末六○日約手払，たいてい二銭五厘の日歩がつく

綿･綿糸|識:場息辮鋒騨･商品引渡後-カ月以内完済
三カ月後完済日本紙｜月末集金人を派過，

漆｜月末集金人を派避，延滞日歩として一円につき五厘請求

鶴｜謂城槽雛騨'､繍蝉通徽約手か公正債用証醤を作ら
薪炭’一四日，月末集金人を派遣

ＭＩＩ商品引渡後仲買人より翌日代金を回収

洋紙|辮識翻し豐雛諺蕊鯛させる 日歩lまっかな

鉄材｜月二七，八日〆月末集金人派遮，月末完済なし

石材|鵜蝋綬|萄織?轍織騨成識者に対し

エ
販
売
問
屋
は
地
方
卸

商
人
向
け
に
特
化
し
つ

つ
あ
り
、
固
有
販
売
問

輝
屋
は
市
内
向
け
を
中
心

りょ
と
し
な
が
ら
地
方
向
け

頁説
に
も
手
を
の
ば
す
。
そ

Ｊ
垂
れ
ゆ
え
問
屋
の
販
売
決

詳
一
「
済
の
す
が
た
は
地
方
向

柾
錘
け
と
市
内
向
け
か
ら
な

Ⅸ至る一一つの表（第四一一一・

州》“繧渉舳蟄汚齪霊巫
に
治
と
が
で
き
る
。

聴
明

艫
料
市
内
向
け
の
販
売
決

鯏鮒一睡舳瀝蝿癖
繩
酵
金
払
に
よ
る
ほ
か
は
大

日
ｒ

半
が
廷
取
引
で
あ
り
、



4４ 

第44表大正初めにおける東京問屋の地方向け決済の概要

問 星 決済状況

鱸|騨蝋朧鰄鰄郷､癖i震
雰|ｻﾞ蝋摺織鰄麟…で……

-－－－－ 

砂

森都繊

鬚締|轤鍵鱗欝繍榊
~~￣--￣￣~￣￣￣､－－￣Ｃ－－－Ｃ－－－－－－－－－－－二一

毛織物|蕊藤蹄○側以内に…猶…繍庭彌為替を用い，

酉洋紙|雛蕊|扇辰灘ﾁﾞ敢搬は榊か,着荷後置に約手を

繊霞蕊入|醗麟櫟綴譲蝋蝋辮よる｡樹鐵鑛に臓注文
牛骨細工｜同上,延売の期限は二カ月，二カ月ごとに店員派i11tする

市
内
向
け
取
引
に
お
い
て
「
坐
売
」
Ｔ
店
頭
販
売
）
は

す
た
れ
、
次
第
に
「
出
売
」
Ｔ
店
員
派
避
販
売
）
が
普
及

す
る
に
と
も
な
い
、
仲
買
人
は
次
第
に
排
除
さ
れ
て
い
っ
た

じ同
が
、
こ
の
傾
向
は
地
方
向
け
に
も
波
及
浸
透
し
代
金
の
回
収

と表
坐
泉
部
織
物
問
屋
や
糸
問
屋
を
は
じ
め
多
く
が
集
金
人
の
巡

３
 

４
 

鞠
回
取
立
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
。
地
方
卸
商
人
に
対
す
る
問

“
屋
の
取
引
決
済
は
、
新
規
の
取
引
あ
る
い
は
信
用
薄
弱
の
と

き
を
の
ぞ
い
て
は
こ
と
ご
と
く
延
取
引
で
、
そ
の
期
限
は
市

の
お
り
振
出
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

「
仕
切
状
」
あ
る
い
は
「
通
帳
」
に
よ
り
集
金
人
が
回
収
す

る
。
延
期
間
は
短
い
が
大
概
一
部
の
承
支
払
わ
れ
完
済
ま
で

に
数
ヵ
月
か
か
り
、
問
屋
は
常
に
「
小
売
商
人
の
一
二
カ
月

分
の
売
上
高
」
に
匹
敵
す
る
「
滞
貸
」
を
か
か
え
こ
む
。
し

か
し
問
屋
が
大
会
社
も
し
く
は
官
庁
等
よ
り
仕
入
れ
る
に
従

い
現
金
払
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
重
圧
に
よ
っ
て
延
期
間

は
「
漸
次
短
縮
」
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
大
半
は
掛
充

で
あ
り
、
約
束
手
形
は
三
越
・
白
木
屋
が
京
都
織
物
問
屋
宛

に
振
出
す
ほ
か
は
綿
糸
・
畳
・
洋
紙
問
屋
な
ど
期
限
の
延
長
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態
す
な
わ
ち
全
国
各
地
に
ひ
ろ
が
る
小
商
工
業
者
に
と
っ
て
卸
商
か
ら
の
掛
買
が
如
何
に
確
固
た
る
慣
習
と
し
て
力
を
も
っ
て
い
た
か

を
輿
深
く
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
検
討
に
値
す
る
報
告
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
で
は
東
京
の
事
例
を
第
四

第45表明治末東京における

資金融通法別同業

Ａ手形|Ｂ商,鼠購入’

内
販
売
の
「
二
カ
月
以
下
」
よ
り
長
い
「
二
カ
月
以
上
」
が
普
通
で
あ
っ
た
。
取
引
が
ご
く
浅
い
場
合
に
は
「
代
金
引
換
郵
便
又
は
荷

為
替
」
が
つ
か
わ
れ
た
が
、
信
用
が
深
ま
る
と
伝
統
的
な
掛
売
買
に
切
り
か
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
地
方
卸
売
商
人
が
信
用
の
安
定
確
実

な
し
の
が
多
く
貸
金
の
回
収
が
不
能
と
な
る
こ
と
は
「
極
め
て
稀
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
大
問
屋
に
お
い
て
は

「
荷
為
替
、
取
立
為
替
を
用
い
又
約
束
手
形
の
振
出
を
請
求
す
る
も
の
頗
る
多
」
く
西
欧
流
の
信
用
手
段
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

:組合一覧

Ｃ原料品借入

食料蒟蒻
製造販売

凧物商

舗間儲卸商
化粧品卸商

帽子製造

洋傘間屋

靴

織物製造

印刷蕊｜
職|剃“

Ｉ費高禾

商
一
津
趣
成

こ
れ
ま
で
の
整
理
に
よ
っ
て
東
京
に
お
け
る

一鍬壗昨飛罎伽川圷識謝権醒辮辨麺舳鋼輌塾麺年
出売 薬 輸
靴

一
鐘
纈
頂
き
た
が
、
そ
の
貧
弱
な
骨
格
に
さ
ら
に
一
片
の

一
触
ｒ
Ｊ

肉
付
き
を
与
え
る
意
味
で
第
四
五
表
を
掲
げ
よ

う
。
明
治
末
年
艇
商
務
省
商
務
局
は
中
小
企
業

金
融
問
題
の
顕
在
化
の
な
か
で
『
小
商
工
業
者

ノ
資
金
融
通
ノ
状
況
二
関
ス
ル
調
査
』
を
全
国

の
商
業
会
議
所
に
依
頼
し
た
。
北
は
札
幌
か
ら

南
は
熊
本
ま
で
五
五
に
お
よ
ぶ
全
国
の
商
業
会

議
所
に
よ
る
調
査
を
ひ
し
ど
く
な
ら
ば
、
全
国

の
小
商
工
業
者
の
取
引
決
済
と
信
用
融
通
の
実



４６ 
五
表
と
し
て
掲
げ
る
に
と
ど
め
る
。
東
京
商
業
会
議
所
の
報
告
は
資
金
融
通
の
方
法
を
各
同
業
組
合
に
問
う
た
し
の
で
あ
る
が
、
業
種

別
の
商
業
信
用
の
お
お
ま
か
な
分
布
が
わ
か
る
。
表
中
の
倉
庫
証
券
担
保
Ｄ
、
前
借
Ｅ
、
高
利
賛
Ｆ
な
ど
の
銀
行
信
用
や
前
期
的
信
用

を
ひ
と
ま
ず
お
く
と
、
商
業
信
用
は
手
形
発
行
Ａ
、
商
品
借
入
Ｂ
、
原
料
品
借
入
Ｃ
の
一
一
一
つ
か
ら
な
る
。
最
後
の
Ｃ
は
小
エ
業
者
の
原

料
品
延
買
を
意
味
す
る
が
、
そ
こ
に
属
す
る
九
組
合
の
う
ち
織
物
、
印
刷
、
洋
傘
、
帽
子
の
四
つ
は
同
時
に
そ
の
支
払
に
手
形
を
発
行

し
て
い
る
。
手
形
発
行
Ａ
と
商
品
延
買
Ｂ
に
は
と
も
に
こ
の
組
合
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を
ゑ
て
み
る
と
、
手
形
発
行
Ａ

に
は
洋
紙
、
時
計
、
玻
璃
器
な
ど
新
し
く
興
っ
た
部
門
が
集
中
し
、
商
品
延
買
Ｂ
に
は
雑
穀
、
鰹
節
、
米
穀
な
ど
伝
統
あ
る
在
来
部
門

藷
月
一
臓
禍
艫
鯆
譲
腓
純
彌
州
鯛
Ⅷ
鯛
一

坪。｜鍼畷力月から一一カ月であり、一一一カ月の長期におよぶ
○
 

鰯蝋藏繩熟唾鞭螂》鱗罹辮蝿黙糊瀦凄繊鮮聰
一ハ

第46表 大正初め東京各種同業組合別の
小商工業者に対する資金融通

同業組合｜融通人｜期

麻苧問屋｜同業者

時計商工｜卸

商
商
商
屋
者
商
屋
商
屋
商
商
商
商

科
料
業

科
料
売

卸
原
原
問
同
卸
問
原
問
卸
原
卸
卸

履物商

印剛

雑般問屋

玩具卸商

売薬輸出商

薪炭問屋

帽子製造

鰹節

洋傘問屋

織物製造

呉服太物商

農商務省商務局「小商工業者ノ資金融通ノ状況=
関スル調査」「日本金融史資料明治大正編」第二四
巻四六二頁より引用

力
月
か
ら
二
ヵ
月
で
あ
り
、
一
一
一
カ
月
の
長
期
に
お
よ
ぶ

の
は
織
物
、
洋
傘
卸
商
か
ら
の
仕
入
に
み
ら
れ
、
逆
に

綿
糸
、
履
物
原
料
商
か
ら
の
仕
入
に
お
い
て
は
短
く
一

四
日
に
と
ど
ま
る
。

以
上
流
通
機
櫛
を
め
ぐ
る
二
つ
の
調
査
報
告
を
重
ね

あ
わ
せ
る
と
、
問
屋
を
中
心
に
し
て
実
に
広
範
な
商
業

信
用
決
済
が
承
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
内
実
は
旧
幕
以
来

の
伝
統
的
な
取
引
方
法
で
あ
る
「
通
帳
」
に
よ
る
掛
売

買
Ⅱ
廷
取
引
が
主
流
を
な
し
、
維
新
変
革
後
の
新
し
い

部
門
を
中
心
に
西
欧
流
の
約
束
手
形
決
済
が
次
第
に
浸
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三
問
屋
延
払
信
用
と
利
子
ｌ
日
銀
「
問
屋
改
良
私
見
」
を
め
ぐ
っ
て

（
１
）
 

日
銀
調
査
局
は
『
問
屋
取
引
二
関
ス
ル
調
査
』
を
終
る
に
あ
た
っ
て
問
屋
制
度
の
評
価
と
「
改
良
私
見
」
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
ず
問

屋
制
度
が
現
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
は
「
存
在
の
正
当
」
性
を
も
ち
、
「
問
屋
の
内
容
が
時
世
に
応
じ
て
変
化
す
る
以

上
其
必
要
は
決
し
て
滅
却
す
る
こ
と
」
が
な
い
と
す
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
二
つ
の
点
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
「
問
屋
の
介
存
は
物
価

透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
こ
の
二
点
を
ひ
と
ま
ず
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
屋
を
媒
介
環
と
す
る
伝
統
的
な
掛
取
引
の
隆
盛
の
う
ち

に
こ
そ
、
商
取
引
決
済
表
（
第
四
二
表
）
が
さ
き
に
示
し
た
第
二
の
問
題
点
す
な
わ
ち
製
造
家
の
受
取
決
済
に
お
い
て
商
業
信
用
が
大

勢
を
制
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
束
手
形
決
済
が
そ
の
主
流
と
な
り
え
な
い
主
因
を
も
と
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
資
本
蓄
積
の
進
展
と

と
も
に
製
造
家
を
起
点
と
し
て
商
業
信
用
の
決
済
網
が
結
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
し
か
し
そ
の
製
造
商
品
が
最
終
消
費
に
達
す
る
ま
で
問
屋

を
柱
と
す
る
旧
来
の
伝
統
的
な
流
通
機
樵
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
ず
、
西
欧
流
の
約
束
手
形
に
よ
る
決
済
は
、
旧
幕
以
来
綿
々
と
つ
づ
く

「
大
福
帳
」
に
よ
る
延
売
買
と
い
う
広
汎
か
つ
堅
固
な
決
済
慣
行
の
た
だ
な
か
で
自
己
の
存
立
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

成
立
期
日
本
信
用
機
構
の
根
幹
を
か
た
ち
づ
く
る
商
業
信
用
の
体
系
は
、
伝
統
的
な
廷
売
買
と
新
た
に
導
入
さ
れ
た
約
束
手
形
振
出
の

融
合
の
う
ち
に
う
ふ
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同
じ
商
業
信
用
で
あ
り
な
が
ら
約
束
手
形
は
大
福
帳
を
な
に
ゆ
え
圧
倒
し
え
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
、
伝
統
の
力
の
そ
）
」
に
ひ
そ
む
金
融
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
が
新
た
に
問
い
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
日
銀
大
阪
支
店
「
工
業
者
ノ
金
融
二
関
〆
一
一
調
査
」
（
大
正
四
年
）
『
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
』
第
二
四
巻
二
六
八
頁

（
５
）
以
下
こ
の
節
注
記
の
な
い
か
ぎ
り
、
日
銀
調
査
局
「
問
屋
取
引
一
一
関
ス
ル
調
査
」
（
大
正
三
年
）
「
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
』
第
二

五
巻
五
○
六
’
一
五
二
二
頁
よ
り
引
用
。

（
３
）
「
大
阪
二
於
ケ
ル
小
商
工
業
者
ノ
金
融
状
況
」
（
大
正
三
年
）
「
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
』
第
二
四
巻
五
五
七
頁

（
２
）
同
二
七
五
一
’
六
頁

（
４
）
同
五
五
五
頁



4８ 
騰
貴
の
原
因
」
と
す
る
説
に
対
し
、
塩
、
砂
糖
問
屋
な
ど
六
つ
の
事
例
を
あ
げ
「
問
屋
の
利
益
（
問
屋
口
銭
）
は
決
し
て
過
大
な
る
に

あ
ら
ず
」
と
し
て
し
り
ぞ
け
、
つ
づ
い
て
問
屋
が
は
た
す
「
最
主
要
な
る
効
果
」
と
し
て
「
金
融
機
関
」
機
能
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ

ち
問
屋
は
仕
入
に
際
し
内
金
を
払
い
、
販
売
に
お
い
て
は
廷
取
引
で
あ
る
か
ら
、
問
屋
は
「
生
産
者
側
に
対
し
て
は
幾
分
侭
務
を
負
ひ

小
売
商
人
等
に
対
し
て
は
常
に
債
権
を
有
す
る
」
と
い
う
金
融
機
能
を
に
な
う
。
固
有
販
売
問
屋
へ
の
推
転
と
と
も
に
製
造
家
と
の
間

に
も
商
業
信
用
関
係
が
と
り
む
す
ば
れ
、
信
用
供
与
の
重
圧
が
問
屋
か
ら
製
造
家
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
さ
さ
や
か
な
流
れ
を
視

野
の
一
遇
に
お
け
ば
、
こ
の
日
銀
の
規
定
は
い
さ
さ
か
依
託
販
売
問
屋
の
決
済
方
法
に
ひ
き
づ
ら
れ
す
ぎ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
と

い
っ
て
こ
う
し
た
問
屋
の
は
た
す
金
融
機
能
を
過
少
に
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
。
と
く
に
小
売
商
人
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
こ
の
「
問
屋

掛
売
制
度
Ｅ
よ
っ
て
は
じ
め
て
「
多
く
の
流
動
資
本
を
要
せ
ず
し
て
其
営
業
を
継
続
」
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
蓄
積
の
不
足
を
補
う
こ
の
問
屋
掛
売
制
度
も
資
金
移
動
が
「
活
発
」
と
な
る
に
つ
れ
「
之
を
持
続
す
る
こ
と
を
得
る
や
疑
な

き
に
能
は
ず
」
と
前
途
に
た
だ
よ
う
衰
亡
の
兆
が
意
識
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
西
欧
を
範
と
す
る
預
金
銀
行
主
義
を
行
動
指
針
と
す
る
ハ

イ
カ
ラ
な
金
融
官
僚
は
、
成
立
途
上
に
あ
る
日
本
の
信
用
機
構
の
基
抵
に
ひ
ろ
が
る
伝
統
的
な
岩
盤
を
は
じ
め
て
変
革
の
対
象
と
し
て

視
野
に
く
ゑ
こ
ゑ
、
噺
う
伝
統
の
も
つ
重
み
を
再
認
識
し
う
る
地
点
に
さ
し
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
銀
調
査
局
は
、
た
と
え
「
問
屋

の
見
地
」
に
立
つ
改
革
と
い
わ
れ
よ
う
が
、
そ
れ
は
二
面
に
於
て
小
売
商
人
の
独
立
を
促
し
」
金
融
変
動
に
対
す
る
抵
抗
力
を
強
め

る
か
ら
「
国
民
経
済
上
の
利
益
」
も
ま
た
少
く
な
い
と
し
て
、
次
の
如
き
「
改
良
湛
見
」
を
掲
げ
て
い
る
。

根
強
く
残
る
問
屋
掛
売
制
度
を
三
時
に
現
金
制
度
に
改
む
る
」
の
は
「
不
能
を
強
ゆ
る
」
に
ひ
と
し
く
、
「
急
激
の
変
革
を
避
け
」

漸
進
的
な
改
革
案
を
提
起
す
る
。

第
一
、
「
掛
売
期
限
を
短
く
す
る
」
こ
と
。
交
通
網
も
大
き
く
ひ
ら
け
、
荷
送
。
取
立
の
た
め
に
二
カ
月
以
上
の
長
期
の
延
売
は
必

要
な
く
、
そ
の
期
限
を
「
市
内
は
一
ヵ
月
以
内
地
方
は
一
一
ヵ
月
以
内
に
短
縮
し
其
取
立
を
確
実
に
」
す
る
こ
と
。
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こ
の
脈
絡
か
ら
す
れ
ば
、
日
銀
調
査
局
の
問
屋
掛
売
制
度
改
革
を
め
ぐ
る
論
旨
は
き
わ
め
て
明
快
に
的
を
射
抜
い
て
い
る
。
こ
の
明

快
さ
は
、
な
に
よ
り
も
販
売
価
格
を
め
ぐ
る
現
金
払
Ⅱ
延
払
八
約
手
払
と
い
う
三
者
の
相
対
的
な
利
子
関
係
の
う
え
に
な
り
た
っ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
こ
の
不
等
号
が
な
り
た
た
な
け
れ
ば
、
こ
の
日
銀
調
査
報
告
に
よ
る
「
改
良
私
見
」
は
空
中
に
飛
散
す
る
。
当

時
、
掛
売
買
に
お
い
て
利
子
が
ど
の
く
ら
い
価
格
に
お
り
こ
ま
れ
て
い
た
の
か
、
こ
の
点
に
日
本
信
用
機
構
の
基
本
性
格
を
左
右
す
る

ひ
と
つ
の
キ
イ
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
二
、
一
一
一
の
調
査
が
ふ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
現
金
⑪
廷
、
約
手
払
に
お
い
て

利
子
あ
る
い
は
価
格
に
ど
れ
ほ
ど
の
差
が
で
き
る
か
、
充
分
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
あ
い
ま
い
さ
は
、
三
つ
の
決
済
条
件
が
利
子
と
し

て
表
現
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
価
格
に
く
承
こ
ま
れ
て
現
わ
れ
た
り
し
て
、
事
実
を
数
量
と
し
て
確
定
す
る
の
が
著
し
く
む
ず
か
し
い

第
二
、
「
手
形
の
使
用
を
盛
な
ら
し
む
る
」
こ
と
。
問
屋
は
受
け
と
っ
た
手
形
を
「
裏
書
し
て
銀
行
に
割
引
」
て
も
ら
え
ば
問
屋
の

「
資
金
を
豊
富
」
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
、
「
掛
売
に
対
し
て
相
当
の
利
子
を
徴
す
る
」
こ
と
。
掛
売
の
場
合
「
利
子
を
徴
す
る
こ
と
な
」
か
つ
た
か
ら
「
現
金
の
場
合

と
問
屋
の
販
売
条
件
の
差
」
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
売
掛
制
度
を
利
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
、
掛
売
売
買
に
は
「
相

当
の
割
増
」
を
つ
け
、
期
日
を
こ
え
た
と
き
に
は
「
延
滞
日
歩
」
を
請
求
す
れ
ば
、
そ
の
利
は
消
失
す
る
。

こ
の
三
点
に
わ
た
る
問
屋
掛
売
制
度
を
め
ぐ
る
改
革
私
見
の
ね
ら
い
は
、
未
だ
に
広
汎
な
領
域
を
お
お
う
掛
売
買
に
よ
る
商
業
信
用

を
西
欧
流
の
近
代
的
な
手
形
に
よ
る
商
業
信
用
へ
再
編
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
当
時
約
束
手
形
の
割
引
利
子
は
振
出
人
が
負
担
す
る

こ
と
が
多
く
、
問
屋
廷
売
買
で
は
利
子
は
つ
か
ず
現
金
売
買
と
大
き
な
差
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
買
手
の
決
済
は
現
金
や
約
束
手
形

払
を
さ
け
延
払
に
集
中
す
る
の
は
自
然
の
流
れ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
延
払
に
む
か
う
決
済
力
学
を
現
金
払
↑
延
払
↓
約
手
払
の
流
れ
へ
切

り
か
え
る
た
め
に
は
、
無
利
子
と
い
う
延
払
が
も
つ
無
視
し
が
た
い
魅
力
に
変
革
の
メ
ス
が
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
る

う
｡ 



5０ 
こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
決
済
方
法
に
よ
る
価
格
差
を
利
子
の
一
表
現
と
す
る
還
元
操
作
を
必
要
と
す
る
。
と
同
時
に
利

子
と
価
格
と
を
同
一
平
面
に
す
え
る
と
い
う
切
っ
先
鋭
い
調
査
記
述
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

『
問
屋
取
引
二
関
ス
ル
調
査
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
三
つ
の
決
済
条
件
を
立
証
す
る
具
体
的
な
事
実
を
欠
い
て
い
る
が
、
明
治
四
五

年
農
商
務
省
商
務
局
に
よ
る
『
小
商
エ
業
者
ノ
資
金
融
通
二
関
ス
ル
調
査
』
に
集
め
ら
れ
た
全
国
の
商
業
会
議
所
報
告
の
な
か
に
い
く

つ
か
の
関
連
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
東
京
商
業
会
議
所
の
報
告
を
み
て
ゑ
る
と
、
「
廷
取
引
又
は
前
借
」
に
お
い
て
利

子
は
「
免
除
」
さ
れ
る
が
、
現
金
払
に
く
ら
べ
「
多
少
」
価
格
が
高
く
な
る
と
し
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
小
間
物
化
粧
品
卸
、
玩
具

（
２
）
 

卸
、
呉
服
太
物
商
の
同
業
組
合
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
さ
き
の
日
銀
「
改
良
私
見
」
を
支
え
る
前
提
条
件
を
否
定
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
全
国
各
地
の
商
業
会
議
所
報
告
か
ら
関
連
記
述
を
抽
出
し
取
引
方
法
ご
と
に
そ
の
利
子
・
価
格
関
係
を
摘
記
し
全
国
的
な
鳥

鰍
を
試
糸
る
な
ら
ば
（
第
四
七
表
）
、
こ
の
東
京
の
事
例
が
全
国
に
ひ
ろ
が
る
一
般
的
な
慣
行
で
あ
っ
た
こ
と
を
ほ
ぼ
推
定
し
う
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
に
事
例
が
少
い
が
、
依
託
問
屋
が
仕
入
先
に
内
金
と
し
て
代
金
の
五
割
か
ら
八
割
を
為
替
で
支
払
う
と
き
、
金
利
は

銀
行
と
質
屋
の
あ
い
だ
に
お
ち
つ
く
こ
と
。
第
二
に
、
問
屋
信
用
に
よ
る
と
き
は
、
そ
れ
が
前
借
で
あ
れ
延
払
で
あ
れ
、
金
利
分
が
販

売
価
格
に
加
算
さ
れ
高
く
な
る
例
が
多
く
、
た
だ
上
信
越
、
北
九
州
に
お
い
て
金
利
が
つ
か
な
い
と
お
も
わ
れ
る
事
例
が
見
出
せ
る
こ

と
。
第
三
に
、
約
手
払
に
お
い
て
も
金
利
分
が
価
格
に
加
算
さ
れ
る
こ
と
、
な
ど
の
諸
点
を
か
な
り
の
留
保
を
つ
け
た
う
え
で
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
多
く
の
不
確
定
さ
を
残
し
な
が
ら
も
、
利
子
・
価
格
関
係
を
め
ぐ
る
延
払
と
約
手
払
と
の
あ
い
だ
に
基
本
的
な
差
が

承
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
問
題
の
焦
点
は
そ
の
量
的
関
係
に
移
る
が
、
こ
の
調
査
の
対
象
が
「
小
商
工
業
者
」
で
あ
り
、
価
格
に
加
算

さ
れ
る
金
利
分
は
、
一
般
的
な
金
利
水
準
に
貸
倒
れ
保
険
料
を
含
む
か
ら
、
そ
の
ば
ら
つ
き
は
極
め
て
大
き
く
、
比
較
は
著
し
く
困
難

で
あ
る
。
京
都
の
よ
う
に
「
日
歩
三
銭
」
と
い
う
明
瞭
な
利
子
規
定
を
も
っ
た
も
の
は
少
く
、
ほ
と
ん
ど
が
「
五
分
乃
至
一
割
」
価
格

が
高
く
な
る
と
い
っ
た
あ
い
ま
い
な
規
定
に
終
始
し
て
い
る
。
約
手
払
に
お
い
て
は
八
王
子
が
日
歩
「
八
銭
以
上
一
二
銭
」
と
い
う
記



５１成立期日本信用機構の論理と榊造（完）

第47表各地小商工業者の資金融通別価格・利子関係

融通形態l商業会諏 利子・価格関係垳
而
Ⅲ
！

府
野
沢
一
都
戸
崎
岡
本
形
岡

|蝋蝋蕊から八分を為替で鰄払刷子朧銀行と質
代金の五分から七分を入金，価格幾分高くなる

日歩三銭

価格高くなる

価格－，二割高くなる

金利が高い

金利分だけ工賃が逓減する

金利は価格に含まれる

三分から一割の利廻りを付ける

都
幌
浜
木
市
屋
垣
岡
形
島
野
木

日
古

京
礼
横
栃
四
名
大
高
山
徳
長
松

月一歩の金利

一カ月に五分価格が高くなる

金利プラス貸倒れ保険分が価格に含まれる
年一割二分の金利

一カ月から三カ月で五分から一割の金利が価格に含まれる
日歩が価格に含まれ高くなる

金利が幾分価格に入り高くなる

金利は価格に含まれる，三分から－割

金利分だけ価格高い

価格一割高

}無利子

延払

仙台，上田，長崎，高崎一利子の記述なし

八王子

静岡

大垣

三○日から四○日で一日八～一二銭の金利

茶，価格に金利割掛され，問屋が負担する
卸問屋，同業者振出手形は百分の五から十高価となり，現
金払では二～三銭の日歩割引

手形によりあるいは六カ月以上の延払では年一割以下の金
利加算される

轡換のときは金利の承払込む

約手

博多

佐賀

農務省商務局『小商工業者ノ資金融通ノ状況=関スル調査」（明治四五年二月）
(日銀「日本金融史資料明治大正編」第二四巻）より作成



5２ 
述
が
目
を
ひ
く
。
、
延
払
と
約
手
払
の
両
方
に
記
述
を
も
つ
の
は
大
垣
た
だ
ひ
と
つ
で
あ
る
。
卸
問
屋
あ
る
い
は
同
業
者
が
振
出
す
商
業

手
形
決
済
で
は
「
少
く
と
も
百
分
の
五
乃
至
十
位
の
高
価
に
て
売
買
」
さ
れ
、
そ
れ
を
直
に
現
金
で
決
済
す
る
場
合
に
は
「
弐
銭
乃
至

参
銭
の
日
歩
を
割
引
」
か
れ
馬
の
に
対
し
〈
月
末
・
翌
月
勘
定
な
ど
の
「
掛
買
」
に
よ
る
と
き
は
「
手
形
を
以
て
す
る
が
如
く
資
金
利

息
の
幾
分
を
含
邑
そ
の
分
だ
け
価
格
が
高
く
な
る
。
こ
こ
で
「
幾
分
」
の
内
実
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
以
上
、
当
面
の
量
的
関
係
は

確
定
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
表
現
か
ら
推
察
す
る
か
ぎ
り
や
日
銀
の
「
改
良
私
見
」
が
想
定
す
る
現
金
Ⅱ
延
払
八
約
手
払
の
利
子
・

価
格
関
係
は
重
大
な
反
証
を
つ
き
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
帰
結
に
対
し
、
大
正
三
年
日
銀
大
阪
支
店
に
よ
る
『
大
阪
市
二
於
ケ
ル
小
商
エ
業
ノ
金
融
状
況
』
は
い
く
か
つ
の
考
慮
す
べ
き

事
実
を
伝
え
て
い
る
。
「
卸
屋
は
延
期
間
に
対
す
る
利
息
を
商
品
代
中
に
見
積
も
る
の
外
不
払
の
場
合
に
対
す
る
所
謂
保
険
料
も
之
に

（
３
）
 

加
算
す
べ
き
」
と
一
括
し
た
う
』
え
で
、
そ
の
裏
の
表
現
で
あ
る
現
金
払
の
「
歩
引
」
の
具
体
例
を
掲
げ
て
い
る
。
現
金
払
が
金
利
だ
け

の
も
の
（
金
物
）
三
分
引
（
帽
子
）
四
分
引
（
洋
傘
）
五
分
引
（
洋
反
物
）
六
分
引
（
紙
製
品
）
な
ど
で
、
現
金
払
に
も
か
か
わ
ら
ず

割
引
の
み
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
履
物
、
刷
子
、
莫
大
小
、
売
薬
商
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
ぺ
き
ば
廷
取
引
と
し
て
約
手
払

も
一
括
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
し
て
も
両
者
の
関
係
を
確
か
な
も
の
と
し
て
提
示
で
き
な
い
が
、
約
束
手
形
が
「
盛
に
使
用
せ
ら
る
る
」

（
３
）
 

業
種
が
「
紙
、
洋
反
物
、
洋
傘
、
帽
子
、
履
物
業
」
な
ど
現
金
割
引
慣
行
を
も
つ
業
種
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
金
割
引

慣
行
を
も
た
な
い
業
種
の
う
ち
履
物
を
の
ぞ
く
刷
子
、
莫
大
小
、
売
薬
に
お
い
て
約
手
払
の
浸
透
が
顕
著
で
な
い
こ
と
を
考
え
あ
わ
す

な
ら
ば
、
さ
き
の
日
銀
「
改
良
私
見
」
が
見
出
し
た
現
金
Ⅱ
延
払
八
約
手
払
の
利
子
・
価
格
関
係
が
成
り
た
つ
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

日
銀
調
査
局
「
改
良
私
見
」
は
、
成
立
期
日
本
信
用
機
構
の
ひ
と
つ
の
根
幹
を
な
す
延
払
信
用
に
焦
点
を
す
え
、
そ
れ
を
利
子
生
み

資
本
の
運
動
に
く
み
か
え
る
こ
と
、
こ
こ
に
再
編
の
第
一
撃
を
み
い
だ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ね
ら
い
は
、
成
立
期
日
本
信
用
機
構
の

根
抵
を
な
が
れ
る
流
動
化
の
契
機
を
も
た
な
い
閉
さ
れ
た
「
大
福
帳
」
の
原
理
を
流
動
化
の
機
構
を
そ
な
え
た
外
へ
ひ
ら
か
れ
た
市
場
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原
理
に
く
み
か
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
伝
統
的
な
問
屋
信
用
の
急
所
に
ふ
れ
る
預
金
銀
行
主
義
的
改
革
「
私
見
」
で
は
あ
っ
た

が
、
こ
こ
で
の
乏
し
い
資
料
検
証
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
主
張
を
支
え
る
現
金
払
Ⅱ
延
払
八
約
手
払
の
利
子
関
係
を
立
証
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
日
銀
「
改
良
私
見
」
に
よ
る
事
実
認
識
と
し
て
そ
の
重
み
を
考
慮
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
商
業
信
用

に
お
け
る
利
子
の
問
題
を
、
問
題
と
し
て
提
起
す
る
に
と
ど
め
る
。
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
お
い
て
、
商
業
信
用
の
利

子
・
価
格
関
係
は
銀
行
信
用
を
前
提
と
し
一
体
化
し
た
も
の
と
し
て
論
じ
て
き
た
が
、
そ
も
そ
も
の
こ
の
前
提
を
切
り
は
な
し
て
論
じ

る
こ
と
は
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
西
欧
文
明
と
の
接
触
の
な
か
で
生
れ
た
成
立
期
日
本
信
用
機
構
に
お
い

て
は
、
商
業
信
用
は
銀
行
信
用
の
ふ
ち
び
き
に
よ
っ
て
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
か
ら
、
こ
の
一
体
化
の
方
法
も
現
実
に
そ
く
し
た

有
効
力
を
発
揮
し
う
る
が
、
他
方
、
銀
行
信
用
と
は
切
れ
た
伝
統
的
な
信
用
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
は
薄
明
の
か
な
た
に
そ
の
輪
郭
を
失
う
。
こ

れ
を
救
う
た
め
に
は
、
商
取
引
決
済
の
流
れ
の
な
か
で
銀
行
信
用
は
い
か
な
る
契
機
に
よ
っ
て
発
動
す
る
か
、
ま
た
そ
の
出
動
に
よ
っ

て
商
業
信
用
の
構
造
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
が
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
１
）
以
下
こ
の
節
は
と
く
に
注
記
の
な
い
ぎ
り
「
問
屋
取
引
二
関
ス
ル
調
査
」
『
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
』
第
二
五
巻
五
二
一
、
二
頁
よ

（
３
）
日
銀
大
阪
支
店
「
大
阪
市
二
於
ケ
ル
小
商
工
業
ノ
金
融
状
況
」
（
大
正
三
年
）
『
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
』
第
二
四
巻
五
五
五
頁

四
商
業
信
用
か
ら
銀
行
信
用
へ

西
欧
金
融
思
想
を
奉
ず
る
日
銀
を
戦
略
拠
点
と
す
る
日
本
信
用
機
構
の
上
か
ら
の
編
成
替
は
、
そ
の
前
線
を
下
へ
下
へ
と
お
し
す
す

め
る
に
と
も
な
い
、
｜
基
抵
に
密
集
す
る
広
大
な
伝
統
的
金
融
思
想
の
堅
固
な
岩
盤
に
手
を
ふ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
手
形
流
通
を
編
成
原

理
と
す
る
こ
の
変
換
の
ゆ
く
す
え
は
、
信
用
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
根
幹
に
ひ
ろ
が
る
商
業
信
用
の
編
成
替
の
成
否
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

（
２
）
農
商
務
省
商
務
局
「
小
商
工
業
者
ノ
資
金
融
通
ノ
状
況
二
関
ス
ル
調
査
」
（
明
治
四
五
年
）
『
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
」
第
二
四
巻

り
引
用

四
六
二
頁



5４ 
維
新
変
革
か
ら
半
世
紀
を
経
た
大
正
初
め
に
お
い
て
も
、
上
か
ら
移
植
さ
れ
た
手
形
決
済
は
、
現
金
取
引
の
優
位
、
延
払
の
伝
統
の
重

朶
に
挾
ま
れ
て
未
だ
主
流
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
銀
行
Ⅱ
流
通
信
用
が
作
動
す
る
契
機
は
、
個
交
の
商
品
流
通
と
取
引
決
済
の
型
に

よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
商
取
引
決
済
に
お
け
る
現
金
、
廷
、
約
手
払
の
三
す
く
ゑ
の
状
態
は
、
銀
行
信
用
の
構
造
に
致
命
的

（
１
）
 

な
刻
印
を
及
ぼ
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
き
の
日
銀
大
阪
支
店
『
工
業
者
ノ
金
融
二
関
ス
ル
調
査
』
を
も
と
に
、
商
品
流
通
Ⅱ
信
用
の
流

れ
に
出
動
す
る
銀
行
信
用
の
作
動
形
態
を
個
点
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
欧
金
融
概
念
と
伝
統
的
な
金
融
構
造
の
二
つ
の
磁
場
の

な
か
で
成
立
期
の
商
業
・
銀
行
信
用
が
負
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
構
造
的
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

製
造
家
が
運
転
資
金
を
調
達
す
る
手
だ
て
と
し
て
は
、
⑪
問
屋
前
借
、
②
原
料
代
の
延
払
、
③
商
品
担
保
融
通
、
凶
商
業
手
形
割

引
、
⑤
信
用
に
よ
る
融
通
と
く
に
融
通
手
形
割
引
な
ど
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
問
屋
信
用
や
商
業
信
用
や
銀
行
信
用
な
ど
段
階
の
異
な
る

信
用
形
態
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
出
動
契
機
は
、
さ
き
に
第
四
二
表
に
よ
っ
て
抽
出
し
た
、
蓄
菰
と
と
も
に
Ｉ
↓
Ｖ
へ
移
行
す
る

商
取
引
決
済
軌
道
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
五
つ
の
決
済
形
態
と
の
か
か
わ
り
で
、
製
造
家
が
と
り
む
す
ぶ
流

通
信
用
の
出
動
契
機
を
簡
単
に
さ
ぐ
っ
て
柔
よ
う
。

決
済
軌
道
の
出
発
点
は
、
現
金
支
払
・
現
金
受
取
（
第
１
形
態
）
か
ら
は
じ
ま
る
。
こ
こ
に
属
す
る
資
本
の
大
半
は
資
本
と
し
て
の

自
立
力
の
弱
い
零
細
な
資
本
で
あ
る
。
流
通
の
た
め
の
予
備
資
本
に
も
こ
と
欠
く
た
め
に
商
業
信
用
も
承
ら
れ
ず
、
現
金
決
済
の
厚
い

殻
の
う
ち
に
埋
没
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
慢
性
的
な
資
金
不
足
の
も
と
で
の
現
金
決
済
の
慣
行
は
、
資
本
の
自
立
を
ゆ
る
が
す
苛
酷
な
重

圧
と
な
る
。
準
備
資
本
の
欠
乏
に
苦
し
む
零
細
資
本
に
対
し
銀
行
信
用
が
救
助
の
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
と
ど
の
つ

ま
り
は
販
売
先
で
あ
る
問
屋
よ
り
資
金
を
常
に
前
借
す
る
破
目
と
な
り
「
隷
属
的
関
係
」
に
お
ち
こ
む
。
な
か
で
も
玩
具
、
具
釦
、
鍛

通
、
刷
子
、
白
木
綿
、
莫
大
小
、
製
薬
、
模
造
．
ハ
ナ
マ
帽
子
な
ど
の
諸
資
本
に
問
屋
前
借
へ
の
存
存
が
著
し
い
。
そ
れ
ら
は
決
済
形
態

Ｉ
。
Ⅱ
。
Ⅲ
に
集
中
し
、
と
く
に
第
１
形
態
に
お
い
て
そ
の
比
重
が
高
い
。
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製
造
家
の
資
本
蓄
積
と
く
に
準
備
資
本
の
蓄
え
が
豊
か
に
な
る
と
、
製
造
家
は
商
業
信
用
連
鎖
の
起
点
と
な
る
。
す
な
わ
ち
原
材
料

代
を
現
金
で
支
払
い
な
が
ら
製
品
を
掛
で
売
る
（
第
Ⅱ
形
態
）
か
あ
る
い
は
約
束
手
形
で
売
る
（
第
Ⅲ
形
態
）
。
ど
ち
ら
の
場
合
で
も

信
用
を
受
け
る
こ
と
な
く
信
用
を
与
え
る
と
い
う
一
方
的
な
信
用
関
係
に
立
つ
。
こ
の
重
圧
を
解
放
す
る
も
の
と
し
て
銀
行
信
用
が
登

場
す
る
が
、
こ
の
と
き
第
Ⅱ
形
態
と
第
Ⅲ
形
態
の
信
用
上
の
ち
が
い
が
あ
ら
わ
と
な
る
。
準
備
資
本
が
底
を
つ
い
た
と
き
、
決
済
形
態

Ⅲ
で
あ
れ
ば
、
製
造
家
は
販
売
先
が
自
分
に
宛
て
て
振
出
し
た
商
業
手
形
を
銀
行
で
割
引
い
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
窮
地
を
脱
し
う

る
が
、
第
Ⅱ
形
態
で
あ
れ
ば
、
製
造
家
は
販
売
先
に
廷
信
用
を
与
え
な
が
ら
い
か
な
る
流
通
証
券
を
受
け
と
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、

銀
行
信
用
へ
む
す
び
つ
け
る
何
ら
の
手
だ
け
も
も
た
ず
、
重
圧
を
他
へ
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
流
動
性
の
有
無
に
こ
そ
二

つ
の
商
業
信
用
す
な
わ
ち
延
払
と
約
手
払
の
決
定
的
な
ち
が
い
が
あ
る
。
製
造
家
に
と
っ
て
約
手
払
の
方
が
延
払
よ
り
も
こ
の
点
で
数

段
有
利
で
あ
る
が
、
販
売
先
に
と
っ
て
は
、
延
払
に
お
い
て
も
約
手
払
と
同
じ
く
利
子
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
点
で
大
き

な
差
が
な
い
と
す
れ
ば
、
決
済
日
を
資
金
繰
り
の
都
合
に
あ
わ
せ
て
ル
ー
ズ
に
延
ば
せ
、
手
形
不
渡
に
と
も
な
う
社
会
的
制
裁
を
免
れ

て
い
る
点
で
延
払
に
一
日
の
長
が
あ
る
。
日
銀
「
改
良
私
見
」
が
想
定
し
た
現
金
払
Ⅱ
延
払
八
約
手
払
の
利
子
・
価
格
関
係
が
現
実
に

妥
当
す
る
の
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
約
手
払
の
浸
透
に
も
か
か
わ
ら
ず
延
払
が
根
強
く
存
続
し
え
た
根
拠
と
し
て
、
こ
の
延
払
の
決
済

期
限
の
ル
ー
ズ
さ
の
承
を
想
定
す
る
の
は
、
な
ん
と
も
お
ぼ
つ
か
な
い
。

こ
こ
で
な
に
よ
り
も
換
起
さ
れ
る
べ
き
は
、
倹
権
者
の
位
憧
を
占
め
る
製
造
家
の
全
て
が
手
形
割
引
の
光
栄
に
浴
す
る
わ
け
で
は
な

い
と
い
う
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
現
金
で
仕
払
い
廷
で
受
取
る
第
Ⅱ
形
態
に
属
す
る
資
本
の
多
く
は
中
小
零

細
資
本
で
あ
る
た
め
に
、
製
薬
、
ガ
ラ
ス
、
内
地
向
玩
具
を
は
じ
め
と
し
て
「
銀
行
業
者
は
こ
れ
ら
に
対
す
る
融
通
を
好
ま
ず
」
、
債

権
の
か
た
ち
が
売
掛
で
あ
ろ
う
と
約
手
払
で
あ
ろ
う
と
は
じ
め
か
ら
流
動
化
の
ル
ー
ト
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
銀
行
信

用
の
発
動
が
閉
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
製
造
家
に
と
っ
て
約
束
手
形
に
よ
る
支
払
も
、
は
じ
め
か
ら
流
動
化
の
契
機
を
も
た
な
い
延
払
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決
済
も
大
差
な
く
、
強
い
て
延
払
を
約
手
払
へ
切
り
か
え
る
理
由
が
な
く
な
る
。
自
己
の
債
権
を
流
動
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
第
Ⅱ

の
決
済
形
態
を
と
る
製
造
家
は
、
原
材
料
代
支
払
の
た
め
に
現
金
を
ど
う
あ
っ
て
も
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽

し
て
貨
幣
信
用
を
も
と
め
る
。
商
品
担
保
や
融
通
手
形
に
よ
っ
て
銀
行
信
用
を
導
入
で
き
な
け
れ
ば
、
「
自
然
」
に
「
問
屋
に
よ
り
て

金
融
の
途
を
」
も
と
め
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
支
配
に
屈
す
る
こ
と
と
な
る
。
銀
行
信
用
の
信
用
制
限
と
問
屋
信
用
へ
の
依
存
の
連
関
の

う
ち
に
、
約
手
払
の
浸
透
に
も
か
か
わ
ら
ず
伝
統
的
な
延
払
の
慣
行
が
す
た
れ
ず
に
残
っ
た
ひ
と
つ
の
根
拠
を
ふ
る
こ
と
が
で
き
る
・

決
済
形
態
Ｉ
。
Ⅱ
の
よ
う
に
取
引
決
済
が
現
金
あ
る
い
は
延
払
で
あ
っ
て
商
業
手
形
が
ゑ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
決
済
形
態
Ⅲ
。
Ⅳ
に

お
い
て
も
振
出
さ
れ
た
手
形
の
信
用
力
が
、
銀
行
の
手
形
割
引
規
準
を
下
ま
わ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
手
形
割
引
量
が
限
度
に
達
し
た
と

き
、
銀
行
信
用
は
商
品
担
保
や
融
通
手
形
の
形
態
を
と
っ
て
出
動
す
る
。
「
商
品
担
保
の
融
通
は
、
商
業
手
形
割
引
の
限
界
点
に
お
い

て
、
商
品
を
担
保
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
流
通
信
用
の
枠
を
ひ
ろ
げ
る
。
し
か
し
そ
の
拡
張
も
、
製
造
家
の
信
用
力
に
よ
っ
て
大
き
く

制
限
さ
れ
る
と
と
も
に
、
担
保
と
し
て
の
価
格
あ
る
い
は
物
理
的
安
定
性
か
ら
も
制
限
を
う
け
る
。
．
〈
ル
プ
、
硫
安
、
革
、
金
属
板
な

ど
の
原
材
料
や
織
物
、
．
〈
ナ
マ
帽
、
鉛
筆
な
ど
の
製
品
が
さ
か
ん
に
担
保
と
し
て
利
用
さ
れ
る
が
、
魚
油
、
セ
メ
ン
ト
、
レ
ン
ガ
、
缶

詰
、
小
麦
粉
、
燐
寸
、
薬
、
刷
子
、
洋
傘
、
鍛
通
な
ど
多
く
の
原
材
料
、
製
品
が
担
保
と
し
て
の
適
格
性
を
欠
く
。
ま
た
大
阪
毛
織
や

大
日
本
人
造
肥
料
な
ど
の
例
外
が
あ
る
が
、
一
般
に
は
担
保
期
間
中
は
担
保
品
を
倉
庫
に
預
け
、
操
業
・
販
売
な
ど
そ
の
処
分
に
つ
い

て
ま
ま
た
ら
ず
、
商
品
担
保
に
よ
る
融
通
も
か
な
り
限
ら
れ
た
ル
ー
ト
を
き
り
ひ
ら
く
に
す
ぎ
な
い
。
大
阪
に
お
け
る
商
品
担
保
融
通

の
信
用
条
件
は
、
時
価
の
六
掛
、
六
○
日
か
ら
九
○
日
を
標
準
と
す
る
。

商
業
手
形
が
ゑ
ら
れ
ず
、
そ
の
う
え
商
品
担
保
融
通
の
ル
ー
ト
が
閉
さ
れ
た
場
合
で
も
、
信
用
あ
る
大
資
本
で
あ
れ
ば
、
融
通
手
形

割
引
と
い
う
最
後
の
手
段
が
発
動
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
仕
入
、
販
売
と
も
に
現
金
に
よ
る
決
済
形
態
Ｉ
に
属
し
、
「
信
用
中
位
以
上
の

も
の
多
き
」
製
革
、
古
亜
鉛
再
製
な
ど
に
お
い
て
、
現
金
支
払
の
重
圧
を
期
限
六
○
日
の
融
通
手
形
の
割
引
に
よ
っ
て
解
放
す
る
一
例

● 
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を
み
る
。
現
金
販
売
の
た
め
手
形
債
権
を
も
た
ず
、
商
品
担
保
と
し
て
の
適
格
性
を
欠
き
、
正
規
の
割
引
ル
ー
ト
を
た
た
れ
た
大
阪
四

大
セ
メ
ン
ト
資
本
（
桜
・
木
津
川
・
中
央
ｑ
東
亜
）
は
う
融
通
手
形
な
ど
「
会
社
又
は
個
人
の
信
用
に
依
頼
」
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま

た
、
次
に
ゑ
る
決
済
形
態
Ⅲ
に
属
し
販
売
店
振
出
手
形
を
割
引
に
廻
す
ル
ー
ト
を
も
っ
て
い
る
大
日
本
人
造
肥
料
に
お
い
て
は
、
自
ら

融
通
手
形
を
振
出
さ
ず
、
販
売
店
に
振
出
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
を
裏
書
し
て
割
引
に
供
す
る
と
い
う
便
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
現
金
で
仕
入
れ
約
束
手
形
で
売
る
第
Ⅲ
の
決
済
形
態
に
は
、
零
細
な
小
工
業
も
含
ん
で
い
る
が
、
中
あ
る
い
は
大
エ
業
の
比

重
が
第
Ⅱ
形
態
に
く
ら
べ
て
高
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
製
造
家
に
と
っ
て
「
代
金
と
し
て
受
入
れ
た
る
約
手
払
の
割
引
を
依
頼
す
る

は
普
通
の
」
事
で
あ
り
、
銀
行
信
用
へ
の
債
権
流
動
化
の
ル
ー
ト
は
著
し
く
拡
大
し
て
い
る
。
零
細
小
工
業
の
な
か
に
は
、
内
地
向
鍛

通
の
よ
う
に
そ
の
ル
ー
ト
が
か
な
り
狭
い
も
の
も
あ
る
が
、
ｊ
浴
巾
の
よ
う
に
販
売
先
の
問
屋
が
「
相
当
の
資
産
を
有
す
る
も
の
あ
る
を

以
て
そ
の
振
出
し
た
る
手
形
は
土
地
の
銀
行
に
就
き
て
割
引
を
依
頼
す
る
こ
と
」
が
可
能
と
な
る
場
合
も
ゑ
ら
れ
た
。
割
引
を
依
頼
す

る
製
造
家
の
信
用
力
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
手
形
を
振
出
す
販
売
先
の
信
用
で
あ
れ
、
銀
行
信
用
が
出
動
す
る
条
件
を
も
っ
て
お
れ
ば
、

製
造
家
は
で
き
う
る
な
ら
延
払
に
か
わ
っ
て
約
手
払
を
選
択
し
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

充
分
な
蓄
え
を
も
た
な
い
中
小
の
製
造
家
に
と
っ
て
現
金
支
払
の
慣
行
は
、
自
己
の
存
立
を
ゆ
る
が
し
か
ね
な
い
実
に
苛
酷
な
重
圧

で
あ
っ
た
。
販
売
先
に
約
手
払
の
商
業
信
用
を
供
与
し
て
い
る
場
合
に
は
、
手
形
割
引
に
よ
っ
て
こ
の
負
担
を
転
嫁
す
る
承
ら
も
ひ
ら

か
れ
た
が
、
根
本
的
に
は
原
材
料
支
払
に
も
商
業
信
用
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
圧
力
か
ら
解
放
さ
れ
う
る
。
こ
の

現
金
仕
入
の
重
い
壁
を
信
用
に
よ
っ
て
つ
き
ぬ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
｜
方
的
に
信
用
を
供
与
し
て
い
た
製
造
家
は
他
方
か
ら
信
用
を

う
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
準
備
資
本
の
一
層
の
節
約
が
可
能
と
な
り
へ
安
定
し
た
経
営
基
盤
に
移
行
す
る
。
節
約
益
に
与
ろ
う
と
》
」
の
困

難
な
跳
躍
を
敢
行
し
た
製
造
家
の
う
ち
、
延
買
・
現
金
売
の
決
済
形
態
に
属
す
る
麻
真
田
な
ど
い
く
つ
か
の
輸
出
資
本
を
の
ぞ
い
て
、

そ
の
大
半
が
大
工
業
家
で
あ
る
。
現
金
仕
入
の
厚
い
壁
を
切
り
崩
す
に
は
７
大
エ
業
家
の
強
力
な
準
備
資
本
節
約
衝
動
を
右
方
の
ニ
ン
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ジ
ン
と
す
れ
ば
、
左
方
の
エ
ン
ジ
ン
を
な
す
仕
入
側
の
受
入
れ
条
件
な
く
し
て
は
な
り
た
た
な
い
。
大
工
業
家
の
仕
入
先
が
大
エ
業
家

に
対
し
て
供
与
す
る
商
業
信
用
が
約
手
払
で
あ
れ
ば
、
仕
入
先
に
と
っ
て
も
手
形
割
引
の
流
動
化
の
機
会
が
ひ
ら
け
る
。
と
く
に
大
エ

業
家
の
仕
入
先
は
大
口
の
契
約
を
む
す
ぶ
大
き
な
信
用
あ
る
商
社
・
問
屋
が
多
く
、
振
出
人
で
あ
る
大
製
造
家
の
信
用
力
だ
け
で
な
く
、

名
宛
人
自
ら
の
信
用
力
に
よ
っ
て
も
割
引
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
導
入
さ
れ
る
商
業
信
用
は
延
払
形
態
で
は
な
く
約
手
払

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
大
工
業
家
は
仕
入
先
か
ら
商
業
信
用
を
受
け
る
一
方
で
、
販
売
先
に
商
業
信
用
を
与
え
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
信

用
の
連
鎖
が
出
現
す
る
。
こ
の
信
用
連
鎖
の
代
表
的
な
基
本
形
態
は
、
約
手
で
払
い
約
手
で
受
け
と
る
第
Ⅳ
の
決
済
形
態
で
あ
る
。
こ

の
第
Ⅳ
の
形
態
の
出
現
・
定
着
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
近
代
的
な
商
業
信
用
は
重
大
な
足
が
か
り
を
築
く
に
至
っ
た
と
い
え
よ

う
。
と
く
に
商
業
信
用
に
か
か
わ
る
当
事
者
が
製
造
家
を
含
め
て
二
人
か
ら
三
人
へ
拡
が
っ
た
こ
と
は
手
形
流
通
に
と
っ
て
画
期
的
な

意
義
を
も
っ
て
い
る
。
当
事
者
二
人
か
ら
な
る
約
束
手
形
に
よ
る
商
業
信
用
の
世
界
に
、
商
品
流
通
の
一
環
を
に
な
う
三
つ
の
資
本
の

あ
い
だ
で
為
替
手
形
が
は
じ
め
て
登
場
し
う
る
条
件
が
整
い
、
こ
こ
に
手
形
の
引
受
ボ
振
出
・
支
払
か
ら
画
然
と
分
離
し
、
手
形
流
通

は
そ
の
拡
充
の
見
透
し
を
漸
く
も
つ
に
至
る
。

し
か
し
、
横
へ
ひ
ろ
が
る
手
形
流
通
の
拡
充
の
胎
動
の
な
か
で
、
こ
れ
と
逆
行
す
る
動
き
が
は
じ
ま
る
。
こ
の
胎
動
の
先
頭
に
立
つ

牽
引
車
と
も
い
う
ぺ
き
膨
張
を
つ
づ
け
る
巨
大
な
紡
績
資
本
は
、
慢
性
的
な
流
動
資
本
の
枯
渇
に
対
処
す
べ
く
綿
花
支
払
に
約
手
払
の

信
用
を
導
入
す
る
一
方
で
、
綿
糸
販
売
に
お
い
て
延
信
用
を
現
金
払
に
切
り
か
え
（
第
Ｖ
形
態
）
、
さ
ら
に
流
動
資
本
に
ゆ
と
り
が
で

（
２
）
 

き
る
や
綿
花
手
形
を
現
金
払
へ
切
り
か
』
え
て
ゆ
く
（
第
１
形
態
）
。
こ
の
逆
行
現
象
に
よ
っ
て
、
手
形
流
通
の
浸
透
に
よ
っ
て
ひ
ろ
が

る
市
場
機
構
の
頂
点
に
腐
蝕
の
兆
が
た
だ
よ
い
は
じ
め
る
。
そ
の
進
行
の
速
さ
は
、
土
台
か
ら
上
方
へ
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
手
形
流
通

の
拡
充
力
の
あ
り
よ
う
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
明
治
以
降
と
り
こ
ま
れ
た
手
形
に
よ
る
商
業
信
用
決
済
が
、
商
品
流
通
の
内

に
集
中
す
る
。
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五
手
形
流
通
と
約
束
・
為
替
・
襲
醤
手
形

勘
約
束
諺
か
ら
為
替
手
形
へ
ｌ
印
紙
税
率
の
変
遷

成
立
期
日
本
信
用
機
構
の
根
幹
を
な
す
は
ず
の
手
形
割
引
は
、
約
手
払
に
よ
る
商
業
信
用
が
横
へ
の
自
生
的
な
拡
充
を
は
た
す
ま
え

に
、
銀
行
信
用
主
導
の
も
と
に
縦
断
的
に
く
ゑ
た
て
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
結
実
す
る
広
汎
な
厚
承
の
あ
る
手

形
流
通
が
日
本
に
お
い
て
は
ふ
ら
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
日
本
の
手
形
流
通
の
実
態
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
手

形
割
引
に
お
け
る
約
束
・
為
替
、
振
出
・
裏
書
の
区
分
を
支
点
に
し
て
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

日
銀
創
設
後
の
積
極
的
な
導
入
策
に
よ
っ
て
西
欧
流
の
手
形
割
引
も
次
第
に
浸
透
し
定
着
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
で
一

般
的
な
為
替
手
形
決
済
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
と
同
様
約
束
手
形
決
済
で
あ
っ
た
。
明
治
三
○
年
代
、
新
帰
朝
の
新
し
い
世
代
の
金
融
官

僚
の
多
く
は
、
こ
の
違
い
に
着
目
し
、
為
替
手
形
の
優
位
を
説
き
、
範
例
た
る
ロ
ン
ド
ン
に
む
け
て
新
た
な
到
達
目
標
を
す
え
た
の
で

部
か
ら
自
生
的
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
銀
行
信
用
の
出
動
を
前
提
と
し
て
上
か
ら
編
成
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
す
る
な

ら
ば
、
手
形
流
通
拡
充
の
見
透
し
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
明
る
い
も
の
で
は
な
い
。
商
業
信
用
の
横
へ
の
連
鎖
は
、
そ
れ
が
く
承
た
て
ら

れ
る
ま
え
に
銀
行
信
用
の
介
入
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
、
銀
行
と
の
縦
に
つ
ら
な
る
半
ば
閑
さ
れ
た
孤
立
し
た
関
係
が
市
場
機
構
の
中
枢

に
ま
で
深
く
浸
透
す
る
。
日
本
信
用
機
構
は
、
次
第
に
西
欧
的
な
市
場
機
構
と
し
て
の
体
裁
を
と
と
の
え
つ
つ
あ
っ
た
が
、
そ
の
編
成

原
理
と
し
て
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
土
台
深
く
浸
透
す
る
に
と
も
な
い
、
そ
の
機
能
は
本
来
の
市
場
性
を
弱
め
、
市
場
機
構
で
あ
り
な

が
ら
著
し
く
公
開
性
に
乏
し
い
独
特
の
変
容
過
程
を
た
ど
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
特
に
注
記
の
な
い
か
ぎ
り
全
て
日
銀
大
阪
支
店
「
工
業
者
ノ
金
融
一
一
関
ス
ル
調
査
」
（
大
正
四
年
）
『
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
」
第

二
四
巻
二
六
○
－
三
四
○
頁
よ
り
引
用

（
２
）
高
村
直
助
「
紡
績
業
を
め
ぐ
る
流
通
過
程
の
展
開
」
一
’
土
地
制
度
史
学
」
第
二
七
号
ｓ
四
○
・
四
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約
束
手
形
か
ら
為
替
手
形
へ
、
手
形
流
通
を
テ
ロ
に
閉
鎖
的
な
縦
型
の
日
本
信
用
機
構
を
横
断
的
な
市
場
機
構
へ
く
み
か
え
よ
う
と

す
る
こ
の
試
糸
は
い
か
な
る
成
果
を
う
染
だ
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
『
銀
行
局
年
報
』
に
よ
っ
て
全
国
都
道
府
県
に
お
け
る
為
替
・
約
束

手
形
別
の
半
季
総
割
引
高
の
推
移
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
全
国
、
東
京
、
大
阪
の
糸
を
第
四
八
表
と
し
て
掲
げ
る
。
ど
の

地
域
を
と
っ
て
も
明
治
一
一
一
七
年
ご
ろ
ま
で
は
約
束
手
形
割
引
が
九
割
を
こ
す
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
て
い
た
が
、
三
八
年
ご
ろ
か
ら
為

替
手
形
割
引
が
急
激
な
伸
び
を
ゑ
せ
、
つ
い
に
は
約
手
割
引
を
凌
鮒
す
る
。
約
束
手
形
の
追
撃
・
凌
鮒
の
過
程
は
地
方
に
よ
っ
て
そ
の

遅
速
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
。
全
国
レ
ヴ
ニ
ル
で
は
、
三
九
年
下
期
を
ピ
ー
ク
に
約
手
割
引
は
減
退
し
、
一
一
一
八
年
に
膨
張
を
は
じ
め
た

（
１
）
 

あ
る
。
た
と
』
え
ば
新
帰
朝
の
一
人
土
方
久
徴
の
「
倫
敦
銀
行
事
情
」
に
よ
れ
ば
、
為
替
手
形
取
引
は
次
の
二
点
に
お
い
て
約
束
手
形
決

済
に
優
る
と
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
取
引
の
当
事
者
は
為
替
手
形
だ
と
三
人
で
約
束
手
形
よ
り
一
人
多
く
、
そ
れ
だ
け
流
通
力
に
お

い
て
優
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
約
束
手
形
だ
と
手
形
が
送
付
さ
れ
る
ま
で
運
転
資
本
の
調
達
が
遅
れ
る
。
第
二
の
流
通
時
間
の
問
題
は

鉄
道
網
・
伝
達
網
の
拡
充
と
と
も
に
次
第
に
解
消
さ
れ
る
Ｊ
も
の
で
あ
る
が
、
海
外
貿
易
決
済
に
は
必
ら
ず
為
替
手
形
が
使
わ
れ
、
国
内

に
お
い
て
も
多
く
の
流
通
時
間
を
要
す
る
場
合
に
は
、
為
替
手
形
が
有
利
と
な
る
。
当
時
の
地
方
間
の
手
形
決
済
は
未
だ
こ
の
問
題
を

克
服
し
え
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
第
一
の
手
形
流
通
力
の
問
題
で
あ
る
。
約
束
手
形
決
済
は
原
理
的
に
は
登
場
人

物
は
支
払
人
と
受
取
人
の
二
人
か
ら
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
日
本
で
は
そ
れ
は
「
借
金
証
書
の
変
形
」
と
い
う
誇
り
を
受
け
る
こ
と
と
な

る
。
為
替
手
形
で
あ
れ
ば
振
出
人
と
支
払
人
と
受
取
人
の
一
一
一
人
が
登
場
し
、
三
者
を
結
び
つ
け
る
信
用
の
軸
心
と
し
て
引
受
が
独
自
の

範
鴫
と
し
て
成
立
す
る
。
引
受
概
念
は
手
形
決
済
が
閉
鎖
的
な
も
の
か
ら
よ
り
開
か
れ
た
関
係
へ
、
す
な
わ
ち
手
形
流
通
の
扉
を
ひ
ら

く
第
一
の
キ
イ
に
他
な
ら
な
い
。
井
上
準
之
助
あ
る
い
は
土
方
久
徴
な
ど
の
新
し
い
世
代
の
金
融
官
僚
が
為
替
手
形
優
位
・
約
束
手
形

弊
害
論
を
展
開
し
た
真
の
ね
ら
い
は
、
形
成
途
上
に
あ
る
日
本
の
信
用
機
構
を
二
人
称
の
世
界
か
ら
三
人
称
の
世
界
へ
く
ゑ
か
え
る
こ

と
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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第48表明治後期手形割引における約束手形と為替手形

（
万
円
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替
手
形
は
、
三
九
年
下
釦

翻
し
逆
転
は
完
了
す
る
。

以
上
の
ご
と
き
逆
転
劇
を
か
い
ま
み
た
印
象
は
、
い
さ
さ
か
不
自
然
さ
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
想
い
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
全
国
レ

ヴ
ェ
ル
で
第
一
次
大
戦
直
前
こ
の
論
稿
が
対
象
と
す
る
最
終
の
下
半
期
に
、
為
替
手
形
割
引
は
つ
い
に
約
束
手
形
を
凌
翻
し
た
の
で
あ

る
が
、
東
京
を
の
ぞ
く
大
阪
・
名
古
屋
。
京
都
い
ず
れ
も
極
め
て
短
期
間
に
逆
転
を
完
了
し
た
か
、
あ
る
い
は
短
期
間
の
異
常
な
膨
張

を
記
録
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
逆
転
劇
の
起
動
力
は
明
治
三
八
年
か
ら
四
○
年
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
推
定
し
て
誤
り
は
な

い
。
そ
の
起
動
力
に
つ
い
て
は
、
日
露
戦
期
の
ブ
ー
ム
も
何
ら
か
の
働
き
を
な
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
基
本
動
因
は
日
露
戦
期

に
お
け
る
印
紙
税
の
改
正
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
治
期
に
お
け
る
印
紙
税
の
変
遷
を
た
ど
る
な
ら
ば
、
明
治
三
二
年
、
’
一
一
八
年
、
四
○
年
の
一
一
一
つ
の
転
換
点
を
指
摘
し
う
る
。
第
一

の
起
点
は
明
治
三
二
年
一
一
一
月
の
印
紙
税
法
の
施
行
で
あ
る
。
こ
こ
で
小
切
手
無
税
、
約
束
・
為
替
手
形
と
も
に
二
銭
、
こ
れ
に
対
し
借

用
証
書
は
五
円
以
上
一
万
分
の
五
と
高
率
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
伝
統
的
な
借
用
証
書
に
対
し
西
欧
流
の
手
形
・
小
切
手
を
優
遇
す
る

為
替
手
形
割
引
は
八
年
後
の
大
正
二
年
下
期
漸
く
逆
転
に
成
功
す
る
。
全
国
割
引
高
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
を
占
め
る
首
都
東
京
が
こ
の
動

き
と
ほ
ぼ
同
じ
展
開
を
示
す
。
二
○
年
代
ま
で
誇
っ
て
い
た
割
引
高
首
位
の
座
を
そ
の
後
東
京
に
奪
わ
れ
、
大
き
く
差
を
つ
け
ら
れ
た

商
都
大
阪
に
お
い
て
最
も
急
ピ
ッ
チ
で
逆
転
が
完
了
す
る
。
一
一
一
八
年
を
起
点
に
僅
か
三
年
後
の
四
一
年
下
期
に
逆
転
し
、
大
正
二
年
下

期
に
は
為
替
手
形
は
約
束
手
形
の
二
・
五
倍
の
規
模
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
東
京
と
大
阪
を
対
比
す
れ
ば
、
三
八
年
以
降
、
東
京
Ⅱ
約

束
手
形
、
大
阪
Ⅱ
為
替
手
形
と
い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
鮮
か
で
あ
る
。
表
と
し
て
は
掲
げ
な
か
っ
た
が
、
京
都
と
愛
知
の
動
き
は
一
言

に
値
す
る
。
京
都
で
は
三
九
年
下
期
一
挙
に
そ
の
差
を
縮
め
る
が
四
○
年
下
期
再
び
差
は
ひ
ら
く
。
そ
の
後
再
び
為
替
手
形
は
漸
増
す

る
が
第
一
次
大
戦
前
に
は
つ
い
に
逆
転
は
完
了
し
な
い
。
愛
知
で
は
一
層
劇
的
な
展
開
を
と
げ
る
。
三
八
年
上
期
胎
動
を
は
じ
め
た
為

替
手
形
は
、
三
九
年
下
期
突
如
大
膨
張
し
約
束
手
形
を
凌
駕
す
る
が
息
が
つ
づ
か
ず
ひ
と
と
き
減
退
し
た
の
ち
、
四
二
年
上
期
再
び
凌
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第
三
の
改
正
は
、
明
治
四
○
年
一
一
一
月
の
印
紙
税
法
の
改
正
で
あ
り
、
全
国
手
形
交
換
所
連
合
会
に
設
置
さ
れ
た
戦
時
経
済
調
査
委
員

（
３
）
 

会
の
勧
告
を
入
れ
て
「
小
切
手
の
流
通
を
妨
げ
」
る
も
の
と
批
判
の
多
か
っ
た
小
切
手
一
銭
課
税
を
も
と
の
無
税
に
戻
し
、
そ
の
歳
入

減
を
約
束
手
形
の
増
徴
に
よ
っ
て
埋
合
せ
た
の
で
あ
る
。
「
戦
後
に
於
て
も
」
約
束
手
形
が
借
用
証
書
に
代
用
さ
れ
る
傾
向
は
「
益
々

（
４
）
 

顕
著
」
な
る
も
の
が
あ
る
と
し
、
「
約
束
手
形
の
本
質
た
る
流
通
証
券
を
妨
ぐ
る
」
こ
と
が
な
い
程
度
に
そ
の
増
徴
が
認
め
ら
れ
た
。

一
一
一
度
の
印
紙
税
の
改
正
を
通
し
て
約
束
手
形
は
右
に
左
に
翻
弄
さ
れ
つ
づ
け
た
と
い
え
よ
う
。
三
一
一
年
印
紙
税
に
よ
っ
て
借
用
証
書

は
約
束
手
形
へ
切
り
か
え
ら
れ
約
束
手
形
全
盛
の
時
代
を
む
か
え
た
が
、
そ
の
行
き
す
ぎ
を
是
正
す
べ
く
、
一
一
一
八
年
日
露
戦
費
調
達
の

第
一
一
の
転
機
は
一
一
一
八
年
一
月
、
日
露
戦
費
調
達
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
非
常
特
別
税
法
改
正
で
あ
る
。
印
紙
税
改
正
は
、
三
七
年

四
月
の
特
別
税
法
の
新
設
に
お
い
て
は
含
ま
れ
ず
、
つ
づ
く
第
二
次
増
徴
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
骨
子
は
、
こ
れ
ま
で
無
税
で
あ

っ
た
小
切
手
に
一
銭
の
印
紙
税
を
課
す
る
こ
と
、
約
束
手
形
に
の
み
高
率
の
累
進
税
を
課
す
る
こ
と
の
二
点
に
あ
る
。
小
切
手
課
税
に

つ
い
て
は
、
の
ち
に
ふ
る
ご
と
く
全
国
の
手
形
交
換
所
を
中
心
に
激
し
い
反
対
を
惹
き
お
こ
し
た
が
、
約
束
手
形
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

（
２
）
 

論
議
を
よ
ぶ
こ
と
ば
な
か
っ
た
。
政
府
の
改
正
の
意
図
は
、
約
束
手
形
が
「
証
書
に
比
す
れ
ば
そ
の
税
率
軽
き
に
失
す
る
の
嫌
あ
る
」

た
め
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
約
束
手
形
は
借
用
証
書
に
比
べ
簡
単
に
作
成
で
き
、
債
権
の
取
立
て
が
簡
単
で
確
実
で
あ
り
、
そ
の
う
え

印
紙
税
遙
か
に
低
い
と
あ
ら
ば
、
約
束
手
形
が
借
用
証
書
に
代
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
三
二
年
印
紙
税
法
の
効
果
を
総
括
し
、
「
借
用

証
書
と
異
な
る
所
な
き
」
約
束
手
形
を
低
課
税
と
す
る
の
は
「
権
衡
を
得
ざ
る
も
の
な
り
」
と
す
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
約
束
手
形
を

（
２
）
 

借
用
証
書
と
同
税
率
と
す
る
の
は
「
流
通
証
券
た
る
手
形
」
の
見
地
か
ら
ふ
て
適
当
で
な
い
か
ら
累
進
課
税
法
を
採
用
す
る
こ
と
と
な

し
て
い
っ
た
。

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
振
興
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
事
実
こ
れ
を
転
機
に
手
形
と
く
に
約
束
手
形
が
借
用
証
書
に
か
わ
っ
て
伸
長



6４ 
た
め
の
第
二
次
増
徴
に
乗
じ
て
、
約
束
手
形
に
高
率
の
累
進
税
が
適
用
さ
れ
へ
四
○
年
の
改
正
に
よ
っ
て
そ
の
税
率
は
さ
ら
に
高
い
も

の
と
な
っ
た
。
借
用
証
書
か
ら
転
じ
た
約
束
手
形
は
、
二
度
の
増
徴
に
よ
っ
て
抑
制
。
圧
迫
の
対
象
と
さ
れ
、
再
び
転
進
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
転
進
を
迫
ら
れ
た
約
束
手
形
は
も
は
や
そ
の
出
自
た
る
借
用
証
書
へ
回
帰
す
る
こ
と
も
な
ら
ず
、
二
度
の
増
徴
の

対
象
外
に
お
か
れ
た
為
替
手
形
へ
転
変
を
は
か
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
さ
き
に
抽
出
し
た
約
束
手
形
か
ら
為
替
手
形
へ
の
追

撃
０
凌
駕
の
過
程
に
他
な
ら
な
い
ｐ
約
束
手
形
に
は
高
率
の
累
進
税
を
課
し
な
が
ら
為
替
手
形
に
は
手
を
ふ
れ
な
い
と
い
う
こ
の
不
均

衡
配
置
の
う
ち
に
、
と
き
の
大
蔵
・
日
銀
官
僚
の
ね
ら
い
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

印
紙
税
と
い
う
法
的
規
制
に
よ
る
誘
導
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
、
明
治
三
○
年
代
に
非
流
動
的
な
借
用
証
書
を
流
通
証
券
Ⅱ
約
束
手

形
、
さ
ら
に
は
よ
り
流
動
性
の
高
い
為
替
手
形
へ
と
脱
皮
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
権
力
に
よ
る
上
か
ら
の
形
式
の
導
入
が
実

体
を
ひ
き
ず
っ
て
ゆ
く
日
本
近
代
の
特
質
を
承
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
は
形
式
と
実
体
の
錯
綜
し
た
か
か
わ
り
に
あ
る
。
印
紙
税
と

い
う
法
的
外
的
規
制
に
よ
っ
て
こ
の
連
続
的
な
脱
皮
が
誘
導
さ
れ
た
と
い
う
一
点
に
視
野
を
固
定
さ
せ
る
な
ら
ば
、
明
治
末
に
見
出
さ

れ
る
約
束
手
形
か
ら
為
替
手
形
へ
の
転
換
を
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
否
定
的
な
評
価
を
与
え
ざ
る
を
罰
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
新

帰
朝
の
金
融
官
僚
の
ね
ら
い
は
形
式
の
う
え
で
は
満
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
本
来
の
課
題
で
あ
っ
た
横
へ
ひ
ろ
が
る
手
形
流
通

の
拡
充
と
い
う
点
で
は
光
と
闇
ほ
ど
の
違
い
を
残
し
て
い
た
。
し
か
し
明
治
末
紡
績
約
束
手
形
が
為
替
手
形
に
き
り
か
え
ら
れ
紡
績
会

●
●
 

社
引
受
が
出
現
し
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
一
一
一
○
年
代
に
お
い
て
手
形
流
通
の
拡
充
と
い
う
よ
り
高
次
の
課
題
を
具
体
的
仁
的
を
絞
っ

て
実
行
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
試
み
が
形
式
的
で
は
あ
れ
受
け
入
れ
ら
れ
定
着
し
た
か
ぎ
り
に
お
い
頁
成
立
期
の
日
本
信
用
機
構
が

こ
の
点
に
お
い
て
一
定
の
成
熟
を
む
か
え
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
一
一
二
年
印
紙
税
法
に
よ
っ
て
流
動
化
の
契

機
を
も
た
な
い
借
用
証
書
が
市
場
を
前
提
と
し
た
流
動
証
券
た
る
約
束
手
形
に
き
り
か
え
ら
れ
、
約
束
手
形
の
形
式
は
そ
の
後
も
は
や

逆
行
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
一
応
の
基
盤
を
築
い
た
と
い
う
第
一
の
先
例
を
想
い
起
せ
ば
、
こ
の
為
替
手
形
へ
む
け
て
の
第
二
の
転
変
も



６５成立期日本信用機織の論理と構造（完）

ｂ
銀
行
信
用
と
手
形
璽
醤

手
形
は
そ
れ
が
約
束
手
形
で
あ
れ
為
替
手
形
で
あ
れ
、
裏
書
に
よ
っ
て
当
初
の
当
事
者
を
離
れ
て
転
々
と
流
通
す
る
可
能
性
が
生
れ

る
。
そ
れ
ゆ
え
裏
書
の
浸
透
ぶ
り
に
よ
っ
て
手
形
流
通
の
実
態
を
あ
る
程
度
推
し
測
る
こ
と
が
で
き
る
。
裏
書
が
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て

い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
た
と
え
為
替
手
形
で
あ
ろ
う
と
流
通
証
券
と
は
認
め
が
た
い
し
、
借
用
証
書
の
代
用
と
い
う
誇
り
は
免
れ

な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
分
析
し
た
商
業
興
信
所
『
経
済
便
覧
』
「
無
担
保
手
形
表
」
に
は
、
名
古
屋
に
つ
い
て
の
み
振
出
者
と
裏
書

者
と
の
区
別
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
無
担
保
約
束
手
形
振
出
及
裏
書
者
種
別
金
額
員
数
表
」
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
手
形
割
引

信
用
が
振
出
人
に
与
え
ら
れ
た
か
、
裏
書
人
に
与
ら
れ
た
か
、
職
業
別
の
割
引
残
高
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
付
記
さ
れ
る
べ

き
は
、
大
阪
に
つ
い
て
は
三
八
年
以
降
為
替
手
形
も
含
ま
れ
る
に
至
っ
た
が
、
名
古
屋
に
お
い
て
は
大
正
二
年
ま
で
一
貫
し
て
無
担
保

約
束
手
形
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
「
振
出
及
裏
書
者
種
別
」
と
は
、
銀
行
が
直
接
振
出
人
か
ら
約
手
を
割
引

い
た
か
、
あ
る
い
は
裏
書
を
経
て
割
引
い
た
か
の
区
別
と
な
る
。
も
し
「
裏
書
」
が
「
振
出
」
を
大
き
く
上
廻
れ
ぱ
、
そ
の
業
種
で
は

そ
の
可
能
性
を
否
定
し
去
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
や
り
と
り
の
な
か
で
何
よ
り
も
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
三
○
年
代
に
お

け
る
債
務
証
書
形
式
の
展
開
と
と
も
に
手
形
流
通
が
ど
の
よ
う
な
拡
充
を
率
せ
た
か
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
論
稿
に
お

い
て
も
す
で
に
時
に
応
じ
て
触
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
次
に
、
手
形
流
通
に
と
っ
て
死
活
の
手
形
裏
書
と
銀
行
信
用
と
の
か
か
わ
り

に
触
れ
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
１
）
土
方
久
徴
「
倫
敦
銀
行
事
情
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
一
六
六
号
Ｍ
三
二
・
九

（
２
）
『
明
治
大
正
財
政
史
』
第
七
巻
内
国
税
九
四
二
一
－
三
頁

（
３
）
「
第
二
十
回
戦
時
経
済
調
査
委
員
会
録
事
」
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
七
巻
四
二
○
頁

（
４
）
『
明
治
大
正
財
政
史
」
第
七
巻
内
国
税
九
四
七
頁



6６ 
銀
行
が
出
動
す
る
以
前
に
手
形
が
流
通
す
る
慣
習
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
「
裏
書
」
が
「
振
出
」
を
大
き
く
下
廻
れ
ば
、
手

形
は
振
出
さ
れ
る
や
他
に
流
通
す
る
こ
と
な
く
銀
行
に
よ
っ
て
直
接
割
引
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
示
す
。
業
種
別
に
そ
の
プ
レ
を
明
ら

か
に
し
う
る
な
ら
ば
、
手
形
割
引
が
横
へ
拡
が
る
手
形
流
通
の
う
え
に
な
り
た
つ
も
の
と
、
横
へ
の
ふ
ぐ
ら
柔
を
も
た
ず
銀
行
信
用
主

導
の
縦
の
関
係
か
ら
な
る
も
の
と
の
一
応
の
分
布
図
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
名
古
屋
の
主
要
割
引
業
種
を
え
ら

び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
裏
書
割
引
比
率
を
算
出
し
明
治
三
四
年
か
ら
大
正
二
年
ま
で
の
推
移
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
約
束
手
形
全
体
の
裏
醤
割
引
比
率
を
み
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
四
割
五
分
か
ら
五
割
二
分
の
あ
い
だ
を
変
動
し
、
長
期
的
な
変
動
は

う
か
が
え
な
い
。
振
出
さ
れ
割
引
れ
た
手
形
の
ほ
ぼ
半
ば
が
他
に
迂
回
す
る
こ
と
な
く
直
接
銀
行
に
よ
っ
て
割
引
れ
た
と
い
う
事
実

は
、
手
形
流
通
を
考
え
る
上
で
三
顧
の
価
が
あ
る
。
ま
た
一
一
一
四
年
金
融
恐
慌
の
預
金
銀
行
主
義
の
浸
透
に
も
か
か
わ
ら
ず
裏
書
比
率
の

上
昇
傾
向
が
糸
ら
れ
な
い
こ
と
も
興
味
深
い
。
短
期
的
に
は
三
九
年
五
割
に
あ
っ
た
の
が
四
○
年
一
挙
に
四
割
二
分
に
下
が
り
、
つ
づ

く
四
三
年
に
至
る
四
年
間
四
割
台
の
凹
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
も
眼
を
惹
く
。
業
種
別
を
み
て
も
四
○
年
に
ひ
と
つ
の
醍
憾
を
み
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
砂
糖
・
製
粉
、
時
計
、
米
穀
・
肥
料
と
く
に
織
物
、
綿
花
、
綿
糸
・
紡
績
に
大
き
な
傷
あ
と
を
？
」
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
震
憾
で
は
あ
っ
て
も
、
何
ら
か
の
構
造
変
化
を
ひ
き
お
こ
す
転
換
点
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。

業
種
別
で
は
、
織
物
、
綿
花
、
綿
糸
・
紡
絞
、
木
綿
・
綿
ネ
ル
、
生
糸
な
ど
繊
維
関
係
が
全
体
の
裏
惑
割
引
比
率
を
大
き
く
上
廻

る
。
と
く
に
織
物
商
で
は
四
○
年
ま
で
は
実
に
九
割
の
裏
嘗
比
率
を
誇
っ
て
い
る
。
四
○
年
。
四
一
年
の
大
き
な
変
調
の
の
ち
も
ほ
ぼ

八
割
水
準
を
安
定
的
に
変
動
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
綿
花
お
よ
び
綿
糸
・
紡
績
に
は
大
き
な
変
容
が
お
こ
っ
て
い
る
。
綿
花
は
四
○

年
ま
で
は
織
物
と
な
ら
ん
で
九
割
水
準
に
あ
っ
た
が
、
四
○
年
激
減
し
た
の
ち
つ
い
に
名
古
屋
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
紡
績
会
社

振
出
の
綿
花
手
形
の
多
く
は
綿
花
商
に
渡
り
、
裏
誓
さ
れ
て
銀
行
で
割
引
か
れ
た
た
め
綿
花
商
の
裏
書
比
率
は
極
端
に
高
く
な
る
。
こ

の
紡
織
手
形
も
四
○
年
以
降
名
古
屋
金
融
市
場
か
ら
流
出
し
て
し
ま
う
。
こ
の
流
出
は
綿
糸
・
紡
織
の
手
形
割
引
に
も
影
響
を
残
す
。



第49表明治後期名古屋無担保手形割引に鑓ける裏書割引比率 (年末残高％）

辮反lii
--１－－－－－－－－－－－－ 

木綿 綿糸

紡績

洋物 米穀 砂糖 鋼鉄 鼻緒
綿花 和洋紙|時計材木織物 生糸

綿ネル 雑貨 肥料 製粉 金物 履物

明治34年 92.8 69.8 26.9 53.2142.7 34.3147.6 71.5 17.8 51.2 27.5 

39.5 9９．３１６４．９１４１．６ 43.5 35.7133-8 62.3155.4 57.5 41.9 

釿
甜
師
銘
駒
如
虹
似
蝿
型

46.8 32.8 87.1 22.7 

8３．４１７６．８１３９．９ 25.6151.5 34.6 52.2 41.6 93.9 42.1 39.2 33.9 47.5180.9 67.2 

（
服
）

59.8 91.5171.8119.4140.0’２４．８１６６．７ 70.9 18.1 54.2 90.4 0.1 27.6 50.5 28.6 

製
鍵
剖
園
編
ｅ
韓
趨
塵
迦
特
亘
冨
倒
笹
色

５３．７１６２．７１６２０１２７－４１２１.２１２５．６ 45.5 38.0 57.7 67.9 57.4 46.6 54.6 45.3 42.2 

38.5159.0 0 68.7 53.エ 4９．８１４８．３１４２．６ 60.9 49.8 46.8 57.3 46.3 41.4 

63.0 58.0 73.5132-5 53.3 45.4167.5 47.3 56.5 5８４ 4９．７ 46.4 84.5 39.9 

47.0 76.8 38.3 
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３
３
５
 

①
己
●
●

７
０
６
７
 

５
６
４
６
 

７
０
７
０
 

巾
白
勺
■

１
４
３
７
 

５
５
５
５
 

41.8 51.2 

28.9 

31.6 

49.3 

53.8 44.8 

43.8 

39.0 

709 52.0 

50.2 

46.7 

43.5 56.4 

39.6 

52.1 

43.3 49.4 

56.7 

51.8 

38.5 

47-6 

49.8 

38.5 

88.9 

80.3 

56.2 

53.0 

４５ 

大正２盗苧

商業興信所「経済便覧」「無担保手形表」より作成

空欄の明治三六年は資料入手できなかったもの，三八年は振出金額の承で裏書金額を欠くため。



6８ 
綿
糸
・
紡
績
は
三
○
年
代
前
半
は
低
い
裏
書
比
率
で
あ
っ
た
が
、
一
一
一
九
年
の
変
調
の
の
ち
五
割
水
準
か
ら
八
割
水
準
へ
極
め
て
安
定
し

た
上
昇
傾
向
を
た
ど
る
。
こ
の
こ
と
は
、
銀
行
に
よ
っ
て
直
接
割
引
か
れ
て
い
た
紡
績
会
社
振
出
の
融
通
手
形
あ
る
い
は
綿
花
手
形
が

四
○
年
以
降
流
出
し
、
裏
書
割
引
比
率
の
高
い
綿
糸
手
形
が
残
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
新
興
の
木
綿
・
綿
ネ
ル
の
四
○
年
代
初
頭

き
づ
き
あ
げ
た
六
割
か
ら
七
割
の
裏
書
比
率
は
明
治
末
安
定
性
を
喪
失
す
る
。
そ
の
大
き
な
変
動
が
割
引
量
の
変
動
と
同
一
歩
調
を
た

ど
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
裏
書
の
力
が
金
融
石
景
気
変
動
に
大
き
く
左
右
さ
れ
、
未
だ
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
生
糸
手
形
は
出
発
点
が
六
割
水
準
で
あ
っ
た
が
、
明
治
末
に
は
上
昇
を
つ
づ
け
、
つ
い
に
九
割
水
準
に
到
達
す
る
。

一
方
手
形
割
引
全
体
の
三
割
近
く
を
占
め
る
呉
服
・
大
物
・
洋
反
物
手
形
は
割
引
全
体
の
裏
書
比
率
を
一
廻
り
下
ま
わ
る
水
準
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
両
者
の
違
い
は
、
商
取
引
決
済
と
銀
行
信
用
の
か
か
わ
り
に
依
存
す
る
。
零
細
な
機
業
家
が
振
出
す
手
形
を
銀
行
は
直

接
割
引
か
ず
、
信
用
の
あ
る
生
糸
ｑ
織
物
問
屋
の
裏
書
を
得
て
は
じ
め
て
信
用
を
供
与
す
る
か
ら
、
機
業
家
振
出
手
形
は
い
く
つ
か
の

仲
買
人
の
手
を
経
て
生
糸
ｄ
織
物
問
屋
へ
転
々
流
通
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
呉
服
・
太
物
・
洋
反
物
問
屋
は
小
売
商
を
な
か
だ
ち
と
し

て
一
般
流
通
に
接
す
る
か
ら
、
三
越
・
白
木
屋
な
ど
の
大
店
を
の
ぞ
い
て
多
く
が
掛
売
で
あ
り
、
運
転
資
金
は
自
ら
手
形
を
振
出
し
直

接
銀
行
か
ら
信
用
を
う
け
ざ
る
を
え
な
い
。

繊
維
関
係
以
外
の
手
形
で
割
引
全
体
の
平
均
裏
書
比
率
を
つ
ね
に
上
廻
る
の
は
時
計
た
だ
ひ
と
つ
に
と
ど
ま
り
、
さ
ら
に
差
が
縮
っ

て
鋼
鉄
・
金
物
、
和
洋
紙
、
鼻
緒
・
履
物
、
砂
糖
・
製
粉
が
平
均
裏
書
比
率
の
僅
か
す
ぐ
上
を
、
ま
た
材
木
、
洋
物
雑
貨
、
米
穀
・
肥

料
が
そ
の
す
ぐ
下
を
変
動
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
伝
統
的
な
業
種
で
は
お
お
よ
そ
五
割
近
辺
の
裏
書
割
引
比
率
を
保
ち
、
平
均
を
大
き
く

下
ま
わ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
年
に
か
け
て
新
た
に
裏
書
比
率
が
ゼ
ロ
な
い
し
そ
れ
に
近
い
業
種
が

い
く
つ
か
出
現
す
る
。
そ
れ
ら
は
電
気
鉄
道
、
石
瓦
・
煉
瓦
・
セ
メ
ン
ト
、
車
・
自
転
車
あ
る
い
は
電
灯
・
ガ
ス
手
形
で
あ
り
、
裏
書

比
率
一
○
割
の
銀
行
と
対
極
を
な
す
。
こ
こ
に
手
形
流
通
を
め
ぐ
っ
て
新
た
な
胎
動
が
進
行
す
る
。



６９成立期日本信用機構の論理と構造（完）

そに書しに第５O表名古屋における新興の
ifl〆難をたは無担保手形裏書割引比率（年末残高’6）

;《鐘一J|夏Tji祠寮iiFil1忘
鋳Ｉ鷺斥|謝蕊'１二|瘤
纈慧:|素商業興償所｢纒祷噸撫担艤手獺より作鬮
ち／、引くに…
な明の手象な■外手割なき織のい廻の引
力勤治う形徴らへ形以しな物実裏り近全以
ら末ちがさば’む流上て位部態書、辺体上
も￣に商れ、か通がい億門に比新ｌこのの
商斉は業るそつば裏たを釘に－率興密平検
業に商手財れて銀書こ占お筋｜よの集均討
手登業形閥はひ行をとめいのゼ公し裏に
形懲謝手で系機」らと経をるて光戸益）、書・よ
です形あの関卍かのな示ぱ裏をに．呉比つ
はる【とろ司銀れ直いしか書投近重服率て
な裏なう目行’る接銀てり比げづ化ロは手
い書らと己概こ的行いで率かく学太ほ形
と比ん単金念と閉のるながけＰ関物ぼ裏
排，率で名融仁の鎖直．くひてこ係・五書
斥の単手一行な的接こ：Ｐといの手洋腎Iを
さ極名形的きいな割れ裏きる対形反でめ
れ端融でなつ銀縦引ら雷わ゜照は物、ぐ
異に通あ．く行ので先・高米は振を和’つ
端低手ろソ．と関あ進手い穀、出の洋て
視し寸形うツあの係り領形こ□明しぞ紙次
さ公がとエる一に、域流と肥治たく，の
れ益多たルい対よ裏を通は料後手繊米ご
て・くいソは一つ霞のな、、期形維穀と
き重含し金、のてにぞどこ砂日を関・き
た化また融物密分よく質れ糖本銀係肥対
融学れ違な産着断つ大的ら･信行手料照
通関たいる単しさて半な織製用に形なが
手係では怪名たれ転の面物粉機目がど浮
形手あ・な物手関圧念手で関な構らとほき
は形ろいを形係倒流形６係どに直びとぼ
,にう゜生を力：さ通に先手にお接ぬんり
金他こそみ三極れすお進形くけ割けどに
融（なと￣れ落井限てるい；的がらる引てのさ
資らは’ゆず銀まし横てな量べ手いそ手れ
本な察え゜行でま断ｌま領的、形てれ形る
段いす、こ以進う的、域仁繊流ｊＬをは゜
階’゜る裏う外む゜な五を大維通ら上そ割



7０ 

明
治
三
○
年
金
本
位
制
移
行
に
と
も
な
う
信
用
制
限
と
と
も
に
「
鞘
取
」
オ
ー
ベ
ー
ロ
ー
ン
体
制
は
そ
の
立
脚
点
を
失
う
・
岩
崎
弥

之
助
総
裁
の
も
と
で
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
預
金
銀
行
主
義
的
改
革
が
断
行
さ
れ
、
そ
の
方
針
は
そ
の
後
も
堅
持
さ
れ
―
―
西
年
金
融
恐
慌

の
激
動
を
と
お
し
て
民
間
普
通
銀
行
も
次
第
に
上
層
か
ら
預
金
銀
行
へ
転
換
を
遂
げ
て
い
た
。
こ
の
預
金
銀
行
主
義
的
金
融
改
革
が
日

本
の
中
央
銀
行
と
民
間
銀
行
と
の
あ
い
だ
に
い
か
に
定
着
し
た
か
、
そ
の
構
造
を
問
う
こ
と
が
こ
こ
で
の
課
題
を
な
す
。

｜
日
本
に
識
け
る
預
金
銀
行
の
確
立
ｌ
預
金
借
入
金
・
資
本
金

ま
ず
手
は
じ
め
に
、
三
四
年
金
融
恐
慌
後
オ
ー
パ
ー
ロ
ー
ン
体
制
が
い
か
に
解
消
ざ
れ
預
金
銀
行
へ
転
換
を
と
げ
て
い
っ
た
か
、
そ

の
浸
透
ぶ
り
を
追
っ
て
象
よ
う
。
前
に
試
ふ
た
（
第
四
表
）
よ
う
に
借
入
金
・
預
金
比
率
を
横
軸
、
預
金
量
を
縦
軸
に
と
っ
た
分
布
表

を
作
成
し
た
。
こ
こ
で
は
大
正
二
年
末
の
み
を
掲
げ
た
（
第
五
一
表
）
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
次
の
諸
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
預
金
量
の
大
小
に
か
か
わ
り
な
く
大
半
の
銀
行
が
借
入
金
／
預
金
比
率
三
割
以
下
の
領
域
に
お
さ
ま
っ
て
お
り
、
借
入
比
率

ゼ
ロ
あ
る
い
は
一
割
以
下
の
グ
ル
ー
プ
も
極
め
て
層
が
厚
い
。
一
一
一
一
一
年
と
比
較
す
れ
ば
格
段
の
進
歩
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
逆
に

当
時
の
民
間
銀
行
が
預
金
銀
行
と
し
て
守
る
べ
き
限
度
を
借
入
金
／
預
金
比
率
三
割
以
下
に
お
い
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
・
こ

移
行
期
に
さ
し
か
か
る
や
、
新
た
に
単
名
手
形
と
し
て
段
階
的
意
義
を
表
明
し
は
じ
め
る
。
こ
こ
に
価
値
の
転
換
が
お
こ
る
。
銀
行
信

用
優
位
の
も
と
で
の
縦
割
り
の
商
業
信
用
に
抗
し
て
、
繊
維
・
織
物
を
中
心
に
拡
充
を
つ
づ
け
て
き
た
横
断
的
な
手
形
流
通
の
浸
透
力

は
、
重
化
学
工
業
化
に
と
も
な
う
銀
行
資
本
と
産
業
資
本
と
の
他
の
介
在
を
許
さ
な
い
閉
さ
れ
た
関
係
が
及
ぼ
す
解
体
力
の
ま
え
に
、

徐
々
に
分
断
さ
れ
麻
揮
し
て
ゆ
く
。
成
立
期
日
本
信
用
機
構
を
う
ち
か
ら
支
え
て
き
た
市
場
メ
ヲ
ー
ー
ズ
ム
の
上
昇
力
も
、
明
治
末
つ
い

に
腐
蝕
の
兆
し
を
と
き
お
り
象
せ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

第
六
章
預
金
銀
行
体
系
の
形
成
と
日
銀
信
用
の
変
貌



第51表大正二年末普通銀行の預金・借入金・資本金構成

(％） 金金／頂入

塗
日
１
０
 

預金高
(万円） Ⅵ 0 Ｖ１０～0 Ⅳ３０～１０ Ⅲ５０～３０ Ⅱ１００～５０ １１００以上

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
 

’四一伽““⑭

'14.71 

(43.5）三菱

（２７）山ロ

（２１）加島
〔１５）中井

（8.3）潮池

（5.2）近江

（５）浪速

（3.5）第一
（3.5）三十四

'３．８１ 

（６）第

(3.3）安

（３）第
(2.9）北

川崎

三井

住友

十五

三
田
百
浜

Ａ 

卸
以
上

１
 ９
 

１５．２１ 

(6.1） 

（６） 

(4.4） 

(4.2） 

１３．６１ 

（６）愛知
（５）東海

（５）日本商
(4.1）百十

(2.7）十八

(2.7）京都商工
（2.6）左右田

（１）豊国

'４．４１ 

（８）阿波商

（５）高知

（4.5）二十二

（４）八十四

（2.9）三十八

（2.1）四十

'3.0｜ 

（6.の茂木
（４）第二
（２．４）十二

（２）明治商

（1.6）丁酉

（1.6）東京

本
三
屋
井

十
古

岸
四
名
村

Ｂ 

1,500 

１ 

６００ 

’２．０１ 

，［:辨十豐Ｉ

■■■■■■■｡■■■■￣■ ＝ニーーーニーー⑪■■■口■■■■■■■■■■■■￣■1

8.---－ 

’’２．５１ 
０￣ 

！（2.5）－上十四

'４．７１ 

(9.4） 

（５） 

（４） 

(2.6） 

(2.6） Ｉ 
森村

百十四

尾張屋

十六

百四十七

Ｃ 

600 

１ 

４００ 

後
三
一

十
十

（２）四

(1.6）新

（1.6）二

（１．３）帝

潟
三
商

十
国

■
■
□
■
｜
■
■
 

●□■B●●●●●､■■●■●■o●c●●●●□●■●､●●ＣＤ□●●■8---

,o､８１iL2g且
(0.8）十九：（４）

！（１） 

|熱'11
1灘|蕊
睡|蕊

｢7百-６７

（２６） 

（１６） 

（１１） 

（８） 

（６） 

（４．５） 

（3.5） 

（3.3） 

（2.4） 

（1.8） 

（1.5） 

IL4二回」
,（5.5） 
（3.6） 

伊藤

合名田中

虎屋

八幡

麹’'1Ｊ

五十

二十七

±住；

今治商
百五

第十

岡
房
八
市
三
実
濃
州
共
六
岡
島
河
二
田
商
商

十
日
計
浜
垣
十

十
域
越

怖
安
六
四
百
横
信
日
大
六
盛
広
駿
五
深
宮
北

合資田中

長岡
潮田Ｂ

藤本Ｂ
， 

400 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｐ
●
ロ
■
■
●
ロ
●
●
●
●
の
■
ロ
●
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
□
●
●
●
●
ｑ
●
●
●
●
●
●
●
心

Ｉ 

200 

￣●￣●0■■□l■■■￣ ●● ００●●●■■●●●､●' 

'１．３１ 

(2.4） 

(1.3） 

(0.3） 

●●■●●■●●●●●■●●■□●o■●●●●●“●ＣＯ０Ｃ●CO●●．~￣￣ 

(L6）紅葉屋'皿
ｌＬ５ｉ 

(,偏)西脇lII:三iii：

１９．１１ 

（２１） 

（２０） 

（１４） 

（１０） 

（５） 

-“嚴勇

（３） 

（３） 

（1.2） 

防長

川上

広部

浅田

栗田

穂1.-階

八木

広島商

二十九

仲田

西備

御厨

西条

姫路

百六

五十一

高岡共

Ｅ 

200 

Ｉ 

100 

４．２１ 

（9.8） 

（9.6） 

（８） 

（4.2） 

（３．７） 

（３） 

（２） 

（1.8） 

（1.7） 

（1.7） 

（0.2） 

'１．４ 

(1.4） 

０５１ 

(1.2）今

〔０．４）三

（Ｏ）商

窓
磨
住
島
河
谷
子
寺
岡
中

芝
王

牛
飾
千
海
柳
四
米
天
延
山

大阪

治久

東京共

大阪実

岩見

福山

岡木

三十六

村
十
栄

Ｆ 

、
以
下

１
 

『銀行通信録」「大阪銀行通信録」「営業広告」より作成

（）内の数字は各行の預金／資本金比率

□内の数字は各グループの平均預金／資本金比率
各グループの平均預金／資本金比率が四をこえるものを太い実線一で，三に達しないものを－
．．．．．．－でかこた･

で，二に達しないものを



７３成立期日本信用機構の論理と構造（完）
の
資
金
調
達
を
め
ぐ
る
「
原
則
」
は
、
こ
こ
で
は
掲
げ
な
か
っ
た
が
明
治
三
八
年
末
す
で
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
盈
の
変
動

は
あ
っ
て
も
全
体
の
構
造
は
大
正
二
年
も
明
治
三
八
年
も
ほ
と
ん
ど
変
る
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
の
預
金
銀
行
は
金

融
恐
慌
後
四
年
を
経
ず
し
て
一
挙
に
そ
の
形
を
と
と
の
え
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
に
、
借
入
金
比
率
三
割
の
調
達
「
原
則
」
を
守
ら
な
い
「
非
預
金
」
銀
行
は
、
極
く
小
数
に
か
ぎ
ら
れ
、
そ
れ
も
預
金
量
四
百

万
円
以
下
に
集
中
し
て
い
る
。
預
金
瞳
の
少
い
三
八
年
に
お
い
て
も
四
百
万
円
以
下
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
八
年
の
あ

い
だ
に
「
非
預
金
」
銀
行
の
領
域
は
相
対
的
に
一
層
下
方
に
狭
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
借
入
金
／
預
金
比
率
が
三
割
以
上
一
○
割
以
下

の
領
域
に
属
す
る
も
の
の
多
く
は
、
第
七
十
四
、
第
十
九
、
高
岡
、
第
三
十
六
銀
行
な
ど
生
糸
・
織
物
金
融
を
柱
と
す
る
地
方
銀
行
で

あ
り
、
一
○
割
を
超
え
る
領
域
に
は
、
藤
本
・
増
田
両
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
や
証
券
売
買
を
業
務
と
す
る
紅
葉
屋
銀
行
と
都
市
の
小
銀
行

四
行
か
ら
な
る
。
三
八
年
の
段
階
で
は
、
第
二
の
証
券
・
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
型
は
未
だ
登
場
せ
ず
、
一
一
一
割
の
限
度
を
オ
ー
バ
ー
す
る

「
非
預
金
」
銀
行
の
多
く
が
生
糸
・
織
物
金
融
型
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
第
二
、
第
十
二
、
第
六
十
九
、
肥
後
、
丁
酉
銀
行
な
ど
が
八

年
後
に
は
三
割
の
限
度
内
へ
借
入
金
を
抑
え
る
の
に
成
功
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
糸
・
織
物
関
係
の
地
方
銀
行
が
集
中
的
に
取
り

残
さ
れ
た
）
」
と
は
、
生
糸
・
織
物
金
融
に
未
だ
資
金
需
給
上
の
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
三
に
、
預
金
、
借
入
金
と
な
ら
ぶ
も
う
ひ
と
つ
の
資
金
調
達
源
で
あ
る
資
本
金
と
の
か
か
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
各
銀

行
の
頭
に
資
本
金
に
対
す
る
預
金
の
比
率
を
付
記
し
、
各
グ
ル
ー
プ
の
平
均
値
を
そ
の
上
段
に
、
Ｕ
で
表
わ
し
た
。
全
体
的
な
傾
向
と

し
て
は
、
借
入
金
／
預
金
比
率
が
小
さ
い
ほ
ど
資
本
金
に
対
す
る
預
金
の
比
率
は
高
く
な
る
こ
と
、
ま
た
確
度
は
少
し
劣
る
が
、
預
金

量
が
大
き
い
ほ
ど
預
金
／
資
本
金
比
率
が
高
く
な
る
こ
と
が
見
出
せ
る
。
こ
れ
ら
の
傾
向
に
留
意
し
な
が
ら
、
い
ま
表
中
に
グ
ル
ー
プ

の
平
均
預
金
／
資
本
金
比
率
と
し
て
二
割
、
一
一
一
割
、
四
割
の
三
本
の
限
界
線
を
ひ
く
な
ら
ば
、
相
互
の
関
係
は
一
目
瞭
然
と
な
り
、
い

く
つ
か
の
類
型
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。



7４ 
ま
ず
資
本
金
に
対
し
預
金
が
平
均
し
て
四
倍
以
上
に
達
す
る
グ
ル
ー
プ
を
抽
出
し
て
ふ
る
と
、
借
入
金
ゼ
ロ
の
六
グ
ル
ー
プ
全
て
、

借
入
金
／
預
金
比
率
が
○
’
一
割
で
預
金
麹
が
千
五
百
万
円
以
上
の
巨
大
銀
行
と
四
百
万
円
’
六
百
万
円
の
中
堅
銀
行
の
二
つ
の
ダ
ル

１
プ
、
そ
れ
に
飛
地
の
よ
う
な
二
つ
の
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
を
含
む
借
入
金
比
率
一
○
割
を
こ
え
る
預
金
量
二
百
万
円
’
四
百
万
円
の
グ

ル
ー
プ
の
合
計
九
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
る
。
異
質
な
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
を
の
ぞ
け
ば
、
残
る
八
グ
ル
ー
プ
は
全
て
借
入
金
比
率
が
ゼ
ロ
か

ま
た
は
一
割
未
満
で
あ
り
、
そ
の
重
さ
な
り
あ
う
と
こ
ろ
に
預
金
銀
行
類
型
が
析
出
す
る
。
預
金
銀
行
類
型
と
し
て
他
か
ら
区
別
す
る

一
応
の
指
標
と
し
て
、
預
金
に
対
す
る
借
入
金
の
比
率
が
一
割
に
達
せ
ず
、
か
つ
預
金
が
資
本
金
の
四
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
に
も
と
め

れ
ば
、
一
五
四
行
中
五
○
行
、
全
体
の
一
一
一
割
二
歩
に
達
す
る
。
そ
の
典
型
は
、
三
菱
を
筆
頭
に
一
一
一
井
、
住
友
、
川
崎
、
加
島
な
ど
東
京
、

大
阪
の
巨
大
銀
行
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
預
金
量
の
劣
る
中
小
銀
行
に
も
第
百
四
十
七
、
八
幡
、
奈
良
第
六
十
八
あ
る
い
は

防
長
銀
行
な
ど
実
に
多
く
の
地
方
銀
行
が
巨
大
銀
行
に
劣
ら
な
い
実
績
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
移
植
さ
れ
た
預
金
銀
行
の

根
が
全
国
に
地
中
深
く
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
』
」
と
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
、
預
金
が
資
本
金
の
二
倍
に
達
し
な
い
グ
ル
ー
プ
を
選
び
出
し
て
ゑ
る
と
、
表
中
左
下
の
一
隅
に
集
中
す
る
。
そ
れ
は
、
さ
き

に
染
た
借
入
金
比
率
三
割
を
順
守
し
な
い
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
一
群
を
の
ぞ
い
た
も
の
と
ほ
ぼ
重
さ
な
る
。
さ
ら
に

預
金
／
資
本
金
比
率
を
二
か
ら
三
に
拡
大
し
て
承
る
と
、
そ
の
領
域
は
底
辺
を
中
心
に
一
挙
に
拡
大
し
、
ほ
ぼ
左
上
り
の
対
角
線
の
左

下
半
分
を
お
お
う
。
三
二
年
当
時
（
第
四
表
）
に
お
い
て
は
、
こ
の
左
下
半
分
の
領
域
は
預
金
／
資
本
金
比
率
が
一
以
下
で
あ
っ
た
こ

と
を
想
い
起
せ
ば
、
一
四
年
の
あ
い
だ
に
預
金
は
借
入
金
と
の
関
係
ば
か
り
で
な
く
、
資
本
金
と
の
関
係
で
も
か
な
り
の
進
展
を
象
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
第
四
表
に
お
い
て
析
出
し
た
三
四
年
金
融
恐
慌
以
前
の
基
本
型
す
な
わ
ち
預
金
、
資
本
金
、
借
入
金
が
ほ
ぼ
バ

ラ
ン
ス
し
た
未
分
化
な
「
鞘
取
」
銀
行
は
三
つ
の
方
向
に
分
化
し
て
ゆ
く
。
借
入
金
へ
の
依
存
を
強
め
た
数
少
い
銀
行
（
Ｉ
行
Ａ
Ｉ
Ｆ

列
）
の
流
れ
か
ら
、
独
自
の
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
範
騎
（
１
．
，
）
が
誕
生
す
る
。
大
半
は
預
金
の
比
重
を
高
め
、
さ
き
に
ふ
た
預
金
銀



７５成立期日木信用機榊の論理と構造（完）
行
へ
転
化
し
て
い
っ
た
が
、
第
Ⅱ
。
Ⅲ
行
に
属
す
る
生
糸
。
織
物
型
諸
銀
行
の
よ
う
に
、
そ
の
上
昇
転
化
が
充
分
進
ま
ず
、
い
ま
だ
な

お
未
分
化
の
境
涯
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
借
入
金
依
存
に
つ
い
て
は
か
な
り
解
消
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
自
己
資
本
依
存

の
解
消
は
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
は
い
た
い
。
た
と
え
ば
預
金
が
資
本
金
の
二
倍
に
達
し
な
い
銀
行
は
四
○
行
で
全
体
の
二
割
六
分
に
及
び
、

一
一
一
倍
に
達
し
な
い
銀
行
を
加
え
る
と
六
六
行
、
全
体
の
実
に
四
割
三
分
を
占
め
る
。
自
己
資
本
の
比
重
を
高
め
て
ゆ
け
ば
、
金
融
「
媒

介
」
を
営
む
投
資
銀
行
に
結
実
し
て
ゆ
く
は
ず
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
は
自
己
資
本
へ
の
高
依
存
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
上
昇

転
化
の
力
は
極
め
て
希
薄
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
こ
の
流
れ
の
最
先
端
に
表
中
右
上
の
巨
大
な
十
五
銀
行
（
Ⅵ
。
Ａ
）
が
あ
り
、

つ
づ
い
て
第
Ⅳ
。
Ｖ
行
と
Ｂ
・
Ｃ
列
の
交
叉
す
る
と
こ
ろ
に
東
京
、
明
治
商
業
、
丁
酉
、
豊
国
、
帝
国
商
業
な
ど
の
中
堅
都
市
銀
行
が

現
わ
れ
、
さ
ら
に
交
叉
線
の
左
下
半
分
に
ひ
ろ
が
る
広
大
な
領
域
に
接
続
す
る
。
そ
れ
は
交
叉
線
の
右
上
半
分
に
ひ
ろ
が
る
預
金
銀
行

群
に
充
分
匹
敵
す
る
領
域
を
占
め
な
が
ら
、
日
本
信
用
機
構
を
自
ら
の
方
向
へ
再
編
す
る
だ
け
の
力
を
も
ち
え
な
か
っ
た
。
明
治
三
一

年
一
○
月
そ
の
先
頭
に
立
つ
十
五
銀
行
は
元
横
浜
正
金
頭
取
園
田
孝
吉
を
む
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
老
大
な
自
己
資
本
を
有
価
証
券

（
１
）
 

へ
投
資
す
る
と
い
う
投
資
銀
行
の
経
営
戦
略
を
捨
て
、
預
金
銀
行
化
の
大
勢
に
身
を
委
ね
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
成
立
期
日
本
信
用

機
構
に
お
い
て
投
資
銀
行
へ
む
か
う
可
能
性
は
預
金
銀
行
の
流
れ
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
上
昇
転
化
の
力
を
失
っ
た

こ
れ
ら
自
己
資
本
依
存
の
顕
著
な
多
く
の
銀
行
は
、
投
資
銀
行
と
い
う
よ
り
は
未
分
化
の
「
高
利
貸
」
的
色
彩
の
濃
い
銀
行
類
型
と
す

る
ほ
う
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
自
己
資
本
へ
の
依
存
が
高
い
の
も
、
資
本
金
を
積
極
的
に
拡
大
し
て
ゆ
く
と
い
う
よ
り
も
、
菰

金
の
吸
収
が
思
う
に
ま
か
せ
な
い
と
い
う
消
極
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
。

明
治
三
四
年
金
融
恐
慌
の
直
前
、
預
金
と
資
本
金
と
借
入
金
が
拮
抗
し
あ
う
未
分
化
な
日
本
の
銀
行
信
用
は
、
預
金
銀
行
と
投
資
銀

行
と
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
を
生
み
だ
す
三
つ
の
可
能
性
を
蔵
し
て
い
た
。
そ
の
後
の
再
編
成
の
な
か
で
、
オ
ー
パ
ー
ロ
ー
ン
の
解
消
す
な

わ
ち
預
金
と
借
入
金
の
バ
ラ
ン
ス
の
解
消
は
か
な
り
す
ゑ
や
か
に
進
承
、
預
金
銀
行
と
ピ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
の
二
つ
の
範
鴎
を
生
象
だ
し



7６ 
た
の
で
あ
る
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
課
題
の
「
高
利
賛
」
的
性
格
の
払
拭
す
な
わ
ち
預
金
と
資
本
金
の
拮
抗
関
係
の
解
消
は
、
第
一
の
動

き
に
く
ら
べ
る
と
テ
ン
ポ
は
遅
く
か
な
り
な
ま
ぬ
る
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
預
金
銀
行
と
投
資
銀
行
と
の
分
化
は
明
確
な
も
の

と
な
ら
ず
、
「
高
利
貸
」
的
地
盤
を
そ
の
深
部
か
ら
一
挙
に
つ
き
崩
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
に
一
一
一
四
年
金
融

恐
慌
後
よ
う
や
く
確
立
期
を
む
か
え
た
日
本
の
預
金
銀
行
体
制
が
胎
む
限
界
と
特
質
の
一
面
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
荻
野
仲
三
郎
「
園
田
孝
吉
伝
」
（
Ｔ
一
五
・
四
）
一
九
一
一
一
－
四
頁

二
小
切
手
流
通
と
預
金
銀
行

明
治
三
○
年
代
漸
く
日
本
の
普
通
銀
行
群
は
、
上
層
か
ら
次
第
に
日
銀
依
存
Ⅱ
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
体
制
を
脱
却
し
、
預
金
銀
行
と
し

て
の
体
制
を
整
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
こ
の
日
銀
借
入
か
ら
預
金
へ
の
資
金
源
の
転
換
を
も
っ
て
預
金
銀
行
の
確
立
と
宣
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
預
金
銀
行
の
確
立
を
示
す
最
も
簡
明
な
指
標
で
は
あ
る
が
、
預
金
銀
行
体
系
の
う
ち
に
作
動
す
る
原
理

あ
る
い
は
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
と
き
、
そ
の
外
皮
の
極
に
も
う
一
歩
踏
糸
込
ま
な
け
れ
ば
、
全
て
は
暖
昧
な
輪
郭
の
ま
ま

に
と
ど
ま
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
古
典
の
世
界
に
お
い
て
は
、
発
券
集
中
・
独
占
の
過
程
の
な
か
で
中
央
銀
行
に
よ
っ
て
戦
略
的

な
信
用
手
段
で
あ
る
銀
行
券
の
発
行
権
限
を
奪
わ
れ
た
諸
民
間
銀
行
が
、
ど
ん
底
か
ら
再
び
立
ち
あ
が
っ
た
の
は
、
預
金
通
貨
す
な
わ

ち
小
切
手
流
通
を
自
力
で
櫛
築
し
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
銀
行
券
の
根
抵
を
貫
ぬ
く
「
受
け
る
信
用
で
貸
す
」
と
い
う
近
代
的
な
銀
行

原
理
を
、
当
座
預
金
取
引
と
い
う
次
元
の
異
な
る
新
た
な
形
態
に
拠
っ
て
再
び
掌
握
し
え
た
か
ら
こ
そ
、
中
央
銀
行
か
ら
は
自
立
し
た

ひ
と
つ
の
世
界
を
再
び
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
預
金
銀
行
体
系
と
は
、
手
形
流
通
Ｉ
小
切
手
流
通
ｌ
銀
行
券
流
通
か
ら
な
る

重
層
的
な
信
用
機
構
を
意
味
す
る
。
中
央
銀
行
日
銀
の
成
立
に
よ
っ
て
銀
行
券
と
い
う
戦
略
武
器
を
奪
わ
れ
、
丸
腰
の
ま
ま
放
り
出
さ

れ
た
増
大
な
銀
行
群
が
、
預
金
銀
行
と
し
て
自
立
し
う
る
に
は
、
預
金
通
貨
す
な
わ
ち
当
座
預
金
Ⅱ
小
切
手
流
通
の
拡
充
に
そ
の
全
て
が

か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
手
形
流
通
と
銀
行
券
流
通
の
二
元
的
世
界
か
ら
手
形
流
通
ｌ
小
切
手
流
通
Ｉ
銀
行
券
流
通
の
重
層
的
な
世



７７成立期日本信用機榊の論理と柵造（完）
界
へ
、
こ
の
構
造
再
編
こ
そ
が
日
銀
成
立
後
の
国
立
銀
行
が
担
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
小
切
手

流
通
に
視
角
を
さ
だ
め
て
、
日
本
に
お
け
る
預
金
銀
行
の
形
成
・
確
立
の
苦
難
に
ふ
ち
た
道
程
の
一
隅
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

日
本
に
お
い
て
小
切
手
流
通
す
な
わ
ち
当
座
預
金
が
、
ひ
と
つ
の
体
系
と
し
て
礎
を
据
え
た
そ
の
画
期
と
し
て
、
明
治
二
四
年
東

京
、
二
九
年
大
阪
に
お
け
る
日
銀
当
座
勘
定
決
済
に
よ
る
手
形
交
換
所
の
始
動
を
ま
ず
挙
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
こ
に
当
座
預
金
を
媒

介
環
と
す
る
日
銀
ｌ
手
形
交
換
所
Ｉ
市
中
銀
行
か
ら
な
る
預
金
銀
行
体
系
の
一
応
の
骨
格
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
日
銀
本
支
店
所
在
地
の
当
所
宛
小
切
手
決
済
に
局
限
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
骨
格
と
い
う
よ
り
も
点
在
す
る
飛
地
と
い
っ
た
ほ
う
が
ふ

さ
わ
し
い
。
こ
れ
以
降
不
断
に
現
わ
れ
る
小
切
手
流
通
の
拡
充
策
は
、
散
在
す
る
点
そ
の
も
の
の
外
延
的
拡
大
と
点
を
む
す
ぶ
決
済
線

の
構
築
と
い
う
困
難
な
試
染
に
他
な
ら
ず
、
当
面
の
焦
点
は
、
点
と
点
を
む
す
ぶ
地
方
間
決
済
網
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の

最
初
の
試
み
が
、
明
治
二
五
年
に
提
起
さ
れ
―
一
一
二
年
股
終
的
に
形
を
と
と
の
え
た
保
証
小
切
手
の
日
銀
支
払
引
受
で
あ
ろ
う
。
二
五
年

東
京
交
換
所
は
、
「
東
京
大
阪
間
為
替
取
引
え
便
利
を
謀
」
る
た
め
、
日
銀
本
支
店
（
東
京
・
大
阪
）
に
お
い
て
両
組
合
銀
行
振
出
小
切

（
１
）
 

手
に
対
し
「
直
に
」
支
払
を
な
す
よ
う
「
画
奉
議
」
し
た
。
日
銀
は
こ
れ
を
受
け
て
「
東
京
大
阪
間
に
於
て
当
座
小
切
手
の
流
通
を
為
」

す
た
め
に
、
銀
行
に
よ
る
支
払
保
証
の
小
切
手
に
か
ぎ
り
認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
信
用
上
の
利
点
は
大
き
く
、
つ
づ
い
て
三
○

年
に
は
名
古
屋
、
京
都
、
三
二
年
に
は
さ
ら
に
西
部
、
小
樽
、
福
島
間
に
も
拡
充
さ
れ
、
「
日
本
銀
行
本
支
店
出
張
所
と
当
座
勘
定
取

（
１
）
 

引
あ
る
銀
行
は
、
横
線
保
証
小
切
手
を
相
互
間
に
回
付
し
、
日
本
銀
行
本
支
店
出
張
所
に
於
て
其
支
払
を
受
く
る
」
と
い
う
、
日
銀
支

店
網
に
支
え
ら
れ
た
地
方
間
小
切
手
流
通
網
が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
銀
本
支
店
所
在
地
に
あ
っ
て
日
銀
と
当
座
取
引
の
あ
る
銀

行
間
に
お
い
て
は
、
当
所
宛
で
あ
ろ
う
と
他
所
宛
で
あ
ろ
う
と
全
て
の
保
証
小
切
手
が
日
銀
当
座
勘
定
を
通
し
て
決
済
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
こ
に
成
立
期
の
日
本
信
用
機
構
の
脈
管
体
系
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
決
済
網
も
日
本
信
用
機
構
全
体
か
ら
承
れ

ば
極
め
て
狭
陰
な
も
の
で
あ
っ
た
。



7８ 
一
応
の
態
勢
が
整
い
か
け
た
と
こ
ろ
で
叫
治
二
七
年
一
月
、
日
銀
は
手
形
支
払
に
関
し
、
次
の
ご
と
き
手
続
要
領
を
各
銀
行
に
示
し

た
。
第
一
項
、
約
束
手
形
振
州
あ
る
い
は
為
替
手
形
引
受
の
と
き
「
支
払
銀
行
を
指
定
」
す
る
こ
と
。
第
一
一
項
が
小
切
手
で
支
払
う
と

（
２
）
 

き
ば
「
必
ず
宛
名
銀
行
の
支
払
保
証
あ
る
も
の
」
に
よ
る
こ
と
。
第
三
項
毎
そ
れ
以
外
は
「
総
て
現
金
の
支
払
を
為
す
」
こ
と
・
日
銀

に
よ
る
こ
の
手
続
要
領
の
ね
ら
い
は
、
商
業
手
形
の
決
済
を
銀
行
信
用
を
と
お
し
て
行
う
こ
と
に
あ
り
、
と
く
に
手
形
流
通
ｌ
小
切
手

流
通
Ｉ
銀
行
券
流
通
の
一
一
一
層
の
信
用
決
済
機
構
の
創
出
を
す
で
に
日
銀
が
企
図
し
実
行
に
移
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。

東
京
交
換
所
は
こ
れ
に
対
し
、
現
金
払
は
「
不
便
の
極
」
で
あ
り
、
「
保
証
小
切
手
も
「
時
宜
に
よ
り
利
便
を
欠
く
の
恐
れ
あ
」
り
と

（
２
）
 

し
、
「
手
形
に
仕
払
銀
行
を
付
記
せ
し
め
期
日
に
至
れ
ば
交
換
所
に
持
出
し
決
済
し
得
る
便
法
」
を
ひ
ら
き
、
第
一
の
方
法
を
強
く
推

し
た
。
こ
の
と
き
、
交
換
所
は
日
銀
要
領
よ
り
狭
く
、
支
払
指
定
銀
行
の
当
座
勘
定
に
よ
っ
て
決
済
す
る
も
の
と
規
定
し
、
当
座
勘
定

の
振
興
を
策
し
た
が
、
こ
の
た
め
に
、
そ
の
後
現
金
払
の
「
旧
に
鮪
｝
す
と
い
う
思
わ
ざ
る
事
態
に
立
ち
至
り
、
二
八
年
一
一
月
つ
い

に
「
当
座
勘
定
」
払
の
一
文
を
削
除
し
、
日
銀
要
領
の
「
支
払
銀
行
の
指
定
」
の
線
に
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
後
退
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
業
手
形
の
支
払
指
定
銀
行
払
は
「
爾
来
殆
ん
ど
中
止
の
聾
」
と
な
り
、
繁
雑
な
現
金
払
の
重
圧
を
再

（
４
）
 

び
断
ち
切
る
た
め
に
一
二
○
年
七
月
「
之
を
励
行
す
べ
き
事
」
を
決
議
す
る
と
い
う
虚
し
い
努
力
を
つ
づ
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
・
東
京

手
形
交
換
所
に
お
け
る
商
業
手
形
の
当
座
預
金
決
済
の
時
期
尚
早
な
試
み
に
よ
っ
て
、
日
銀
が
さ
し
示
し
た
第
一
の
支
払
銀
行
の
指
定

に
よ
る
手
形
支
払
は
そ
の
展
開
の
芽
を
つ
承
と
ら
れ
、
あ
と
は
現
金
払
に
よ
る
か
銀
行
保
証
小
切
手
に
よ
る
支
払
を
拡
大
し
て
ゆ
く

か
、
道
は
二
つ
に
一
つ
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
時
と
と
も
に
小
切
手
決
済
も
次
第
に
浸
透
し
て
ゆ
く
が
、
小
切
手
そ
の
も
の
の
信
用

以
外
に
銀
行
の
仕
払
保
証
が
付
加
さ
れ
る
場
合
が
か
な
り
承
ら
れ
た
こ
と
は
、
小
切
手
の
流
通
Ⅱ
信
用
力
が
未
だ
確
固
た
る
も
の
に
な

っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
く
に
地
方
間
の
代
金
支
払
に
保
証
小
切
手
が
多
用
さ
れ
る
に
至
る
が
、
日
銀
当
座
勘
定
決
済
網

に
の
ら
な
い
地
方
間
の
当
座
勘
定
決
済
が
一
一
一
○
年
代
以
降
の
最
大
の
課
題
と
な
る
。



７９成立期日木信用機櫛の論理と柵造（完）
そ
の
最
初
の
問
題
提
起
が
、
明
治
一
一
二
年
二
月
大
阪
銀
行
集
会
所
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
小
切
手
に
よ
る
送
金
手
形
の
代
替
案
で

あ
ろ
う
。
送
金
手
形
は
か
つ
て
「
為
替
手
形
と
称
し
て
習
慣
上
銀
行
に
於
て
発
せ
し
も
２
で
あ
っ
た
が
、
手
形
条
例
の
施
行
と
と
も

に
「
習
慣
上
一
種
の
手
形
と
し
て
流
通
す
る
」
に
至
り
、
最
近
で
は
「
性
交
横
線
を
・
画
す
る
も
の
あ
り
又
定
期
の
も
の
あ
り
三
「
甚

だ
明
瞭
を
欠
」
き
二
種
変
則
の
手
形
た
る
を
免
れ
ざ
る
」
と
整
理
し
、
欧
米
流
の
「
小
切
手
を
使
用
」
し
「
送
金
手
形
は
此
際
寧
ろ

（
５
）
 

全
廃
」
す
べ
し
と
提
言
す
る
。
一
二
条
か
ら
な
る
「
為
替
取
引
約
定
轡
」
が
、
東
一
泉
手
形
交
換
所
に
も
回
送
さ
れ
「
為
替
取
引
上
送
金

手
形
を
廃
し
小
切
手
使
用
の
件
」
と
し
て
審
議
に
付
さ
れ
た
が
、
「
一
つ
の
便
法
な
り
と
錐
も
」
「
大
阪
原
案
の
如
く
に
て
は
又
差
支
の

（
６
）
 

脈
な
き
に
非
」
ず
と
さ
れ
、
「
大
阪
に
交
渉
し
東
西
一
致
の
方
法
を
妥
協
」
す
べ
し
と
調
査
を
続
け
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
当
時
送
金
手

（
７
）
 

形
が
手
形
交
換
に
ど
れ
ほ
ど
の
比
重
を
占
め
て
い
た
か
ゑ
て
ふ
る
と
、
二
九
年
四
月
東
京
で
は
一
一
一
一
一
一
一
○
万
円
の
う
ち
六
八
一
万
円
べ

（
８
）
 

全
体
の
二
割
で
あ
る
の
に
対
し
大
阪
で
は
八
七
八
万
円
の
う
ち
一
一
一
一
一
一
五
万
円
、
全
体
の
実
に
四
割
に
お
よ
ぶ
。
大
阪
に
お
い
て
事
態
が

い
か
に
深
刻
で
あ
っ
た
か
、
こ
れ
に
よ
っ
て
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
「

し
」
の
一
件
が
ど
の
よ
う
な
結
着
を
ゑ
た
か
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
三
六
年
一
月
東
京
手
形
交
換
所
に
お
け
る
ひ
と
つ

の
決
議
「
支
払
保
証
小
切
手
を
以
て
為
替
手
形
に
代
用
せ
し
む
る
こ
と
を
廃
止
す
る
の
件
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
展
開
を
推
し
測
る

（
９
）
 

こ
と
が
で
き
よ
う
。
地
方
宛
為
替
手
形
の
代
用
と
し
て
保
証
小
切
手
を
用
い
る
と
い
う
「
一
種
の
便
法
」
が
「
近
来
多
く
行
わ
」
れ
る

（
叩
）

に
至
っ
た
が
、
そ
れ
は
三
○
年
東
京
手
形
交
換
所
決
議
「
横
線
小
切
手
の
法
を
広
く
奨
励
す
る
の
件
」
と
さ
き
の
一
一
一
一
年
大
阪
で
の

（
Ⅱ
）
 

「
為
替
取
引
上
送
金
手
形
を
廃
し
小
切
手
使
用
」
の
決
議
の
交
叉
線
上
に
位
置
す
る
。
そ
の
う
え
、
一
一
一
二
年
印
紙
税
法
に
よ
る
小
切
手

無
税
の
優
遇
が
強
力
な
後
楯
と
な
っ
て
、
保
証
小
切
手
は
著
し
い
膨
張
を
糸
せ
た
。
し
か
し
、
，
そ
れ
は
「
取
引
上
祖
々
危
険
の
愛
あ
る
」

（
９
）
 

「
便
法
」
で
あ
る
か
ら
、
今
後
銀
行
と
し
て
は
「
地
方
を
指
定
し
た
る
小
切
手
の
仕
払
保
証
は
一
切
之
を
廃
止
す
る
事
」
と
し
た
。
こ
の

決
議
は
、
地
方
間
為
替
取
引
の
う
ち
に
な
し
く
ず
し
浸
透
し
て
き
た
保
証
小
切
手
の
流
れ
に
抗
し
て
「
適
法
の
為
替
手
形
」
へ
切
り
か



Ｏ
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
推
移
の
う
ち
に
、
当
時
の
小
切
手
流
通
の
も
つ
浸
透
力
と
そ
の
未
熟
さ
の
二
面
を
看
て
取
る
こ

８
 

三
二
年
印
紙
税
法
に
よ
っ
て
無
税
と
い
う
優
遇
条
件
を
与
え
ら
れ
た
小
切
手
は
飛
躍
的
な
伸
び
を
達
成
し
た
が
、
地
方
間
為
替
取
引

の
進
展
と
と
も
に
そ
の
決
済
問
題
が
次
第
に
浮
き
ぽ
り
に
さ
れ
て
く
る
。
そ
の
ひ
と
つ
の
焦
点
が
第
一
章
で
す
で
に
ふ
れ
た
地
方
手
形

交
換
制
の
導
入
に
他
な
ら
な
い
。
東
京
手
形
交
換
所
は
明
治
一
一
一
五
年
八
月
、
「
三
日
以
内
に
信
書
の
往
復
し
得
ら
る
ぺ
き
地
方
銀
行
の

一
覧
払
手
形
の
代
理
交
換
」
と
「
内
地
全
体
の
銀
行
業
者
為
替
尻
振
替
決
済
を
目
的
と
す
る
代
理
交
換
」
の
一
一
案
を
可
決
し
た
が
、
日

（
胆
）

銀
は
「
不
渡
手
形
決
済
手
続
其
他
に
疑
点
を
」
糸
、
結
局
「
良
案
な
き
為
め
実
施
せ
ざ
る
こ
と
」
と
な
っ
た
。
そ
の
後
全
国
手
形
交
換

所
連
合
会
に
お
い
て
も
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
つ
い
に
実
を
結
ぶ
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
地
方
手
形
交
換
制
導
入
の
挫
折
と
日

露
戦
争
経
済
を
契
機
に
小
切
手
流
通
と
そ
の
決
済
問
題
は
新
た
な
展
開
を
象
せ
る
。

日
露
戦
争
と
そ
れ
に
つ
づ
く
戦
後
経
営
は
、
手
形
・
小
切
手
流
通
の
う
え
に
も
現
金
節
約
あ
る
い
は
印
紙
税
改
正
の
ル
ー
ト
を
通
っ

て
影
響
を
与
え
た
。
第
一
の
現
金
節
約
す
な
わ
ち
小
切
手
流
通
拡
充
の
要
請
は
、
明
治
三
九
年
一
月
日
銀
大
阪
支
店
長
の
座
に
あ
っ
た

（
卿
）

井
上
準
之
助
が
大
阪
手
形
交
換
所
に
お
い
て
行
な
っ
た
演
説
「
手
形
交
換
と
現
金
取
扱
高
」
に
よ
っ
て
そ
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
。
大
阪
手
形
交
換
高
は
、
成
立
当
初
の
明
治
二
九
年
に
は
日
銀
大
阪
支
店
現
金
取
扱
高
の
ほ
ぼ
四
分
の
一
に
す
ぎ
な
か
っ
た

が
、
そ
の
後
急
成
長
を
と
げ
一
一
一
五
年
漸
く
追
い
つ
き
、
三
八
年
に
は
現
金
取
扱
高
の
一
・
一
一
一
倍
と
な
っ
た
。
「
現
金
の
取
扱
高
も
漸
次

省
約
せ
ら
る
く
し
と
雌
も
」
な
お
一
層
現
金
Ⅱ
銀
行
券
節
約
の
た
め
に
「
策
を
識
ず
を
可
と
す
」
と
促
し
、
「
我
国
現
時
の
如
き
多
数
の（
卿
）

銀
行
と
取
引
を
為
す
は
多
額
の
現
金
を
必
要
と
す
」
る
こ
と
、
「
銀
行
が
他
所
に
資
金
を
送
る
場
合
に
現
金
を
用
ふ
る
こ
と
頗
る
多
し
」

と
く
に
大
阪
の
銀
行
に
多
い
こ
と
の
二
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
東
京
手
形
交
換
所
に
お
い
て
も
三
九
年
五
月
「
商
人
間
小
切
手
使
用
の
件
」
が
討
議
に
付
さ
れ
た
う
え
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
主

と
が
で
き
る
。
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で
各
地
間
送
金
は
「
為
替
手
形
、
銀
行
間
小
切
手
若
く
は
保
証
小
切
手
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
商
人
な
ど
「
送
金
者

（
皿
）

発
行
の
小
切
手
を
以
て
直
に
之
に
充
つ
る
こ
と
を
奨
励
」
し
、
銀
行
は
「
他
所
払
小
切
手
に
対
し
便
宜
取
扱
を
為
す
」
］
口
決
議
す
る
に

至
っ
た
。
東
京
手
形
交
換
所
が
為
替
手
形
で
も
な
く
、
銀
行
保
証
の
な
い
「
商
人
間
小
切
手
」
の
流
通
を
奨
励
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
の
流
れ
か
ら
す
れ
ば
、
ひ
と
つ
の
時
を
画
す
る
ほ
ど
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
前
向
き
の
姿
勢
は
、
日
本
の
小
切
手
流
通
も
よ

う
や
く
銀
行
保
証
の
後
楯
を
必
要
と
し
な
い
す
っ
き
り
し
た
信
用
力
を
も
つ
に
至
っ
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
政
府
・
日
銀
を
牽
引

車
と
す
る
現
金
Ｉ
銀
行
券
節
約
の
要
請
に
応
え
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
小
切
手
流
通
の
浸
透
・
拡
充
の
本
格
的
な
胎
動
も
、
日
露
戦
費
調
達
の
一
環
と
し
て
三
八
年
一
月
に
断
行
さ
れ
た
印
紙
税

改
正
に
よ
っ
て
一
頓
挫
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
後
こ
の
税
改
正
の
影
響
を
め
ぐ
っ
て
大
蔵
省
は
全
国
各
手
形
交
換
所
へ
三
項
目
の

諮
問
を
申
入
れ
た
。
第
一
、
「
小
切
手
の
流
通
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぽ
せ
し
や
」
、
第
二
、
「
当
所
払
の
為
替
手
形
は
約
束
手
形
と
同
率

（
脂
）

の
課
税
を
為
す
」
べ
き
か
、
第
三
、
「
他
所
払
の
小
切
手
は
為
替
手
形
と
同
率
の
課
税
を
為
す
」
べ
き
か
。
こ
の
諮
問
に
対
し
て
、
東

京
、
大
阪
、
京
都
、
横
浜
、
名
古
屋
、
神
戸
の
六
つ
の
交
換
所
の
「
答
申
」
は
、
第
一
に
、
無
税
か
ら
一
銭
へ
か
わ
っ
た
た
め
に
小
切

手
の
流
通
は
大
い
に
阻
害
さ
れ
た
こ
と
、
第
二
に
、
結
論
は
二
分
さ
れ
た
が
、
「
近
年
当
所
払
の
為
替
手
形
を
約
束
手
形
に
代
用
す
る
」

弊
を
一
様
に
認
め
、
第
三
に
、
こ
れ
も
結
論
は
二
つ
に
分
れ
た
が
、
全
て
が
他
所
払
小
切
手
と
為
替
手
形
の
隔
地
間
送
金
上
の
代
替
関

係
を
認
め
て
い
る
。
こ
こ
で
の
関
心
は
第
三
点
に
係
わ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
他
所
払
小
切
手
は
、
「
銀
行
間
『
コ
ル
レ
ス
』

約
定
に
対
し
て
振
出
す
も
の
」
と
商
工
業
者
な
ど
。
般
銀
行
得
意
先
の
振
出
す
」
も
の
の
二
つ
を
含
む
。
そ
の
う
ち
「
漸
次
発
達
せ

ん
と
し
銀
行
業
も
之
が
奨
励
に
力
め
つ
つ
あ
る
」
商
取
引
小
切
手
は
な
に
よ
り
も
優
遇
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
た
が
、
前
者
の
銀
行
送
金

小
切
手
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
交
換
所
が
一
様
に
そ
の
問
題
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
か
で
も
横
浜
交
換
所
が
「
正
式
の
為
替
手
形

を
用
ゆ
ぺ
き
」
と
伝
統
的
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
の
に
対
し
、
大
阪
交
換
所
は
新
た
な
改
善
の
展
望
を
示
唆
し
て
い
る
。
も
し
他
所
払
小
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切
手
を
為
替
手
形
と
同
率
の
課
税
を
な
せ
ば
、
「
銀
行
間
の
コ
ル
レ
凸
約
定
は
一
変
し
て
か
の
欧
米
諸
国
に
行
は
る
る
純
然
た
る

（
胴
）

当
座
取
引
勘
定
と
な
」
る
で
あ
ろ
う
と
Ｏ

こ
れ
ら
の
「
答
申
」
を
う
け
て
明
治
四
○
年
三
月
の
印
紙
税
の
改
正
に
よ
っ
て
小
切
手
は
再
び
無
税
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
カ
月
後

の
第
五
回
全
国
手
形
交
換
所
連
合
会
に
お
い
て
「
銀
行
間
為
替
取
引
約
定
を
廃
止
し
之
仁
代
ふ
る
に
当
座
取
引
約
定
を
以
て
す
る
の

件
」
が
大
阪
交
換
所
よ
り
提
起
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
「
普
通
銀
行
の
実
際
に
就
て
見
れ
ば
旧
来
の
送
金
為
換
の
外
『
当
座
入
金
』
な
る
便

（
理
）

法
の
数
年
来
盛
に
行
は
」
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
画
期
的
な
提
案
に
対
し
山
川
勇
木
よ
り
「
之
を
励
行
す
る
と
き
は
非
常

に
窮
屈
」
と
な
る
か
ら
「
各
自
随
意
に
執
行
」
す
べ
し
、
あ
る
い
は
波
多
野
承
五
郎
よ
り
「
先
年
三
井
銀
行
に
て
之
を
実
行
せ
る
に
余

（
肥
）

り
利
益
な
か
り
し
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
次
年
度
へ
の
宿
題
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
翌
四
一
年
四
月
第
六
回
全
国
連
合
会
に
お

い
て
再
び
討
議
に
付
さ
れ
た
が
、
大
阪
の
町
田
忠
治
、
横
浜
の
宮
川
久
次
郎
が
支
持
に
回
っ
た
ほ
か
噂
京
都
の
仙
田
重
邦
が
「
実
行

（〃）（肥）
は
尚
早
否
必
要
を
認
め
ず
」
と
強
硬
な
反
対
論
を
ぶ
つ
や
、
青
木
鉄
太
郎
、
田
中
源
太
郎
、
木
村
久
寿
弥
大
な
ど
否
定
的
な
見
解
が
続

出
し
、
結
局
「
提
出
者
」
自
ら
「
撤
回
」
す
る
に
及
び
、
幕
が
降
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

国
内
市
場
の
孤
立
分
散
性
の
解
消
と
と
も
に
他
所
宛
小
切
手
に
よ
る
送
金
の
必
要
性
は
著
し
く
墹
大
し
、
。
極
の
変
則
」
的
な
「
我

（
旧
）

国
銀
行
間
の
『
コ
ル
レ
ス
』
約
定
」
は
次
第
に
径
桔
と
化
し
「
改
善
の
必
要
」
が
強
く
唱
導
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
変
則
的
な
繁
雑

極
ま
り
な
い
コ
ル
レ
ス
約
定
を
欧
米
流
の
す
っ
き
り
し
た
当
座
勘
定
決
済
へ
く
染
か
え
よ
う
と
い
う
大
阪
手
形
交
換
所
の
野
心
的
な
試

象
も
、
「
時
期
尚
早
」
の
一
言
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
陽
の
目
を
遮
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
事
態
は
一
層
進
行
す
る
ば
か

り
で
あ
る
か
ら
、
改
革
の
必
然
性
は
形
を
か
え
て
あ
ら
わ
れ
る
。
明
治
四
一
年
第
七
四
全
国
交
換
所
連
合
会
に
お
い
て
、
今
度
は
横
浜

（
釦
）

交
換
所
に
よ
っ
て
「
当
座
勘
定
振
替
送
金
の
件
」
が
提
出
さ
れ
た
。
各
地
間
の
送
金
は
こ
れ
ま
で
為
替
手
形
、
保
証
小
切
手
、
郵
便
為

替
に
よ
っ
た
が
、
「
各
手
形
交
換
所
組
合
銀
行
の
当
座
取
引
先
に
対
す
る
送
金
は
手
形
交
換
所
を
利
用
し
銀
行
間
帳
簿
上
の
振
替
に
よ
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（
副
）

り
て
為
替
手
形
の
授
受
に
代
へ
ん
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
こ
の
制
度
の
意
義
が
あ
る
。
さ
き
の
大
阪
案
が
婚
大
な
手
続
を
要
す
る
コ
ル
レ

ス
勘
定
を
一
挙
に
当
座
取
引
勘
定
に
転
換
し
よ
う
と
い
う
の
に
対
し
、
こ
の
横
浜
案
は
、
コ
ル
レ
ス
勘
定
を
の
こ
し
た
ま
ま
当
座
勘
定

振
替
を
行
お
う
と
い
う
妥
協
案
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
現
行
普
通
の
取
扱
方
法
に
準
拠
し
た
る
も
の
に
し
て
本
制
度
の
為
め
に
多

年
の
為
替
取
引
習
慣
を
改
廃
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
期
す
」
も
の
で
あ
り
、
法
的
責
任
に
お
い
て
「
郵
便
貯
金
振
替
又
は
銀
行
本
支
店
間
に

於
け
る
他
所
当
座
預
金
取
扱
と
全
然
其
趣
を
異
」
に
す
る
。
し
か
し
）
」
の
制
度
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
繁
雑
な
事
務
手
続
が
軽
減
さ

（
副
）

れ
、
「
取
組
送
金
未
決
済
勘
定
を
減
少
」
し
、
さ
ら
に
「
現
金
の
授
受
を
減
少
し
、
当
座
勘
定
を
奨
励
」
す
る
こ
と
と
な
る
。

さ
き
の
大
阪
提
案
の
急
進
的
な
当
座
勘
定
決
済
構
想
に
比
べ
れ
ば
、
こ
の
横
浜
「
当
座
勘
定
振
替
案
」
は
二
歩
も
一
一
一
歩
ｊ
も
後
退
し
た

実
現
可
能
な
構
想
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
り
あ
え
ず
次
年
度
の
持
越
と
さ
れ
、
翌
四
三
年
四
月
の
第
八
回
交
換
所
連
合
会

（
釦
）

に
お
い
て
「
尚
実
行
上
鱒
路
す
る
の
点
多
げ
れ
ぱ
賛
成
す
る
こ
と
能
は
ず
」
と
再
び
却
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
各
地
に
個
々
分
散
す
る

遁
大
な
銀
行
群
を
つ
な
ぐ
最
大
の
資
金
紐
帯
を
な
す
コ
ル
レ
ス
為
替
勘
定
が
、
頻
繁
な
資
金
移
動
の
流
れ
の
な
か
で
す
で
に
姪
桔
と
化

し
つ
つ
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
当
座
決
済
と
い
う
預
金
銀
行
に
ふ
さ
わ
し
い
方
途
が
さ
し
示
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経

営
基
盤
を
確
立
し
た
市
中
銀
行
に
潜
む
保
守
的
な
流
れ
の
ま
え
に
、
全
て
の
試
糸
は
窒
息
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
預
金
銀
行

に
と
っ
て
核
心
を
な
す
当
座
勘
定
決
済
は
、
成
立
期
日
本
信
用
機
柵
に
お
い
て
は
も
は
や
と
ど
め
を
さ
さ
れ
た
か
に
糸
え
た
が
、
預
金

銀
行
主
義
の
総
本
山
と
も
い
う
べ
き
日
銀
に
よ
っ
て
辛
じ
て
そ
の
命
脈
は
保
持
さ
れ
る
に
至
る
。
大
正
四
年
六
月
日
銀
は
突
然
「
当
座

勘
定
付
替
制
度
」
を
開
始
し
、
市
中
に
お
い
て
は
陽
の
目
を
承
な
か
っ
た
横
浜
「
当
座
勘
定
振
替
」
案
を
日
銀
の
手
に
よ
っ
て
実
施
に

移
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
構
想
は
、
日
銀
が
一
一
一
九
年
為
替
打
歩
廃
止
に
ふ
染
き
っ
た
さ
い
、
小
林
緑
が
独
逸
帝
国
銀
行
の
胃
・
Ｃ
Ｏ
日
。

日
日
目
⑰
｛
円
を
例
に
ひ
き
「
日
本
銀
行
と
振
替
送
金
」
と
題
し
「
現
下
に
於
け
る
民
間
銀
行
に
対
し
日
本
銀
行
の
為
す
べ
き
段
も
切
実

（
蛇
）

な
る
経
営
の
第
一
単
位
」
と
強
く
主
張
し
て
や
幸
一
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
漸
く
八
年
を
経
て
実
施
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
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阪
両
手
形
交
換
所
の
日
銀
当
座
勘
定
決
済
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
と
対
応
し
て
、
当
座
預
金
の
回
転
率
（
Ａ
／
Ｂ
）
は
、
二
六
年
と
二
九

年
に
飛
躍
的
な
伸
び
を
記
録
し
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
二
七
年
一
一
一
月
に
お
け
る
日
銀
当
座
取
引
先
は
三
八
行
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

当
座
預
金
残
高
は
二
六
年
に
つ
づ
い
て
一
一
二
年
に
も
再
び
半
減
す
る
と
い
う
事
態
を
む
か
え
た
が
、
そ
れ
は
「
信
用
制
度
の
尚
発
達

せ
ざ
る
時
に
当
り
」
「
手
形
奨
励
の
目
的
を
以
て
開
始
し
た
る
一
時
の
便
法
」
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
二
股
銀
行
宛
手
形
・
小
切
手
は

期
日
本
信
用
機
構
の
小
切
手
流
通
Ⅱ
決
済
に
光
を
あ
て
そ
の
流
れ
職

を
追
っ
て
き
た
が
、
し
め
く
く
り
の
意
味
で
、
最
後
に
預
金
通
貨
坐

に
関
す
る
統
計
表
を
掲
げ
よ
う
。
ま
ず
第
五
二
表
か
ら
一
一
○
年
代
聡

日
銀
当
座
勘
定
の
推
移
を
た
ど
っ
て
ふ
る
と
、
残
高
は
一
一
一
一
一
年
に
鍬

ひ
と
つ
の
水
準
に
達
し
た
が
、
そ
の
実
質
的
な
活
動
は
一
一
六
年
と
幻

一
一
九
年
に
本
格
化
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
・
一
一
六
年
四
月
日
峠

銀
当
座
預
金
は
つ
い
に
念
願
の
無
利
子
と
な
り
、
預
金
部
資
金
な
表
２
 
５
 

ど
利
子
め
あ
て
の
預
金
が
ひ
き
あ
げ
ら
れ
、
純
然
た
る
決
済
あ
る
第

い
は
支
払
準
備
の
た
め
の
預
金
勘
定
と
な
っ
た
こ
と
、
東
京
・
大

日
銀
「
当
座
勘
定
付
替
制
度
」
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
日
銀
保
証
小
切
手
送
金
は
廃
止
さ
れ
、
ま
た
日
銀
と
当
座
取
引
の
な
い
銀
行
も

送
先
の
当
座
勘
定
へ
の
振
込
が
日
銀
を
通
し
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
の
預
金
銀
行
の
形
成
の
う
え
で
新
た
な
飛

躍
の
た
め
の
見
だ
た
ぬ
が
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
布
石
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
純
然
た
る
当
座
勘
定
決
済
で
は
な
い
こ
と
、
市
中
で
な
く
日

銀
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
未
だ
多
く
の
限
界
を
指
摘
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

預
金
銀
行
の
核
心
を
な
す
当
座
勘
定
決
済
の
視
角
か
ら
、
成
立
「
の
一
旧
騨
一
弱
犯
鋼
姐
哩
、
麺
遜
班
卸
籾
師
“
一

明治二○年代日銀当座預金

（千円）

-磯繭繍|鱸鐡繍|合鍵
；91::小li:ｌｉｉ明治22年

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
 

２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
 

120.929 2.806 

210,721 

253,432 

263.438 

4.394 

1,908 

１．４４５ 

402.646 1.601 

712.920 1.381 

1.023.405 3.236 

1,006,737 1.460 

1.278.891 4,935 

2.007 1.745.234 

1.622.83 １６１２，５３２ 
－－－－－ 
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８５成立期日本信用機柵の論理と柵造（完）
総
て
当
座
勘
定
に
振
込
む
こ
と
を
許
し
」
て
い
た
の
を
、
三
一
年
一
月
よ
り
「
交
換
所
組
合
銀
行
宛
の
手
形
・
小
切
手
に
限
り
当
座
勘

（
麹
）

定
に
入
金
す
る
」
こ
と
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
日
銀
当
座
勘
定
決
済
は
こ
れ
に
よ
っ
て
一
段
と
そ
の
範
囲
を
縮
小
し
、
交
換
所
加
盟
銀

行
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
銀
当
座
勘
定
決
済
の
加
盟
銀
行
へ
の
限
定
は
、
地
方
手
形
交
換
を
欠
く
機
概
の
も

と
で
は
、
地
方
間
の
決
済
を
困
難
な
も
の
と
し
、
さ
き
に
象
た
よ
う
に
三
○
年
代
の
諸
点
の
試
染
を
惹
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三
○
年
代
以
降
に
つ
い
て
は
、
第
五
一
一
一
表
に
よ
っ
て
一
望
し
う
る
。
こ
こ
で
ま
ず
確
認
し
う
る
こ
と
は
、
日
銀
当
座
勘
定
の
一
一
一
分
の

二
か
ら
四
分
の
一
一
一
を
銀
行
が
占
め
、
そ
の
比
率
は
漸
進
の
う
ち
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
（
Ｂ
／
Ａ
、
Ｄ
／
Ｃ
）
。
そ
こ
で
普
通
銀
行
の

当
座
預
金
と
対
比
し
て
糸
ろ
。
ま
ず
当
座
預
金
の
回
転
率
（
す
な
わ
ち
一
年
総
預
高
／
年
末
残
高
）
は
、
普
通
銀
行
が
二
○
あ
た
り

（
Ｅ
／
Ｆ
）
で
あ
る
の
に
、
日
銀
で
は
実
に
二
百
か
ら
千
八
百
（
Ｂ
／
Ｄ
）
と
比
較
を
絶
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
日
銀
当
座
預
金
が
決

済
の
た
め
の
活
動
性
預
金
に
純
化
し
て
い
る
の
に
対
し
、
他
方
の
普
通
銀
行
の
当
座
預
金
が
未
だ
利
付
で
あ
り
本
来
の
決
済
の
た
め
の

預
金
に
は
ほ
ど
遠
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
銀
当
座
預
金
の
回
転
率
は
大
き
く
変
動
し
て
い
る
が
、
一
一
一
三
年
に
千
を
超
え
た
の
は
、

金
融
恐
慌
の
勃
発
で
支
払
準
備
金
が
ひ
き
だ
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
一
一
一
二
年
、
一
一
一
七
、
八
年
に
二
百
台
に
お
ち
こ
ん
だ
の
は
一
時
的
遊

資
が
流
れ
こ
ん
だ
た
め
で
あ
り
、
通
常
は
六
百
の
近
辺
に
あ
る
。
普
通
銀
行
残
高
に
対
す
る
日
銀
残
高
す
な
わ
ち
当
座
預
金
支
払
準
備

率
は
通
常
僅
か
に
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
利
付
当
座
預
金
の
支
払
準
術
金
を
無
利
子
の
日
銀
当
座
預
金
へ
役
ず
る
わ
け
に
は
ゆ

か
な
い
。
こ
こ
に
こ
そ
形
成
途
上
の
日
本
の
預
金
銀
行
の
薄
弱
な
支
払
準
備
の
根
因
が
あ
る
。

明
治
三
四
年
金
融
恐
慌
後
普
通
銀
行
は
上
層
か
ら
次
第
に
預
金
銀
行
へ
の
ゑ
ち
を
辿
っ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
た
し
か
に
日
銀
依

存
の
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
体
制
か
ら
は
脱
却
し
え
た
が
、
当
座
勘
定
を
転
回
軸
と
す
る
預
金
銀
行
体
制
と
い
う
本
来
の
預
金
銀
行
概
念
か

ら
す
れ
ば
、
極
め
て
未
熟
な
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
預
金
銀
行
主
義
の
拠
点
Ⅱ
日
銀
は
は
や
く
も
当
座
勘

定
決
済
の
橋
頭
塗
と
し
て
一
応
の
体
制
を
整
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
預
金
銀
行
の
本
体
た
る
べ
き
普
通
銀
行
に
お
い
て
は
、
未
だ
利
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銀 当 座預 金 普銀当座預金
一

霊義上議
回転率支払

準備率

Ｄ/Ｆ 
％ 

Ａ 

総預
(百万 諾|讐

一’２ｏ

,二二｜巽
腿2１２２
６５８１m 

７４１ｌ２４ 

謹苧|嚥
~ 

|聯毒|圃皐ち「 Ｄ／Ｃ 
％ 

高
） 

明治31年 1.007 1.460 572 39.2 2,256 112.465 
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０
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１
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１
１
０
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１
１
１
２
２
０
１
１
１
１
２
１
１
 

3２ 

３３ 

1.279 793 62-0 4.935 3.826 77.5 3,186 

4,07エ

163.093 

1.745 1.196 6ａ５ ２００７ 922 45.9 167.683 欝
鯏
鯛
釦
：
町
釧

1.623 1,154 

1.322 

71.1 2.532 1.854 73.2 3.751 ｴ7２ 500 

804 1.945 

０
９
 

●
①
 

翻
鎚 3,346 

3.333 

2,009 

2.063 

60-0 4.323 202 

2.222 1,530 

1.7期

6１．９ 4.952 210.659 

2.552 70.1 10.659 9.133 85-7 6.323 352.887 196 

280 

767 

８
９
７
３
７
５
７
７
２
４
 

１
１
１
２
２
２
２
２
３
３
 

3.552 2.569 72.3 10.824 9.185 84-9 7.587 404,518 

Ｉ
Ｉ
Ｔ
 

４０９２ 2.995 73.2 4.614 3.906 84.7 10.792 623.393 

４，１５２ 

３，８４４ 

3,134 75.5 6.382 5.585 87.5 1１．２１１ 498.257 561 

2,914 75.8 6,209 5,453 87.8 7.926 288 909 

剛
醐
棚
伽

4.488 3.395 75.6 5.130 4.113 80.2 8,539 342.883 

5.070 3.882 76.6 7.363 5.980 81.2 9.946 370.203 

5.619 4.992 8８９ 9,779 8.298 84.9 10.817 401.554 

6.235 6,156 98.7 5,813 4.304 74.0 12.224 382.480 1.431 

6．６６０ 6,645 99.8 4.658 3.647 78.3 12.831 379,978 1.822 
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８７成立期日本信用機構の論理と構造（完）
子
付
当
座
預
金
を
解
消
し
え
ず
、
，
当
座
決
済
の
た
め
の
預
金
と
し
て
純
化
し
え
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
普
銀
当
座
預
金
の
支
払
準
術

金
は
無
利
子
の
日
銀
当
座
預
金
へ
は
投
ぜ
ら
れ
ず
、
利
子
付
き
資
産
と
く
に
国
債
を
中
心
と
す
る
有
価
証
券
へ
振
り
む
け
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
確
立
期
を
む
か
え
た
日
本
の
預
金
銀
行
は
一
‐
当
座
」
預
金
銀
行
体
系
と
し
て
は
極
め
て
弱
体
な
し
の
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
み

る
よ
う
に
大
蔵
省
証
券
、
国
債
を
転
回
軸
と
す
る
独
特
の
預
金
銀
行
Ⅱ
信
用
体
系
を
創
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
「
交
換
所
委
員
廻
議
」
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
」
第
七
巻
三
二
七
’
三
三
一
頁

（
２
）
「
東
京
交
換
所
臨
時
総
会
録
事
」
同
第
七
巻
一
一
一
三
一
’
一
一
一
三
二
頁

（
３
）
「
東
京
同
盟
銀
行
定
式
会
録
噸
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
一
二
一
号
Ｍ
二
八
・
一
二

（
４
）
「
東
京
同
盟
銀
行
定
式
会
録
辮
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
一
四
○
号
Ｍ
三
○
・
七

（
５
）
「
録
事
」
「
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
四
号
Ｍ
三
一
・
二

（
６
）
『
東
京
手
形
交
換
所
五
十
年
史
（
未
定
稿
）
」
二
○
一
頁

（
７
）
「
東
京
銀
行
集
会
所
半
季
報
告
」
「
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
』
第
一
二
巻
八
四
五
頁

（
８
）
「
大
阪
手
形
交
換
所
九
十
年
史
」
九
七
頁

（
９
）
「
東
京
交
換
所
組
合
銀
行
第
七
十
七
回
定
式
集
会
録
事
」
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
」
第
七
巻
四
○
二
頁

、
）
『
東
京
手
形
交
換
所
五
十
年
史
（
未
定
稿
）
』
二
○
一
頁

（
ｕ
）
「
録
鞭
」
「
大
阪
銀
行
通
信
録
」
第
四
号
Ｍ
三
一
・
二

（
⑫
）
『
東
京
手
形
交
換
所
五
十
年
史
（
未
定
稿
）
』
二
○
五
頁

（
皿
）
井
上
準
之
助
「
手
形
交
換
と
現
金
取
扱
高
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
」
第
一
○
一
号
Ｍ
三
九
・
二

（
皿
）
「
東
京
手
形
交
換
所
五
十
年
史
（
未
定
稿
）
」
二
○
七
頁

（
咽
）
「
印
紙
税
に
関
す
る
全
国
各
交
換
所
の
答
申
」
『
銀
行
通
信
録
」
第
二
五
○
号
Ｍ
三
九
・
八

Ｂ
）
「
手
形
交
換
所
連
合
会
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
二
五
号
Ｍ
四
○
・
四

一
一
一
井
銀
行
に
よ
る
先
駆
的
な
試
承
は
小
林
緑
「
日
本
銀
行
と
振
替
送
金
」
（
「
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
一
二
一
一
一
号
Ｍ
四
○
・
一
二
）
が
ふ
れ

て
い
る
。



8８ 

ま
ず
第
五
四
表
に
よ
っ
て
明
治
一
一
一
四
年
以
降
に
お
け
る
日
銀
信
用
の
供
給
ル
ー
ト
の
推
移
を
た
ど
っ
て
ゑ
る
な
ら
ば
、
次
の
諸
点
が

浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
第
一
に
、
手
形
割
引
が
、
一
一
一
○
年
代
初
頭
日
銀
信
用
の
激
し
い
収
縮
の
直
撃
を
う
け
幾
度
か
そ
の
座
を
明
け
渡

課
題
を
な
す
。

三
国
償
の
累
澗
と
日
銀
信
用
の
変
貌

明
治
三
四
年
金
融
恐
慌
を
画
期
と
し
て
、
か
っ
て
の
日
銀
に
依
存
す
る
「
鞘
取
」
銀
行
Ⅱ
オ
ー
パ
ー
ロ
ー
ン
は
次
第
に
払
拭
さ
れ
て

い
っ
た
。
日
銀
に
よ
る
発
券
独
占
に
つ
づ
く
こ
の
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
の
解
消
に
よ
っ
て
資
金
源
を
失
っ
た
普
通
銀
行
群
は
、
新
た
に
当

座
預
金
Ⅱ
小
切
手
流
通
を
武
器
と
す
る
預
金
銀
行
へ
転
じ
、
自
立
的
な
色
彩
を
強
め
て
ゆ
く
。
日
銀
信
用
の
収
縮
に
と
も
な
う
普
通
銀

行
群
の
自
律
的
な
経
営
基
盤
の
確
立
と
と
も
に
、
形
成
途
上
の
金
融
市
場
は
次
第
に
日
銀
信
用
か
ら
自
立
し
、
日
銀
は
市
中
に
対
す
る

信
用
統
制
力
を
喪
失
し
て
ゆ
く
。
預
金
銀
行
体
制
の
確
立
に
と
も
な
う
中
央
銀
行
と
し
て
の
無
力
化
の
見
透
し
な
か
で
、
段
後
の
伐
手

と
い
う
免
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
至
上
命
令
を
ま
え
に
し
て
、
日
銀
は
喪
失
す
る
で
あ
ろ
う
市
中
へ
の
金
融
統
制
力
を
新
た
に
開
発

し
、
掌
中
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
預
金
銀
行
主
義
の
定
着
と
と
も
に
、
日
銀
信
用
は
新
た
な
課
題
に
直
面
し
、

変
貌
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
の
変
貌
の
過
程
を
日
銀
信
用
と
金
融
市
場
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
こ
こ
で
の

′■、〆、′へ′■、’■、〆、'■、

２３２２２１２０１９１８１７ 
、.ノミーノ、-ノ、ソ、-ノＬノミーノ

「
第
六
回
手
形
交
換
所
連
合
会
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
一
二
七
号
Ｍ
四
一
・
四

「
第
六
回
手
形
交
換
所
連
合
会
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
二
七
一
号
Ｍ
四
一
・
五

「
印
紙
税
に
関
す
る
全
国
各
交
換
所
の
答
申
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
二
五
○
号
Ｍ
三
九
・
八

『
東
京
手
形
交
換
所
五
十
年
史
（
未
定
稿
豈
二
○
八
頁

「
日
本
銀
行
の
当
座
勘
定
付
替
実
施
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
」
第
二
一
四
号
Ｔ
四
・
七

小
林
緑
「
日
本
銀
行
と
振
替
送
金
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
」
第
一
二
一
一
一
号
Ｍ
四
○
・
一
二

『
日
本
銀
行
沿
革
史
」
第
一
輯
第
一
巻
九
五
頁



８９成立期日本信用機櫛の論理と概造（完）

第54表明治後期日銀信用の織成
（期末残高千円）
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9０ 
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
貸
出
構
成
の
主
流
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
こ
と
。
し
か
し
そ
の
残
高
は
明
治
一
一
一
一
一
年
に
達
し
た
九
千
万
円
の

水
準
か
ら
は
ほ
ど
遠
く
五
千
万
円
を
凌
駕
す
る
の
も
む
ず
か
し
く
、
四
一
一
・
一
一
一
年
に
は
つ
い
に
一
千
万
円
の
水
準
を
切
る
事
態
も
生
れ

て
い
る
。
こ
の
欠
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
、
第
二
の
新
し
い
流
れ
す
な
わ
ち
政
府
短
期
証
券
割
引
が
登
場
す
る
。
一
一
一
五
年
上
期
に
大
蔵

省
証
券
割
引
が
あ
ら
わ
れ
、
四
五
年
上
期
に
は
鉄
道
証
券
割
引
が
加
わ
り
、
手
形
割
引
に
迫
り
あ
る
い
は
凌
駕
す
る
割
引
量
を
示
す
・

こ
の
政
府
短
期
証
券
割
引
は
そ
の
後
大
戦
期
に
数
度
行
わ
れ
る
以
外
全
く
承
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
、
ま
さ
に
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
一
一
一

四
年
金
融
恐
慌
か
ら
第
一
次
大
戦
勃
発
に
至
る
日
銀
信
用
の
変
貌
を
色
ど
る
き
わ
だ
っ
た
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
第
一
一
一
の
流
れ
は
、
肌
治
二
二
年
以
降
逓
墹
を
つ
づ
け
て
き
た
外
国
手
形
割
引
で
あ
る
が
、
一
一
一
○
年
代
初
頭
の
日
銀
信
用
の
大
幅

な
収
縮
に
よ
っ
て
も
何
ら
の
影
響
を
う
け
る
こ
と
な
く
、
第
一
次
大
戦
直
前
ま
で
ほ
ぼ
一
千
万
か
ら
二
千
万
円
の
周
辺
を
極
め
て
安
定

的
に
推
移
し
て
い
る
。
明
治
四
四
年
七
月
こ
れ
ま
で
の
貸
出
限
度
枠
を
も
っ
た
横
浜
正
金
銀
行
に
対
す
る
外
国
為
替
手
形
再
割
引
制
度

瀞
限
度
枠
を
も
た
な
い
外
国
為
替
貸
付
金
制
度
に
切
り
か
え
ら
れ
て
か
ら
、
こ
の
第
三
の
流
れ
は
拡
大
の
萌
し
を
み
せ
、
大
戦
期
に
一

躍
主
流
と
な
る
が
、
こ
の
時
期
で
は
日
銀
信
用
の
な
か
で
も
最
も
安
定
し
た
流
れ
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
。
か
つ
て
手
形
割
引
を
こ

え
る
比
重
を
も
っ
た
第
四
の
流
れ
の
定
期
貸
感
明
治
三
○
年
の
四
千
万
円
を
ピ
ー
ク
に
以
後
つ
る
べ
落
し
に
急
減
し
、
つ
い
に
百
万

円
台
に
ま
で
下
げ
た
が
、
一
一
一
七
年
下
期
を
転
機
に
四
一
年
上
期
ま
で
の
間
突
然
一
千
万
円
の
大
台
を
上
下
し
、
そ
の
後
再
び
漸
減
傾
向

を
辿
り
、
第
一
次
大
戦
期
に
は
ほ
と
ん
ど
戦
略
的
な
意
義
を
失
う
。
股
後
の
流
れ
は
当
座
貸
越
で
あ
る
が
、
こ
の
ル
ー
ト
は
常
に
僅
か

な
比
重
を
占
め
る
に
と
ど
ま
り
、
お
ま
け
に
長
期
的
な
漸
減
傾
向
の
う
ち
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
成
立
期
日
本
信
用
機
構
が
未
だ
に
当

座
預
金
を
軸
と
す
る
預
金
銀
行
体
系
た
り
え
な
か
っ
た
こ
と
の
ひ
と
つ
の
あ
ら
わ
れ
に
他
な
ら
な
い
。

以
上
の
簡
単
な
検
討
に
よ
っ
て
、
日
銀
信
用
の
底
部
に
外
国
手
形
割
引
が
安
定
的
な
流
れ
を
な
し
、
そ
の
最
上
層
に
政
府
短
期
一
証
券

割
引
が
新
た
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
中
央
部
に
位
侭
す
る
手
形
割
引
、
定
期
貸
、
当
座
賛
に
つ
い
て
は
、
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明
治
二
○
年
代
か
ら
三
○
年
代
初
頭
に
か
け
て
の
日
銀
信
用
に
お
い
て
戦
略
的
な
意
義
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
外
国
為
替
手
形
割
引

と
二
三
年
恐
慌
救
済
を
出
発
点
と
す
る
担
保
付
手
形
割
引
で
あ
っ
た
。
と
く
に
後
者
の
有
価
証
券
担
保
を
軸
と
す
る
再
割
引
は
、
株
式

の
流
動
化
を
た
す
け
日
本
産
業
資
本
勃
興
の
た
め
の
産
業
資
金
供
給
の
戦
略
的
ル
ー
ト
と
し
て
作
動
し
つ
づ
け
た
が
、
三
四
年
金
融
恐

慌
を
画
期
と
す
る
預
金
銀
行
主
義
へ
の
転
換
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
変
貌
を
と
げ
た
で
あ
ろ
う
か
。
第
五
五
表
に
よ
っ
て
見
返
品
付
手

形
割
引
の
推
移
を
一
望
す
る
な
ら
ば
、
次
の
諸
事
実
を
指
摘
し
う
る
。
第
一
に
、
見
返
耐
担
保
の
割
引
金
額
は
三
四
年
に
一
一
一
分
の
一
の

水
準
に
激
減
し
た
あ
と
停
滞
を
つ
づ
け
た
が
へ
四
○
年
頃
よ
り
再
び
拡
大
の
動
き
が
始
ま
り
大
正
初
年
に
は
一
一
一
二
・
三
年
の
水
準
に
復

帰
し
て
い
る
こ
と
。
手
形
割
Ⅲ
全
体
に
占
め
る
比
軍
は
一
一
一
○
年
代
初
頭
の
六
割
台
か
ら
次
第
に
上
昇
し
、
三
九
年
に
は
八
割
、
四
四
年
に

は
九
割
台
を
記
録
す
る
。
第
二
に
、
各
種
担
保
を
く
ゑ
あ
わ
せ
た
連
帯
担
保
を
の
ぞ
い
た
割
引
金
額
に
お
け
る
担
保
構
成
を
ゑ
て
み
る

と
、
三
四
年
以
前
に
お
い
て
は
、
株
式
担
保
が
六
割
に
せ
ま
る
比
重
を
も
ち
な
が
ら
も
国
債
、
地
方
債
、
諸
証
券
、
諸
商
品
に
分
散
す

る
多
元
的
様
相
を
も
っ
て
い
た
が
、
三
四
年
に
諸
商
品
が
、
一
一
一
九
年
諸
証
券
、
四
二
年
に
は
つ
い
に
株
券
ま
で
が
ほ
ぼ
姿
を
消
し
、
ひ

た
す
ら
国
債
に
一
元
化
し
て
ゆ
く
。
第
三
に
、
国
便
一
元
化
と
と
も
に
、
各
種
担
保
を
く
ふ
あ
わ
せ
た
連
帯
担
保
に
よ
る
も
の
は
見
返

品
担
保
再
割
引
全
体
の
な
か
で
次
第
に
比
重
を
さ
げ
、
四
二
年
以
降
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
と
な
る
。
こ
こ
で
は
掲
げ
な
か
っ
た
が
連
帯
担

保
を
含
ん
だ
券
面
金
額
で
の
担
保
別
構
成
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
三
五
年
末
頃
ま
で
は
国
債
担
保
の
う
ち
四
割
が
連
帯
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
一
一
、
三
年
の
う
ち
に
激
減
し
、
一
一
一
九
年
以
降
連
帯
に
よ
る
割
引
は
ほ
ぼ
消
失
し
、
国
債
は
担
保
と
し
て
一
人
だ
ら
す
る
。
こ
の

こ
と
は
日
銀
信
用
に
お
け
る
国
債
優
先
へ
の
転
換
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
四
に
、
担
保
構
成
の
変
貌
の
焦
点
を
な
す
株
券
と

と
は
で
き
な
い
。
［

析
を
必
要
と
す
る
。

担
保
信
用
の
色
彩
を
色
濃
く
も
っ
て
い
る
か
ら
担
保
構
成
ぬ
き
の
勘
定
科
目
の
推
移
か
ら
は
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
特
徴
を
ひ
き
だ
す
こ

’
 

と
は
で
き
な
い
。
日
銀
信
用
の
底
流
に
萌
す
変
貌
を
と
ら
え
る
に
は
一
歩
す
す
ん
で
担
保
別
構
成
を
示
す
譜
表
の
よ
り
た
ち
い
っ
た
分
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９３成立期日本信用機構の論理と櫛造（完）
国
債
の
逆
転
劇
は
、
三
七
年
に
序
幕
が
ひ
ら
か
れ
、
つ
づ
く
一
一
一
八
年
に
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
む
か
え
る
。
そ
の
後
株
式
が
ひ
と
と
き
も
ち
な

お
す
が
、
そ
れ
は
四
○
年
下
期
か
ら
四
一
年
下
期
ま
で
一
千
万
円
を
こ
え
る
買
収
鉄
道
株
券
担
保
を
か
か
え
こ
む
か
ら
で
、
四
二
年
上

期
に
は
全
て
国
憤
に
切
り
か
わ
り
終
幕
と
な
る
。

ふ
た
た
び
要
約
す
る
ま
で
し
な
い
ほ
ど
明
瞭
に
以
上
の
諸
事
実
か
ら
、
日
銀
が
こ
れ
ま
で
強
力
な
政
策
手
段
と
し
て
大
い
に
活
用
し

て
き
た
担
保
付
手
形
割
引
の
戦
略
対
象
を
株
式
か
ら
国
債
へ
移
し
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
三
○
年
代
初
頭
の
「
鞘

取
」
銀
行
主
義
か
ら
預
金
銀
行
主
義
へ
の
再
編
に
よ
っ
て
、
一
一
三
年
か
ら
十
年
間
日
本
産
業
資
本
を
上
方
へ
牽
引
す
る
に
至
大
な
働
き

を
な
し
た
株
式
を
軸
と
す
る
有
価
証
券
担
保
再
割
引
は
そ
の
使
命
を
終
え
、
そ
れ
に
代
え
て
三
七
年
す
な
わ
ち
日
露
戦
争
の
勃
発
を
画

期
と
し
て
国
債
担
保
再
割
引
が
新
た
な
使
命
を
帯
び
て
登
場
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

株
式
か
ら
国
債
へ
の
日
銀
見
返
品
再
割
引
の
担
保
柵
成
の
変
貌
に
お
い
て
、
い
か
な
る
有
価
証
券
が
ど
れ
だ
け
割
引
か
れ
た
か
、
大

い
に
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
個
別
量
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
何
ら
の
手
が
か
り
も
な
い
が
、
い
か
な
る
有
価
証
券
が
見
返
品

の
割
引
対
象
と
さ
れ
た
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
う
る
。
そ
の
一
覧
（
第
五
六
表
）
に
よ
れ
ば
、
株
式
、
社
債
が
見
返
品

に
く
ゑ
こ
ま
れ
た
の
は
二
一
一
一
年
と
一
一
一
○
年
代
初
め
の
二
つ
の
時
期
に
集
中
し
、
一
一
一
四
年
金
融
恐
慌
後
に
は
新
た
な
追
加
は
一
点
も
ふ
ら

れ
な
い
こ
と
、
そ
の
内
訳
は
、
正
金
、
十
五
、
郵
船
、
大
阪
商
船
、
東
京
海
上
株
以
外
は
、
全
て
が
鉄
道
株
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ

ら
株
式
、
社
債
の
見
返
品
か
ら
の
除
去
は
五
点
を
例
外
と
し
て
全
て
が
明
治
三
○
年
か
ら
四
○
年
の
十
年
間
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

と
く
に
四
○
年
下
半
期
に
行
わ
れ
た
七
つ
の
鉄
道
株
の
除
去
に
よ
っ
て
、
株
式
。
社
債
の
見
返
品
は
ほ
ぼ
一
掃
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は

定
期
貸
抵
当
に
繰
入
れ
ら
れ
た
の
ち
鉄
道
国
債
と
な
る
。
乳
歯
が
抜
け
る
よ
う
な
株
式
・
社
債
の
穴
を
、
三
七
年
日
露
戦
勃
発
以
降
の

陸
続
た
る
国
債
の
新
た
な
見
返
品
へ
の
く
み
入
れ
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
な
ど
の
諸
点
を
ひ
き
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

株
式
か
ら
国
債
へ
の
見
返
品
榊
成
の
転
換
は
、
こ
れ
ら
の
諸
点
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
日
銀
が
市
中
と
の
あ
い
だ
に
架
橋
す
る
再
割
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第56表明治期日銀割引保証品一覧

鍵
除去
年月

劃鮎群
加入
年月

付
当繰入

保証品 当繰

鉄道株式

6綴

５
 

１
５
 

６
５
６
 
１
６
５
８
６
８
５
 

６
 

０
 

１
 

１
 

酢
〃
〃
〃
ル
シ
〃
〃
ひ
針
い
〃
酢
仏
酢
酔
い
か
釦
〃
〃
〃
〃
い
〃
〃
〃
Ⅲ

２
 

３
２
 

３
２
３
 
３
３
２
３
３
３
２
 

３
 

３
 

６
９
 
６
１
６
６
７
４
１
４
９
４
４
０
６
０
４
０
６
０
３
４
 

「
１

１
 

１
 

１
 

１
 

い
ふ
〃
い
Ⅲ
α
４
い
け
い
４
α
小
ふ
い
４
い
ふ
ふ
い
Ｌ
匪
泳

４
２
 
４
４
４
２
４
３
４
３
４
３
３
４
３
４
３
２
３
３
３
３
 

40゜ 横浜正金

〃第二新

〃第三新

十五銀行

郵船
〃 新

大阪商船

東京海上

社

日本鉄道

京釜〃

山陽〃

九州〃

北炭〃

大阪〃

郵船

公

特別五分利

甲号〃

第一回四分利

第二回〃

大阪築港

大蔵省証券

鉄道証券

漬国五分利

大阪電鉄

恩賜

朝群事業費

日本鉄道」

:薦’
甲ｉｉＩｉ

に;’
九州
〃新｜

北〃：｜
総〃芸
鳥：l

iijji 
iili毛

：ｉｌ 
成田

豊州

奈良

〃新

南海

１８．５ 

３０．６ 

３３．７ 

１８．５ 

２３．５ 

３０．６ 

２５．１１ 

２３．５ 

３２．８ 

４１．１ 

不詳

当
入
当
入
当
入

抵
繰
抵
繰
抵
繰

６
６
７
 

●
●
●
 

０
０
０
 

４
４
４
 

3１．９ 

3０．６ 

０－-－－~－－－－－－－－－－－－－－－一一一

償

38.12償還

38.11綴

40.1除去 ２５．１１ 

３２．６ 

２５０１１ 

３２．６ 

" 

25.11 

〃

38.12 

38.11 

不詳

37.10 

40.1 

4209 

〃！

40.9鑑
37.10償還

４０．１除去

去
当
入
当
入

除
抵
繰
抵
繰

４
０
０
 

１
１
 

０
●
●
 

４
０
０
 

３
４
４
 

42.9償還

償

)::,;’ 
4３．３１ 

25.11合併

3０．６〃

30.10〃

3２．６〃

35.4除去

〃〃

34.6合0「

３９．７〃

４３．４ 

３２．６ 

” 

４５．３ 

４４．４ 

４４．７ 

４３．１２ 

Ｔ２．６ 

譲口
「日本銀行の担保制度の沿革及其現状」勝田家文街（国会図欝館所蔵）四二冊よ

り作成，但し大正六年以前倣還済の公俄については省略されている。



９５成立期日本信用機構の総理と栂造（完）
引
の
戦
略
ル
ー
ト
を
鉄
道
株
か
ら
国
債
へ
移
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
日
銀
見
返
品
構
成
の
転
換
を
お
し
す
す

め
た
作
動
因
と
し
て
、
三
九
年
公
布
さ
れ
た
鉄
道
国
有
化
が
ま
ず
第
一
に
想
起
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
一
事
も
よ
り
ひ

ろ
い
流
れ
の
う
ち
に
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
、
こ
の
転
回
が
語
る
段
階
的
Ⅱ
構
造
的
な
意
義
を
充
分
に
と
ら
え
き
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
三

四
年
金
融
恐
慌
以
後
一
点
の
鉄
道
・
産
業
株
も
見
返
品
に
追
加
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
象
す
ご
さ
れ
が
ち
な
事
実
に
光
を
あ
て
る
な
ら

ば
、
鉄
道
株
を
媒
体
と
す
る
「
鞘
取
」
オ
ー
パ
ー
ロ
ー
ン
体
制
の
克
服
を
め
ざ
す
預
金
銀
行
主
義
が
こ
の
転
回
に
お
い
て
及
ぼ
し
た
鰯

払
い
と
で
も
称
す
べ
き
影
響
力
を
見
失
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
転
回
の
幕
を
切
っ
て
落
し
た
三
七
年
日
露
戦
の
軍
需
調
達
と
そ
れ

に
つ
づ
く
戦
後
経
営
の
た
め
の
大
量
国
債
発
行
の
大
き
な
な
が
れ
の
な
か
に
鉄
道
国
有
化
を
位
腫
づ
け
る
な
ら
ば
、
二
○
世
紀
初
頭
に

む
か
え
た
日
銀
信
用
体
系
の
変
貌
Ⅱ
転
回
の
一
応
の
脈
絡
が
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
三
四
年
金
融
恐
慌
を
画
期
と
す
る
預
金

銀
行
主
義
的
再
編
の
流
れ
と
東
ア
ジ
ア
の
覇
権
を
か
け
た
迩
大
な
軍
事
公
債
管
理
の
要
請
の
き
り
む
す
ぶ
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
鉄
道
株

か
ら
軍
事
国
償
へ
の
転
回
の
う
ち
に
日
銀
見
返
品
榊
成
の
変
貌
の
も
つ
段
階
的
な
性
格
が
鮮
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。

鉄
道
国
有
化
と
と
も
に
明
治
四
○
年
買
収
鉄
道
株
は
見
返
品
か
ら
貸
付
抵
当
品
に
繰
入
れ
ら
れ
そ
の
活
動
領
域
を
移
し
た
が
、
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
日
銀
の
定
期
袋
・
当
座
資
の
抵
当
別
樹
成
は
い
か
な
る
変
容
を
こ
う
む
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
第
五
七
表
に
よ
っ
て
こ
の

点
を
た
し
か
め
て
ふ
る
と
、
定
期
賛
も
当
座
賛
も
抵
当
品
の
圧
倒
的
部
分
は
国
偵
で
あ
り
、
他
の
抵
当
品
は
ど
れ
も
ほ
と
ん
ど
意
味
を

も
た
な
い
。
三
四
年
金
融
恐
慌
に
よ
っ
て
国
債
抵
当
へ
の
依
存
度
は
幾
分
さ
が
っ
た
が
、
そ
の
後
次
第
に
国
償
一
元
化
の
様
相
を
一
層

つ
よ
め
る
に
至
っ
た
。
日
露
戦
争
の
勃
発
は
当
座
賞
四
五
○
万
円
の
減
少
と
定
期
貸
七
八
○
万
円
の
増
加
を
も
た
ら
し
た
が
、
こ
れ
は

百
三
十
銀
行
の
破
綻
と
日
銀
の
無
抵
当
定
期
貸
に
よ
る
救
済
（
六
○
○
万
円
）
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
軍
事
公
債
を
抵
当
と
す
る
定

期
貸
の
増
大
は
た
か
だ
か
二
、
三
百
万
円
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
四
○
年
五
月
か
ら
買
収
鉄
道
株
は
公
債
と
み
な
さ
れ
定
期
賛
の
抵
当
品

に
繰
み
こ
ま
れ
、
四
○
年
上
期
か
ら
四
一
年
下
期
の
四
期
に
あ
ら
わ
れ
た
が
、
そ
の
最
大
を
と
っ
て
も
四
一
年
下
半
期
末
の
一
六
二
万



』
③

(年末残高千円）第57表明治後期日銀定期・当座賛における国債抵当の比重

Ｅ 

当座貸
抵当
券面金額

Ｃ 

定期貸
抵当
券面金額

Ａ 

定期貸

金額

一Ｍ％うち

貸付
額

当座貸

金額

Ｆ 

うち
国債

うち

無担保

、

うち
国債

Ｂ
酷
金 F/Ｅ 

％ 

Ｄ/Ｃ 

％ 

明治32年 15.550 91.7 2,207 16,951 90.7 10,555 9.788 92.7 1.000 9,737 

7.483 

10,737 
87.1 14.891 17,08 3,764 8,337 7.717 92.6 97.4 7.683 250 

調
弘
鍋
妬
師
鍋
釣
如
虹
姐
劉
製
妬

86.3 15.825 13.664 78.6 4.682 1.442 1.834 250 1.672 69.2 

切
断
別
刷
伽
Ⅲ

』
，
２
＃
＃
■

２
１
１
９
９
７
 

86.2 12.242 10 548 1.931 86.8 19955 1.619 82.8 250 1,647 

９８１ 89.2 11.265 812 5,109 12,626 70.2 1.156 250 79.7 

89.6 14.002 661 15,621 3.179 2.934 92.2 31.0 2.810 6,250 

83.8 15,468 12.966 403 3.799 3.645 95.9 3,396 35.2 6,250 

1４．８１７ 12.912 87.1 1.295 1２９５ 100.0 ２．１７４ 1.150 15.5 ｊ
３
 

心
、
）
か
、
》

剛
Ⅲ

95.4 14.037 14.714 1.397 4.350 98.2 39.7 4.272 3.943 9.943 

13.370 92.2 14.499 1,602 

1.004 

1.532 95.6 962 6,000 19.5 1.455 7,455 

6,970 

6,900 

6.690 

96.4 12.880 3.880 13,367 1.004 100.0 970 13.9 6,000 

6,000 

3,600 

2.４００ 

12,909 98.1 13.164 45-3 2.589 13.0 933 423 900 

97.8 12.783 13.073 

０
０
０
 

□
●
●
 

Ⅱ
側
Ⅱ

１
１
１
 

1.913 46.2 3,359 3.359 3.090 

100.0 12.412 940 12.412 972 910 27.5 972 3.310 

12.093 98.0 12.335 2.409 824 2.140 34.7 2,409 大正２年 1.200 6.172 

大蔵省「銀行局年報」より作成

Ａ定期貸金額から無担保を引いたものとＢ抵当貸付金額とが，明治三四，三九。大正二年合致しないが，無担保の記載もれと
思われろ。無担保は韓国政府向と百三十銀行向からなる。



９７成立期日本信用機構の論理と構造（完）
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
日
銀
定
期
貸
・
当
座
賃
の
抵
当
貸
付
は
、
一
一
一
七
年
か
ら
は
じ
ま
る
百

三
十
銀
行
に
対
す
る
無
抵
当
定
期
賛
救
済
を
の
ぞ
け
ば
、
国
債
へ
の
一
元
的
な
依
存
を
強
め
な
が
ら
漸
減
傾
向
を
た
ど
り
つ
つ
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
三
○
年
代
初
頭
ま
で
の
よ
う
に
見
返
品
の
主
力
が
鉄
道
株
で
あ
っ
た
と
き
に
は
、
国
債
を
主
要
な
抵
当
品
と
す
る
定
期

賛
・
当
座
貸
も
独
自
の
意
義
を
も
ち
え
た
が
、
鉄
道
株
か
ら
国
債
へ
見
返
品
の
重
点
が
移
る
に
と
も
な
い
、
両
者
の
差
は
消
失
し
、
定

期
賛
・
当
座
貸
は
国
債
を
見
返
品
と
す
る
手
形
割
引
の
興
隆
の
ま
え
に
次
第
に
吸
収
さ
れ
痩
せ
細
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

割
引
・
貸
付
と
な
ら
ん
で
日
銀
信
用
に
と
っ
て
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
う
ひ
と
つ
の
戦
略
ル
ー
ト
が
あ
る
。
日
銀
に
よ
る
有

価
証
券
所
有
の
動
向
は
こ
の
時
期
に
な
る
と
市
中
の
金
融
市
場
の
資
金
需
給
に
多
大
の
影
響
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も

戦
識
調
達
の
た
め
に
発
行
さ
れ
た
鱈
大
な
国
債
の
管
理
政
策
の
一
端
を
日
銀
が
に
な
う
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
日
銀
ボ
所

有
す
る
有
価
証
券
は
国
債
に
限
ら
れ
た
が
、
そ
の
動
向
の
大
勢
は
第
五
四
表
に
よ
っ
て
充
分
捕
捉
し
う
る
。
三
四
年
恐
慌
以
前
に
日
銀

は
す
で
に
四
千
万
円
を
超
え
る
巨
額
の
年
末
残
高
を
か
か
え
て
い
た
が
、
そ
の
水
準
が
崩
れ
た
の
は
一
一
一
七
年
下
期
か
ら
で
、
三
九
年
上

期
に
は
つ
い
に
一
億
円
の
大
台
に
到
達
す
る
。
そ
の
後
こ
の
老
大
な
国
債
を
三
年
間
六
期
か
か
え
た
あ
と
四
二
年
か
ら
よ
う
や
く
縮
小

に
向
か
う
。
四
一
一
一
年
上
期
ま
で
一
貫
し
て
一
一
百
万
円
を
超
え
る
残
高
を
も
ち
つ
づ
け
た
整
理
国
債
と
三
九
年
上
期
に
突
如
四
百
万
円
の

巨
額
を
も
っ
て
登
場
す
る
特
別
五
分
利
国
債
が
全
体
の
流
れ
を
左
右
す
る
二
つ
の
主
流
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
。
三
九
年
上
期
と
す

る
日
銀
所
有
内
国
債
の
大
膨
張
は
、
ひ
と
え
に
こ
の
特
別
五
分
利
公
債
の
買
入
れ
に
も
と
ず
く
。
政
府
、
日
銀
、
市
中
の
あ
い
だ
の
国

債
管
理
を
め
ぐ
る
立
ち
入
っ
た
検
討
は
の
ち
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
日
露
戦
勃
発
を
契
機
に
日
銀
所
有
国
債
が
一
躍
一
億
円
に

達
し
、
手
形
お
よ
び
大
蔵
省
証
券
を
あ
わ
せ
た
割
引
高
を
凌
駕
す
る
膨
張
を
遂
げ
た
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
よ
い
。

こ
れ
ま
で
主
に
『
銀
行
局
年
報
』
に
よ
り
な
が
ら
、
日
銀
信
用
の
諸
勘
定
が
明
治
三
○
年
代
に
入
っ
て
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
き
た

か
、
そ
の
概
観
を
試
承
て
き
た
が
、
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
る
べ
き
は
、
日
銀
信
用
の
六
つ
の
ル
ー
ト
す
な
わ
ち
手
形
割
引
、
大
蔵
省
証
券



9８ 

第58表明治後期日銀割引信用における商業手形の比重
〔年末残高千円）

Ｂ 

手形割引

Ｃ 

政府短期
証券割引

Ａ 

商業手形
割引

Ａ/Ｂ 

％ 

Ａ/Ｂ＋Ｃ 

％ 
Ｂ＋Ｃ 

35.3 

32.4 

40.8 

３
４
８
１
７
９
５
６
４
４
３
８
５
１
１
 

●
０
●
●
０
Ｑ
●
●
●
■
●
Ｂ
●
Ｄ
Ｃ
 

詣
躯
如
溺
卯
加
７
６
２
１
２
３
４
７
６

１
１
１
 

１
 

91,667 

80,195 

31,624 

24,934 

26,812 

36,907 

28,152 

33,883 

58,385 

41j246 

15,593 

29b323 

48,080 

66,918 
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11Jil1l 
大蔵省「銀行局年報」「内国手形割引種類別」より作成
三二・三三年の商業手形にはごく僅かであるが，造幣局成貨払渡証書を含む

割
引
、
外
国
手
形
割
引
、
定
期
賛
、
当
座
賛
、
有
価

証
券
所
有
の
う
ち
、
常
に
日
銀
信
用
の
基
抵
部
を
占

め
る
外
国
手
形
割
引
を
の
ぞ
い
て
全
て
の
ル
ー
ト
に

お
い
て
著
し
い
変
貌
が
染
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三
四
年
金
融
恐
慌
を
起
点
と
し
一
一
一
七
年
日
露
戦
争
勃

発
を
画
期
と
し
て
、
日
銀
信
用
の
大
勢
は
全
て
国
償

を
軸
に
回
転
す
る
と
い
う
新
た
な
段
階
に
突
入
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
預
金
銀
行
と
し
て
自
律
的
な
資

金
循
環
体
系
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
市
中
の
信
用
機
構

に
対
し
、
股
後
の
貸
手
を
め
ざ
す
日
銀
が
般
終
的
な

統
御
Ⅱ
支
配
を
貫
徹
す
べ
く
混
乱
の
な
か
で
選
ん
だ

管
制
高
地
は
商
業
手
形
で
は
も
は
や
な
く
国
債
で
あ

っ
た
。
日
銀
手
形
再
割
引
に
占
め
る
本
来
の
商
業
手

形
の
比
重
（
第
五
八
表
）
は
、
三
四
年
金
融
恐
慌
以

前
に
は
四
割
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
そ
の
後
漸
減
し
、
三

九
年
か
ら
は
つ
い
に
三
割
を
わ
り
一
割
と
い
う
あ
る

か
な
き
か
の
水
鯛
へ
近
づ
い
て
い
っ
た
。
分
母
に
大

蔵
省
証
券
割
引
を
加
え
た
商
業
手
形
割
引
の
比
重
を
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み
て
ふ
る
と
、
三
八
年
か
ら
は
頻
繁
に
一
割
を
き
り
四
三
、
四
年
に
は
つ
い
に
五
．
〈
－
セ
ン
ト
を
わ
る
と
い
う
未
曾
有
の
率
態
ま
で
現

出
し
て
い
る
。
商
業
手
形
再
割
は
か
つ
て
鉄
道
株
担
保
割
引
に
圧
倒
さ
れ
、
今
ま
た
大
蔵
省
証
券
割
引
と
国
債
担
保
割
引
の
狭
撃
に
よ

っ
て
み
る
か
げ
し
な
い
。
他
な
ら
ぬ
三
四
年
金
融
恐
慌
を
画
期
と
す
る
預
金
銀
行
主
義
へ
の
再
編
の
過
程
で
、
日
銀
が
掲
げ
る
古
典
的

な
商
業
手
形
再
割
引
は
、
日
銀
信
用
の
戦
略
ル
ー
ト
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
。
金
融
政
策
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
日
銀
は
、
金
融

市
場
へ
架
橋
す
る
制
御
回
路
と
し
て
、
未
だ
に
「
標
準
金
利
」
を
生
み
だ
し
え
な
い
商
業
手
形
再
割
に
か
わ
っ
て
、
一
腿
割
引
「
市
場
」

の
中
心
に
登
場
し
た
大
蔵
省
証
券
割
引
と
国
債
担
保
手
形
割
引
へ
移
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
紡
績
手
形
を
頂
点
と
す
る
手
形
割
引
の

市
場
形
成
は
、
あ
ま
り
日
銀
信
用
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
自
律
的
な
胎
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
ま
だ
市
場
と
呼
ぶ
に
は

未
熟
な
形
成
途
上
に
あ
っ
た
か
ら
、
日
銀
信
用
体
系
は
自
ら
の
制
御
Ⅱ
支
配
力
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
市
中
へ
の
戦
略
ル
ー
ト
を
商

業
手
形
か
ら
大
蔵
省
証
券
あ
る
い
は
国
債
担
保
へ
転
換
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
と
び
こ
え
」
と
い
う
後
進
国
特
有
の
段

階
重
層
の
．
ハ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
な
か
で
、
二
○
世
紀
初
頭
日
銀
は
新
た
な
統
御
機
構
を
も
と
め
て
一
連
の
金
融
改
革
を
敢
行
す
る
。

四
国
侭
担
保
手
形
割
引
と
高
率
適
用
制

ａ
明
治
期
日
銀
公
定
歩
合
政
策
の
変
遷

創
成
期
の
日
本
銀
行
は
ロ
ン
ド
ン
を
範
と
す
る
古
典
的
な
西
欧
金
融
思
想
と
そ
れ
と
は
異
質
な
後
進
国
日
本
の
現
実
と
の
あ
い
だ
に

横
た
わ
る
深
い
亀
裂
の
な
か
で
、
両
者
を
架
橋
す
べ
く
煩
悶
苦
闘
の
終
る
こ
と
の
な
い
道
程
を
辿
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
近
似
的
な

安
定
点
を
も
と
め
て
二
一
一
一
年
鉄
道
株
手
形
割
引
、
三
○
年
個
人
取
引
の
拡
充
、
一
一
一
七
年
国
伏
優
遇
政
策
へ
の
転
換
と
め
ま
ぐ
る
し
い
転

変
を
く
り
か
え
し
た
が
、
そ
の
執
勘
な
試
行
錯
誤
の
つ
糸
か
さ
ね
の
な
か
か
ら
自
ら
に
ふ
さ
わ
し
い
政
策
手
段
の
輪
郭
を
次
第
に
明
確

に
し
て
ゆ
く
。
そ
の
過
程
は
、
日
銀
に
と
っ
て
唯
一
の
政
策
手
段
と
も
い
う
べ
き
金
利
政
簾
の
転
変
の
う
ち
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
九
表
に
承
る
ご
と
く
第
一
次
大
戦
勃
発
に
至
る
日
銀
金
利
政
策
は
八
つ
の
時
期
に
画
さ
れ
る
が
、
そ
の
最
後
の
画
期
を
な
す
明
治
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第59表明治期日銀金利制度の変遷
（日歩銭厘毛）

公償抵当賛 金銀貨抵当賛｜割弓１

３万7丁１－１－;57Ｔｌ当所｜他所閥治年月日’ ３カ月１１カ月

ao1l2魁'-2型」15.10011 

16.10.1 

2．４７ 2．８０ 

２．１９～2．７４ 2.19～2．７４ 2．２０１２．５０ 

当所割引ｌ他所割引’定期賛

【
】

23.10.20 

26.3.23 

27.6.18 

1．９０ 

１．５０ 

２．００ 

1．８０ 

１．４０ 

２．００ 

2.00 

1.60 

2.20 

1．７０ 

２．２０ 2．２０ 

個人 銀 行

胤譲
血１１日

甘金叩

呆証品
愈[１日’

4０１２．３０１２．００，２３０ 

蝋鱗|鑛議
葡業｜当摩猿尊四

rl 

L」

価
と
似

国
当
筬

と
び
と

当
及
証

誕
騏

便
る
償

国
ず
国 篭繍鞭 商業|当寧獄響呼

i翼:;’
1．８０ 

１．３０ 

1．９０ 

１．４０ 

1．８０１２．１０ 2．１０ 

１．５０ 1．３０ 

当座賛越及び
コルレスポン

デソス賛趣

商業
形割

手
引

4５．１０．２１１．７０ 1．７０ 1．８０ 2.00 

日銀統計局「明治以降本邦主要経済統計」より金利制度の画期となる改定の糸を
摘出した
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一
一
一
九
年
か
ら
四
四
年
に
至
る
日
銀
金
利
制
度
を
め
ぐ
る
一
連
の
改
革
は
、
苦
闘
を
つ
づ
け
る
日
銀
が
ど
う
や
ら
掌
中
に
し
え
た
ひ
と
つ

の
近
似
的
な
安
定
点
で
あ
り
、
そ
の
後
の
日
銀
金
利
政
策
を
貫
ぬ
く
原
型
の
誕
生
と
し
て
新
た
な
評
価
を
迫
っ
て
い
る
。

（
１
）
 

日
銀
金
利
政
策
は
明
治
一
五
年
一
○
月
を
起
点
と
す
る
。
そ
の
と
き
の
金
利
規
定
は
、
公
債
抵
当
賃
、
金
銀
貨
抵
当
賃
、
割
引
の
三

つ
の
勘
定
か
ら
な
る
。
抵
当
賛
は
一
ヵ
月
と
一
一
一
カ
月
の
期
限
を
も
ち
、
割
引
は
当
所
割
引
の
み
か
ら
な
り
、
ま
た
一
一
一
者
の
金
利
水
準
は

金
銀
賃
抵
当
貸
川
割
引
八
公
債
抵
当
賛
で
あ
り
、
抵
当
賛
を
主
と
す
る
規
定
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
六
年
三
月
に
は
、
割
引
八
公

債
抵
当
川
金
銀
賛
抵
当
と
な
り
、
十
月
に
は
他
所
割
引
規
定
の
追
加
を
蕊
割
引
優
位
の
姿
勢
が
現
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
当
所
割
引
、

他
所
割
引
へ
定
期
賛
の
一
一
一
本
か
ら
な
る
金
利
規
定
に
結
実
す
る
の
は
一
六
年
一
一
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
金
利
規
定
は
そ
の
後
六
年
半
の

あ
い
だ
一
一
一
一
一
一
回
の
公
定
歩
合
の
変
更
を
経
験
し
た
が
、
そ
の
う
ち
一
一
一
回
を
例
外
と
し
て
全
て
当
所
割
引
八
定
期
貸
八
他
所
割
引
で
割
引

優
位
の
相
対
的
位
置
を
守
っ
て
い
る
。
し
か
し
当
所
割
引
と
定
期
賛
と
の
金
利
差
は
最
初
の
う
ち
日
歩
二
厘
に
近
い
大
き
な
も
の
だ
っ

た
が
、
一
八
年
四
月
以
来
そ
の
差
は
縮
小
し
つ
い
に
は
一
厘
差
に
近
づ
く
。
こ
の
割
引
主
導
の
揺
ぎ
の
な
か
で
一
一
一
一
一
年
一
○
月
鉄
道
株

を
中
心
と
す
る
担
保
品
付
手
形
割
引
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
割
引
索
は
貸
付
金
利
子
と
同
率
と
さ
れ
、
当
所
割
引
と
他
所
割
引
の
ほ
ぼ

な
か
ほ
ど
に
定
め
ら
れ
た
が
、
一
一
年
半
た
っ
た
二
六
年
五
月
か
ら
一
一
七
年
六
月
ま
で
の
ほ
ぼ
一
年
間
、
当
所
割
引
Ⅱ
担
保
付
割
引
Ⅱ
定

期
貸
八
他
所
割
引
が
出
現
し
、
商
業
手
形
割
引
優
立
の
姿
勢
を
貫
徹
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
二
六
年
一
一
一
月
当
座
賃
越
、
二
七
年

六
月
コ
ル
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
金
利
が
発
表
さ
れ
こ
こ
に
道
具
立
て
が
全
て
整
う
が
、
第
四
代
総
裁
岩
崎
弥
之
肋
の
登
場
に
よ
っ
て
、
日

銀
信
用
は
預
金
銀
行
主
義
へ
む
け
て
大
転
換
を
敢
行
す
る
。
そ
の
最
初
の
く
さ
び
が
銀
行
取
引
と
個
人
取
引
の
二
本
建
て
の
規
定
を
も

つ
一
一
一
○
年
六
月
の
金
利
改
定
で
あ
る
。
こ
の
改
定
に
お
い
て
日
銀
は
、
一
方
で
個
人
取
引
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
鞘
取
」
オ
ー

尋
〈
Ｉ
ロ
ー
ン
を
修
正
し
よ
う
と
し
、
他
方
で
当
所
割
引
八
他
所
割
引
Ⅱ
見
返
品
担
保
手
形
割
引
Ⅱ
定
期
貸
八
当
座
賃
越
Ⅱ
コ
ル
レ
ス
と

い
う
厳
格
な
金
利
体
系
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
商
業
手
形
割
引
優
位
の
姿
勢
を
確
立
し
よ
う
と
試
承
た
の
で
あ
る
。
個
人
取
引
金
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利
は
、
銀
行
に
過
大
な
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
当
所
、
見
返
品
割
引
、
定
期
賃
全
て
日
歩
四
厘
だ
け
銀
行
取
引
金
利
よ
り
高
く
決
め

ら
れ
た
が
、
そ
の
格
差
は
次
第
に
縮
め
ら
れ
、
一
一
一
二
年
一
一
月
に
は
ゼ
ロ
と
な
り
銀
行
向
け
と
個
人
向
け
の
区
別
は
な
く
な
り
統
合
さ

れ
る
に
至
っ
た
。
》
」
の
過
程
は
文
字
通
り
と
れ
ば
預
金
銀
行
主
義
の
貫
徹
に
他
な
ら
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
商
業
手
形
割
引
第
一
主
義

は
維
持
さ
れ
な
が
ら
も
次
第
に
厳
格
さ
を
失
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
入
り
く
ん
だ
事
情
を
知
る
な
ら
ば
、
日
銀
が
全
力
を
あ
げ

て
お
し
す
す
め
る
預
金
銀
行
主
義
の
染
ち
が
い
か
に
苦
難
に
み
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
当
所
割
引
率
は
見
返
品
担
保
Ｉ
定
期
貸
金
利
に
対
し
原
則
と
し
て
日
歩
一
一
一
厘
下
ま
わ
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
、
一
一
一
一
一
年

一
一
一
月
か
ら
一
一
月
一
時
的
に
一
一
厘
差
と
さ
れ
、
六
月
に
は
こ
れ
ま
で
見
返
品
の
担
保
価
格
は
一
率
六
掛
で
あ
っ
た
の
を
人
掛
以
内
と
し

依
頼
者
の
信
用
に
よ
っ
て
そ
の
つ
ど
決
め
る
な
ど
の
条
件
の
緩
和
が
ふ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
三
六
年
三
月
か
ら
は
つ
い
に
一
厘

差
に
き
り
つ
め
ら
れ
、
根
強
い
見
返
品
担
保
割
引
の
浸
蝕
に
よ
っ
て
日
銀
が
標
傍
す
る
商
業
手
形
第
一
主
義
は
、
一
一
一
六
年
一
○
月
松
尾

日
銀
総
裁
就
任
に
際
し
、
曽
根
大
蔵
大
臣
が
掲
げ
た
「
金
融
調
理
」
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
土
台
を
半
ば
崩
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

ｂ
明
治
末
日
銀
の
金
利
制
度
改
革

日
銀
は
創
立
以
来
厳
格
な
商
業
手
形
第
一
主
義
を
志
向
し
な
が
ら
、
現
実
が
要
請
す
る
国
債
あ
る
い
は
株
式
を
担
保
と
す
る
定
期

賀
、
担
保
付
手
形
割
引
の
魔
力
に
ひ
き
ず
ら
れ
、
そ
の
厳
格
さ
を
喪
失
し
て
い
っ
た
。
創
立
後
二
○
年
の
あ
い
だ
理
念
と
現
実
の
は
ざ

ま
を
右
に
左
に
大
き
な
動
揺
を
く
り
か
え
し
た
日
銀
は
、
日
露
戦
勃
発
に
よ
る
遁
大
な
国
債
の
累
積
の
な
か
で
殉
従
来
の
分
裂
し
が
ち

な
方
針
を
一
変
し
、
新
た
な
金
利
政
策
を
も
と
め
て
い
く
つ
か
の
改
革
に
着
手
す
る
。
そ
の
第
一
歩
ほ
、
こ
れ
ま
で
崩
れ
つ
つ
も
掲
げ

つ
づ
け
て
き
た
商
業
手
形
第
一
主
義
の
原
則
を
ひ
と
ま
ず
な
げ
す
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
切
り
ひ
ら
か
れ
た
の
で
あ
る
。
一
一
一
六
年
一
一
一
月
以

来
三
年
余
り
見
返
品
を
担
保
と
す
る
手
形
割
引
の
金
利
は
、
当
所
手
形
割
引
に
対
し
わ
ず
か
日
歩
一
厘
高
と
著
し
い
接
近
を
ゑ
せ
た

が
、
一
一
一
九
年
五
月
つ
い
に
国
債
を
抵
当
と
す
る
貸
付
お
よ
び
国
債
を
見
返
品
と
す
る
手
形
割
引
の
金
利
を
、
当
所
商
業
手
形
割
引
金
利
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と
同
一
と
す
る
画
期
的
な
金
利
規
定
の
改
定
が
断
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
五
月
の
規
定
は
形
式
的
整
備
と
い
う
点
で
不
充
分
な
も

の
を
残
し
て
い
た
が
、
つ
づ
く
七
月
の
改
訂
に
よ
っ
て
、
国
債
を
抵
当
・
担
保
と
す
る
貸
付
・
見
返
品
手
形
割
引
Ⅱ
当
所
商
業
手
形
割

引
八
国
債
以
外
の
も
の
を
抵
当
・
担
保
と
す
る
貸
付
・
見
返
品
手
形
割
引
ハ
他
所
商
業
手
形
割
引
Ⅱ
当
座
・
コ
ル
レ
ス
賛
趣
と
い
う
五

本
立
て
の
す
っ
き
り
し
た
金
利
体
系
に
整
備
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
第
五
九
表
参
照
）
。
こ
の
国
債
担
保
を
商
業
手
形
な
承
に
遇
す
る
と

い
う
新
た
な
規
定
は
、
昭
和
初
年
に
至
る
そ
の
後
の
日
銀
公
定
歩
合
政
筬
の
基
本
線
を
か
た
ら
ず
く
る
こ
と
に
な
る
。

一
一
一
九
年
七
月
に
敢
行
さ
れ
た
日
銀
金
利
改
革
の
第
二
の
特
徴
は
、
無
打
歩
為
換
取
組
の
開
始
と
各
店
貸
出
歩
合
の
画
一
化
に
あ
る
。

こ
れ
ま
で
日
銀
は
為
替
取
組
に
さ
い
し
允
換
券
現
送
な
ど
の
諸
費
用
を
勘
案
し
て
木
支
店
お
よ
び
出
張
所
間
の
為
替
に
打
歩
を
徴
収
し

（
２
）
 

て
き
た
が
、
「
各
地
間
の
資
金
を
迅
速
軽
便
に
し
自
然
金
利
の
低
下
を
図
る
」
た
め
に
そ
の
「
妨
窒
ロ
と
な
る
」
日
銀
為
替
打
歩
を
率
先

し
て
廃
止
す
る
こ
と
に
決
し
た
の
で
あ
る
。
日
銀
は
す
で
に
明
治
一
一
五
年
東
京
大
阪
間
を
第
一
弾
と
し
、
一
一
三
年
に
は
日
銀
の
全
木
支

店
間
に
お
い
て
、
当
座
取
引
銀
行
に
対
し
て
保
証
小
切
手
に
よ
る
無
料
送
金
制
度
を
ひ
ら
き
、
地
方
間
送
金
の
た
め
の
脈
管
体
系
を
樅

築
し
た
。
そ
れ
か
ら
八
年
後
日
銀
本
店
よ
り
各
支
店
Ⅲ
張
所
へ
向
け
た
為
替
送
金
二
億
五
六
千
万
円
」
の
「
約
半
額
弱
」
、
逆
に
本

（
３
）
 

店
へ
向
け
た
送
金
為
替
「
一
億
有
余
万
円
一
の
「
約
七
割
」
は
保
証
小
切
手
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
保
証
小
切
手
に
よ
る
地
方

間
送
金
の
一
層
の
振
興
を
め
ざ
し
、
そ
の
最
後
の
障
害
で
あ
っ
た
為
替
打
歩
の
廃
止
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
為
替
打
歩
が
あ
る
か
ぎ
り
日
銀
各
店
の
貸
出
金
利
は
格
差
を
も
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
為
替
打
歩
の
廃
止
に
よ
り
そ
の
根

拠
は
な
く
な
り
、
こ
こ
に
日
銀
七
店
の
各
種
貸
出
金
利
は
は
じ
め
て
均
一
の
も
の
と
な
っ
た
。
従
来
日
銀
各
店
の
貸
出
金
利
は
通
常
最

高
一
一
厘
の
ひ
ろ
が
り
を
も
っ
て
い
た
が
、
ま
ず
三
八
年
西
部
支
店
金
利
を
本
店
と
同
一
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
金
利
平
準
化
は
そ
の
第

（
４
）
 

一
歩
を
ふ
ゑ
だ
し
、
つ
づ
く
三
九
年
為
替
打
歩
の
廃
止
を
機
に
一
挙
に
実
を
結
ぶ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

日
銀
内
部
通
達
の
「
理
由
醤
」
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ
の
措
置
に
よ
っ
て
「
各
地
の
金
利
は
均
一
低
下
の
勢
を
生
ず
ぺ
し
」
と
い
う
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三
九
年
日
銀
金
利
制
度
改
革
の
第
三
点
は
「
最
高
最
低
金
利
」
の
導
入
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
日
銀
金
利
の
公
表
は

五
種
類
に
区
別
さ
れ
、
貸
出
は
こ
の
公
表
利
率
に
よ
っ
て
一
率
に
行
わ
れ
た
が
、
「
元
来
利
息
は
得
意
先
の
信
用
の
程
度
貸
出
期
限
の
長

短
等
に
よ
り
て
区
別
」
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
「
従
来
の
一
律
制
を
改
め
」
利
率
に
最
高
最
低
を
設
け
そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
時
に

（
６
）
 

応
じ
て
選
択
す
る
「
屈
伸
自
在
」
の
方
法
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
る
金
利
は
妓
低
歩
く
ｍ

で
あ
る
が
、
木
村
満
四
郎
営
業
局
長
は
さ
き
の
談
話
の
な
か
で
「
股
低
歩
合
と
云
ば
ん
よ
り
も
一
般
貸
出
」
の
「
標
準
利
率
」
あ
る
い

（
６
）
 

は
「
普
通
歩
合
」
と
呼
ぶ
方
が
「
却
て
事
実
に
適
中
す
る
な
ら
ん
」
と
説
い
て
い
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
「
貸
出
予
算
極
度
」
す
な
わ

ち
「
営
業
予
算
制
度
」
か
ら
「
貸
出
標
準
制
度
」
へ
の
展
望
が
暗
黙
襖
に
前
提
さ
れ
て
い
る
。
貸
出
が
貸
出
予
算
極
度
を
こ
え
る
ま
で
は

通
常
最
低
金
利
の
適
用
を
う
け
る
。
極
度
を
こ
え
る
場
合
、
あ
る
い
は
極
度
内
に
あ
っ
て
も
資
金
の
用
途
や
資
金
の
固
定
を
め
ぐ
っ
て

懸
念
が
あ
る
場
合
、
さ
ら
に
同
種
の
有
価
証
券
を
多
額
に
担
保
と
し
て
徴
す
る
場
合
に
は
、
最
低
金
利
よ
り
高
い
第
二
段
階
の
金
利
を

（
７
）
 

払
う
。
そ
れ
で
も
な
お
貸
出
請
求
を
抑
制
し
蘂
え
な
い
と
き
に
は
、
一
層
高
い
第
三
段
階
の
金
利
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
最
高

を
う
か
が
わ
せ
る
。

期
待
が
吐
露
さ
れ
、
そ
の
意
図
を
め
ぐ
っ
て
「
近
来
外
資
輸
入
の
途
開
け
」
「
内
国
資
本
の
利
率
外
資
に
比
し
て
頗
る
高
き
」
こ
と
が

（
５
）
 

指
摘
さ
れ
、
そ
の
う
鱈
え
で
「
内
国
金
利
の
低
下
」
は
「
国
家
経
済
上
極
め
て
望
ま
し
き
所
」
と
証
”
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
期
待
の
背
後
に

は
、
猶
大
な
軍
事
お
よ
び
戦
後
経
営
国
債
を
か
か
え
そ
の
調
達
コ
ス
ト
を
い
か
に
外
債
な
ゑ
に
切
り
下
げ
る
か
、
大
蔵
。
日
銀
官
僚
に

よ
る
国
債
管
理
を
め
ぐ
る
低
金
利
政
策
の
企
図
を
よ
承
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
」
の
点
に
つ
い
て
は
、
三
四
年
一
○
月
以
来
営
業
局
長

と
し
て
陣
頭
に
立
つ
木
村
溝
四
郎
が
「
日
本
銀
行
金
利
制
度
の
改
正
」
と
題
す
る
談
話
に
お
い
て
、
全
国
金
利
が
「
均
一
低
廉
」
と
な

（
６
）
 

る
と
考
え
る
の
は
「
多
少
誤
謬
の
見
た
る
を
免
れ
ず
」
と
い
い
、
金
利
の
低
下
で
な
く
「
平
準
」
化
を
強
調
し
て
お
り
、
微
細
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
の
違
い
で
は
あ
る
が
、
日
銀
内
部
に
金
融
政
策
を
め
ぐ
っ
て
何
ら
か
の
流
れ
の
違
い
が
不
分
明
な
か
た
ち
で
あ
れ
あ
っ
た
こ
と
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最
低
歩
合
」
制
は
「
貸
出
予
算
極
度
」
概
念
と
密
接
に
む
す
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
営
業
局
長
木
村
情
四
郎
が
そ
れ
を
「
標
準

利
率
」
と
呼
ぶ
と
き
彼
の
胸
中
に
お
い
て
は
す
で
に
よ
り
弾
力
的
な
「
貸
出
標
準
制
度
」
と
む
す
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

日
銀
営
業
予
算
制
度
は
明
治
一
一
三
年
一
一
月
に
定
め
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
日
銀
各
店
の
貸
出
は
成
行
次
第
で
各
店
貸
出
の
膨
張
あ
る
い

は
不
均
衡
な
ど
の
弊
が
め
だ
っ
た
た
め
、
各
店
の
貸
出
極
度
を
定
め
、
非
常
の
と
き
以
外
は
そ
の
枠
内
に
貸
出
を
お
さ
え
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
概
要
は
「
名
店
か
ら
予
め
次
半
季
の
貸
出
金
取
引
先
別
予
算
表
お
よ
び
営
業
予
算
表
を
提
出
さ
せ
、
こ
れ
を
査
定
の
上
へ
総

（
８
）
 

裁
か
ら
各
取
引
先
へ
貸
出
金
極
度
お
よ
び
運
用
金
予
算
額
を
通
達
す
る
」
こ
と
を
骨
子
と
す
る
。
そ
れ
は
、
日
銀
に
深
く
依
存
す
る

「
鞘
取
」
オ
ー
パ
ー
ロ
ー
ン
体
制
か
ら
預
金
銀
行
主
義
へ
の
構
造
変
革
を
上
か
ら
強
力
に
お
し
す
す
め
る
べ
く
導
入
さ
れ
た
日
銀
に
よ

る
量
的
統
制
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
貸
出
限
度
枠
規
制
に
よ
る
量
的
規
制
は
、
預
金
銀
行
主
義
を
支
え
る
市
場
原
理
の
作
動
を
外
か
ら

枠
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
で
き
う
る
か
ぎ
り
早
期
に
預
金
銀
行
主
義
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
本
来
そ
れ
と
は
な
じ
ま
な
い
権
力
的

措
置
を
導
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
過
渡
期
特
有
の
逆
説
を
色
濃
く
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
預
金
銀
行
主
義
が
浸
透
し
確

立
す
る
に
と
も
な
い
、
市
場
原
理
は
営
業
予
算
制
度
に
よ
る
貸
出
限
度
枠
規
制
を
過
渡
的
な
外
的
規
制
と
し
て
そ
の
撤
廃
を
要
求
す

る
。
外
的
な
量
的
統
制
と
し
て
の
営
業
予
算
制
度
か
ら
市
場
機
構
に
則
し
た
貸
出
標
準
制
度
へ
の
転
回
の
う
ち
に
、
そ
の
浸
透
・
貫
徹

の
す
が
た
を
象
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
転
回
を
架
橋
す
る
媒
介
項
が
、
三
九
年
新
た
に
導
入
さ
れ
た
「
最
高
最
低
歩
合
」
制
に
他
な

ら
な
い
。
「
最
高
最
低
歩
合
」
制
は
、
三
二
年
預
金
銀
行
主
義
の
確
立
を
め
ざ
し
て
導
入
さ
れ
た
営
業
予
算
制
度
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、

そ
の
外
的
な
量
的
統
制
の
内
部
に
金
利
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
換
骨
奪
胎
を
は
か
ろ
う
と
い
う
漸
進
的
で
は
あ
れ
実

に
執
勧
な
預
金
銀
行
主
義
の
実
質
化
の
試
み
で
あ
っ
た
。
権
力
に
よ
っ
て
自
由
を
確
立
す
る
と
い
う
過
渡
期
の
デ
ィ
レ
ン
マ
か
ら
の
脱

却
は
長
期
的
展
望
に
裏
付
け
ら
れ
た
漸
進
的
な
改
革
の
多
大
な
つ
糸
か
さ
ね
を
必
要
と
す
る
。

こ
う
し
た
改
革
の
一
コ
マ
を
な
す
「
最
高
最
低
歩
合
」
制
の
導
入
は
、
明
治
三
七
年
初
め
に
は
「
内
議
既
に
決
定
」
さ
れ
て
い
た
の
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（
９
）
 

で
あ
る
が
、
日
露
戦
の
勃
発
に
遭
遇
し
「
実
行
を
見
合
せ
」
二
年
後
の
三
九
年
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
・
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
一
一
一
九

年
実
行
に
移
さ
れ
た
の
は
、
国
悩
以
外
の
も
の
を
抵
当
・
担
保
と
す
る
貸
付
・
見
返
品
付
割
引
に
限
ら
れ
、
国
償
を
抵
当
・
担
保
と
す

る
貸
付
・
割
引
は
ひ
と
ま
ず
は
ず
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
時
す
で
に
日
銀
信
用
の
主
流
と
し
て
戦
略
的
な
位
置
を
占
め
て
い
た
国

債
を
担
保
と
す
る
貸
出
だ
け
が
そ
の
後
五
年
あ
ま
り
も
「
最
高
股
低
歩
合
」
制
の
適
用
外
と
し
て
、
金
利
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
の
加
味
さ
れ
た

「
信
用
割
当
」
の
調
盤
ル
ー
ル
に
Ⅲ
さ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
国
僻
勝
塵
遇
政
策
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
同
時
に
漸
進
す
る
預
金

銀
行
主
義
の
後
退
・
足
ぶ
ゑ
を
意
味
す
る
。
ひ
と
と
き
忍
従
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
市
場
原
理
も
、
明
治
末
国
債
整
理
の
季
節
の
到
来
と

と
Ｊ
ｂ
に
第
二
弾
の
改
革
を
敢
行
し
残
さ
れ
た
課
題
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
埋
め
て
ゆ
く
。

そ
の
第
一
の
成
果
が
、
明
治
四
三
年
三
月
の
公
定
歩
合
引
下
げ
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
商
業
手
形
割
引
金
利
の
当
所
・
他
所
の
区
別

の
廃
止
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
当
所
・
他
所
の
割
引
率
は
通
常
一
一
一
厘
の
ひ
ら
き
を
も
っ
て
い
た
が
、
四
一
一
一
年
一
月
の
改
訂
で
一
厘
差
と

（
⑩
）
 

さ
れ
、
つ
づ
い
て
一
一
一
月
に
は
撤
廃
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
三
九
年
改
革
に
お
け
る
日
銀
為
替
送
金
の
打
歩
廃
止
、
日
銀
本
支
店
貸

川
金
利
の
均
一
化
の
延
長
線
に
位
櫛
し
、
こ
の
撤
廃
に
よ
っ
て
日
銀
再
割
引
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
当
所
で
あ
れ
他
所
宛
で
あ
れ
商
業
手
形

と
し
て
全
く
同
等
に
扱
わ
れ
、
日
銀
金
利
体
系
の
う
ち
に
残
っ
た
唯
一
の
地
域
差
も
消
失
し
、
日
銀
に
よ
る
商
業
手
形
再
割
引
は
何
の

条
件
Ｊ
も
も
た
ず
完
全
に
開
か
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
一
連
の
改
革
は
、
日
銀
が
上
か
ら
一
層
全
国
的
な
金
利
平
準
化
を
お
し
す
す

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
少
く
と
Ｊ
も
そ
れ
を
う
ゑ
だ
す
ほ
ど
の
全
国
的
な
資
金
連
関
網
と
金
利
平
準
化
が
一
一
一
四
年
金
融
恐
慌

以
降
明
治
末
に
か
け
て
都
市
金
融
市
場
を
中
心
に
次
第
に
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
二
の
成
果
は
、
四
四
年
一
○
月
国
債
を
担
保
と
す
る
貸
付
・
割
引
に
対
し
て
も
「
最
高
最
低
歩
合
」
制
を
適
用
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
次
の
年
の
一
月
一
日
よ
り
鮫
低
日
歩
一
銭
五
厘
、
股
高
一
銭
八
厘
で
実
施
し
た
こ
と
で
あ
る
。
日
銀
は
そ
の
経
紳
に
つ
い
て
大
蔵

大
臣
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
「
上
申
」
し
て
い
る
。
一
一
一
九
年
「
危
高
最
低
歩
合
」
制
を
導
入
し
た
と
き
国
償
担
保
貸
出
を
そ
の
適
用
外
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（
皿
）

と
し
た
の
は
、
「
臨
時
軍
事
費
に
関
す
る
国
臓
募
錐
発
行
の
事
未
だ
完
了
せ
ざ
り
し
」
こ
と
、
さ
ら
に
日
銀
貸
出
担
保
ロ
叩
は
「
国
債
以

外
に
」
「
少
か
ら
ず
市
場
に
存
在
し
た
」
こ
と
に
よ
る
が
、
そ
の
後
鉄
道
国
有
化
に
よ
っ
て
「
諸
鉄
道
会
社
の
株
券
社
憤
は
多
く
国
俄

に
変
形
」
し
た
た
め
、
国
伏
担
保
を
適
用
外
と
す
る
「
最
高
最
低
歩
合
」
制
の
「
旨
趣
は
殆
ど
没
却
」
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
「
近
来

一
般
銀
行
の
実
力
」
発
達
し
「
市
場
久
し
く
金
融
緩
慢
の
事
態
を
持
続
」
し
「
資
金
の
運
用
往
々
放
慢
に
流
」
れ
、
も
し
「
之
を
放
置

（
Ⅲ
）
 

す
る
時
は
金
融
の
調
節
上
齪
だ
遺
憾
の
場
合
Ｊ
も
」
お
き
か
ね
な
い
。
こ
こ
で
日
銀
が
市
中
の
金
融
市
場
の
動
勢
を
統
御
す
る
た
め
に

は
、
日
銀
信
用
の
大
半
を
占
め
る
国
償
担
保
貸
出
を
「
最
高
最
低
歩
合
」
制
に
よ
る
「
傭
用
割
当
」
の
メ
ヵ
ー
ー
ズ
ム
に
く
象
こ
む
し
か

残
さ
れ
た
方
策
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
股
澗
般
低
歩
合
」
制
は
導
入
後
五
年
を
経
て
漸
く
国
偵
を
担
保
と
す
る
焚
付
・
割
引
を
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
く
ゑ
こ
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
銀
貸
出
の
う
ち
商
業
手
形
割
引
、
当
座
・
コ
ル
レ
ス
貸
越
を
除
く
全
て
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
商
業
手
形
割
引
が
そ

の
適
用
を
免
れ
た
た
め
に
、
商
業
手
形
割
引
の
金
利
は
割
引
鼠
に
か
か
わ
り
な
く
国
債
担
保
貸
出
の
最
低
金
利
と
同
じ
で
あ
る
が
、
国

偵
担
保
貸
出
の
金
利
は
削
引
戯
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
順
次
般
高
金
利
ま
で
上
昇
し
て
ゆ
く
か
ら
、
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
国
俊
担
保
金

利
を
商
業
手
形
割
引
金
利
と
Ｍ
一
と
す
る
国
俄
優
遇
策
は
半
歩
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
再
び
商
業
手
形
第
一
主
義
が
か
ろ
う
じ
て
確

保
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
一
一
一
○
年
金
本
位
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
う
量
的
統
制
を
武
器
と
す
る
日
銀
の
預
金
銀
行
主
義
は
、
三
四
年

金
融
恐
慌
を
頂
点
に
満
々
と
橋
頭
曝
を
築
き
あ
げ
て
い
っ
た
。
日
露
戦
勃
発
を
契
機
と
す
る
巨
大
な
軍
珈
国
伏
の
累
積
の
な
か
で
そ
の

基
礎
は
ほ
り
崩
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
後
退
の
な
か
で
も
「
最
高
鮫
低
歩
合
」
制
な
ど
の
抵
抗
拠
点
を
新
た
に
築
き
、
国
債
整
理
の
潮

流
が
く
る
や
再
び
攻
勢
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
が
り
な
り
に
も
商
業
手
形
割
引
第
一
主
義
を
掲
げ
た
あ
と
は
、
国
債
担
保
貸
出
を
統

御
す
る
「
最
高
最
低
歩
く
ｕ
制
を
市
場
原
理
に
そ
く
し
て
再
編
・
改
革
す
る
こ
と
が
預
金
銀
行
主
義
が
か
か
え
る
当
面
の
課
題
と
な
る
。

明
治
四
四
年
一
一
月
日
銀
は
貸
出
標
準
制
度
を
創
設
し
、
翌
年
三
月
こ
れ
ま
で
の
営
業
予
算
制
度
を
廃
止
し
た
が
、
「
最
高
最
低
歩



108 
合
」
制
は
、
そ
の
基
礎
を
営
業
予
算
制
か
ら
貸
出
標
準
制
へ
移
し
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
本
来
も
つ
市
場
原
理
に
沿
っ
た
調

節
機
能
を
充
分
に
発
揮
し
う
る
条
件
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
貸
出
標
準
と
む
す
び
つ
い
た
「
最
高
最
低
歩
合
」
制
す
な

わ
ち
「
高
利
率
適
用
制
」
の
確
立
が
明
治
末
日
銀
金
利
制
度
改
革
の
第
三
の
成
果
で
あ
り
、
一
連
の
改
革
を
し
め
く
る
意
義
を
も
つ
。

日
銀
は
、
高
率
適
用
制
を
実
行
す
る
に
あ
た
り
、
取
引
先
銀
行
の
状
況
に
応
じ
て
半
季
毎
に
個
食
貸
出
標
準
を
定
め
る
。
貸
出
標
準

は
、
Ｈ
そ
の
銀
行
の
払
込
資
本
金
と
積
立
金
の
総
額
の
「
一
一
十
分
の
一
」
と
□
そ
の
総
額
に
繰
越
金
を
加
え
た
も
の
の
「
一
一
一
分
の
二
」
と

口
直
に
換
価
し
う
る
純
流
動
資
産
の
「
四
分
の
三
」
の
う
ち
最
少
の
も
の
を
と
り
、
こ
の
貸
出
標
準
額
を
越
え
る
貸
出
に
対
し
て
は
高

（
⑫
）
 

率
金
利
を
課
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
ま
で
日
銀
貸
出
は
営
業
予
算
制
に
よ
り
貸
出
凰
璽
を
「
直
接
枠
内
に
収
め
る
」
こ
と
が
で
き
た

が
、
貸
出
標
準
Ⅱ
高
率
適
用
制
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
、
貸
出
は
ひ
と
え
に
担
当
者
の
「
裁
断
に
委
せ
」
ら
れ
、
高
率
適
用
制
の
金
利
〆

（
Ⅲ
）
 

カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
「
間
接
的
に
貸
出
の
膨
張
を
抑
制
す
る
」
方
法
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
営
業
予
算
制
の
も
と
で
は
高
率
適
用
制

の
金
利
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
は
「
貸
出
予
算
極
度
」
に
拘
束
さ
れ
半
身
不
随
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
自
ら
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
貸
出
標
準
制

を
う
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
機
能
を
部
分
的
で
は
あ
れ
取
り
も
ど
し
、
つ
い
に
日
銀
信
用
の
中
枢
に
市
場
原
理
に
も
と
ず
く
さ
さ
や

か
な
「
自
律
的
」
な
調
整
機
構
を
も
ち
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。

明
治
四
五
年
三
月
高
率
適
用
制
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
日
銀
内
部
通
達
は
い
く
つ
か
の
内
訓
を
与
え
て
い
る
。
ま
ず
試
金
石
を
な

す
商
業
手
形
に
つ
い
て
は
「
商
取
引
の
円
満
を
助
成
す
る
」
た
め
に
貸
出
「
標
準
以
外
に
置
」
き
、
「
割
引
金
額
の
制
限
を
も
解
く
」

こ
と
に
よ
っ
て
無
制
限
の
優
遇
を
与
え
る
こ
と
、
手
形
は
「
最
真
正
確
実
」
な
る
も
の
を
え
ら
び
融
通
手
形
は
避
け
る
こ
と
、
さ
ら
に

金
融
「
救
済
を
要
す
る
」
場
合
に
は
、
「
高
率
を
適
用
せ
ざ
る
」
「
標
準
以
外
の
貸
出
」
に
よ
っ
て
、
最
後
の
貸
手
と
し
て
の
機
能
を
果

（
皿
）

す
こ
と
。
こ
れ
ら
の
内
訓
の
背
後
に
は
、
「
拘
束
」
を
「
廃
し
」
「
自
ら
」
「
塩
梅
せ
し
む
る
」
預
金
銀
行
主
義
の
強
い
意
志
を
読
み
と

金
融
「
救
済
を
要
寸

す
こ
と
。
こ
れ
ら
の

る
こ
と
が
で
き
る
。
，
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ｃ
高
率
適
用
制
と
低
金
利

明
治
末
日
本
の
預
金
銀
行
主
義
の
到
達
点
の
ひ
と
つ
の
成
果
と
し
て
高
率
適
用
制
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
日
銀
信
用

に
お
け
る
市
場
メ
ヵ
ー
ー
ズ
ム
に
よ
る
「
自
律
的
」
調
整
機
構
に
他
な
ら
な
い
が
、
日
本
信
用
機
構
に
お
い
て
市
場
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
は
、
何

故
高
率
適
用
制
と
い
う
独
特
な
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
こ
に
新
た
な
興
味
が
沸
く
。
高
率
適
用
制
が
も

つ
「
自
律
的
」
調
整
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
の
特
徴
は
、
金
利
機
能
の
充
全
た
る
発
揮
で
は
な
く
、
金
利
機
能
と
信
用
割
当
の
折
衷
の
う
ち
に
あ

る
。
な
ぜ
日
銀
信
用
に
お
い
て
金
利
機
能
は
完
全
な
自
律
的
な
作
動
形
態
を
と
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
信
用
割
当
を

導
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
条
件
す
な
わ
ち
低
金
利
体
系
に
由
来
す
る
。

預
金
銀
行
主
義
の
確
立
と
と
も
に
、
金
融
市
場
が
次
第
に
整
備
さ
れ
、
各
種
金
利
は
ひ
と
つ
の
秩
序
だ
っ
た
金
利
体
系
を
う
み
だ
し

て
ゆ
く
。
明
治
三
○
年
代
預
金
銀
行
へ
の
編
成
替
と
と
も
に
、
金
融
諸
家
の
視
野
は
単
な
る
個
別
金
利
水
準
か
ら
金
利
体
系
全
体
へ
と

拡
が
り
、
明
治
末
に
至
っ
て
、
日
本
の
公
定
歩
合
と
市
場
金
利
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
議
論
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
の
論
点

（
旧
）

は
、
「
欧
州
諸
国
に
於
て
は
銀
行
利
率
市
場
利
率
よ
り
高
き
に
反
し
我
国
に
於
て
は
、
日
銀
の
利
率
却
て
普
通
銀
行
の
利
率
よ
り
低
」

い
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
に
あ
る
。
そ
の
代
表
的
見
解
は
、
日
銀
創
設
後
ま
も
な
く
銀
行
局
長
と
し
て
西
欧
流
の
手
形
割
引
の
移
植
に
力

を
尽
し
た
田
尻
稲
次
郎
に
よ
る
「
鞘
取
」
銀
行
論
で
あ
ろ
う
。
「
中
央
銀
行
の
利
子
は
安
い
と
安
く
借
っ
て
来
て
高
く
廻
は
し
所
謂
鞘

取
を
や
り
て
地
方
の
銀
行
は
却
っ
て
不
注
意
に
な
る
」
か
ら
「
中
央
銀
行
の
利
率
は
普
通
の
利
率
よ
り
も
高
い
の
が
当
然
で
あ
り
ま

す
」
、
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
逆
に
低
い
た
め
に
「
普
通
の
銀
行
は
預
金
取
扱
を
慎
ま
ず
手
一
杯
に
仕
事
を
し
て
準
備
金
を
豊
に
す
る
気

（
脳
）

は
無
」
く
、
金
詰
り
の
と
き
は
日
銀
よ
り
低
利
で
借
出
せ
ば
よ
い
と
「
甚
し
き
に
至
っ
て
は
鞘
取
り
根
性
」
に
染
ま
っ
て
い
る
と
批
判

す
る
。
こ
の
田
尻
「
鞘
取
」
批
判
論
が
伝
統
的
に
日
本
の
公
定
歩
合
論
の
基
調
・
骨
格
を
な
し
て
き
た
が
、
こ
の
通
説
に
対
し
検
討
す

ぺ
き
二
つ
の
論
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
ひ
ろ
く
喧
伝
さ
れ
て
き
た
「
日
本
の
公
定
歩
合
は
市
場
金
利
よ
り
低
く
」
「
ロ
ン
ド
ン
で
は
逆
」



１１０ 

帝
国
大
学
教
授
川
崎
党
次
郎
は
「
銀
行
利
率
卜
市
場
利
率
ト
ノ
意
義
並
二
相
互
ノ
関
係
二
就
一
Ｚ
と
腿
す
る
本
格
的
な
論
文
に
お
い

（
胴
）

て
、
こ
れ
ら
の
諸
獅
爽
に
も
周
到
に
眼
を
配
り
な
が
ら
漸
く
「
捕
捉
し
得
た
」
「
理
由
の
一
端
」
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、
間
鳥
が

指
摘
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
レ
ー
ト
の
も
つ
意
味
の
違
い
を
認
め
た
う
え
で
、
ロ
ン
ド
ン
、
、
ハ
リ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
、
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
お
よ
び
東
京
に
お
け
る
公
定
歩
合
と
市
場
金
利
を
比
較
し
、
東
京
と
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
だ
け
が
市
場
金
利
よ
り

公
定
歩
合
が
低
い
こ
と
を
見
出
す
。
次
に
日
本
に
お
け
る
そ
の
「
低
き
所
以
」
を
、
第
一
に
民
間
で
は
定
期
預
金
ば
か
り
で
な
く
当
座

預
金
に
も
「
比
較
的
高
率
の
利
息
」
が
か
か
る
の
に
、
日
銀
は
僅
か
な
発
行
税
に
と
ど
ま
る
こ
と
、
第
二
に
日
銀
の
取
引
は
「
銀
行
の

み
に
限
ら
」
れ
て
い
る
か
ら
市
場
利
率
よ
り
公
定
歩
合
が
低
く
と
も
銀
行
は
顧
客
を
失
う
こ
と
が
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
次
に
英
独

に
お
い
て
公
定
歩
合
が
「
高
き
所
以
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
「
市
場
に
資
金
の
潤
沢
な
る
こ
と
」
を
あ
げ
、
そ
の
う
え
で
市
場
金
利
が
ロ

と
い
う
事
実
認
識
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
に
、
「
鞘
取
」
と
批
判
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
そ
う
な
る
の
か
、
因
果
連
関

が
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

三
井
銀
行
横
浜
支
店
長
で
欧
米
通
の
間
島
弟
彦
は
「
倫
敦
金
融
談
」
と
題
す
る
論
稿
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
諸
点
を
め
ぐ
っ
て
、
い
く

つ
か
の
批
判
を
対
置
し
て
い
る
。
第
一
に
ロ
ン
ド
ン
で
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
レ
ー
ト
と
は
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
コ
ー
ル
を
も
と
に
手
形

を
割
引
す
る
利
率
を
い
い
、
銀
行
が
顧
客
に
対
す
る
割
引
率
を
意
味
し
な
い
。
「
此
特
殊
の
事
情
を
明
に
せ
ず
漫
然
日
本
に
て
所
謂
市

（
Ⅳ
）
 

中
利
率
と
同
一
な
り
と
為
す
は
誤
解
の
甚
し
き
も
の
」
と
一
刀
の
も
と
に
切
る
。
第
二
に
、
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
が
割
引
く
手
形
は
「
最

良
手
形
」
す
な
わ
ち
ロ
ン
ド
ン
宛
銀
行
引
受
手
形
で
あ
り
、
そ
の
利
率
は
危
険
に
対
す
る
保
険
料
を
含
ま
な
い
か
ら
極
め
て
低
い
が
、

「
裏
書
、
引
受
の
手
数
料
」
を
加
算
し
た
「
股
後
の
金
利
負
担
者
が
仕
払
う
利
率
」
は
「
内
国
商
業
手
形
の
金
利
歩
合
を
比
較
し
て
甚

し
き
径
庭
な
か
る
べ
」
し
。
こ
れ
ら
の
珈
突
に
よ
り
「
倫
敦
金
利
の
左
ま
で
低
脈
な
ら
ざ
る
こ
と
」
ま
た
日
本
の
公
定
歩
合
の
「
不
当

（
Ⅳ
）
 

な
ら
ざ
る
こ
と
」
を
脱
ぐ
。
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ソ
ド
ン
宛
銀
行
引
受
手
形
あ
る
い
は
ベ
ル
リ
ン
取
引
所
売
買
手
形
な
ど
の
第
一
級
の
優
良
手
形
を
対
象
と
す
る
の
に
対
し
、
公
定
歩
合

（
胴
）

は
「
成
規
の
条
件
を
具
備
」
し
さ
塵
え
ず
れ
ば
「
最
優
等
の
も
の
に
限
」
ら
な
い
点
に
求
め
て
い
る
。

間
島
・
山
崎
二
人
の
欧
米
金
融
通
の
的
確
な
事
実
認
識
に
よ
っ
て
問
題
の
所
在
が
肌
瞭
と
な
る
。
日
銀
公
定
歩
合
が
市
場
金
利
よ
り

低
い
の
は
、
当
座
預
金
取
引
が
充
分
に
発
達
し
な
い
た
め
に
日
本
に
お
い
て
預
金
金
利
負
担
が
大
き
く
、
市
場
に
お
い
て
標
準
金
利
を

生
み
だ
す
ほ
ど
の
第
一
級
の
優
良
手
形
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
と
整
理
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
日
本
に
お
い
て
ピ

ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
勃
興
あ
る
い
は
手
形
割
引
の
市
場
形
成
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ー
ル
を
媒
介
と
す
る
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
と
預
金
銀
行

に
よ
る
重
層
的
な
分
業
体
系
が
未
だ
成
立
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
そ
の
淵
源
を
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
間
島
が
提

起
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
レ
ー
ト
の
内
味
の
彼
我
の
違
い
を
認
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
東
京
。
ロ
ン
ド
ン
の
金
利

水
蝋
に
質
的
な
違
い
は
な
い
と
い
う
第
二
の
批
判
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
裂
謹
。
引
受
の
手
数
料
を

含
め
た
金
利
水
準
に
大
差
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
田
尻
「
鞘
取
」
批
判
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は

彼
我
の
金
利
水
準
の
単
な
る
比
較
で
は
む
ろ
ん
な
く
、
日
銀
金
融
政
策
の
有
効
性
に
か
か
わ
る
問
題
に
他
な
ら
な
い
。
金
融
統
制
力
と

い
う
視
角
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
公
定
歩
合
と
市
場
金
利
の
表
面
に
現
れ
た
関
係
こ
そ
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
論
点
で
あ
る
。

山
崎
覚
次
郎
は
、
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
シ
ュ
ル
ッ
・
ゲ
ヴ
ァ
ー
ニ
ッ
ッ
の
「
露
国
帝
国
銀
行
の
割
引
歩
合
は
通
常
私
定
歩
合
よ
り
低

（
脂
）

き
を
以
て
内
地
に
於
て
は
実
に
非
常
の
勢
力
を
有
す
」
る
と
い
う
一
一
一
一
口
を
ひ
き
、
日
銀
の
金
融
統
制
力
の
源
泉
を
こ
こ
に
も
と
め
て
い

る
。
も
し
市
中
の
銀
行
が
巨
額
の
預
金
を
有
し
日
銀
の
「
援
護
を
請
は
ざ
る
も
の
墹
加
」
す
れ
ば
、
公
定
歩
合
の
変
動
は
「
其
影
響
の

範
囲
と
勢
力
と
を
縮
減
す
る
」
こ
と
は
疑
い
な
い
。
公
定
歩
合
が
市
場
金
利
よ
り
低
い
か
ら
こ
そ
一
般
銀
行
は
日
銀
よ
り
常
に
借
入
れ

し
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
「
鞘
取
」
オ
ー
パ
ー
ロ
ー
ソ
下
す
な
わ
ち
、
公
定
歩
合
が
市
場
金
利
よ
り
低
け
れ
ば
、
田
尻

稲
次
郎
が
多
年
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
鋭
く
指
摘
す
る
よ
う
に
、
公
定
歩
合
を
多
少
変
動
さ
せ
て
も
、
日
銀
に
対
す
る
資
金
需
要
を
ほ
と
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「
高
率
適
用
制
」
と
は
、
低
金
利
下
に
お
け
る
日
銀
信
用
の
「
自
律
的
」
な
調
整
機
構
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
調
節
メ
カ
一
一
ズ
ム
か
ら

商
業
手
形
割
引
が
は
ず
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
こ
の
低
金
利
論
だ
け
で
押
し
通
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
何
故
商
業
手
形

だ
け
が
例
外
と
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
真
正
手
形
理
論
（
閃
８
］
嵐
一
一
ｍ
ｇ
ｏ
ｏ
８
Ｈ
曰
）
に
よ
れ
ば
、
真
正
の
商
業
手
形
を
割
引
き
さ
え
す
れ

ば
通
貨
の
過
剰
発
行
は
起
り
よ
う
が
な
く
、
割
引
業
務
は
全
く
受
動
的
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
日
銀
の
割
引
業
務
の
主
流
は
も
は
や
国
債

担
保
割
引
に
移
っ
て
い
る
。
証
券
を
担
保
と
す
る
手
形
割
引
は
、
実
需
に
根
ざ
し
た
も
の
と
か
ぎ
ら
ず
そ
の
割
引
需
要
は
、
低
金
利
の

も
と
で
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
真
正
手
形
理
論
に
立
て
ば
、
通
貨
の
過
剰
発
行
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
証
券
担
保
割
引
を
主

流
と
す
る
現
実
に
対
し
、
信
用
制
限
Ⅱ
信
用
割
当
を
導
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
低
金
利
の
も
と
で
国
債
担
保
手
形

割
引
が
過
剰
「
流
動
性
」
を
ひ
き
お
こ
さ
な
い
た
め
に
導
入
さ
れ
た
金
利
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
加
味
し
た
信
用
割
当
こ
そ
が
「
高
率
適
用

制
」
の
も
つ
政
策
的
・
段
階
的
意
義
に
他
な
ら
な
い
。

（
１
）
以
下
、
日
銀
公
定
歩
合
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
日
銀
統
計
局
『
明
治
以
降
本
邦
主
要
統
計
』
「
木
行
金
利
表
（
本
店
日
歩
ビ
を
利
用
し
た
。

（
２
）
「
本
行
貸
出
利
率
と
高
低
利
率
適
用
手
続
」
「
日
本
銀
行
沿
革
史
」
第
三
集
第
三
巻
第
二
編
二
九
頁

（
３
）
木
村
情
四
郎
「
日
本
銀
行
金
利
制
度
の
改
正
」
『
銀
行
通
信
録
」
第
二
四
九
号
Ｍ
三
九
・
七

（
４
）
『
日
本
銀
行
沿
革
史
』
第
三
集
第
三
巻
二
八
頁

（
５
）
「
理
由
書
」
（
明
治
三
九
年
六
月
一
五
日
秘
第
九
八
四
四
号
秘
書
役
通
牒
）
同
二
九
－
三
二
頁

適
用
制
」
に
他
な
ら
な
い
。

（
肥
）

ん
ど
左
右
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
ｊ
も
と
で
は
、
日
銀
は
金
利
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
自
ら
の
信
用
量
を
統
御
で
き
ず
、
市
中

に
対
す
る
金
融
統
制
力
も
発
揮
し
え
な
い
。
金
融
政
策
の
有
効
性
を
回
復
す
る
に
は
日
銀
は
、
金
利
政
策
を
行
う
に
あ
た
っ
て
日
銀
信

用
の
供
給
制
限
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
一
一
一
二
年
「
営
業
予
算
制
度
」
の
導
入
で
あ
り
、
こ
の
硬
直
的
な
量
的
制
限
に

金
利
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
加
味
し
、
「
自
律
的
」
な
調
整
機
能
を
発
揮
し
う
る
よ
う
に
し
た
も
の
が
四
四
年
の
「
貸
出
標
準
制
度
」
Ｉ
「
高
率
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明
治
三
○
年
金
本
位
制
移
行
か
ら
三
四
年
金
融
恐
慌
の
な
か
で
、
日
銀
は
古
典
的
な
預
金
銀
行
主
義
を
標
傍
し
て
日
本
信
用
機
構
の

編
成
原
理
を
根
抵
か
ら
く
つ
が
え
す
構
造
的
な
再
編
を
一
歩
一
歩
敢
行
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
東
ア
ジ
ア
の
覇
権
を
か
け
た
日
露
戦
の
勃

発
は
そ
の
ゆ
く
て
に
不
気
味
な
暗
雲
を
投
げ
か
け
、
日
銀
は
再
び
新
た
な
試
錬
の
渦
に
ま
き
こ
ま
れ
て
い
っ
た
。
戦
時
お
よ
び
戦
後
経

営
が
要
請
す
る
湛
大
な
国
債
の
累
積
の
な
か
で
、
日
銀
は
国
償
を
中
心
と
す
る
信
用
体
系
へ
自
ら
を
再
編
し
て
い
っ
た
が
、
日
銀
を
頂

点
と
す
る
確
立
期
の
預
金
銀
行
体
制
に
と
っ
て
真
に
守
る
べ
き
か
つ
確
立
す
べ
き
課
題
は
、
巨
大
な
国
債
発
行
の
要
求
に
歯
止
め
を
か

／■、′■、「へ′■、′■、′へ′~、グー、

１７１６１５１４１３１２１１１０ 
ミーノＬノ、－ノ、.'、ンﾐゾﾐソ、.'

（
６
）
木
村
清
四

（
７
）
『
日
本
銀
鐸

（
８
）
同
一
頁

（
９
）
同
三
一

同
一
一
一
一
頁
明
治
三
六
年
一
○
月
松
尾
日
銀
総
裁
就
任
に
さ
い
し
て
の
曽
根
大
蔵
大
臣
に
よ
る
「
金
融
調
節
」
方
針
に
す
で
に
提
示
さ
れ

て
い
る
ｑ
明
治
大
正
財
政
史
」
第
一
四
巻
六
三
八
頁
）

「
大
蔵
大
臣
宛
上
申
書
」
（
日
銀
内
部
通
達
明
治
四
四
年
一
○
月
二
七
日
秘
第
二
八
一
号
）
同
一
一
一
五
頁

同
五
頁

同
二
頁

日
銀
内
部
通
達
（
明
治
四
五
年
三
月
九
日
調
秘
第
四
九
号
）
同
六
頁

山
崎
党
次
郎
「
銀
行
利
率
卜
市
場
利
率
ト
ノ
意
義
並
二
相
互
ノ
関
係
一
一
ツ
イ
テ
」
『
国
家
学
会
雑
誌
」
第
一
九
巻
五
号
Ｍ
三
八
・
五

田
尻
稲
次
郎
「
我
国
経
済
財
政
状
態
の
困
難
と
銀
行
業
務
の
改
良
に
つ
い
て
」
「
大
阪
銀
行
通
信
録
」
第
一
九
二
号
Ｔ
二
・
九

間
島
弟
彦
「
倫
教
金
融
談
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
二
五
八
号
Ｍ
四
○
・
四

同
三
四
頁

木
村
椿
四
郎
「
日
本
銀
行
金
利
制
度
の
改
正
」
「
銀
行
通
信
録
』
第
二
四
九
号
Ｍ
三
九
・
七

『
日
本
銀
行
沿
革
史
』
第
三
集
第
三
巻
一
一
一
一
－
三
二
頁

館
七
章
日
露
戦
後
の
国
債
管
理
と
市
場
機
織
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け
る
自
律
的
な
調
整
ル
ー
ル
を
榊
築
す
る
）
」
と
に
あ
っ
た
。
日
本
億
用
機
柵
の
骨
格
は
、
軍
小
と
市
場
の
対
抗
の
う
ち
に
、
す
な
わ
ち

政
府
・
大
蔵
省
が
か
か
え
る
国
債
管
理
の
要
求
と
一
方
で
大
蔵
省
・
日
銀
が
希
求
す
る
市
場
機
櫛
と
の
至
烈
な
攻
防
に
よ
っ
て
そ
の
色

調
を
一
変
す
る
。
一
○
年
を
周
期
と
す
る
「
戦
争
循
環
」
と
と
も
に
深
刻
化
す
る
国
偵
管
理
の
重
圧
の
な
か
で
、
大
蔵
省
、
日
銀
、
民

間
預
金
銀
行
の
三
つ
の
ヴ
ェ
ク
ト
ル
は
、
絶
え
ざ
る
対
抗
と
妥
協
の
ば
て
に
い
か
な
る
均
衡
Ⅱ
ル
ー
ル
を
創
出
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
短
期
政
府
証
券
つ
づ
い
て
長
期
国
債
の
応
募
。
引
受
機
櫛
の
変
遷
に
つ
い
て
た
ど
っ
て
染
よ
う
。

一
大
蔵
省
証
券
の
日
銀
引
受
と
市
中
消
化

ａ
入
札
公
募
制
か
ら
日
銀
引
受
へ

日
本
に
お
け
る
短
期
政
府
証
券
発
行
の
さ
き
が
け
は
、
明
治
一
九
年
七
月
に
行
わ
れ
た
大
蔵
省
証
券
二
二
○
万
円
に
よ
る
。
一
七

年
発
布
さ
れ
た
大
蔵
省
証
券
条
例
に
よ
っ
て
一
九
年
か
ら
二
二
年
ま
で
の
一
一
一
年
間
に
総
額
八
七
五
○
万
円
の
発
行
を
み
た
が
、
そ
の
ほ

（
１
）
，
 

と
ん
ど
が
預
金
部
引
受
に
よ
っ
た
。
そ
の
後
一
一
一
五
年
度
に
至
る
一
二
年
間
大
蔵
省
証
券
は
一
度
も
発
行
さ
れ
る
こ
と
ば
な
か
っ
た
。
二

六
年
度
ま
で
は
歳
入
超
過
の
剰
余
金
流
用
に
よ
っ
て
そ
の
必
要
が
な
か
っ
た
が
、
二
七
年
日
清
戦
勃
発
に
さ
い
し
政
府
は
大
蔵
省
証
券

を
活
用
す
る
こ
と
な
く
、
新
た
に
日
銀
か
ら
一
時
借
入
を
す
る
ぶ
ち
を
ひ
ら
い
た
。
そ
の
公
け
の
理
由
は
大
蔵
省
証
券
が
事
変
勃
発
に

（
２
）
 

（
３
）
 

即
応
で
き
な
い
た
め
と
さ
れ
た
が
、
「
金
融
市
場
の
趨
勢
に
鑑
み
一
時
に
民
間
資
金
を
吸
収
す
る
の
不
利
な
る
を
魂
い
め
」
た
た
め
と
も

言
わ
れ
た
。
日
銀
短
期
借
入
金
へ
の
依
存
は
二
七
年
度
か
ら
一
一
一
三
年
度
ま
で
に
総
計
八
九
百
万
円
を
か
ぞ
え
た
が
、
一
一
一
四
年
金
融
恐
慌

を
画
期
に
新
た
な
展
開
を
と
げ
る
。
す
な
わ
ち
一
一
一
四
年
度
に
入
っ
て
大
蔵
省
証
券
発
行
が
再
開
さ
れ
、
そ
の
後
と
く
に
三
七
年
度
以
降

政
府
の
短
期
債
務
の
主
流
を
大
蔵
省
証
券
が
に
な
う
。
日
銀
あ
る
い
は
預
金
部
か
ら
の
短
期
借
入
は
そ
れ
を
補
完
す
る
流
れ
が
割
当
て

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
三
七
年
以
降
大
蔵
省
証
券
は
、
そ
の
残
高
が
最
も
少
い
と
き
で
一
億
円
、
多
い
と
き
で
一
○
億
円
を
こ
え
る
未
だ

か
つ
て
み
な
か
っ
た
全
盛
・
氾
濫
の
時
代
に
突
入
す
る
。
三
四
年
金
融
恐
慌
を
起
点
と
す
る
大
蔵
省
証
券
発
行
の
再
開
と
そ
の
拡
大



115成立期日本信用機櫛の論理と櫛造（完）
蝿
そ
の
量
的
規
模
に
お
い
て
未
曽
有
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
公
募
入
札
と
い
う
日
本
金
融
史
上
ま
さ
し
く
時
代
を

（
４
）
 

画
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
方
法
を
う
み
だ
し
た
点
に
お
い
て
も
未
曾
有
の
事
態
で
あ
っ
た
。

明
治
三
四
年
六
月
政
府
は
大
蔵
省
証
券
発
行
を
一
二
年
ぶ
り
に
再
開
す
る
に
あ
た
り
、
六
百
万
円
の
調
達
に
か
つ
て
の
預
金
部
引
受

を
踏
襲
せ
ず
、
年
利
七
分
五
厘
、
発
行
価
格
．
〈
Ｉ
、
六
カ
月
の
条
件
で
一
般
公
募
方
式
を
採
用
し
、
新
た
な
展
開
の
幕
を
切
っ
て
落
し

た
の
で
あ
る
。
「
成
る
ぺ
く
多
数
の
応
募
者
を
得
た
き
」
た
め
に
日
銀
営
業
局
長
高
橋
是
清
は
、
積
極
的
に
地
方
新
聞
へ
広
告
す
ぺ
き

（
５
）
 

こ
と
、
あ
る
い
は
全
額
払
込
が
で
き
な
け
れ
ば
「
今
回
に
限
り
」
「
減
額
払
込
」
を
認
め
る
こ
と
な
ど
の
内
部
通
達
を
発
し
、
さ
ら
に

（
６
）
 

東
京
株
式
取
引
所
の
長
期
取
引
銘
柄
と
し
て
の
上
場
、
上
場
売
買
を
円
滑
に
す
る
証
券
分
割
の
申
入
れ
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
公
募
に

対
す
る
気
迫
は
眼
を
糸
は
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
結
果
金
融
恐
慌
の
渦
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
応
募
額
は
日
銀
も
含
め
て
七
三
五
万
円
に

達
し
応
募
超
過
と
な
っ
た
が
、
政
府
は
超
過
分
も
含
め
て
全
額
受
け
入
れ
た
た
め
、
一
般
公
募
五
六
○
万
円
、
日
銀
引
受
一
七
○
万
円

と
な
っ
た
。
つ
づ
く
二
月
第
二
回
一
千
万
円
の
公
募
を
発
行
金
利
を
五
厘
下
げ
て
実
行
し
た
が
、
金
融
恐
慌
後
の
金
詰
り
の
な
か
で

（
７
）
 

応
募
は
一
二
七
○
万
円
に
と
ど
ま
り
、
や
む
な
く
日
銀
が
残
り
を
引
受
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

第
二
回
大
蔵
省
証
券
の
公
募
失
敗
に
鑑
永
、
政
府
は
第
三
回
の
公
募
に
さ
い
し
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
割
引
発
行
Ⅱ
公
募
入
札
制
を
積

極
的
に
導
入
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ま
で
大
蔵
省
証
券
は
確
定
「
利
付
債
券
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、
未
だ
「
敏
活
な
る
授
受
取
引
」
は

な
く
、
そ
の
活
動
領
域
も
限
ら
れ
「
担
保
に
供
せ
ら
る
る
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
欧
米
に
な
ら
っ
て
利
付
で
な
く
「
割
引
」
償
券
と
す

れ
ば
、
「
政
府
は
比
較
的
低
利
を
以
て
起
債
」
で
き
、
「
引
受
人
は
金
融
緩
急
の
応
に
応
じ
適
宜
の
価
格
を
以
て
引
受
」
け
る
こ
と
が
で

（
８
）
 

き
、
ま
た
そ
の
「
流
通
力
を
増
進
」
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
た
論
理
に
た
っ
て
三
五
年
一
一
一
月
予
定
発
行
券
面
金
額
一
千
万

円
、
日
歩
一
銭
九
厘
以
下
の
条
件
の
も
と
で
、
日
本
金
融
史
に
お
い
て
画
期
的
な
意
義
を
も
つ
割
引
発
行
Ⅱ
公
募
入
札
制
が
敢
行
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
金
融
緩
慢
の
も
と
で
応
募
申
込
は
一
五
五
八
万
円
に
達
し
割
引
最
低
日
歩
も
一
銭
七
厘
に
ま
で
下
げ
た
が
、
結
局
政
府
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（
９
）
 

は
公
表
最
高
［
ロ
歩
一
銭
九
厘
以
下
の
六
百
万
円
を
募
入
と
し
、
残
り
を
日
銀
引
受
と
し
た
。

第
一
回
大
蔵
省
証
券
公
募
入
札
の
成
功
を
う
け
て
政
府
は
つ
づ
け
て
三
五
。
六
年
度
に
お
い
て
六
回
の
公
募
入
札
を
行
っ
た
。
そ
の

方
法
は
初
回
発
行
と
大
差
は
な
い
が
、
た
だ
三
五
年
五
月
以
降
の
五
回
の
公
募
で
は
、
そ
れ
ま
で
最
高
割
引
歩
合
が
公
示
さ
れ
て
い
た

（
皿
）

の
が
、
日
銀
に
の
ゑ
内
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
般
応
募
者
に
と
っ
て
は
貞
口
己
の
金
利
観
に
よ
る
全
く
の
自
由
な
公
募
入
札
と
な

っ
た
が
、
政
府
に
と
っ
て
は
希
望
す
る
金
利
で
充
分
の
募
入
を
達
成
し
え
な
い
危
険
が
ま
す
か
ら
、
内
示
を
う
け
た
日
銀
が
そ
の
最
高

割
引
金
利
で
入
札
に
参
加
し
、
応
募
不
足
に
備
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
一
一
五
年
四
月
の
第
二
回
公
募
入
札
は
八
百
万
円
の
発
行
に
対
し

応
募
は
最
低
日
歩
が
一
銭
四
厘
の
低
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ず
か
に
一
一
○
万
円
に
す
ぎ
ず
、
残
り
は
全
て
日
銀
が
引
受
け
ざ
る
か

（
９
）
 

え
な
か
っ
た
。
し
か
し
三
五
年
度
の
つ
づ
く
四
回
の
公
募
入
札
に
お
い
て
は
、
一
般
応
募
分
が
発
行
予
定
額
を
ほ
ぼ
承
た
し
た
た
め
、

最
高
日
歩
で
入
札
に
参
加
し
た
日
銀
応
募
分
は
募
入
外
れ
と
な
っ
て
い
る
。
三
六
年
度
に
借
替
の
た
め
一
度
だ
け
行
わ
れ
た
公
募
入
札

に
お
い
て
は
内
定
日
歩
が
一
銭
五
厘
と
め
だ
っ
て
低
か
っ
た
た
め
に
一
般
応
募
の
最
低
日
歩
と
一
致
し
て
し
ま
い
、
結
局
そ
の
六
百
万

（
９
）
 

円
を
募
入
し
、
残
り
を
日
銀
と
預
金
部
が
引
受
け
て
い
う
。
。

三
四
年
度
か
ら
一
一
一
六
年
度
に
か
け
て
、
大
蔵
省
証
券
の
確
定
利
公
募
が
二
回
、
つ
づ
い
て
割
引
発
行
Ⅱ
公
募
入
札
が
七
回
実
施
さ
れ
た

が
、
そ
の
応
募
状
況
を
な
が
め
て
象
る
と
、
個
々
成
績
に
差
が
あ
る
が
ほ
ぼ
良
好
な
結
果
を
修
め
た
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
一
一
一
四
年

を
画
期
と
す
る
大
蔵
省
証
券
公
募
入
札
制
の
積
極
的
導
入
と
そ
の
成
功
の
う
ち
に
、
三
○
年
金
本
位
制
移
行
か
ら
一
一
一
四
年
金
融
恐
慌
に

か
け
て
預
金
銀
行
主
義
へ
の
構
造
転
換
を
積
極
果
敢
に
お
し
ず
す
る
日
銀
・
大
蔵
省
に
拠
点
を
お
く
金
融
官
僚
の
心
意
気
を
染
る
思
い

が
す
る
。
そ
し
て
こ
の
成
功
が
、
応
募
不
足
の
尻
を
入
札
原
理
を
く
ず
す
こ
と
な
く
日
銀
が
最
後
に
引
受
け
る
と
い
う
実
に
巧
妙
な
方

法
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
公
募
入
札
制
の
枠
内
で
日
銀
引
受
を
活
用
す
る
と
い
う
絶
妙

な
迂
回
路
が
、
ま
わ
り
く
ど
い
煩
雑
な
も
の
と
し
て
合
理
化
の
対
象
と
さ
れ
る
や
、
日
本
信
用
機
構
の
う
ち
に
確
立
さ
れ
た
市
場
機
構
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政
府
短
期
証
券
の
公
募
入
札
制
と
い
う
画
期
的
な
試
承
は
、
三
七
年
日
露
戦
争
勃
発
と
と
も
に
力
を
失
い
逆
行
の
ゑ
ち
を
た
ど
る
。

一
一
一
七
年
八
月
か
ら
三
八
年
一
月
に
か
け
て
一
般
会
計
補
充
の
た
め
に
発
行
さ
れ
た
大
蔵
省
証
券
一
億
六
千
万
円
は
、
公
募
入
札
制
に
よ

（
吃
）

ら
ず
「
確
定
割
引
歩
く
ロ
に
よ
る
随
意
契
約
」
公
募
制
に
よ
っ
て
調
達
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
も
公
募
制
は
か
ろ
う
じ
て
守
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
三
八
年
二
月
か
ら
臨
時
琳
件
饗
調
達
の
た
め
の
大
蔵
省
証
券
発
行
が
津
波
の
ご
と
く
襲
来
す
る
や
、
「
入
札
」

と
い
う
死
守
す
べ
き
外
堀
を
失
っ
た
公
募
制
は
一
瞬
の
う
ち
に
呑
承
こ
ま
れ
、
日
銀
引
受
制
が
か
わ
っ
て
登
場
す
る
。
大
蔵
省
・
日
銀

に
根
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
預
金
銀
行
主
義
の
流
れ
は
、
軍
事
優
先
の
国
債
管
理
の
重
糸
の
ま
え
に
、
し
ぶ
と
い
抵
抗
を
承
せ
る
間
も
な
く

伏
流
と
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
一
年
後
の
三
九
年
四
月
を
ピ
ー
ク
と
し
て
臨
時
事
件
澱
の
た
め
の
大
蔵
省
証
券
は
逓
減
を
つ
づ

け
、
四
○
年
五
月
に
は
残
高
も
ゼ
ロ
と
な
り
、
か
わ
っ
て
一
般
会
計
補
充
の
た
め
の
大
蔵
省
証
券
発
行
が
再
開
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
公
募
制
は
採
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
伏
流
の
ま
ま
地
中
に
消
失
し
、
二
度
と
表
に
現
わ
れ
る
こ
と
ば
な
か
っ
た
。

三
八
年
を
起
点
と
す
る
大
蔵
省
一
証
券
の
日
銀
引
受
は
、
発
行
さ
れ
た
大
蔵
省
証
券
を
ま
ず
日
銀
が
全
額
引
受
け
、
そ
の
後
日
銀
が
手

持
証
券
を
順
次
売
却
す
る
方
式
を
と
っ
た
。
手
続
き
か
ら
い
え
ば
、
入
札
公
募
に
お
い
て
応
募
不
足
の
尻
を
結
局
日
銀
が
埋
め
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
順
序
を
逆
に
す
れ
ば
そ
の
煩
雑
さ
を
免
が
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
市
場
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
の
点
か
ら
象
れ
ぱ
、
入
札

公
募
で
は
大
蔵
省
と
市
中
銀
行
の
対
等
な
折
衝
の
う
ち
に
市
場
原
理
が
貫
徹
し
、
日
銀
が
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
は
ず
れ
た
領
域
を
そ

の
枠
内
で
補
う
の
に
対
し
、
日
銀
引
受
を
先
行
と
す
る
市
中
消
化
方
式
は
、
Ｊ
大
蔵
省
と
日
銀
の
あ
い
だ
で
全
て
が
決
ま
り
、
市
中
銀
行
》

は
そ
の
条
件
を
呑
む
か
呑
ま
な
い
か
の
選
択
し
か
許
さ
れ
な
い
か
ら
、
市
場
メ
ヵ
ー
ー
ズ
ム
は
権
力
的
国
債
管
理
の
前
に
半
ば
軟
禁
さ
れ

た
に
ひ
と
し
い
。

と
し
て
画
期
的
な
意
義
を
に
な
う
大
蔵
省
証
券
の
公
募
入
札
制
は
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
安
易
な
て
っ
と
り
ば
や
い
方
法
が
そ
れ
に

と
っ
て
か
わ
る
。

■
 



118 

大
蔵
省
証
券
日
銀
引
受
の
開
始
は
、
成
立
期
日
本
信
用
機
構
に
お
け
る
市
場
原
理
の
大
き
な
後
退
に
他
な
ら
な
い
が
、
日
銀
売
却
に

よ
る
市
中
消
化
の
な
り
ゆ
き
に
よ
っ
て
は
、
上
か
ら
の
国
債
管
理
が
ひ
き
お
こ
す
矛
盾
の
累
積
を
最
少
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
府
・
大
蔵
省
と
日
銀
は
大
蔵
省
証
券
の
発
行
条
件
と
時
期
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
市
中
金
融
市
場
の
動
向
を
で

き
う
る
か
ぎ
り
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
市
中
消
化
を
前
提
と
し
た
日
銀
引
受
が
か
か
え
る
デ
ィ
レ
ン
マ
す
な
わ
ち
国

償
管
理
と
市
場
動
向
の
は
ざ
ま
に
狭
ま
れ
て
、
大
蔵
省
証
券
の
発
行
条
件
は
い
か
な
る
安
定
点
を
狸
得
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
点

を
明
ら
か
に
す
ぺ
く
、
第
六
○
表
に
お
い
て
大
蔵
省
証
券
の
割
引
日
歩
の
動
き
を
公
定
歩
合
と
市
中
金
利
の
推
移
と
比
較
し
て
糸
よ
う
。

ｂ
日
銀
引
受
と
市
中
消
化

（
１
）
「
日
本
銀
行
沿
革
史
』
第
一
輯
第
九
巻
一
三
一
六
’
七
頁

（
２
）
『
明
治
大
正
財
政
史
』
第
一
二
巻
国
侭
五
八
○
頁

（
３
）
松
波
生
「
大
蔵
省
証
券
発
行
小
史
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
八
六
号
Ｍ
三
七
・
一
一

（
４
）
大
蔵
省
証
券
の
入
礼
公
募
の
画
期
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
一
年
五
月
政
府
短
期
証
券
の
公
募
制
実
施
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
与
え
る

こ
と
を
め
ざ
し
た
「
政
府
短
期
証
券
超
僚
方
法
の
変
遷
㈹
ロ
ー
ー
短
期
証
券
と
日
銀
信
用
の
関
係
を
中
心
と
し
て
」
『
日
銀
調
査
月
報
』
ｓ
三

一
・
六
／
七
が
ま
ず
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
『
日
本
銀
行
沿
革
史
』
第
一
組
第
九
巻
一
三
二
二
頁

（
６
）
「
明
治
三
十
三
年
度
ヨ
リ
同
三
十
五
年
末
二
至
ル
国
恢
沿
革
大
要
」
『
明
治
財
政
史
』
第
九
巻
二
七
三
頁

（
７
）
「
大
蔵
省
省
証
券
発
行
小
史
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
八
六
号
Ｍ
三
七
・
一
一

（
８
）
「
明
治
財
政
史
』
第
九
巻
二
七
五
頁

（
９
）
「
大
蔵
省
証
券
発
行
小
史
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
八
六
号
Ｍ
三
七
・
一
一

＄
）
『
明
治
財
政
史
』
第
九
巻
二
七
九
頁

（
、
）
日
銀
調
査
局
「
政
府
短
期
証
券
起
債
方
法
の
変
遷
㈹
□
」
『
日
銀
調
査
月
報
」
ｓ
一
一
一
一
・
六
／
七
三
二
頁
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第60表明治後期政府短期証券発行金利表

」

３５３６３７３８３９４０４１４２４３４４４５２ 
明治 大正

政府短期証券金利はｒ日本銀行沿革史」第九巻および「明治大
正財政史」第一二巻より

東京平均当所手形割引金利はｒ明治大正財政史」第一巻より
日銀当所手形割引は「明治以降本邦主要統馳より
政府短期証券金利の小数字は発行回数，三五年の樅の線は入札
公募の破高・最低金利の巾を表わしている。

一
一
一
五
年
と
三
六
年
の
発

行
は
入
札
公
募
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、

市
場
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
は
最

高
金
利
と
股
低
金
利
の

巾
を
と
っ
て
現
わ
れ

る
。
も
し
大
蔵
省
に
よ

る
国
債
管
理
Ⅱ
低
金
利

の
要
求
が
強
ま
れ
ば
、

金
利
選
択
の
幅
は
小
さ

く
な
り
つ
い
に
は
最
高

金
利
の
み
と
な
り
、
日

銀
引
受
の
性
格
が
濃
厚

と
な
る
。
こ
の
極
限
に

お
い
て
形
式
と
実
体
を

ひ
っ
く
り
か
え
し
た
と

き
市
中
消
化
を
前
提
と

す
る
日
銀
引
受
と
な



120 
る
。
三
七
年
以
降
の
大
蔵
省
証
券
割
引
日
歩
の
推
移
を
一
瞥
す
る
と
き
、
四
一
年
末
を
さ
か
い
と
す
る
二
つ
の
局
面
が
群
か
に
浮
か
び

あ
が
っ
て
く
る
。
第
一
に
、
四
一
年
末
ま
で
の
大
蔵
省
証
券
金
利
は
非
弾
力
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
よ
り
弾
力
的
と
な
っ
て
い
る

こ
と
。
第
二
に
、
そ
れ
は
前
期
に
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
公
定
歩
合
と
の
相
関
が
高
く
、
後
期
は
市
場
金
利
と
の
相
関
が
強
い
こ
と
に

よ
る
。
第
三
に
、
公
定
歩
合
と
の
下
鞘
は
、
金
利
低
落
と
と
も
に
拡
大
し
、
上
昇
と
と
も
に
縮
小
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
前
期
よ
り
後

期
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
諸
点
に
留
意
す
る
な
ら
ば
、
日
銀
引
受
の
も
と
で
の
大
蔵
省
証
券
の

発
行
条
件
は
、
四
一
年
ま
で
は
市
場
動
向
よ
り
も
公
定
歩
合
に
追
随
す
る
、
か
な
り
硬
直
的
な
色
彩
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
か
っ
た
が
、
四

二
年
か
ら
の
大
き
な
金
利
崩
落
期
「
金
利
革
命
」
の
も
と
で
、
市
場
動
向
に
細
か
く
反
応
す
る
弾
力
的
な
軌
跡
を
描
く
に
至
っ
た
こ
と

を
確
認
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
市
場
金
利
の
下
に
公
定
歩
合
が
あ
り
、
そ
の
さ
ら
に
二
厘
か
ら
四
厘
下
に
大
蔵
省
証
券
金
利
を
も
っ

て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
蔵
省
・
日
銀
は
国
仮
管
理
に
ね
ざ
す
低
金
利
の
要
求
を
ほ
ぼ
貫
ぬ
い
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
大
蔵
省
証
券
の
発
行
条
件
の
も
と
で
、
問
題
の
日
銀
に
よ
る
大
蔵
省
証
券
売
買
操
作
は
い
か
な
る
進
展
を
象
せ
た
で

あ
ろ
う
か
。
大
蔵
省
Ⅱ
証
券
発
行
に
割
引
入
札
公
募
制
を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
日
銀
は
「
可
成
一
般
銀
行
業
者
を
し
て
応
募
せ
し
む

る
」
た
め
「
他
日
応
募
後
に
於
て
金
繰
上
の
都
合
に
よ
り
て
本
行
に
於
て
買
取
る
こ
と
」
、
そ
の
場
合
に
は
「
手
形
売
戻
の
場
合
を
準

（
１
）
 

用
し
三
厘
増
日
歩
に
て
買
取
る
べ
き
こ
と
」
と
再
割
引
Ⅱ
買
操
作
の
根
拠
を
内
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
「
確
定
割
引
歩
合
に
よ
る
随
意

契
約
」
制
へ
の
移
行
と
と
も
に
こ
の
賀
操
作
は
「
商
業
手
形
の
割
引
歩
合
あ
る
い
は
大
蔵
省
証
券
割
引
最
高
歩
合
に
よ
り
随
時
割
引
又

‐
（
ｌ
）
 

は
貸
付
の
請
求
に
応
ず
る
」
も
の
と
新
た
に
規
定
さ
れ
日
銀
の
主
要
業
務
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
売
操
作
は
、
大
蔵
省
証
券
日
銀
引

受
制
へ
の
逆
行
と
と
も
に
本
格
化
す
る
。
日
銀
に
と
っ
て
は
い
か
に
引
受
け
た
証
券
を
市
中
に
売
却
す
る
か
が
主
要
な
関
心
事
と
な
る

か
ら
、
賀
操
作
に
か
わ
っ
て
売
操
作
が
前
面
に
腿
り
で
る
。
明
治
三
四
年
か
ら
一
一
一
八
年
に
か
け
て
、
一
一
一
度
に
お
よ
ぶ
大
蔵
省
証
券
発
行

方
法
の
改
訂
を
と
う
し
て
、
日
銀
の
短
期
証
券
売
買
操
作
は
次
第
に
形
を
と
と
の
え
つ
つ
本
格
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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日
銀
引
受
と
市
中
消
化
お
よ
び
両
者
を
つ
な
ぐ
日
銀
売
買
操
作
の
動
向
陸
日
銀
手
許
在
高
と
一
般
売
行
高
の
変
動
を
詳
細
に
対
比

検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
大
ま
か
な
概
要
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
六
一
表
に
よ
っ
て
ひ
と
わ
た
り
な
が
め
る
な
ら
ば
、

一
二
年
に
お
よ
ぶ
大
蔵
省
証
券
残
高
の
変
動
は
、
三
五
、
六
年
の
小
さ
な
山
、
そ
れ
に
つ
づ
く
一
一
一
八
年
か
ら
四
一
年
上
期
、
四
一
年
下

期
か
ら
四
四
年
上
期
、
四
四
年
下
期
か
ら
大
正
二
年
の
三
つ
の
大
き
な
山
か
ら
な
る
四
つ
の
時
期
に
細
分
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
の

山
は
、
入
札
公
募
方
式
が
採
用
さ
れ
た
時
期
に
あ
た
り
、
残
高
の
一
一
一
分
の
二
を
日
銀
が
保
有
し
、
市
中
消
化
は
残
り
三
分
の
一
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
両
曲
線
の
変
動
は
安
定
的
で
あ
り
、
鋭
角
的
な
逆
相
関
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
日
銀
売
買
操
作
は
そ
の
痕
跡
を
見
出

せ
て
も
、
そ
の
規
模
は
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三
七
年
下
期
市
中
残
高
の
承
が
急
膨
張
す
る
が
、
こ
れ
は
確
定
金
利
に
よ
る
「
随
時
契
約
」
方
法
の
採
用
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
年

末
か
ら
の
日
銀
残
高
の
拡
大
は
日
銀
引
受
の
開
始
を
反
映
し
て
い
る
。
三
八
年
か
ら
は
じ
ま
る
第
Ⅱ
期
に
入
る
と
日
銀
残
高
の
変
動
は

鋭
角
峻
烈
を
き
わ
め
、
鋭
い
逆
相
関
も
頻
繁
に
あ
ら
わ
れ
、
日
銀
の
短
期
証
券
売
買
操
作
が
本
格
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
こ
と
は
大
蔵
省
証
券
の
消
化
の
主
体
が
日
銀
か
ら
市
中
へ
移
っ
た
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
。
日
銀
は
発
行
証
券
を
全
額
引
受

け
た
あ
と
、
ま
た
た
く
ま
に
売
却
し
、
二
ヵ
月
か
ら
六
ヵ
月
か
か
ら
な
い
う
ち
に
残
高
は
底
を
つ
く
。
こ
う
し
た
順
調
な
市
中
売
却

は
、
四
一
年
に
始
ま
る
第
三
期
に
入
る
や
日
銀
月
末
残
高
は
常
に
無
視
し
う
る
と
い
う
画
期
的
な
事
態
を
む
か
え
る
。
日
銀
が
引
受
け

た
大
蔵
省
証
券
は
一
ヵ
月
を
要
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
市
中
に
買
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
第
Ⅱ
期
に
お
け
る
発
行
金
利
に

は
、
市
中
消
化
を
懸
念
し
て
か
、
公
定
歩
合
に
対
し
－
厘
か
ら
三
厘
下
鞘
と
い
う
弱
気
な
姿
勢
が
一
貫
し
て
い
た
が
、
第
Ⅲ
期
に
入
る

や
市
場
金
利
の
下
降
圧
力
に
追
随
し
て
五
厘
の
差
を
つ
け
る
と
い
う
強
気
な
姿
勢
に
一
転
す
る
。
大
蔵
省
・
日
銀
は
、
四
一
年
中
葉
を

転
機
と
す
る
外
資
輸
入
に
支
え
ら
れ
た
老
大
な
「
過
剰
流
動
性
」
の
湧
出
「
氾
濫
に
も
と
ず
く
金
利
の
大
崩
落
に
乗
じ
、
国
債
管
理
が

め
ざ
す
低
金
利
政
策
を
強
力
に
お
し
す
す
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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第61表政府短期証券の日銀と市中の月末残高
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大
蔵
省
証
券
の
構
成
は
第
１
期
は
一
般
会
計
補
充
、
第
Ⅱ
期
は
臨
時
事
件
費
調
達
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、
第
Ⅲ
期
に
は
復
活
し
た
一

般
会
計
補
充
分
に
三
八
年
二
月
に
定
め
ら
れ
た
専
売
局
お
よ
び
製
鉄
所
据
置
運
転
資
金
補
充
が
新
た
に
追
加
し
、
第
Ⅳ
期
に
は
さ
ら
に

四
二
年
三
月
帝
国
鉄
道
会
計
法
に
よ
る
鉄
道
融
通
証
券
が
加
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
日
露
戦
後
の
第
Ⅲ
期
に
は
半
減
し
た
政
府
短
期
証
券

残
高
は
、
第
Ⅳ
期
に
入
る
と
、
専
売
局
製
鉄
所
分
を
預
金
部
に
依
存
せ
し
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
次
第
に
拡
大
し
再
び
一
億
円
の
大
台

に
近
づ
い
て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
を
む
か
え
る
市
場
環
境
の
方
は
、
四
四
年
下
期
よ
う
や
く
金
利
は
反
騰
し
、
第
Ⅲ
期
に
み

せ
た
底
な
し
を
思
わ
せ
る
市
場
吸
収
力
も
次
第
に
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
っ
た
。
一
億
円
に
達
す
る
政
府
短
期
証
券
を
も
は
や
市
中
の
み

に
よ
っ
て
消
化
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
日
銀
残
高
は
、
か
っ
て
の
波
の
大
き
い
尖
鋭
な
波
動
を
弱
め
、
次
第
に
累
積
す
る
と
い
う

か
つ
て
な
い
事
態
を
む
か
え
る
に
至
っ
た
。
大
蔵
省
・
日
銀
は
他
方
で
四
四
年
中
葉
か
ら
大
蔵
櫛
証
券
割
引
金
利
を
公
定
歩
合
に
対
し

僅
か
五
毛
差
さ
ら
に
は
同
率
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
中
消
化
の
維
持
・
拡
大
を
は
か
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の

（
２
）
 

と
き
以
来
大
蔵
省
証
券
金
利
は
市
場
金
利
に
追
随
し
公
定
歩
合
の
変
動
に
「
先
ち
て
変
動
す
る
」
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
日
本

銀
行
金
利
の
上
に
更
に
一
の
標
準
金
利
を
加
へ
」
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
大
蔵
省
証
券
再
割
が
商
業
手
形
再
割
を
圧
倒
す
る
と
き
、
大

蔵
省
証
券
金
利
の
動
き
が
公
定
歩
合
の
動
き
を
支
配
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
大
蔵
省
証
券
発
行
が
入
札
公
募
制
で
あ
れ
ば
、
大
蔵
省
証

券
金
利
は
市
中
金
利
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
反
映
し
、
市
中
の
標
準
金
利
と
な
る
。
し
か
し
日
銀
引
受
制
で
あ
れ
ば
、
い
か
に
そ
れ
が
市
中

金
利
に
追
随
し
よ
う
と
も
、
大
蔵
省
証
券
金
利
は
市
中
の
標
準
金
利
と
は
な
り
え
ず
、
公
定
歩
合
と
市
中
金
利
の
あ
い
だ
を
揺
れ
う
ご

く
に
と
ど
ま
る
。
成
立
期
日
本
信
用
機
構
は
、
二
○
世
紀
初
頭
国
債
を
中
心
と
す
る
新
た
な
編
成
替
を
敢
行
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
ま
た

し
て
も
そ
の
軸
点
と
も
い
う
べ
き
標
準
金
利
を
も
ち
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
「
日
本
銀
行
沿
革
史
』
第
一
輯
第
二
巻
三
二
一
頁

（
２
）
「
股
近
金
利
の
変
動
」
『
銀
行
通
信
録
」
第
三
二
四
号
Ｔ
一
・
一
○
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金
札
引
換
あ
る
い
は
金
禄
公
依
な
ど
一
連
の
代
償
・
紙
幣
交
換
発
行
か
ら
な
る
第
１
期
の
国
侭
発
行
は
維
新
変
革
の
後
産
と
い
う
べ

き
も
の
で
あ
り
、
明
治
二
年
起
業
公
俄
を
転
機
と
す
る
第
Ⅱ
期
に
至
っ
て
資
本
制
育
成
の
た
め
の
国
旗
発
行
が
始
ま
り
、
そ
れ
に
対

応
し
て
入
札
公
募
が
制
度
的
に
確
立
し
て
ゆ
く
。
そ
の
起
点
を
な
す
起
業
公
債
は
年
利
六
分
、
応
募
価
格
百
円
に
付
き
八
○
円
の
「
低

価
募
集
」
に
よ
る
公
募
発
行
で
あ
り
が
譲
渡
可
能
な
無
記
名
式
は
採
用
さ
れ
た
が
入
札
制
は
未
だ
と
ら
れ
て
い
な
い
。
日
銀
創
設
ま
え

（
１
）
 

で
あ
っ
た
た
た
め
に
募
集
取
扱
は
「
第
一
国
立
銀
行
及
三
井
銀
行
に
委
任
」
さ
れ
た
。
渋
沢
栄
一
を
中
心
に
東
京
・
東
海
・
東
山
・
一
泉

阪
な
ど
同
盟
銀
行
の
「
堅
固
な
る
銀
行
並
に
取
引
仲
間
を
撰
糸
相
共
に
約
束
協
議
の
唾
］
応
募
す
る
と
い
う
応
募
体
制
づ
く
り
が
精
力

的
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
一
目
の
価
値
が
あ
る
。
以
来
、
こ
の
同
盟
銀
行
を
軸
と
す
る
応
募
体
制
が
、
次
第
に
形
を
整
え
な
が
ら
、
国
償

二
長
期
国
債
の
入
札
公
募
制
と
募
集
機
構
の
形
成

ａ
入
札
公
募
制
の
導
入
・

成
立
期
日
本
信
用
機
構
に
お
い
て
は
欧
米
流
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
浸
透
は
大
き
な
抵
抗
を
と
も
な
い
不
徹
底
な
も
の
に
終
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
が
、
信
用
機
構
形
成
の
転
回
軸
の
機
能
を
は
た
し
た
公
信
用
と
く
に
長
期
国
債
発
行
に
は
、
比
較
的
早
く
か
ら
市
場
メ
カ

ー
ー
ズ
ム
の
形
式
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
換
起
さ
れ
て
よ
い
。
明
治
初
年
よ
り
第
一
次
大
戦
勃
発
ま
で
ほ
ぼ
半
世
紀
の
あ
い
だ
発
行
さ
れ

た
内
国
債
を
起
価
方
法
別
に
一
覧
す
る
な
ら
ば
、
ほ
ぼ
四
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
１
期
は
、
代
償
発
行
と
紙
幣
交
換

発
行
か
ら
な
る
明
治
一
六
年
ま
で
の
前
期
。
第
Ⅱ
期
は
日
清
戦
期
ま
で
の
一
○
年
間
直
接
募
集
の
勃
興
期
。
第
Ⅲ
期
は
日
露
戦
期
ま
で

の
一
○
年
間
で
公
募
が
姿
を
消
し
特
別
発
行
が
中
心
と
な
る
雌
伏
期
。
第
Ⅳ
期
は
、
特
別
発
行
が
底
流
と
し
て
つ
づ
く
な
か
で
、
日
露

戦
を
契
機
に
巨
大
な
公
募
発
行
が
計
画
さ
れ
実
現
す
る
開
花
成
熟
期
。
こ
こ
で
の
焦
点
は
、
一
○
年
を
周
期
と
す
る
二
つ
の
山
を
も
つ

直
接
募
集
Ⅱ
公
募
が
ど
の
よ
う
な
発
行
方
法
・
条
件
あ
る
い
は
引
受
機
構
を
創
出
し
な
が
ら
国
債
発
行
の
主
流
と
し
て
定
着
し
て
い
つ

た
か
に
あ
る
。
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発
行
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
基
調
と
な
る
。

入
札
公
募
制
の
導
入
は
つ
づ
く
明
治
一
六
年
中
山
道
鉄
道
公
償
発
行
に
お
い
て
実
現
し
た
。
応
募
価
格
を
指
定
し
た
う
え
で
、
応
募

価
格
の
高
い
も
の
か
ら
順
次
幕
入
す
る
「
呼
価
募
集
」
の
方
法
が
採
用
さ
れ
？
募
集
取
扱
は
こ
れ
以
降
日
銀
が
あ
た
る
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
実
際
の
募
集
は
各
地
の
国
立
・
普
通
銀
行
が
代
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
国
債
を
抵
当
と
す
る
国
立
銀
行
に
と
っ
て
致

（
３
）
 

命
的
な
影
響
を
も
つ
「
公
債
価
格
之
変
動
を
予
防
致
度
」
「
此
際
同
業
者
協
力
い
た
し
」
「
総
額
の
過
半
は
御
引
受
申
上
侯
」
と
東
京
銀

行
集
会
所
を
中
心
に
し
て
引
受
の
と
り
ま
と
め
が
な
さ
れ
た
。
第
一
回
募
集
五
百
万
円
に
対
し
東
京
銀
行
集
会
所
の
申
込
は
二
五
○
万

円
に
達
し
た
が
、
そ
の
多
く
が
股
低
価
格
で
あ
っ
た
た
め
募
入
外
れ
と
な
り
募
入
方
法
を
め
ぐ
っ
て
問
題
を
残
し
た
が
、
こ
の
点
の
改

良
を
含
め
入
札
公
募
制
が
制
度
的
に
確
立
し
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
年
六
分
を
こ
え
る
高
利
国
債
を
年
五
分
に
借
換
え
整
理
す
る
た
め

の
明
治
一
九
年
整
理
公
債
条
例
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
｜
’
我
国
公
債
中
の
巨
撃
」
た
る
整
理
公
債
は
一
億
七
五
百
万
円
と
い
う
巨
額
な

（
４
）
 

低
利
借
換
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
ま
た
無
記
名
・
入
札
公
募
制
を
は
じ
め
と
す
る
「
我
国
債
法
規
の
基
幹
」
を
築
い
た
点
に
お
い
て

も
画
期
的
な
意
義
を
に
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
一
億
二
千
万
円
強
が
旧
証
券
交
換
、
千
九
百
万
円
は
預
金
部
引
受
で
、
残
り

三
千
万
円
が
明
治
二
五
年
に
至
る
五
回
の
入
札
公
募
に
よ
っ
て
順
調
に
調
達
さ
れ
た
が
、
そ
の
裏
に
こ
れ
ま
で
み
ら
れ
た
東
京
銀
行
集

会
所
を
中
心
と
す
る
募
集
。
引
受
機
柵
が
作
動
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
こ
の
点
を
確
認
す
る
具
体
的
な
記
述
に
遭
遇
し
え
な
か
っ
た
。

し
か
し
明
治
二
○
年
渋
沢
栄
一
が
東
京
銀
行
集
会
所
で
、
国
立
銀
行
営
業
年
限
を
め
ぐ
っ
て
整
理
公
債
に
よ
る
借
換
が
「
大
に
慮
る
所

（
５
）
 

な
か
る
べ
か
ら
ず
」
と
懸
念
を
表
明
し
「
各
地
同
業
者
の
情
勢
を
観
察
し
、
時
機
を
見
て
輿
情
を
上
陳
す
べ
し
」
と
訴
璋
え
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
す
れ
ば
、
低
利
借
換
に
対
し
少
く
と
も
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
１
）
「
明
治
大
正
財
政
史
」
第
二
巻
国
憤
六
○
七
頁

（
２
）
『
国
憤
沿
革
略
」
第
一
巻
二
三
八
頁
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ｂ
日
清
・
日
露
期
国
侭
発
行
と
募
集
機
構

法
的
整
備
の
す
ん
だ
あ
と
の
入
札
公
募
制
が
か
か
え
る
最
大
の
課
題
は
、
い
か
に
し
て
応
募
不
足
を
防
ぐ
か
、
そ
の
た
め
の
募
集
。

引
受
機
構
を
構
築
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
募
集
。
引
受
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
の
新
た
な
動
き
は
、
第
Ⅱ
期
の
終

り
日
清
軍
事
公
債
の
募
集
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
公
募
に
さ
い
し
て
は
政
府
・
日
銀
は
東
京
銀
行
集
会
所
の

組
織
力
に
依
存
し
て
き
た
が
、
日
清
戦
争
勃
発
に
さ
い
し
て
は
、
よ
り
広
汎
な
組
織
力
を
動
員
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
関
東
地
方
で
は

二
六
年
普
銀
転
換
を
め
ぐ
っ
て
組
織
さ
れ
た
関
東
銀
行
会
、
関
西
地
方
で
は
大
阪
同
盟
銀
行
が
関
西
地
方
同
盟
銀
行
と
協
議
を
始
め
た

（
１
）
 

の
で
あ
る
（
両
者
は
三
一
年
関
西
銀
行
会
を
結
成
す
る
）
。
ま
ず
、
時
の
大
蔵
大
臣
渡
辺
国
武
は
、
関
東
銀
行
会
に
「
応
募
の
件
に
付
懇

（
２
）
 

鱒
諭
一
不
」
し
二
七
年
八
月
会
員
四
六
行
と
大
阪
・
九
州
・
中
国
四
国
・
名
古
屋
・
奥
羽
北
海
同
盟
銀
行
の
傍
聴
の
も
と
に
臨
時
会
議
の

開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
し
か
し
会
議
の
成
行
は
「
目
下
金
融
緊
縮
の
際
、
数
月
を
出
で
ず
し
て
三
千
万
円
の
金
額
を
市
場
よ
り
吸
収
す

が
如
き
こ
と
あ
ら
ば
、
実
に
容
易
な
ら
ざ
る
激
変
を
生
ず
べ
き
」
だ
が
「
他
に
其
財
源
を
得
る
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
之
れ
に
応
ず
る
の
途
な

き
」
と
消
極
的
色
彩
の
濃
い
も
の
と
な
っ
た
。
打
開
策
と
し
て
「
日
本
銀
行
の
方
針
」
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
其
利
子
を
低
減
し
、
又

は
将
来
の
利
率
を
確
定
す
る
が
如
き
は
、
到
底
為
し
能
は
ざ
る
」
が
「
該
公
債
に
対
す
る
融
通
は
充
分
の
便
利
を
与
ふ
る
考
な
り
」
と

の
言
質
を
ひ
き
だ
し
、
当
日
は
や
四
一
行
二
千
万
円
の
引
受
申
込
を
え
た
の
で
あ
る
。
関
東
銀
行
会
の
申
入
れ
た
利
廻
り
と
資
金
融
通

の
注
文
に
対
し
、
利
廻
り
の
点
に
つ
い
て
は
「
今
強
て
高
利
低
価
の
公
俄
を
発
行
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
或
は
痛
く
株
式
其
他
の
市
場
を

（
２
）
 

撹
乱
す
る
こ
と
あ
ら
ん
」
と
の
理
由
か
ら
拒
否
さ
れ
た
が
、
公
信
用
に
よ
る
資
金
拘
束
Ｉ
不
足
を
補
い
市
中
消
化
を
促
す
た
め
に
日
銀

′~、ｒ■、１Ｆ■、

５４‘３ 
Ｌ'～夕、二

東
京
銀
行
集
会
所
「
集
会
録
事
」
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
六
巻
七
四
頁

『
明
治
大
正
財
政
史
』
第
二
巻
国
俄
六
一
八
頁

「
第
七
○
回
定
式
集
会
録
率
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
一
四
号
Ｍ
二
○
・
一
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信
用
の
緩
和
は
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第
一
回
軍
事
公
債
三
千
万
円
に
つ
づ
い
て
明
治
二
七
年
一
一
月
、
第
二
回
五
千
万
円
の
募
集
も
、
関
東
銀
行
会
お
よ
び
各
地
同
盟
銀
行

（
５
）
 

の
組
織
力
を
総
動
員
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
順
調
に
消
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
第
三
回
一
千
万
円
は
市
中
応
募
僅
か
に
一
五
八
万
円
に

す
ぎ
ず
結
局
残
り
の
三
四
○
万
円
を
日
銀
が
、
残
り
五
○
○
万
円
を
償
金
部
が
引
受
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
応
募
に
は
関
東
銀

（
４
）
 

行
会
が
関
与
し
た
形
跡
が
糸
あ
た
ら
な
い
。
関
東
銀
行
会
が
拒
否
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
政
府
か
ら
の
申
入
れ
が
た
か
っ
た
の
か
、
わ

か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
関
東
銀
行
会
の
不
関
与
が
第
三
回
の
極
端
な
不
成
績
に
響
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
募
集
機
構
の
力

童
を
う
か
が
わ
せ
る
に
充
分
で
あ
ろ
う
。

軍
事
公
債
を
最
後
と
し
て
第
Ⅲ
期
す
な
わ
ち
日
清
戦
後
経
営
の
た
め
に
発
行
さ
れ
た
国
債
は
全
て
公
募
形
態
に
よ
ら
ず
預
金
部
・
償

金
部
あ
る
い
は
台
銀
引
受
に
よ
る
特
別
発
行
で
あ
っ
た
。
当
時
は
金
本
位
制
移
行
あ
る
い
は
預
金
銀
行
主
義
へ
の
転
換
を
背
景
と
し
て

「
市
場
の
金
融
は
引
続
き
逼
迫
を
極
め
五
分
利
付
国
債
証
券
の
価
格
は
常
に
額
面
金
額
以
下
に
低
落
」
し
「
未
だ
広
く
直
接
募
集
を
行

（
Ｐ
⑪
）
 

ふ
こ
と
能
は
ず
」
、
止
む
を
え
ず
償
金
部
や
預
金
部
が
引
受
け
ざ
る
を
。
え
な
か
っ
た
。
鉄
道
公
債
や
事
業
公
債
な
ど
特
別
発
行
の
ほ
と

ん
ど
が
預
金
部
引
受
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
明
治
二
○
年
以
来
預
金
部
運
用
の
主
柱
を
な
し
て
き
た
日
銀
利
付
当
座

（
６
）
 

（
定
期
）
預
ヶ
金
が
明
治
ニ
ー
ハ
年
か
ら
「
漸
次
無
利
子
と
為
す
」
に
至
り
、
そ
の
た
め
に
生
じ
た
遊
資
運
用
の
途
を
打
開
す
る
た
め
に

預
金
部
が
国
債
へ
の
集
中
投
資
を
敢
行
し
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
大
蔵
省
。
日
銀
は
二
九
年
国
債
証
券
買
入
錯
却
法
を
定
め
、
額

面
三
六
五
万
円
を
「
汎
く
市
場
よ
り
買
入
れ
」
「
錆
却
す
る
の
規
画
を
立
て
」
実
行
に
移
し
た
が
、
予
想
と
は
互
違
い
僅
か
五
七
万
円

（
７
）
 

に
止
ま
り
、
や
む
を
え
ず
日
銀
は
適
宜
市
場
か
ら
買
入
れ
る
と
し
な
が
ら
も
、
「
国
庫
預
金
部
所
有
の
証
券
を
買
入
」
れ
る
と
い
う
新

た
な
ル
ー
ト
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
低
利
償
却
、
価
格
支
持
の
目
的
を
満
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
以
上
の
三
点
か
ら
す
れ
ば
、
第
Ⅲ
期

を
特
徴
づ
け
る
預
金
部
の
耳
目
を
そ
ぱ
だ
た
せ
る
活
動
は
、
日
銀
が
掲
げ
る
預
金
銀
行
主
義
の
貫
徹
に
よ
っ
て
切
り
す
て
ら
れ
た
諸
断
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片
を
預
金
部
に
結
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
預
金
部
を
低
利
発
行
・
借
換
、
価
格
支
持
を
め
ざ
す
国
債
管
理
の
別
働
隊
と
し
て
生
か
そ

う
と
し
た
と
き
そ
の
道
が
ひ
ら
け
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
、
預
金
部
の
引
受
と
買
入
倣
却
は
国
俄
管
理
の
た
め
の
介
入
手
段
と
し

て
、
日
銀
の
国
債
売
買
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
匹
敵
す
る
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
信
用
と
民
間
信
用
の
あ
つ
れ
き
を
緩
和
し

調
整
す
る
一
助
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

日
露
戦
の
勃
発
を
契
機
に
再
び
入
札
公
募
の
時
代
す
な
わ
ち
第
Ⅳ
期
を
む
か
え
る
。
そ
の
主
力
は
四
億
八
千
万
円
に
の
ぼ
る
国
庫
伎

券
と
臨
時
事
件
費
公
償
三
億
一
千
万
円
と
二
億
七
千
万
円
に
お
よ
ぶ
四
分
利
借
換
公
債
か
ら
な
る
が
、
一
」
の
湛
大
な
国
債
発
行
の
う
ね

り
の
な
か
で
、
国
債
募
集
。
引
受
機
構
の
組
織
づ
く
り
は
一
段
と
進
展
し
、
四
分
利
借
換
に
さ
い
し
新
た
な
段
階
に
達
し
、
大
蔵
省
・

日
銀
と
市
中
巨
大
銀
行
に
よ
る
揺
ぎ
な
い
引
受
機
榊
と
し
て
結
実
す
る
。

日
露
戦
争
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
る
や
政
府
は
五
七
億
六
千
万
円
に
お
よ
ぶ
臨
時
事
件
費
予
算
を
く
ゑ
、
そ
の
う
ち
四
億
一
千
万
円
を

公
債
お
よ
び
一
時
借
入
に
よ
っ
て
調
達
す
る
方
針
を
た
て
た
。
こ
の
比
較
を
絶
す
る
巨
大
な
国
債
発
行
を
実
現
す
る
た
め
に
、
大
蔵

省
・
日
銀
は
市
中
に
滞
留
す
る
遊
資
を
誘
引
す
べ
く
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
第
一
弾
が
五
回
に
お
よ
ぶ
国

庫
債
券
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
を
あ
げ
れ
ば
、
第
一
に
長
期
国
憤
の
よ
う
に
「
永
く
巨
額
の
資
金
を
引
揚
げ
置
く
は
国
力
の
発
展
を
計
り

（
８
）
 

其
財
源
を
潤
養
す
る
の
途
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
考
え
か
ら
償
還
期
限
が
五
年
以
内
と
短
い
国
庫
債
券
（
両
浜
◎
ず
ｇ
Ｐ
の
肘
ず
。
且
）
形
態
を
採

用
し
た
こ
と
。
第
二
に
市
中
消
化
力
の
レ
ヴ
ェ
ル
・
ア
ッ
プ
を
は
か
る
た
め
に
、
郵
便
局
払
込
、
八
回
分
割
払
込
を
認
め
、
大
口
向
け

に
一
万
円
券
、
小
口
向
け
に
二
五
円
券
を
新
設
し
、
ま
た
証
拠
金
を
減
ず
る
な
ど
の
細
か
い
施
策
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
。
第
三
に
「
銀

（
９
）
 

行
家
を
始
め
、
一
般
実
業
家
に
応
募
を
勧
誘
」
し
、
こ
れ
ら
の
細
か
い
施
策
を
含
め
た
発
行
条
件
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
彼
ら
の
意
向

を
充
分
仁
確
か
め
た
こ
と
。
以
上
の
諸
点
を
と
お
し
て
、
遁
大
な
国
債
の
市
中
消
化
と
い
う
難
問
を
前
に
大
蔵
省
・
日
銀
が
市
中
の
動

向
に
著
し
く
弾
力
的
た
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
さ
寵
が
よ
く
う
か
が
え
る
。
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五
回
の
国
庫
債
券
募
集
に
あ
た
り
か
つ
て
「
金
融
調
理
」
策
の
な
か
で
「
国
庫
と
市
場
」
の
調
和
を
主
張
し
た
大
蔵
大
臣
曽
根
荒
助

は
、
発
行
規
定
の
訓
示
に
先
だ
っ
て
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
。
京
都
・
横
浜
の
主
だ
っ
た
実
業
家
・
銀
行
家
数
十
人
を
招
集
し
応
募
に

尽
力
さ
れ
ん
こ
と
を
説
き
、
さ
ら
に
松
尾
臣
善
日
銀
総
裁
は
各
地
の
代
表
的
な
銀
行
家
を
集
め
、
協
力
を
要
請
す
る
と
と
も
に
発
行
条

件
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
幾
た
び
か
重
ね
た
。
そ
の
協
議
は
大
蔵
省
・
日
銀
の
上
か
ら
の
お
ざ
な
り
の
も
の
で
は
な
く
、
公
信
用
と
民

間
信
用
の
利
害
が
も
ろ
に
ぶ
つ
か
り
あ
う
団
体
交
渉
と
い
う
性
格
を
強
く
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
国
庫
債
券
応
募
引
受
協
議
会
と
で
も

称
す
べ
き
厳
し
い
つ
ば
ぜ
り
あ
い
を
追
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
当
時
の
国
債
管
理
と
市
場
原
理
の
力
関
係
を
感
得
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
回
の
発
行
条
件
に
つ
い
て
は
「
六
分
利
付
平
価
発
行
」
と
「
五
朱
利
付
九
十
五
円
発
行
」
の
二
つ
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
最
近

の
公
債
金
利
の
標
準
は
年
五
分
で
あ
っ
た
か
ら
「
六
分
利
付
の
平
価
発
行
は
現
在
の
公
債
市
価
に
大
な
る
変
動
を
与
え
其
所
有
者
に
迷

（
皿
）

惑
を
及
ぼ
す
」
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
「
年
五
分
利
九
五
円
」
発
行
条
件
が
採
用
さ
れ
た
。
つ
づ
く
第
二
回
一
億
円
発
行
に
お
い
て
政
府
は

「
前
回
同
一
の
条
件
」
を
踏
襲
し
よ
う
と
し
た
が
、
民
間
側
は
「
年
五
分
利
九
二
円
六
年
償
還
」
案
を
主
張
し
難
行
し
た
が
、
た
び
重

（
Ⅲ
）
 

な
る
折
衝
に
よ
っ
て
「
互
譲
の
精
神
」
を
も
と
め
ら
れ
「
五
分
利
九
二
円
五
年
」
と
著
し
く
政
府
に
不
利
な
条
件
に
落
着
し
た
。
そ
の

結
果
全
額
一
時
払
込
の
場
合
の
償
還
時
の
利
廻
り
は
、
第
一
回
が
六
・
一
一
一
九
一
．
〈
１
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
に
対
し
第
二
回
は
そ
れ
よ
り

○
・
四
五
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
う
わ
乗
せ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
回
八
千
万
円
の
募
集
に
さ
い
し
大
蔵
省
・
日
銀
は
第
二
回
の
発
行
条
件
と
同
じ
と
す
る
「
内
意
」
で
あ
っ
た
が
「
予
め
民
間
銀

行
家
の
意
向
を
聞
く
の
要
あ
る
を
以
て
」
再
び
協
議
会
を
招
集
し
た
と
こ
ろ
「
種
点
の
意
見
あ
り
し
も
協
議
の
未
遂
に
政
府
希
望
の
如

（
胆
）

く
前
回
同
一
の
条
件
」
で
ま
と
ま
っ
た
。
し
か
し
発
行
規
程
が
公
布
さ
れ
た
の
ち
、
渋
沢
・
安
田
・
園
田
・
早
川
・
藤
田
な
ど
銀
行
家

（
皿
）

の
代
表
が
再
度
政
府
・
日
銀
あ
る
い
は
松
方
・
井
上
伯
に
再
び
懇
談
を
求
め
次
の
ご
と
き
「
京
阪
銀
行
家
の
要
望
」
を
つ
き
つ
け
再
び

緊
迫
し
た
事
態
を
ひ
き
お
こ
し
た
の
で
あ
る
。
第
一
に
来
年
度
の
予
算
に
計
上
せ
ら
る
べ
き
公
債
募
集
高
を
質
し
、
第
二
に
、
大
蔵
省
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三
八
年
度
に
入
り
今
後
募
集
す
べ
き
国
債
額
は
一
億
四
千
万
円
で
あ
っ
た
が
、
政
府
は
一
時
に
二
億
円
発
行
の
計
画
を
立
て
、
こ
れ

ま
で
と
ち
が
い
あ
ら
か
じ
め
条
件
を
内
示
す
る
こ
と
な
く
慣
例
と
な
っ
た
民
間
銀
行
家
の
協
議
に
委
ね
た
。
「
最
も
適
当
な
る
条
件
を

（
Ｍ
）
 

提
出
し
て
、
充
分
尽
力
あ
ら
ん
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
の
要
請
を
受
け
た
銀
行
家
一
同
は
、
第
一
に
「
利
子
年
六
分
、
償
還
期
限
七
箇

年
、
発
行
価
格
九
十
円
説
」
（
年
八
・
二
五
．
ハ
ー
セ
ン
ト
）
と
「
利
子
年
五
分
、
償
還
期
限
三
箇
年
、
発
行
価
格
九
十
円
説
」
（
年
九
・

二
五
．
ハ
ー
セ
ン
ト
）
の
一
一
案
を
提
示
し
、
「
政
府
の
採
決
に
一
任
す
る
」
こ
と
、
第
二
に
発
行
額
二
億
円
は
「
政
府
の
意
向
な
り
し
も
、

（
Ⅱ
）
 

一
時
の
便
宜
を
謀
ら
ん
よ
り
は
応
募
の
好
成
織
を
期
す
る
に
加
か
ず
と
て
一
億
円
に
止
め
」
る
こ
と
、
の
二
つ
の
決
定
を
松
尾
日
銀
総

裁
に
示
し
た
。
こ
の
決
定
に
さ
い
し
政
府
・
日
銀
は
、
利
廻
り
の
低
い
第
一
案
す
な
わ
ち
年
利
六
分
、
九
○
円
、
七
年
の
発
行
条
件
で

国
庫
債
券
一
億
円
を
発
行
す
る
こ
と
と
し
即
座
に
省
令
を
発
し
た
。
カ
ッ
ト
さ
れ
た
残
り
一
億
円
に
つ
い
て
は
、
少
し
時
間
を
お
い

て
、
ま
た
利
率
を
さ
ら
に
下
げ
て
募
集
す
べ
し
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
応
募
熱
の
さ
め
ぬ
う
ち
に
「
軍
事
支
払
の
為
め
に
内
地
に
放

散
せ
る
資
金
を
吸
収
す
る
」
目
的
で
発
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
発
行
条
件
に
つ
い
て
は
「
前
回
募
集
の
際
既
に
協
定
す
る
所
」
で
あ

り
別
に
協
議
会
を
ひ
ら
く
こ
と
と
な
く
「
前
回
通
娠
）
と
決
定
さ
れ
た
。

利
子
を
免
除
と
す
る
こ
と
、

追
い
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

証
券
の
発
行
限
度
を
来
年
度
一
層
拡
大
す
る
こ
と
、
第
三
に
な
る
べ
く
短
期
公
債
の
発
行
を
ひ
か
え
長
期
と
す
る
こ
と
、
第
四
に
公
偵

時
価
に
よ
る
銀
行
決
算
を
改
正
す
る
こ
と
、
第
五
に
今
後
国
債
を
発
行
す
る
と
き
は
予
め
銀
行
家
の
意
見
を
徴
集
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら

の
要
望
は
、
公
信
用
に
対
し
優
位
に
た
っ
た
民
間
信
用
が
流
れ
に
乗
じ
て
、
公
信
用
Ⅱ
国
債
管
理
の
活
動
領
域
に
大
枠
を
は
め
、
民
間

信
用
の
優
位
を
将
来
に
わ
た
っ
て
確
保
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
奇
襲
の
一
撃
に
他
な
ら
な
い
。
不
意
打
ち
を
く
ら
っ
た
政
府
は
「
民
間

（
Ｍ
）
 

の
意
向
を
択
取
」
し
、
大
蔵
省
証
券
の
発
行
額
を
増
加
す
る
こ
と
、
そ
の
償
還
は
そ
の
年
度
の
歳
入
金
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
、
公
償

利
子
を
免
除
と
す
る
こ
と
、
公
債
利
札
で
納
税
・
送
金
の
代
用
を
認
め
る
こ
と
、
な
ど
の
法
改
正
に
手
を
つ
け
ざ
る
を
え
な
い
立
場
に
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以
上
の
よ
う
に
国
庫
債
券
発
行
条
件
を
め
ぐ
る
第
一
回
か
ら
第
五
回
に
至
る
決
定
の
経
過
を
詳
細
に
た
ど
っ
て
み
る
と
、
そ
の
決
定

の
イ
ー
ー
シ
ァ
テ
イ
ブ
が
政
府
・
日
銀
か
ら
民
間
銀
行
家
に
よ
る
協
議
会
へ
移
っ
て
ゆ
く
さ
主
が
群
か
に
写
し
だ
さ
れ
る
。
最
初
は
大
蔵

省
・
日
銀
が
内
示
し
た
発
行
条
件
を
民
間
銀
行
家
の
募
集
「
協
議
会
」
が
修
正
す
る
と
い
う
力
関
係
に
あ
っ
た
が
、
第
三
回
に
お
け
る

「
京
阪
銀
行
家
」
の
思
わ
ぬ
先
制
攻
撃
を
転
機
に
、
民
間
銀
行
募
集
引
受
「
協
議
会
」
が
決
定
し
示
し
た
発
行
条
件
案
を
大
蔵
省
・
日

銀
が
選
択
し
従
う
と
い
う
か
っ
て
柔
な
か
っ
た
事
態
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
両
者
の
力
関
係
の
逆
転
に
み
あ
っ
て
利
廻
り
も
、
第
一

回
の
六
・
一
一
一
九
．
〈
１
セ
ン
ト
か
ら
第
二
・
一
一
一
回
に
は
六
・
八
五
さ
ら
に
第
四
。
五
回
の
八
・
二
五
．
ハ
ー
セ
ン
ト
ヘ
と
著
し
い
上
昇
を
た

ど
っ
た
。
政
府
は
さ
ら
に
第
六
回
募
集
を
計
画
し
た
が
、
東
京
交
換
所
に
設
け
ら
れ
た
戦
時
経
済
調
査
委
員
会
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て

「
第
四
回
・
第
五
回
同
様
の
条
件
に
て
は
事
実
上
不
可
能
な
る
べ
し
」
、
こ
の
こ
と
を
「
当
局
者
に
注
意
す
べ
き
」
と
決
し
、
つ
い
に

そ
の
実
現
は
見
送
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
民
間
信
用
優
立
の
も
と
で
高
利
廻
り
が
確
保
さ
れ
、
他
方
「
日
本
銀
行
は
応
募
者
に
向
て
金
融

上
出
来
得
る
限
り
の
便
利
を
与
こ
る
な
ど
市
中
消
化
の
た
め
の
諸
条
件
が
整
え
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
四
億
円
に
垢
よ
ぶ
巨
額
の
国
庫

偵
券
の
応
募
も
成
巧
裡
の
う
ち
に
幕
を
と
じ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
『
銀
行
報
告
誌
」
第
五
七
号
Ｍ
二
七
・
九
本
店
銀
行
は
「
発
行
紙
幣
付
基
本
金
額
の
半
額
以
上
を
応
募
低
度
」
と
す
る
よ
う
決
議
し
て
い
る
。

（
２
）
「
関
東
銀
行
会
臨
時
会
議
要
略
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
一
○
六
号
Ｍ
二
七
・
九

（
３
）
「
関
東
銀
行
会
録
事
」
「
銀
行
通
信
録
」
第
一
○
九
号
Ｍ
二
七
・
一
二

（
４
）
「
関
東
銀
行
会
録
事
」
は
『
銀
行
通
信
録
」
に
集
録
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
記
述
に
つ
い
て
は
見
あ
た
ら
な
い

（
５
）
『
明
治
大
正
財
政
史
』
第
一
一
巻
国
償
六
八
三
頁

（
６
）
『
明
治
大
正
財
政
史
」
第
一
三
巻
預
金
部
七
九
六
頁

（
７
）
『
国
侭
沿
革
略
』
第
一
巻
五
一
四
頁

（
８
）
財
務
当
局
官
談
話
「
国
庫
俄
券
の
発
行
方
法
」
『
銀
行
通
信
録
」
二
二
一
号
Ｍ
一
一
一
七
・
一
一
一

（
９
）
『
明
治
大
正
財
政
史
」
第
一
一
巻
国
俄
九
三
八
頁
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三
国
債
引
受
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
と
市
場
機
構

ａ
四
分
利
借
換
と
引
受
団
の
砿
立

民
間
信
用
の
攻
撃
の
ま
え
に
国
債
管
理
Ⅱ
低
金
利
政
策
は
大
き
く
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
戦
費
調
達
が
一
段
落
し
金
融
緩
慢

の
季
節
を
む
か
え
る
や
大
蔵
省
・
日
銀
は
借
換
を
武
器
に
失
地
回
復
の
識
動
を
開
始
す
る
。
反
攻
の
序
幕
は
一
一
一
九
年
臨
時
事
件
費
公
債

二
億
円
募
集
に
始
ま
る
。
政
府
は
金
融
の
ゆ
る
ぷ
に
乗
じ
、
高
利
廻
り
の
苦
汁
を
の
ま
さ
れ
た
第
四
・
五
回
国
償
償
券
の
低
利
借
換
を

計
画
し
、
例
の
如
く
各
地
銀
行
家
に
よ
る
募
集
引
受
「
協
議
会
」
を
招
集
し
た
。
銀
行
家
に
と
っ
て
二
時
に
二
億
円
を
募
集
す
べ
き

や
将
た
之
を
一
一
回
に
分
割
す
べ
き
や
」
あ
る
い
は
償
還
年
限
・
利
率
・
発
行
価
格
な
ど
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
と
く
に
「
政
府
の
内
定

と
聞
え
し
五
分
、
九
十
五
円
に
は
容
易
に
応
ず
ぺ
き
色
な
か
り
し
」
と
強
い
抵
抗
を
示
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
阪
谷
芳
郎

大
蔵
大
臣
が
「
戦
時
同
様
と
の
故
を
以
て
募
集
の
条
件
、
其
他
に
就
き
諸
君
を
強
制
せ
ん
と
す
る
の
趣
旨
に
非
ら
ず
、
全
く
胸
襟
を
披
き

（
１
）
 

て
協
議
」
さ
れ
た
し
と
一
一
戸
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
府
の
意
向
は
固
く
そ
の
意
向
ど
お
り
年
五
分
、
九
五
円
以
上
、
五
年
据
置
三
○

年
償
還
、
二
億
円
に
落
着
を
ゑ
た
。
銀
行
家
の
か
ち
と
っ
た
も
の
は
、
四
月
金
額
払
込
に
対
し
百
円
に
つ
き
八
○
銭
の
割
引
を
す
る
、

分
割
払
で
も
利
子
を
支
払
う
、
国
庫
債
券
に
よ
る
払
込
代
用
を
染
と
め
る
７
利
子
所
得
に
対
し
無
利
子
と
す
る
な
ど
の
些
細
な
優
遇
措

置
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
国
庫
債
券
第
四
・
五
回
募
集
に
お
い
て
染
ら
れ
た
民
間
銀
行
家
が
決
め
政
府
・
日
銀
が
諒
承
す
る
と
い
う
発
行

'■、「へ／~、′､′へ「~、

１５１４１３１２１１１０ 
、.ソ、-'、-'、.'、.'、.ノ

「
国
庫
債
券
の
発
行
方
法
」
一
．
銀
行
通
信
録
』
第
二
二
一
号
Ｍ
一
一
一
七
・
一
一
一

「
第
二
回
国
庫
償
券
募
集
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
一
一
二
四
号
Ｍ
三
七
・
六

「
第
三
回
国
庫
恢
券
発
行
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
二
二
八
号
Ｍ
一
一
一
七
・
一
○

「
第
三
回
国
庫
僚
券
発
行
募
集
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
二
二
九
号
Ｍ
一
一
一
七
・

「
第
四
回
国
庫
俄
券
発
行
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
二
三
一
一
一
号
Ｍ
一
一
一
八
・
’
一
一

「
第
五
回
国
庫
債
券
発
行
」
『
銀
行
通
信
録
」
第
二
三
五
号
Ｍ
一
一
一
八
・
五
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明
治
四
二
年
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
市
中
金
融
は
未
曽
有
の
金
利
崩
落
期
に
突
入
し
、
こ
れ
に
乗
じ
政
府
は
こ
れ
ま
で
の
五
分
利
内

国
債
一
三
億
円
の
全
て
を
四
分
利
に
借
換
え
る
計
画
を
立
て
、
こ
れ
ま
で
妥
協
を
重
さ
ね
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
国
債
管
理
Ⅱ
低
金

利
の
要
求
を
再
び
貫
ぬ
く
べ
く
新
た
な
攻
勢
に
移
っ
た
。
四
三
年
一
月
と
き
の
大
蔵
大
臣
桂
太
郎
は
ま
ず
「
東
西
の
諸
銀
行
家
を
招
待

し
」
借
換
公
債
の
条
件
を
示
し
諒
解
を
う
る
や
、
二
月
「
東
京
及
大
阪
の
十
五
銀
行
は
組
合
を
組
織
し
、
新
四
分
利
公
債
の
下
受
保
証

（
２
）
 

を
為
す
」
契
約
を
結
ん
だ
。
て
は
じ
め
に
一
億
円
の
借
換
公
債
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
企
図
さ
れ
実
行
に
移
さ
れ
た
が
、
松
尾
日
銀
総
裁
に

（
２
）
 

あ
て
桂
大
蔵
大
臣
が
発
し
た
「
命
令
書
」
に
よ
れ
ば
、
日
銀
が
ま
ず
二
五
百
万
円
を
引
受
け
、
残
り
七
五
百
万
円
を
東
京
・
大
阪
の
一

五
の
巨
大
銀
行
に
よ
る
「
下
請
銀
行
組
合
」
が
引
受
け
る
こ
と
、
一
般
公
募
が
一
億
円
に
達
し
な
い
と
き
は
組
合
が
そ
の
不
足
分
を
引

受
け
る
こ
と
、
組
合
が
引
受
け
る
応
募
価
格
は
「
最
低
発
行
価
格
」
と
す
る
こ
と
、
そ
の
「
下
請
料
」
は
「
下
請
額
の
百
分
の
ど
と

す
る
こ
と
、
な
ど
の
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

「
下
請
銀
行
組
合
」
は
こ
の
契
約
に
さ
い
し
渋
沢
栄
一
（
第
一
）
、
高
橋
是
清
（
正
金
）
両
幹
事
の
名
の
も
と
に
桂
大
蔵
大
臣
に
あ

（
２
）
 

て
、
「
銀
行
組
合
内
部
の
規
約
書
」
と
な
ら
ん
で
次
の
五
項
の
確
認
を
と
り
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
｜
、
「
公
債
政
策
に
関
す
る
既

定
の
方
針
」
す
な
わ
ち
非
募
債
主
義
を
「
肇
固
に
維
持
」
す
る
こ
と
。
二
、
満
期
国
債
を
低
利
借
換
す
る
政
府
方
針
を
「
世
間
に
宣

言
」
す
る
》
」
と
。
一
一
一
、
「
郵
便
貯
金
の
利
率
」
を
「
速
に
引
下
ぐ
」
こ
と
。
四
、
今
後
公
債
償
還
の
「
手
続
」
「
目
論
見
書
」
「
時
期
」

に
つ
い
て
は
「
此
組
合
の
意
見
を
徴
」
す
る
こ
と
。
五
、
今
後
「
公
債
借
換
の
実
行
」
は
「
先
づ
此
組
合
に
協
議
」
す
る
こ
と
。
す
な

結
成
に
他
な
ら
な
い
。

条
件
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
僅
か
一
年
後
の
借
換
募
集
の
な
か
で
覆
え
さ
れ
、
政
府
・
日
銀
は
国
債
管
理
Ⅱ
低
金
利
政
策
に
対
す
る
フ

リ
ー
ハ
ン
ド
を
辛
じ
て
確
保
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
公
信
用
と
民
間
信
用
の
一
進
一
退
の
攻
防
は
明
治
末
ひ
と
つ
の
均
衡
点
に
達
し
、

国
債
募
集
引
受
機
構
は
安
定
的
な
型
を
創
出
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
が
四
三
年
四
分
利
借
換
公
債
に
お
け
る
大
銀
行
に
よ
る
引
受
団
の



134 
わ
ち
そ
れ
は
桂
大
蔵
大
臣
が
お
し
す
す
め
る
非
募
債
主
義
、
低
利
借
換
に
支
持
を
与
え
な
が
ら
、
一
五
の
巨
大
銀
行
か
ら
な
る
「
下
請

銀
行
組
合
」
を
国
債
引
受
の
永
続
的
な
機
構
と
し
て
確
認
す
る
よ
う
迫
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
２
）
 

ま
た
「
銀
行
組
合
内
部
の
規
約
書
」
は
、
一
一
条
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
次
の
如
き
厳
し
い
内
部
規
制
を
含
ん
で
い
る
。
「
各
銀
行

応
分
に
引
請
」
け
た
国
債
を
「
発
行
価
格
以
下
に
て
他
に
売
渡
さ
」
な
ど
」
と
、
「
再
下
請
」
は
承
と
め
る
が
、
や
む
を
え
ず
売
渡
さ

ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
に
は
組
合
の
「
承
諾
」
を
え
て
処
分
は
「
組
合
に
一
任
」
す
る
こ
と
、
組
合
銀
行
以
外
で
発
行
価
格
以
下
で
市
場
に

売
出
す
も
の
が
あ
れ
ば
「
組
合
は
之
を
買
取
り
又
は
其
筋
に
交
渉
し
て
市
場
の
維
持
に
力
む
る
」
こ
と
、
第
二
回
以
降
の
借
換
に
さ
い

し
「
時
機
及
金
額
に
就
て
は
組
合
に
於
て
協
議
の
末
政
府
に
交
渉
」
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
に
違
反
し
た
場
合
は
「
除
名
」
と
す
る
。
そ

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
発
行
価
格
以
上
に
維
持
す
る
）
」
と
を
至
上
命
令
と
す
る
引
受
機
関
の
創
設
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
預
金

銀
行
と
し
て
力
を
蓄
え
る
に
と
も
な
い
、
政
府
の
上
か
ら
の
国
債
管
理
の
要
求
に
対
し
市
場
原
理
を
対
置
し
、
入
札
公
募
の
導
入
と
実

質
化
を
か
ら
と
っ
て
き
た
民
間
銀
行
は
、
こ
こ
に
お
い
て
価
格
支
持
を
義
務
と
す
る
内
部
規
約
を
も
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

政
府
の
国
債
管
理
Ⅱ
低
金
利
政
策
に
下
か
ら
呼
応
す
る
点
で
市
場
メ
ヵ
ー
ー
ズ
ム
の
後
退
で
あ
る
が
、
国
偵
市
場
に
お
け
る
寡
占
体
制
の

確
立
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
内
部
か
ら
の
変
質
を
意
味
す
る
。
市
場
メ
ヵ
ー
ー
ズ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
の
溌
刺
と
し
た

浸
透
・
拡
充
力
を
喪
失
し
、
国
儀
管
理
を
め
ぐ
っ
て
、
「
御
用
金
」
的
思
考
を
払
拭
し
つ
つ
あ
っ
た
大
蔵
省
あ
る
い
は
日
銀
と
同
じ
土

俵
に
の
ぼ
っ
て
交
渉
す
る
と
い
う
寡
占
行
動
に
昇
華
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
一
回
借
換
が
つ
つ
が
な
く
す
す
め
ら
れ
る
や
、
一
カ
月
後
政
府
は
そ
の
収
入
金
と
国
債
整
理
基
金
を
あ
わ
せ
五
千
万
円
を
償
還
す

る
と
同
時
に
第
二
回
一
億
円
の
借
換
を
計
画
し
、
さ
き
の
「
下
請
銀
行
組
合
」
に
条
件
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
、
「
二
億
円
発
行
説
」
も

出
さ
れ
た
が
「
大
勢
は
経
済
界
に
激
変
を
与
え
へ
ざ
ら
ん
と
の
主
旨
」
か
ら
一
億
円
に
決
定
し
、
そ
の
他
前
回
と
同
じ
「
政
府
案
を
承

（
３
）
 

認
」
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
回
の
引
受
は
日
銀
と
東
京
・
大
阪
の
一
五
行
か
ら
な
る
民
間
銀
行
団
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
が
、
今
回
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（
Ｊ
）
 

は
「
日
露
戦
役
当
時
国
庫
債
券
の
応
募
を
取
扱
ひ
た
る
銀
行
を
標
準
と
し
て
」
新
た
に
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
名
古
屋
・
横
浜
・
神
一
Ｐ

の
三
三
の
大
銀
行
が
「
応
募
取
次
銀
行
」
と
し
て
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
引
受
が
第
一
回
募
集
に
お
い
て
契
約
さ
れ
た
一
五
行
銀
行
団
を

中
心
に
す
す
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
に
三
一
一
一
行
の
新
加
入
を
要
請
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
前
回
は
ず
さ
れ
た
名
古

屋
、
横
浜
、
神
戸
・
京
都
の
諸
銀
行
と
東
京
・
大
阪
の
中
堅
銀
行
の
不
満
も
無
視
し
え
な
い
が
、
な
に
よ
り
も
前
回
に
お
け
る
民
間
応

募
の
「
不
成
績
」
に
ね
ざ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
帝
室
・
赤
十
字
・
日
銀
・
興
銀
を
除
く
第
一
回
に
お
け
る
民
間
応
募
が
七
千
万
円
に

（
４
）
 

と
ど
ま
っ
た
こ
と
は
、
「
今
後
の
金
利
が
四
分
を
以
て
標
準
と
す
べ
き
や
否
や
」
未
だ
「
一
般
に
疑
問
」
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
、
何
ら
か
の
条
件
の
変
更
が
な
い
か
ぎ
り
第
二
回
の
応
募
は
不
首
尾
に
お
わ
る
危
険
が
あ
っ
た
。
大
蔵
満
・
日
銀
が
提
示
し
た
条
件

に
修
正
を
加
え
る
方
向
を
え
ら
ば
ず
、
一
五
行
か
ら
な
る
閉
鎖
的
な
引
受
団
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
危
険
を
回
避
し
よ
う
と

第
二
回
借
換
は
引
受
団
を
一
五
行
か
ら
四
八
行
へ
拡
大
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
応
募
成
績
は
第
一
回
に
く
ら
べ
は
る
か
に
下
廻
っ
た
。

そ
の
た
め
政
府
の
第
三
何
一
億
七
千
万
円
の
借
換
引
受
の
要
請
に
対
し
一
五
行
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
団
は
危
険
を
さ
け
る
た
め
に
引
受
拒
否

の
拳
に
出
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
政
府
は
一
帳
し
て
内
償
と
外
俄
を
含
め
た
二
億
八
千
万
円
の
四
分
利
借
換
を
ポ
ン
ド
と
フ
ラ
ン
に
よ

る
外
債
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
切
り
ぬ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
こ
の
資
金
を
も
と
に
、
残
る
一
億
九
千
万
円
を
証
券
交
換
特
別
発
行

に
よ
っ
て
償
還
し
、
四
三
年
五
月
五
億
円
に
の
ぼ
る
老
大
な
低
利
借
換
問
題
は
こ
こ
に
一
段
落
を
と
げ
た
。
桂
大
蔵
大
臣
は
次
年
度
に

お
い
て
も
満
期
国
債
の
低
利
借
換
を
続
行
す
る
方
針
を
言
明
す
る
や
、
一
五
行
引
受
銀
行
団
は
一
○
月
「
今
後
に
継
続
し
て
借
換
発
行

に
係
る
公
債
の
引
受
保
証
に
任
ず
る
の
象
な
ら
ず
更
に
確
実
な
る
社
債
の
引
受
に
当
る
」
こ
と
、
ま
た
「
清
国
に
対
し
需
要
あ
る
際
共

（
５
）
 

同
出
資
を
為
す
」
こ
と
の
二
点
の
協
定
を
む
す
び
、
今
後
も
よ
り
広
い
領
域
で
の
引
受
活
動
を
お
し
す
す
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し

か
し
四
分
利
借
換
が
完
了
し
た
明
治
四
五
年
の
二
月
「
下
請
銀
行
組
合
規
約
」
は
「
大
蔵
省
及
関
係
銀
行
間
の
協
議
に
依
り
」
「
形
式

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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ｂ
国
債
引
受
団
と
寡
占
構
造

明
治
四
三
年
低
利
借
換
に
お
け
る
引
受
銀
行
団
の
登
場
は
明
治
一
一
年
起
業
公
債
を
起
点
と
す
る
入
札
公
募
の
あ
ゆ
み
の
均
衡
Ⅱ
到

達
点
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
は
や
く
か
ら
全
国
銀
行
同
盟
に
よ
る
募
集
。
引
受
機
構
の
組
織
づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
、
ま
た
日
露
戦
期
国
庫
債
券
応
募
に
お
い
て
実
質
的
な
体
制
が
ほ
ぼ
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
引
受
銀
行
団
成
立
の
前
史
に

つ
い
て
、
ま
ず
正
当
な
評
価
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
引
受
銀
行
団
結
成
の
意
義
が
問
わ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
意
義
は
次
の
一
一
一
点
に
集
約
さ
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
公
信
用
と
民
間
信
用
の
対
抗
関
係
を
め
ぐ
っ
て
。
起
業
・
中
山
道
鉄
道
公
債
Ⅱ
東
京
銀
行
集
会
所
か
ら
日
清
軍
事
公

債
Ⅱ
関
東
銀
行
会
、
日
露
国
庫
債
券
Ⅱ
全
国
銀
行
同
盟
、
四
分
利
借
換
公
償
Ⅱ
銀
行
引
受
団
へ
至
る
公
債
募
集
。
引
受
機
構
の
変
遷
を

た
ど
っ
て
承
る
な
ら
ば
、
こ
の
一
一
一
○
年
の
あ
い
だ
公
信
用
に
対
す
る
民
間
信
用
の
組
織
づ
く
り
が
い
か
に
進
永
、
力
を
発
揮
す
る
に
至

っ
た
か
、
た
ち
ま
ち
理
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
日
清
軍
事
公
償
募
集
の
と
き
に
は
民
間
銀
行
側
は
金
融
環
境
に
つ
い
て
の
条
件
づ
け
は

上
は
之
を
廃
し
、
情
意
に
於
て
存
続
す
詑
］
こ
と
さ
れ
、
つ
づ
く
三
月
一
五
行
か
ら
な
る
引
受
銀
行
団
は
正
式
に
解
散
吟
）
信
用
機
櫛

に
お
け
る
寡
占
構
造
の
定
着
に
お
け
る
屈
析
点
と
し
て
そ
の
歴
史
的
使
命
を
終
え
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
「
臨
時
事
件
公
使
募
集
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
二
四
五
号
Ｍ
一
一
一
九
・
三

（
２
）
「
命
令
聾
」
「
銀
行
組
合
内
部
の
規
約
」
『
明
治
大
正
財
政
史
」
第
二
巻
国
償
八
八
六
－
八
九
二
頁

（
３
）
「
明
治
大
正
財
政
史
」
第
二
巻
国
憤
九
○
一
’
九
○
五
頁

（
４
）
「
第
一
回
四
分
利
公
債
の
発
行
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
」
第
一
五
○
号
Ｍ
四
一
一
一
・
三

（
５
」
「
公
使
引
受
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
継
続
」
「
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
一
五
八
号
Ｍ
四
三
・
一
一

（
６
）
「
銀
行
組
合
内
部
の
規
約
書
」
付
記
『
明
治
大
正
財
政
史
』
第
二
巻
国
債
八
九
二
頁

（
７
）
「
公
俄
引
受
団
の
解
散
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
三
一
八
号
Ｍ
四
五
・
四



137成立期日本信用機櫛の論理と構造（完）
で
き
て
も
発
行
条
件
そ
の
も
の
に
手
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
第
三
回
募
集
の
失
敗
に
お
い
て
そ
の
力
量
を
い
か
ん

な
く
示
し
、
一
○
年
後
の
日
露
国
庫
債
券
募
集
に
お
い
て
全
面
開
花
す
る
。
大
蔵
省
。
日
銀
は
つ
ね
に
公
信
用
が
民
間
信
用
を
圧
迫
し

な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
国
債
管
理
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
が
、
日
露
期
に
至
っ
て
発
行
条
件
は
民
間
銀
行
家
に
よ
る
募
集
。
引
受
「
協

議
会
」
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
・
決
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
第
四
回
国
庫
債
券
募
集
に
お
い
て
低
金
利
政
策
の
危
機
に
追
い
こ
ま
れ
た

大
蔵
省
・
日
銀
が
民
間
銀
行
に
対
し
反
撃
を
試
み
、
勢
力
均
衡
の
う
ち
に
見
出
し
た
安
定
的
な
型
が
一
五
行
引
受
銀
行
団
に
他
な
ら
な

第
二
に
、
証
券
引
受
と
応
募
の
範
鴫
的
分
離
が
、
こ
の
民
間
信
用
の
優
位
に
対
す
る
公
信
用
の
反
撃
の
最
大
の
武
器
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
国
庫
伎
券
募
集
の
と
き
の
よ
う
に
全
国
の
銀
行
同
盟
を
総
動
員
し
て
も
、
そ
れ
が
単
に
応
募
の
組
織
化
に
と
ど
ま
る

な
ら
ば
、
大
蔵
省
・
日
銀
は
応
募
不
足
の
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
応
募
不
足
と
な
れ
ば
、
日
銀
あ
る
い
は
預
金
部
は
引

受
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
大
蔵
省
。
日
銀
は
、
民
間
銀
行
が
主
張
す
る
市
中
消
化
を
前
提
と
す
る

高
利
廻
り
の
発
行
条
件
を
の
ま
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
弱
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
民
間
銀
行
の
応
募
組
織
を
一
歩
踏
象
こ
ん
で
引
受
組
織

に
再
編
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
一
挙
に
解
決
さ
れ
る
。
一
旦
引
受
機
構
が
確
立
す
れ
ば
、
大
蔵
省
・
日
銀
は
応
募
不
足
を
思
い
患
う
こ

と
な
く
、
ひ
た
す
ら
低
金
利
Ⅱ
国
償
管
理
の
観
点
か
ら
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
を
相
手
に
発
行
条
件
の
交
渉
に
没
頭
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
国
債
市
場
に
引
受
銀
行
団
を
も
ち
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
大
蔵
省
・
日
銀
と
巨
大
銀
行
群
は
特
権
的
な
半
ば
閉
さ
れ
た
関
係
を
榊
築

し
、
つ
い
に
公
信
用
と
民
間
信
用
の
あ
い
だ
に
ひ
と
つ
の
均
衡
点
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
引
受
銀
行
団
が
な
り
た
つ
た
め
に
は
、
民
間
信
用
機
構
の
あ
い
だ
に
寡
占
的
な
構
造
が
か
た
ち
づ

く
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
そ
こ
で
引
受
団
成
立
の
前
提
を
な
す
日
露
戦
期
国
庫
債
券
お
よ
び
臨
時
軍
事
費
公
債
の
応
募
状

況
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
資
料
の
点
で
、
応
募
の
中
心
と
な
っ
た
東
京
・
大
阪
・
横
浜
・
名
古
屋
・
神
戸
。
京
都
の
同
盟
銀
行
の
第
一

い
◎ 
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第
一
回
引
受
団
参
加
一
五
行
、
第
一
面
拡
大
引
受
団
四
八
行
が
ど
れ
ほ
ど
の
寡
占
的
力
量
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
資
料
的
欠
落
の
な

い
第
一
回
国
庫
債
券
応
募
に
占
め
る
比
重
を
算
出
し
て
ふ
よ
う
。
発
行
価
額
一
億
円
、
応
募
総
額
四
億
五
千
万
円
の
う
ち
帝
室
引
受
二

千
万
、
日
銀
応
募
二
千
万
円
を
差
引
い
た
民
間
応
募
全
体
に
占
め
る
東
京
・
大
阪
・
横
浜
、
名
古
屋
、
京
都
、
神
戸
の
六
都
市
同
盟
銀

行
の
み
で
あ
る
。

回
国
庫
債
券
の
応
募
一
覧
と
東
京
に
つ
い
て
の
象
全
六
回
の
応
募
総
額
と
回
数
を
掲
げ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
表
を
一
覧
す
る
な
ら
ば
、
各

行
の
応
募
額
が
一
定
の
秩
序
に
従
う
見
事
な
階
層
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
看
て
取
れ
る
。
こ
の
階
層
性
は
一
時
的
な
も
の
で
な
い
こ

と
、
応
募
上
位
銀
行
か
ら
下
位
銀
行
ま
で
貫
ぬ
い
て
い
る
が
、
と
く
に
第
一
回
応
募
額
が
七
五
万
あ
る
い
は
五
○
万
円
以
上
の
銀
行
に

お
い
て
は
六
回
と
も
ほ
ぼ
同
一
額
と
い
う
厳
格
さ
を
保
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
預
金
額
と
比
較
す
る
な
ら
ば
厳
密
に
相
関
し
は
し
な
い

が
大
枠
に
お
い
て
対
応
す
る
こ
と
な
ど
の
諸
点
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
各
加
盟
銀
行
の
応
募
を
め
ぐ
っ
て
半
ば
自
主
的
な
割
当
調

（
１
）
 

整
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
し
測
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
こ
の
割
当
は
「
先
ず
第
十
五
銀
行
の
内
定
」
を
受
け
、
そ
れ
を
規
準
に

一
一
一
菱
，
一
一
一
井
以
下
自
ら
の
応
募
額
を
調
整
し
な
が
ら
決
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
十
五
・
一
一
一
菱
．
一
一
一
弁
な
ど
の
巨
大
銀
行
が
圧
倒
的

な
比
重
を
占
め
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
づ
く
四
分
利
借
換
公
債
の
引
受
銀
行
団
に
参
加
し
た
第
一
回
一
五
行
、
第

二
回
四
八
行
が
こ
の
寡
占
的
階
層
性
と
い
か
な
る
対
応
関
係
に
立
つ
か
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
の
多
い
東
京
加
盟
銀
行

か
ら
推
す
か
ぎ
り
、
第
一
回
の
引
受
団
は
六
回
平
均
し
て
百
万
円
以
上
の
実
績
を
も
つ
巨
大
銀
行
、
第
二
回
の
拡
大
引
受
団
は
六
回
均

し
て
二
○
万
円
以
上
の
中
堅
・
巨
大
銀
行
か
ら
な
る
。
各
地
の
乏
し
い
辮
例
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
二
つ
の
規
準
は
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
・

六
回
応
募
額
六
百
万
円
の
規
準
を
と
れ
ば
、
対
象
銀
行
は
東
京
・
大
阪
に
限
ら
れ
―
―
、
一
一
一
脱
落
す
る
も
の
が
あ
る
が
ほ
ぼ
第
一
回
シ
ン

ジ
ケ
ー
ト
参
加
一
五
行
と
な
る
。
二
○
万
円
の
規
準
を
と
れ
ば
名
古
屋
、
神
戸
、
京
都
に
拡
大
ざ
れ
多
く
の
中
堅
銀
行
を
含
む
も
の
と

な
る
。
実
績
を
も
た
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
拡
大
引
受
団
へ
の
参
加
を
許
さ
れ
た
銀
行
は
四
一
年
に
加
盟
銀
行
と
な
っ
た
豊
国
銀
行
一
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行
の
比
重
は
、
興
銀
を
含
め
て
七

九
百
万
円
で
一
割
九
分
で
あ
る
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
最
低
価
格
で
の

応
募
で
あ
り
帝
室
。
Ⅱ
銀
応
募
分

と
並
ん
で
確
実
な
固
定
応
募
部
分

と
し
て
調
節
機
能
を
に
な
い
、
そ

の
成
否
に
よ
っ
て
応
募
全
体
の
流

れ
が
左
右
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
第

一
回
引
受
団
一
五
行
合
せ
て
七
割

一
分
、
第
二
回
の
拡
大
引
受
団
四

八
行
合
せ
て
八
割
六
分
に
達
す

る
。
東
京
加
盟
銀
行
全
体
の
応
募

高
は
興
銀
を
含
め
て
四
八
百
万
円

で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
一
五
行
引

受
団
に
参
加
し
た
九
行
の
占
拠
率

は
八
割
三
分
へ
大
阪
の
場
合
は
二

四
百
万
円
の
う
ち
六
行
で
六
割
六

分
で
あ
る
。
四
八
行
引
受
団
参
加

東京同盟銀行における

国庫債券（五回）および臨時事件公債の応募一覧

第62表

(千円）

銀行団
参加

'5行'48行鰯|鱗
全六回|銀行団

鯆|蕾8:Ⅲ
第一回(応募
国庫俊券回数

|第一回

国庫債券

…
 

’
 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
 

左右田

肥後

八十四

丁西

森村

神木

合資田中

京橋

武総

今村

麹ＩｌｌＪ

浅草

万世

日本通商

三十

商栄

八十九

扶桑

豊国

○
○
○
○
 

60,000 

30,000 

30,000 

30,000 

８
３
３
１
５
６
６
７
４
５
６
７
３
４
４
３
 

１
 

？
？
？
７
１
 

１
１
１
１
１
 

⑩
１
列
ｌ
⑩
ｌ
ｍ
ｌ
ｍ
ｌ
ｍ
ｌ
⑩
１
，
１
釦
１
，
１
弧
ｌ
弧
Ｉ
別
１
割
１
ｍ
釦
加
加
０

10,000 

5,000 

１
 

１
１
 

６
６
６
６
６
５
一

３
５
２
２
３
２
１
１
 
１
１
１
 

１
 

６
５
６
６
６
５
６
６
３
６
６
６
５
６
６
６
１
２
０
 

五
菱
井
金
一
三
田
百
商
井
二
四
浜
崎
七
商
海
井
京
十

国
十

十
治

十
三
一
一
一
正
舗
第
安
第
帝
村
第
七
横
川
一
一
明
東
中
東
二

０
０
０
０
０
０
 

７
，
９
，
〃
Ｊ

５
５
３
６
１
１
 

脇十：
13,000,○ ） ６

６
６
３
６
６
６
６
６
５
６
６
６
６
 

6,400○ 

6,0CＯ 

通本
京
武
今
麹
浅
万
日

3,400 

4,500： 
4,500 

3,000 

2,670 

７
７
５
５
５
６
３
３
３
３
 

○ 

Ｘ］ 

○
○
○
○
○
○
○
 

…
：
 

７
０
５
８
５
 

澱’
2,2.0 
2,,00 

2,4001 
,,７５０１ 

DＣ 

扶
豊【〕［

○ 

合計 43.350 248.351 

二三五，二四五号より作成｢銀行通信録」第二二一，二二四，二二九，二三三，
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銀
行
の
占
拠
率
は
東
京
九
割
四
分
、
大
阪
九
割
二
分
に

達
す
る
。
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
引
受
銀
行
団
に
参
加

す
る
一
五
行
あ
る
い
は
四
八
行
が
国
債
発
行
市
場
に
お

い
て
ど
れ
ほ
ど
の
寡
占
的
力
量
を
発
揮
し
て
い
た
が
か

な
り
鮮
明
に
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

国
債
応
募
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
寡
占
機
造
が
一
体

い
つ
か
ら
形
成
さ
れ
た
の
か
、
充
分
に
検
討
し
う
る
材

料
が
な
い
が
、
日
清
戦
期
に
は
、
第
二
回
軍
事
公
債
の

（
１
）
 

関
東
銀
行
会
の
応
募
予
定
額
か
ら
推
す
か
ぎ
り
、
未
だ

寡
占
構
造
と
呼
び
う
る
力
量
を
も
っ
て
い
る
と
は
思
わ

れ
な
い
。
十
五
銀
行
が
調
達
額
の
実
に
五
分
の
一
の
千

万
円
応
募
を
決
め
、
つ
づ
い
て
百
万
円
を
オ
ー
バ
ー
す

る
の
は
三
菱
・
百
十
九
両
行
で
一
一
一
五
○
万
、
一
一
一
井
一
一
一
百

万
円
、
正
金
二
百
万
円
、
第
一
・
渋
沢
が
二
○
万
、

安
田
・
第
三
両
行
で
一
五
○
万
円
の
五
口
し
か
な
い
。

さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
一
○
万
円
を
凌
駕
し
た
の
は

、
二
五
万
円
の
第
二
を
筆
頭
に
第
七
十
四
、
第
百
、
信

濃
、
今
村
、
横
浜
、
中
井
、
第
八
十
五
、
第
二
十
七
の

第63表大阪同盟銀行における国庫償券応募状況
(千円）

銀行団参加
一口￣

'5行'48行
第 回’第四回 第 回’第四回

友
池
四
口
十
速
浜
蓄
金
島
江
本
商
原
八

貯
貯

十
三

十
阪
本

住
鴻
一
一
一
山
百
浪
北
大
日
加
近
藤
三
木
五

5.000 

咽
皿Ｄ
●
 

４
２
 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
 

○
○
○
○
○
○
 

虎屋

菰蕃同盟

実業

尾州

工商

柵井

川上

西六

天満

虎友

古市

富岡

葛城

成友

150 

3.000 100 5０ 

2.000 1.200 100 

2.000 1.200 100 2０ 

2.000 1.200 100 

2.000 1.200 100 300 

2.000 1.200 

０
０
０
０
０
０
０
 

５
２
２
２
２
２
２
 

2.000 1.200 

1.000 

700 350 

500 300 

500 500 

200 

10 200 

200 合 計 24.120 14.630 

｢銀行通信録」第二二 二三三号より作成
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（
１
）
「
東
京
同
盟
銀
行
臨
時
会
同
録
事
」
「
銀
行
通
信
録
』
第
一
○
九
号
Ｍ
二
七
・
一
一
一

四
国
債
管
理
と
金
融
政
策

ａ
国
債
管
理
機
構
に
つ
い
て

明
治
一
一
一
○
年
金
本
位
制
移
行
に
と
も
な
う
オ
ー
パ
ー
ロ
ー
ン
の
解
消
、
三
七
年
日
露
戦
を
契
機
と
す
る
公
信
用
の
大
膨
張
、
こ
の
二

つ
の
力
の
交
叉
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
期
日
本
信
用
機
構
の
新
た
な
骨
格
が
与
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
信
用
体
系
は
、

割
引
市
場
に
立
脚
す
る
古
典
的
な
姿
を
と
ら
ず
に
、
国
伎
の
流
動
化
を
旋
回
軸
と
す
る
新
た
な
預
金
銀
行
と
い
う
姿
を
と
る
。
独
占
後

期
に
あ
ら
わ
れ
る
信
用
櫛
造
が
後
進
国
の
．
〈
ラ
ド
ヅ
ク
ス
に
よ
っ
て
一
一
○
世
紀
初
頭
日
本
に
お
い
て
凝
集
的
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
国
債
瞥
理
と
金
融
政
筑
の
か
か
わ
り
と
そ
の
攻
防
の
な
か
で
か
ろ
う
じ
て
硴
保
し
え
た
金
融
政
策
の
作
動
径
路
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
立
期
を
む
か
え
た
日
本
の
預
金
銀
行
体
制
の
き
わ
だ
っ
た
将
徴
を
浮
き
ぼ
り
に
し
た
い
。

は
じ
め
に
当
時
の
国
価
管
理
機
柵
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
検
討
し
よ
う
。
第
六
五
表
は
一
一
一
○
年
代
に
お
け
る
国
儀
の
所
在

別
残
高
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
一
一
一
○
年
代
を
通
し
て
漸
墹
を
つ
づ
け
つ
い
に
全
休
の
半
ば
を
占
め
る
に
至
っ
た
海
外

流
通
分
を
別
格
に
、
国
内
に
お
け
る
国
債
の
所
有
は
五
つ
の
柱
か
ら
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
最
基
底
に
は
、
一
一
一
四
年
金
融
恐
慌
後
の
回

復
と
と
も
に
膨
張
を
つ
づ
け
る
個
人
を
中
心
と
す
る
一
般
保
有
が
あ
り
、
そ
の
う
え
に
普
通
銀
行
と
貯
蓄
銀
行
か
ら
な
る
民
間
銀
行
、

日
銀
と
特
殊
銀
行
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
、
内
蔵
寮
・
諸
政
府
基
金
・
日
赤
な
ど
の
政
府
系
諸
機
関
の
グ
ル
ー
プ
、
最
後
に
償
金
部
を
含

む
預
金
部
グ
ル
ー
プ
が
連
な
る
。
国
内
に
お
け
る
国
債
所
有
Ⅱ
流
通
の
主
柱
を
な
す
個
人
あ
る
い
は
企
業
な
ど
の
一
般
民
間
保
有
は
、

一
一
二
年
に
六
七
百
万
円
、
一
一
一
五
年
に
は
漸
く
一
億
円
に
達
し
、
銀
行
総
保
有
と
肩
を
な
ら
べ
た
が
、
一
一
一
七
、
八
年
に
は
激
減
四
千
万
円

を
切
っ
た
。
し
か
し
一
一
一
九
年
一
挙
に
四
億
円
に
膨
張
し
、
つ
い
に
は
政
府
系
機
関
と
銀
行
か
ら
な
る
保
有
合
計
を
う
わ
ま
わ
る
巨
大
な

消
化
力
を
達
成
す
る
に
至
っ
た
。
国
内
の
他
の
グ
ル
ー
プ
が
安
定
し
た
漸
増
傾
向
を
辿
る
な
か
で
一
般
個
人
保
有
は
国
内
に
お
け
る
国



第65表明治後期公償所在別一覧

(年末残高千円）

銀|特殊銀行|普通銀行|貯蓄銀行■小計鱈人ら企霜海外流通|総計|震府壼|鯰蒙|日
253,2631 

281,6611 
264,6351 
249,6771 

259,3931 

223,9491 

畔
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
 

治明
（

３
０
６
２
６
４
６
９
４
９
０
０
 

渕
飽
Ⅲ
羽
勉
ね
醜
的
Ⅳ
銘
咀
蛆

？
〃
ザ
Ｐ
３
ｐ
Ｊ
？
■
？
』
Ｊ

姐
幽
閃
但
組
帥
印
而
似
閲
肥
朗

ｊ
川
‐
ｙ
「
列
１
１
１
１
１
１
１
ｌ

柳
而
剛
町
捌
加
棚
Ⅲ
伽
耐
捌
醐
極
柵
柵
朏

け
９
５
Ｉ
？
Ｐ
Ｐ
９
Ｊ
，
，
５
Ｊ
け
７
，

弼
師
閃
９
両
ｕ
別
６
闘
羽
鼬
灯
酪
、
如
鉈

く
く
く
く

１
１
１
 

30,0071 

44,9741 

47,401 

５０，１２２ 

52,8391 

57,0821 

62,2551 
７５，４４４１ 

69,052 

138,280 

104,614 

101,2261 

12,0541 

11,243 

21,640 

18,544, 

18,596 

23,280 

23,133 

31,474’ 

23,492 

47,331 

24,356 

18,9761 

70,227 

51,292 

47,495 

49,725 

49,1701 
45,3521 

5,876 

6,4421 
7,1021 

8,2601 
8,3921 

7,6６６１ 

８６，６９０ 

６６，６２１ 

７３，４３６ 

９６，１５７１ 

96,7421 

,03,8951 

43,000 382,953 

391,282 

478,701 

486,464 

496,765 

518,394 

538,963 

801,200 

1,723,40k4 

2,154,370 

2,229,635 

2,189,896 

叩
側
剛
剛
伽

３
０
０
０
０
 

４
４
４
４
９
 

１
１
１
１
 

（
順
）
鋼
塞
刊
蜀
鑪
（
ご
篝
蓮
一
室
哩
菩
垣
三
掛
響
一
等
【

190,630 

417,416 

10395,271 

1,287,2361 

344,5651 
290,424 

516,750 

404,7611 

455,1921 

94,069,18,735 

85,30821,667 

99,493３６，８２３ 

119,904 

113,649 

３９，２１９ 

37,709 

350,384 

508,913 

420,763 

1,315,961, 

,,3Ｍ,’ 
大蔵省「銀行局年報」より作成，海外流通分は「大正四年四月調金融蛎項参考書内国の部」による

政府系機関とは内蔵寮，銀行紙幣消却冗費，銀行紙幣抵当，府県備荒儲蓄，罹災救助基金，各自購入保管．日赤を含む
特殊銀行には，横浜正金，勧業，興業，農工，北海道拓殖，台湾銀行を含む

明治三六年普通，貯蓄，農工銀行は不明，預金部・償金部の三一年から三四年までの（）は償金部の象とりだした屯の
個人・企業その他は総計から小計と海外流通をひいたもの
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償
需
給
の
限
界
弁
と
し
て
極
端
な
変
動
を
示
し
た
が
、
三
九
年
以
降
の
大
膨
張

は
鉄
道
国
有
化
に
と
も
な
う
鉄
道
株
か
ら
国
債
へ
の
シ
フ
ト
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
こ
う
し
た
国
内
保
有
残
高
の
拡
大
は
同
時
に
海
外
流
通
Ｉ
資
本
輸
入

の
膨
張
に
よ
る
国
内
へ
の
老
大
な
「
流
動
性
」
供
給
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
う
ち
政
府
系
機
関
保
有
は
最
も
固
定
的
領
域

を
な
し
、
国
債
管
理
に
と
っ
て
は
預
金
部
、
日
銀
、
普
通
銀
行
の
保
有
動
向
が

お
さ
え
る
べ
き
変
数
と
な
る
。

い
ま
預
金
部
、
日
銀
、
普
通
銀
行
の
保
有
国
償
の
内
部
構
成
を
以
下
の
四
つ

の
表
に
集
約
し
う
る
。
前
史
と
も
い
う
べ
き
明
治
二
○
年
代
に
つ
い
て
は
、
日

銀
に
つ
い
て
し
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
第
六
六
表
に
よ
っ
て
二
○
年
代
日
銀

所
有
国
債
構
成
を
追
っ
て
ふ
る
と
、
年
末
残
高
は
着
実
に
漸
増
を
つ
づ
け
二
九

年
に
は
二
一
年
の
二
・
一
一
一
倍
の
一
一
一
四
百
万
円
に
達
し
、
そ
れ
は
整
理
公
俄
と
軍

事
公
債
の
所
有
増
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
整
理
公
債
に
つ
い
て
は
二
六
年
に

六
八
○
万
円
、
二
九
年
に
四
八
○
万
円
の
増
加
を
ふ
た
が
、
整
理
公
伎
の
公
募

は
二
五
年
で
終
り
、
二
六
年
か
ら
一
一
一
○
年
ま
で
の
八
六
○
万
円
は
全
て
預
金
部

引
受
で
あ
る
か
ら
、
証
券
交
換
発
行
を
考
慮
に
入
れ
て
も
少
く
と
も
、
二
六
年

一
三
○
万
円
、
二
九
年
に
は
六
百
万
円
を
越
え
る
公
債
の
買
入
れ
が
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
整
理
公
債
価
格
が
二
六
年
一
○
七
円
を
頂
点
に
二

第66表明治二○年代日銀所有国債残高
(年末千円）

鯛|総|繩|雰濤 |澱
Ｃ－－－ 

鍬|鯏縢綴
14.877 3.834 明治21年 3.824 

16.687 ４６１ 2.271 

２
３
４
５
６
７
８
９
 

２
２
２
２
２
２
２
２
 

4.382 1.060 7.364 1.427 1８．７３６ 3.789 4.545 

1.091 3.967 7.421 18.260 1.754 8.960 8.484 

6．６９０ 1.087 5.924 18.520 1.656 5.201 5.461 

1．０９５１１３．４９４ 1.940 19.555 10.862 11.898 

２．５３５ 1.09513.927 2.341 ２２．５６２ 2.581 5.587 

7.375 １０９５１３，９５５ 27.504 2.416 4.941 9．８８３ 

10.557 1.07618.778 3.089 34.480 16.030 9.052 

｢日本銀行営業報告」（｢日木金融史資料明治大正編」第一○巻）より作成
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八
年
に
は
百
円
を
切
る
と
い
う
市
場
条
件
の
悪
化
を
日
銀
信
用
を
動
員
し
て
下
支
え
を
は
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
○
年
代
日
銀

の
国
債
保
有
は
金
融
政
策
上
の
観
点
に
よ
る
よ
り
も
国
債
消
化
を
至
上
と
す
る
国
債
管
理
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

三
○
年
に
入
る
や
政
府
・
日
銀
は
「
公
債
募
集
に
依
て
市
場
の
資
金
を
引
揚
ぐ
る
方
針
を
避
け
て
既
定
公
償
発
行
の
必
要
あ
る
毎
に

預
金
部
と
外
国
市
場
と
に
求
め
」
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
公
信
用
に
よ
る
民
間
信
用
の
圧
迫
す
な
わ
ち
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
を

（
１
）
 

避
け
「
我
金
融
市
場
の
発
達
と
一
般
経
済
界
の
進
歩
を
計
り
財
界
の
基
礎
を
溌
固
な
ら
し
」
む
方
針
を
と
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

二
九
年
か
ら
は
じ
ま
る
帝
国
五
分
利
公
債
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
特
別
発
行
か
交
付
発
行
で
あ
っ
た
。
交
付
発
行
を
の
ぞ
く
鉄
道
・
事
業
・

台
湾
事
業
・
旧
鉄
道
債
務
整
理
公
債
あ
わ
せ
た
三
億
円
の
う
ち
公
募
は
わ
ず
か
に
二
百
万
円
に
す
ぎ
ず
、
外
債
は
一
億
円
、
残
る
一
億

九
八
百
万
円
の
う
ち
台
銀
引
受
三
千
五
百
万
円
を
の
ぞ
く
大
半
は
預
金
部
と
倣
金
部
の
引
受
に
依
存
し
た
の
で
あ
る
。
預
金
部
と
い
え

ど
も
こ
の
老
大
な
国
債
を
全
て
自
力
で
消
化
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
つ
い
に
国
庫
余
裕
金
を
日
銀
を
通
し
て
一
時
預
金
部
へ
転
換
預
け

（
２
）
 

す
る
と
い
う
便
法
を
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
支
陰
え
き
れ
ず
裏
書
保
証
を
与
え
た
う
え
で
ロ
ン
ド
ン
市
場
へ
売
却
す
る

窮
余
の
一
策
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
明
治
三
○
年
軍
羽
公
俄
三
五
百
万
円
を
引
受
け
る
に
あ
た
っ
て
国
庫
余
裕
金
二

千
万
円
の
援
助
を
う
け
、
ま
た
帝
国
五
分
利
公
債
一
、
二
一
五
万
円
を
引
受
け
る
に
さ
い
し
て
も
一
、
一
五
○
万
円
を
国
庫
か
ら
援
助
を

う
け
た
が
、
長
期
間
依
存
し
つ
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
五
月
四
三
百
万
円
を
ロ
ン
ド
ン
へ
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
金
不
足
を
解

消
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
明
治
三
五
年
に
も
う
一
度
行
わ
れ
た
。
今
度
は
帝
国
五
分
利
公
債
引
受
に
さ
い
し
国

偵
余
裕
金
へ
の
依
存
を
迂
回
す
る
こ
と
な
く
、
五
千
万
円
裏
書
公
債
が
ロ
ン
ド
ン
へ
売
却
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
○
年
か
ら
一
一
一
五
年
に
お
け
る
預
金
部
引
受
ｌ
ロ
ン
ド
ン
金
融
市
場
売
却
ル
ー
ト
の
開
発
は
、
一
一
一
○
年
金
本
位
制
移
行
に
と
も
な
う

日
銀
信
用
の
収
縮
に
よ
っ
て
岬
吟
す
る
市
中
金
融
に
さ
ら
な
る
重
圧
を
さ
け
る
た
め
に
と
ら
れ
た
方
策
で
あ
っ
た
。
市
中
金
融
市
場
は

資
金
逼
迫
の
な
か
で
巨
額
の
国
債
を
消
化
す
る
力
は
全
く
な
く
、
逆
に
資
金
融
通
の
途
を
ひ
ら
く
べ
く
「
経
済
界
救
済
運
動
」
を
展
開
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す
る
と
い
う
窮
迫
し
た
事
態
に
あ
っ

た
。
三
一
年
紡
績
業
な
ど
四
六
社
に

対
し
勧
銀
が
救
済
融
資
三
五
六
万
円

を
投
じ
、
ま
た
綿
糸
輸
出
奨
励
の
た

め
に
円
銀
三
百
万
円
を
正
金
に
投
じ

た
が
、
こ
れ
ら
救
済
融
資
の
一
環
と

し
て
「
公
償
貫
入
の
識
」
は
政
府
の

採
用
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
日
銀
は

「
回
収
倣
金
を
利
用
し
て
瀬
に
公
恢

を
買
入
れ
」
そ
れ
は
「
三
千
八
百
万

（
３
）
 

円
」
の
巨
額
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
推

移
は
第
八
四
表
の
償
金
部
保
有
に
示

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
一
千
万

円
は
大
阪
方
面
へ
役
ぜ
ら
れ
、
市
中

の
逼
迫
を
緩
和
す
る
の
に
こ
の
賀
オ

ペ
は
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
の
で
あ

る
。倣
金
部
に
よ
る
市
中
か
ら
の
国
債

第67表 三○年代初頭日銀内国俄所有
（年末千円）
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賀入
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買
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．
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入
渡
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買
売
残
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｢銀行局年報」より作成

三○，三一年は，交換受入・払出を含む
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買
入
操
作
は
日
本
銀
行
の
売
買
操
作
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ

と
が
、
第
六
七
表
か
ら
う
か
が
え
る
。
二
九
年
か
ら
三
○
年

に
か
け
て
年
末
残
高
に
し
て
七
八
○
万
円
の
増
加
を
み
て
い

る
こ
と
、
そ
の
増
加
は
軍
事
公
債
の
売
却
と
整
理
公
債
二
千

万
円
の
買
入
を
通
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
三
一
年

に
は
年
末
残
高
は
ほ
と
ん
ど
動
か
な
か
っ
た
が
、
一
年
間
に

四
千
万
円
に
及
ぶ
貿
入
と
売
却
が
相
殺
し
て
行
わ
れ
た
こ

と
、
そ
の
操
作
は
既
発
の
整
理
公
債
と
軍
事
公
悩
に
よ
っ
た

こ
と
な
ど
の
諸
点
か
ら
す
れ
ば
、
か
な
り
大
が
か
り
な
国
債

の
売
買
操
作
が
日
銀
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
う

る
。
三
○
、
一
一
二
両
年
に
わ
た
っ
て
大
規
模
に
行
わ
れ
た
長

期
償
売
買
操
作
は
三
二
年
以
降
か
げ
を
ひ
そ
め
る
が
、
そ
れ

と
と
も
に
三
四
年
か
ら
大
蔵
省
証
券
保
有
が
開
始
さ
れ
、
三

四
年
末
す
で
に
六
五
○
万
円
の
残
高
を
示
し
た
こ
と
は
、
今

後
の
日
銀
証
券
売
買
操
作
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
極
め
て
重

大
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
三
五
年
に
は
割
引
方
法
に
よ
る

大
蔵
省
証
券
公
募
入
札
が
開
始
し
た
た
め
、
国
債
所
有
か
ら

別
枠
の
大
蔵
省
証
券
割
引
と
し
て
独
自
の
扱
い
を
受
け
る
に

第68表明治後期預金部保有国債残高

(年度末 千円）
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至
っ
た
。
三
四
・
五
年
の
段
階
に
お
い
て
は
、
大

蔵
省
証
券
の
売
買
操
作
は
も
し
行
わ
れ
た
と
し
て

も
そ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
も
の
で
は
な
く
、
大
蔵
省

証
券
の
発
行
・
徽
還
が
長
期
国
償
売
買
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
か
わ
っ
て
市
中
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
三
六
年
大
蔵
省
証
券
日
銀

引
受
制
の
確
立
以
降
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

明
治
三
四
年
金
融
恐
慌
後
の
預
金
部
、
日
銀
、

普
通
銀
行
の
国
債
所
有
残
高
の
推
移
は
次
の
三
つ

の
表
（
第
六
八
、
六
九
、
七
○
表
）
に
よ
っ
て
そ

の
大
勢
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
預
金
部
と
普
通
銀
行
の
保
有
国
償
構
成
は
著

し
く
対
照
的
で
四
分
利
公
債
を
の
ぞ
い
て
ほ
と
ん

ど
重
な
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
両
者
を
交
叉
す
る
か

た
ち
で
日
銀
保
有
国
債
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
預

金
部
が
帝
国
五
分
利
公
債
と
特
別
五
分
利
公
債
に

著
し
く
傾
斜
し
て
い
る
の
に
対
し
、
普
通
銀
行
は

日
露
戦
以
前
は
整
理
・
軍
事
・
海
軍
・
金
禄
諸
公

第69表明治後期普通銀行所有公債残高
(年末千円）
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侭
に
、
以
後
は
短
期
の
国
庫
債
券
・
大
蔵
省
証
券
と
鉄
道
買
収
公
債
に
き
わ
だ
っ
た
偏
り
を
み
せ
て
い
る
。
四
三
年
四
分
利
借
換
公
債

に
お
い
て
は
じ
め
て
こ
う
し
た
偏
在
が
希
薄
化
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
預
金
部
と
普
通
銀
行
の
あ
い
だ
に
国
債
管
理
を
め
ぐ

っ
て
無
言
の
機
能
分
担
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
預
金
部
が
巨
額
の
固
定
的
な
領
域
を
引
受
け
、
短
期
の
流

動
性
の
高
い
領
域
を
普
通
銀
行
に
廻
す
る
》
」
と
に
よ
っ
て
で
き
う
る
か
ぎ
り
そ
の
負
担
を
軽
く
す
る
と
い
う
一
一
九
年
以
来
の
基
本
方
針

が
こ
こ
で
も
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
。

預
金
部
保
有
国
債
は
帝
国
五
分
利
と
特
別
五
分
利
公
債
に
著
し
く
偏
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
帝
国
五
分
利
公
債
に
つ
い
て
は
三
○

年
以
来
の
預
金
部
に
よ
る
特
別
発
行
の
累
積
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
特
別
五
分
利
臨
時
事
件
公
債
に
つ
い
て
は
、
同
一

に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
臨
時
事
件
公
債
は
公
募
二
億
円
と
一
時
恩
賜
特
別
発
行
一
億
二
千
万
円
か
ら
な
る
が
、
後
者
は
一
旦
は

預
金
部
に
よ
っ
て
引
受
け
ら
れ
る
が
、
結
局
は
陸
海
軍
の
日
露
戦
賞
賜
受
給
者
に
給
付
さ
れ
る
か
ら
、
両
者
と
も
預
金
部
の
残
高
に
残

（
４
）
 

ら
な
い
。
恩
賜
分
は
「
証
券
の
市
場
濫
出
を
防
止
す
る
た
め
」
「
預
金
部
又
は
郵
便
貯
金
に
預
入
せ
し
」
め
た
の
で
あ
る
が
、
二
億
円

に
の
ぼ
る
市
中
消
化
に
よ
っ
て
、
九
五
円
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
が
、
一
年
を
経
過
す
る
や
つ
い
に
八
○
円
を
割
る
と
い
う
事
態

に
立
ち
至
っ
た
。
国
債
管
理
上
の
危
機
に
直
面
し
た
政
府
は
預
金
部
に
よ
る
賀
支
え
を
大
規
模
に
展
開
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
普
通
銀
行
が
所
有
し
て
い
た
三
千
万
円
、
日
銀
保
有
二
千
万
円
が
全
て
預
金
部
に
買
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態

（
４
）
 

の
な
か
で
不
安
に
駆
ら
れ
た
恩
賜
受
給
者
が
「
記
念
」
と
し
て
与
ら
れ
た
臨
事
事
件
恩
賜
公
債
を
「
預
金
部
に
売
却
」
す
る
た
め
に
殺

到
し
、
預
金
部
は
つ
い
に
特
別
五
分
利
公
債
の
三
分
の
一
の
一
億
円
を
か
か
え
こ
む
に
至
っ
た
。
国
債
整
理
基
金
が
救
援
の
た
め
資
金

不
足
に
陥
っ
た
預
金
部
か
ら
所
有
国
債
を
買
収
し
た
が
、
そ
れ
も
整
理
基
金
所
有
の
第
一
回
国
庫
債
券
二
千
万
円
を
国
庫
債
券
整
理
国

偵
の
発
行
に
よ
っ
て
借
換
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
５
）
 

国
債
価
格
支
持
の
買
支
』
え
と
な
ら
ん
で
、
預
金
部
の
機
能
と
し
て
借
換
償
還
を
お
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
国
債
消
化
に
と
っ
て
市
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以
上
の
よ
う
に
預
金
部
は
国
債
価
格
支
持
の
た
め
の
貴
支
え
、
買
入
償
還
に
よ
る
借
換
償
還
の
二
つ
の
機
能
に
よ
っ
て
国
債
管
理
の

前
衛
基
地
と
し
て
の
役
割
を
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
日
銀
は
い
か
な
る
役
割
を
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
公
開
市
場
操
作
を
武
器

と
し
て
金
融
政
策
の
独
自
性
を
貫
ぬ
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
日
銀
国
債
所
有
の
期
末
残
高
（
第
六
七
表
）
を
追
っ
て
柔
る
と
、
一
一
一
七
年
下

期
か
ら
膨
張
を
は
じ
め
、
一
一
一
九
年
上
期
に
一
億
円
の
大
台
に
達
し
、
そ
の
後
四
三
年
に
か
け
て
漸
減
し
、
七
百
万
円
水
準
に
お
ち
つ

く
。
こ
の
推
移
は
日
露
戦
争
を
契
機
と
す
る
公
信
用
の
膨
張
・
収
縮
の
波
動
と
一
致
し
、
ま
た
特
別
五
分
利
公
債
を
四
一
一
一
百
万
円
も
か

か
え
こ
ん
だ
点
か
ら
す
れ
ば
、
日
銀
の
国
債
所
有
操
作
は
新
規
国
債
の
引
受
を
軸
に
、
国
債
管
理
の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
し
か
し
一
一
一
○
年
代
の
日
銀
は
預
金
部
あ
る
い
は
二
○
年
代
の
日
銀
と
は
国
償
管
理
の
う
え
で
一
線
を
画
す
る
。
特
別
五
分

利
公
債
買
支
え
の
一
件
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
預
金
部
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ
ス
あ
る
い
は
利
回
り
の
う
え
で
不
利
と
わ
か
っ
て
い
て

も
引
受
け
買
支
え
に
出
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
日
銀
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ
ス
を
避
け
る
た
め
に
普
通
銀
行
と
と
も

に
特
別
五
分
利
公
債
の
大
量
売
却
を
敢
行
し
た
の
で
あ
る
。
日
銀
に
お
け
る
利
回
り
Ⅱ
収
益
原
理
の
優
位
は
、
償
還
期
限
の
短
い
国
庫

債
券
の
保
有
や
償
還
期
限
が
近
ず
き
つ
つ
あ
る
安
定
し
た
整
理
公
債
の
買
入
れ
に
力
を
そ
そ
い
で
い
る
点
に
も
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら

あ
る
。

中
消
化
が
第
一
線
の
後
衛
と
す
れ
ば
、
日
銀
は
前
衛
、
そ
し
て
預
金
部
は
そ
の
最
後
の
帳
尻
を
全
て
引
受
け
ざ
る
を
え
な
い
最
も
重
要

な
役
割
を
も
つ
。
預
金
部
の
新
た
な
国
債
引
受
能
力
を
常
に
補
充
し
て
お
く
こ
と
は
国
債
管
理
上
絶
対
に
必
要
な
条
件
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
方
策
が
買
入
償
還
に
他
な
ら
な
い
。
明
治
二
九
年
市
中
保
有
公
債
の
早
期
償
還
を
ね
ら
っ
た
貿
入
償
還
は
う
ま
く
機
能
せ
ず
、

結
局
買
入
償
還
は
預
金
部
を
と
お
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
整
理
・
軍
事
公
債
あ
る
い
は
帝
国
五
分
利
公
債
な
ど
の
日
銀
、
預

金
部
、
普
通
銀
行
、
政
府
系
諸
機
関
の
所
有
動
向
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
預
金
部
に
集
中
さ
れ
て
か
ら
、
買
入
償
還
が

発
動
さ
れ
、
新
規
引
受
能
力
を
回
復
し
た
と
こ
ろ
で
新
た
な
国
債
が
発
行
さ
れ
、
そ
の
帳
尻
が
預
金
部
に
回
さ
れ
引
受
け
ら
れ
た
の
で
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第70表明治後期日銀内国償所有
(期末千円）

一
分

一
帝
五
公

・
’

一
禄
軍
事

一
国
棚
倒
一
Ｉ
鋼

一
国
償 劉潔|鰯|蝿鵜懲|鑑篝譲綴

８１５ 2,5941 

山l２３ｉ
ＲＲＲｌ 

40163117.716 明治上期
36年下

]３．０７４ 8,7 

43.08021.668 12.039 8.758 4,040 

12.095 1.998 865 44.21321.083 9.273 1.148 
３７上

下 1１．４４２ 4.036 5７．７７６ 20.023 9.373 15.671 17.599 
■ 

￣ 

1２０９５ 15.870 16.740 10.282 64.234 28.281 9６３７３ 

鋼÷ 26.358 12.094 9.181 15.927 64.174 514 574 

101.759 6.219 9.190 15.759 53.236 15.651 26.351 43.626 
３９上

下 488 101.350 6.177 8.859 15.795 7９ 26.329 4３ 576 

100.531 1.029 1.848 26.488 6.609 7.451 15,792 4３ 

４３ 

576 
４０上

下 827 6,596 15.848 99.601 26.408 6.616 1.757 ５２１ 

96.009 6.684 ４９０７ 

劉十
579 4.111 2６５３２ 1３．９３６ 4３ 

４３ 

337 

361 727 95.643 26,458 6.545 4.754 13.936 336 

201 lａ９９４ 76.850 6.544 26,262 1９１５ ６．１２１ 3５ 

２２ 

３
２
 鑓ギ

２９４ 

29.075 54.272 ６．４９７ 21.024 6.562 1.376 1.663 832 

50.112 36.708 67.676 837 

總令
1.222 1.318 6.131 2２ 

２２ 

35,355 

5．３８０４．４９７ 68.559 991 841 4.233 39.680 

70.119 2.92411.364 4.126 40.839 

"÷ 
2４ 

２５ 

164 

6.705 5.513 ７１．３１１ 660 3.978 4０６８２ 

14.000 9.538 6３４５２ 665 755 40.418 

蛎十
２１ 

２１ 1.092 1.509 63.035 40,157 667 597 

1`054 65.864 3.883 大正上
２年下

大蔵：

2１ 

１８ 

651 519 40.158 

2.84568.742 5.723 ３．２８５ 972 40.249 

蔵省「銀行局年報」より作成

の
点
か
ら
す
れ
ば
、

日
銀
は
国
債
管
理
の

要
請
に
対
し
、
収
益

原
理
に
立
脚
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
か
ろ
う

じ
て
独
自
性
を
保
つ

こ
と
が
で
き
た
と
い

え
よ
う
。

公
信
用
の
膨
張
の

な
か
で
日
銀
が
中
央

銀
行
と
し
て
の
独
自

性
を
主
張
し
う
る
か

否
か
は
、
な
に
よ
り

も
公
開
市
場
操
作
の

展
開
に
あ
ら
わ
れ

る
。
こ
の
時
期
の
長

期
倹
の
売
操
作
と
し

て
は
三
八
年
下
期
整
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ｂ
国
債
の
累
積
と
支
払
準
備

日
銀
に
よ
る
金
融
政
策
が
大
蔵
省
証
券
割
引
と
国
債
担
保
割
引
と
い
う
短
期
ル
ー
ト
を
と
お
し
て
行
わ
れ
た
に
し
ろ
、
国
債
証
券
が

日
銀
信
用
の
戦
略
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
、
普
通
銀
行
の
預
金
銀
行
化
の
転
回
に
も
大
き
な
影
響
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
次

に
普
通
銀
行
の
支
払
準
備
に
関
し
て
一
表
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
普
通
銀
行
の
支
払
準
備
の
う
え
で
明
治
四
一

理
公
使
二
百
万
円
、
四
二
年
特
別
五
分
利
公
倹
一
千
万
円
な
ど
染
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
対
市
中
操
作
で
は
な
く
預
金
部
に
対
す
る
売

却
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
に
は
新
規
発
行
引
受
の
さ
い
、
た
と
え
ば
四
二
年
上
期
第
一
一
・
一
一
一
回
国

庫
債
券
、
四
一
一
一
年
上
期
第
一
回
四
分
利
公
債
が
引
受
直
後
に
期
末
残
高
に
痕
跡
を
の
こ
さ
ず
に
五
百
万
円
以
下
の
規
模
で
売
買
操
作
の

対
象
と
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
買
操
作
に
つ
い
て
も
一
一
一
八
年
上
期
第
一
回
国
庫
債
券
八
五
○
万
円
、
四
二
年
下
期
整
理
公
債
六
百
万

円
、
四
四
年
下
期
特
別
五
分
利
公
債
六
五
○
万
円
が
見
出
せ
る
が
、
全
て
期
中
に
反
対
の
売
操
作
が
行
わ
れ
期
末
残
高
に
は
全
く
影
響

を
残
し
て
い
な
い
。
以
上
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
一
一
一
○
年
代
初
頭
に
ゑ
ら
れ
た
日
銀
独
自
の
積
極
的
な
対
市
中
長
期
侭
売
買
操
作
は
そ
の

後
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
ず
、
金
融
政
策
と
し
て
は
全
く
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
国
債
管
理
の
要
請
は
大
蔵
省
と
預
金
部
に
よ

る
償
還
・
借
換
・
買
支
え
操
作
に
委
ね
ら
れ
、
日
銀
は
長
期
償
保
有
の
増
加
を
収
益
原
理
の
限
度
内
で
う
け
入
れ
な
が
ら
、
中
央
銀
行

と
し
て
の
金
融
政
策
を
大
蔵
省
証
券
割
引
と
国
償
を
担
保
と
す
る
手
形
割
引
の
短
期
信
用
ル
ー
ト
を
駆
使
し
て
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
「
国
願
償
券
の
発
行
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
二
二
一
号
Ｍ
三
七
・
三

（
２
）
大
蔵
省
理
財
局
『
大
蔵
省
預
金
部
史
」
八
九
頁

（
３
）
商
業
興
信
所
蔵
版
『
三
十
年
之
回
顧
』
一
一
一
七
頁

（
４
）
『
明
治
大
正
財
政
史
』
第
二
巻
国
俄
八
六
八
頁

（
５
）
こ
の
時
期
の
預
金
部
の
活
動
に
つ
い
て
は
迎
由
理
男
．
九
○
○
年
代
に
お
け
る
大
蔵
省
預
金
部
の
機
能
と
性
格
」
『
金
融
経
済
」
一
七
七

号
を
参
照
。
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年
か
ら
四
一
一
年
に
か
け
て
大
き
な
変
化
が
起
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
変
化
は
も
ち
ろ
ん
鉄
道
国
有
化
に
と

も
な
う
鉄
道
株
の
国
債
へ
の
転
換
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
影
響
は
普
通
銀
行
の
有
価
証
券
所
有
に
お
け
る
株
式
か
ら
公
債

へ
の
シ
フ
ト
や
、
鉄
道
株
か
ら
の
資
金
の
解
放
に
よ
る
預
金
構
成
の
シ
フ
ト
す
な
わ
ち
定
期
預
金
に
よ
る
当
座
預
金
凌
駕
な
ど
を
ひ
き

お
こ
し
、
普
通
銀
行
の
支
払
準
備
構
成
を
左
右
す
る
。
そ
こ
で
普
通
銀
行
の
支
払
準
備
が
い
か
な
る
構
成
と
水
準
に
あ
っ
た
の
か
検
討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
一
一
一
四
年
金
融
恐
慌
後
に
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
日
本
の
預
金
銀
行
の
特
質
を
浮
き
ぼ
り
に
し
、
こ
の
長
い
論

稿
に
ひ
と
つ
の
く
ぎ
り
を
つ
け
る
こ
と
と
す
る
。

日
本
の
普
通
銀
行
が
オ
ー
パ
ー
ロ
ー
ソ
を
解
消
し
預
金
に
よ
る
経
営
軌
道
を
と
る
か
ぎ
り
、
預
金
に
対
す
る
支
払
準
備
の
問
題
が
死

活
の
重
要
性
を
帯
び
て
く
る
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
預
金
支
払
の
た
め
の
第
一
の
準
備
は
手
持
現
金
と
日
銀
当
座
預
金
で
あ
る
。
第

七
一
表
に
よ
れ
ば
明
治
一
一
二
年
以
降
普
通
銀
行
の
金
銀
有
高
は
預
金
全
体
の
ほ
ぼ
一
割
を
維
持
し
つ
づ
け
、
日
銀
当
座
勘
定
の
か
わ
り

に
そ
れ
と
近
似
す
る
預
ヶ
金
勘
定
を
加
え
た
準
備
率
を
と
っ
て
承
る
と
、
一
一
二
年
一
割
八
分
か
ら
大
正
二
年
一
割
三
分
ま
で
漸
減
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
看
取
し
う
る
。
こ
の
漸
減
は
預
ヶ
金
の
の
び
な
や
象
に
由
来
す
る
が
、
そ
の
こ
と
は
日
銀
当
座
預
金
を
頂
点
と
す
る
当

座
勘
定
決
済
が
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
現
金
決
済
が
未
だ
根
づ
よ
く
行
わ
れ
、
手

持
現
金
を
多
鐡
に
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
一
割
と
欧
米
と
比
較
し
て
も
格
段
に
低
い
。
と
く
に
一
一
一
○
年
代

終
り
ご
ろ
か
ら
金
銀
有
高
と
預
け
金
の
預
金
全
体
に
対
す
る
割
合
が
一
層
低
下
し
、
日
本
の
普
通
銀
行
は
預
金
銀
行
と
し
て
は
き
わ
め

て
危
う
い
経
営
基
盤
に
立
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
日
本
の
預
金
銀
行
の
脆
弱
性
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
こ
こ
で

全
て
が
か
た
ず
く
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
成
立
期
日
本
信
用
機
構
の
構
造
を
反
映
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

日
銀
金
融
政
策
の
中
核
を
な
す
の
は
有
価
証
券
担
保
手
形
割
引
で
あ
っ
た
か
ら
、
普
通
銀
行
の
支
払
準
備
を
考
え
る
と
き
所
有
有
価

証
券
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
普
通
銀
行
の
所
有
す
る
有
価
証
券
の
構
成
を
ふ
て
み
る
と
、
明
治
一
一
一
七
年
ま
で
は
、
公
債
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第71表明治後期普通銀行の支払準備 (年末残高千円）１
 小｡計|当座預金|定期預金|預塁』簿,曇

鰯勤雛溌
巽::|殿:｣瀧::!::;:塁|麓'二宝!;:：

~Ｂ 

債|譽価証ｌｉＩ公A債|株式Ｉ社

４，９７５ 

５，１２９ 

５，０５０ 

５，５７７ 

５，６８５ 

４，９０５ 

8,025 

9,222 

10,398 

9,509 

10,203 

20,110 

20,397 

18,581 

19,397 

17,898 

明治31年 3.839 535 9,347 962 4,128 犯
鍋
拠
弱
鏥
師
珊
醐
蛆
虹
蛇
鍋

3.771 812 9.712 1.410 5.111 

4,311 8７５１１０，２３７ 1.721 5.389 

4.648 655’１０．８８０ 2.057 5.724 

5.160 8０５１１１，６４９ 2,397 6.501 

5.101 1，４９５１１１ 500 2.572 6.756 

5.293 1,64714,965 ２．８１７ 7,52410.34135.28917.149 60,532117.1 30.3 41.8 

5.372 1，５１７１１６．１１０ 3.023 8，４８７１１，５１０４０．４５２１２０．１７５ 69,252116.6 29.9 39.9 

5,781 1.377Ⅲ１７．５５６ 5,67611,02216,69862,339129,909 103,376116.2 26.2 33.1 

6.839 1,19617.545 4,573110,486115,059149,82632,726 94.430115.9 26.0 34.5 

8,266 89119.360 3,94310,605114,54828,89134,890 93.797115.5 26.4 36.2 

3,605 

4.648 

1.02724.742 5,31810,539115,85734,28839,718 105.441115.0 34.1 38.5 

2,531127,577 5,790111,167116,957137,020146,440 118.570114.3 ３１．５ 37-6 

４４ 

４５ 

大正２年

5,320 3，１８０１３５．５７２ 5,003111,671116,67440,15548,862 125,625113.3 28.1 ４１－６ 

5,392 

6.005 

3．５２０１２８．４９７ 4,494112,895117,389138,248158.２１５ 135.727112.8 27.1 

25.1 

33.8 

3，４９６１２７．４００ 4．７５９１１３ 606 1８，３６４１３７．９９８１６７．６８９ 144,351112.7 31.7 

大蔵省「銀行局年報ｊより作成
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と
株
式
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
て
い
た
の
が
、
三
七
年
以
降
公
債
が
ひ
た
す
ら
膨
張
し
、
明
治
末
に
は
全
体
の
八
割
を
占
め
る
に
至
る
。

こ
の
シ
フ
ト
は
日
銀
有
価
証
券
担
保
割
引
に
お
け
る
担
保
構
成
の
シ
フ
ト
と
軌
を
一
に
す
る
。
こ
れ
ら
有
価
証
券
の
大
半
は
日
銀
担
保

付
割
引
の
適
格
担
保
品
か
ら
な
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
さ
き
ほ
ど
の
手
持
現
金
と
預
け
金
に
国
債
だ
け
を
加
え
た
支
払
準
備
率
と
有
価
証

券
全
体
を
加
え
た
支
払
準
備
率
と
を
算
出
し
て
ゑ
る
Ｃ
国
債
の
み
を
加
え
た
支
払
準
備
率
の
推
移
を
た
ど
る
と
、
三
○
年
代
初
頭
と
四

二
・
一
一
一
年
が
一
一
一
割
水
準
を
こ
え
、
全
体
と
し
て
二
割
五
分
を
切
る
こ
と
ば
な
い
。
一
一
一
○
年
代
初
頭
に
準
倣
が
厚
い
の
は
量
的
統
制
の
導

入
に
と
も
な
う
日
銀
信
用
の
収
縮
に
対
す
る
準
術
か
ら
で
あ
り
、
四
二
・
三
年
が
高
い
の
は
鉄
道
国
有
化
の
影
響
で
あ
る
。
こ
こ
で
注

意
す
べ
き
は
、
手
持
現
金
と
預
け
金
の
比
率
が
年
が
下
る
に
つ
れ
低
下
し
て
い
る
の
に
国
債
を
加
え
た
比
率
は
あ
ま
り
変
化
が
な
い
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
金
銀
有
高
十
預
け
金
の
低
減
を
国
債
保
有
の
増
大
が
カ
バ
ー
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
露
戦
後
日

銀
に
よ
る
国
債
担
保
割
引
、
大
蔵
省
証
券
割
引
へ
の
著
し
い
優
遇
を
考
え
る
な
ら
ば
、
国
債
を
加
え
た
支
払
準
備
が
二
割
五
分
か
ら
三

割
の
う
ち
に
あ
っ
た
こ
と
は
そ
の
経
営
基
盤
は
預
金
銀
行
と
し
て
の
安
定
性
を
も
ら
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
当
座
預
金
に
ま
で
利

子
が
つ
き
、
定
期
預
金
の
比
重
が
増
大
す
る
な
か
で
は
、
二
割
五
分
の
支
払
準
倣
率
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
で
き
う
る
か
ぎ
り
無
収
益

部
分
を
縮
減
し
、
日
銀
信
用
に
支
え
ら
れ
た
国
債
保
有
へ
切
り
か
え
る
の
は
、
か
か
る
信
用
構
造
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
当
然
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、
株
式
、
社
債
を
加
え
た
支
払
準
備
率
を
ゑ
て
ゑ
る
と
、
三
八
年
ま
で
実
に
四
割
水
準
に
比
較
的
安
定
し
て

い
た
の
が
、
一
一
一
九
年
以
降
一
時
四
割
に
上
昇
す
る
こ
と
が
あ
れ
、
ほ
ぼ
三
割
五
分
か
ら
一
一
一
割
二
分
の
水
準
ま
で
低
下
傾
向
に
あ
る
と
い

っ
て
い
い
。
そ
の
低
落
基
調
は
、
支
払
準
備
と
し
て
の
有
価
証
券
が
国
債
・
株
式
か
ら
国
債
へ
一
元
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
映
し
、
そ

の
変
動
の
激
し
さ
は
株
式
・
社
債
が
支
払
準
備
以
外
の
投
資
目
的
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
預
金
全
体

の
四
割
が
金
銀
在
高
、
預
け
金
、
有
価
証
券
に
役
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
事
態
は
預
金
銀
行
と
し
て
は
極
め
て
特
殊
な
経
営
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
鉄
道
株
の
国
債
へ
の
転
化
に
と
も
な
い
支
払
準
備
の
た
め
の
有
価
証
券
保
有
は
縮
減
し
、
そ
こ
か
ら
遊
離
し
た
資
金
は
他
の
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明
治
一
一
一
四
年
金
融
恐
慌
を
転
換
点
と
し
て
成
立
期
日
本
信
用
機
構
は
、
そ
れ
ま
で
の
縦
型
の
オ
ー
ベ
ー
ロ
ー
ン
体
制
か
ら
横
へ
ひ
ろ

が
る
市
場
機
構
へ
と
構
造
的
な
編
成
替
を
展
開
し
て
ゆ
く
。
鱈
大
な
銀
行
群
は
日
銀
信
用
か
ら
い
っ
た
ん
切
り
は
な
さ
れ
、
上
層
か
ら

預
金
銀
行
へ
急
速
に
転
換
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
古
典
的
な
預
金
銀
行
概
念
か
ら
ふ
れ
ば
不
徹
底
き
わ
ま
り
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
と

も
か
く
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
を
払
拭
し
自
律
的
な
預
金
銀
行
の
形
成
と
と
も
に
、
日
本
の
信
用
機
構
の
根
幹
に
市
場
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
が
次
第

に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
の
あ
ら
わ
れ
が
、
コ
ー
ル
市
場
の
確
立
で
あ
り
、
紡
績
手
形
に
象
徴
さ
れ
る
手
形
割
引
の
着
実
な

市
場
形
成
で
あ
っ
た
。
紡
績
手
形
に
連
ら
な
る
商
業
手
形
と
物
産
手
形
に
連
ら
な
る
単
名
手
形
を
二
つ
の
推
進
力
と
し
て
手
形
流
通
Ⅱ

市
場
形
成
が
お
し
す
す
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
浸
透
と
と
も
に
強
大
な
伝
統
に
ね
ざ
す
岩
盤
に
逢
着
し
、
市
場
メ
カ
ー
ヌ
ム
は

投
資
先
へ
転
じ
、
経
営
基
盤
は
効
率
化
す
る
に
至
っ
た
。
鉄
道
株
の
国
債
へ
の
転
化
に
よ
っ
て
、
一
一
面
年
金
融
恐
慌
後
預
金
銀
行
化
を

お
し
す
す
め
て
き
た
日
本
の
信
用
機
構
は
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
到
達
点
を
む
か
え
た
の
で
あ
る
。
大
蔵
省
証
券
割
引
、
国
倹
担
保
割
引
を

戦
略
ル
ー
ト
と
す
る
日
銀
信
用
Ⅱ
国
債
流
動
化
機
構
に
支
ら
れ
て
、
手
持
現
金
と
預
け
金
の
手
う
す
さ
を
国
債
が
力
。
〈
Ｉ
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
一
一
割
五
分
を
こ
え
る
支
払
準
備
を
も
つ
預
金
銀
行
が
こ
こ
に
確
立
す
る
に
至
っ
た
。
手
形
割
引
市
場
を
基
礎
と
す
る
ロ
ン
ド
ン

型
預
金
銀
行
、
株
式
市
場
を
核
と
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
型
預
金
銀
行
に
対
し
て
、
国
俊
市
場
を
軸
と
す
る
日
本
型
の
預
金
銀
行
を
こ
こ

に
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
手
形
割
引
市
場
が
未
だ
確
立
し
な
い
な
か
で
日
銀
信
用
に
支
え
ら
れ
た
国
債
流
動
化
を
テ
コ
と
し
て
独

特
の
預
金
銀
行
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
大
蔵
省
証
券
割
引
、
国
憤
担
保
割
引
に
よ
る
国
償
流
動
化
機
構
に
こ
そ
時
代

を
さ
き
ど
り
す
る
預
金
銀
行
類
型
を
生
承
だ
す
起
動
力
を
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
も
遅
れ
た
国
が
最
も
進
ん
だ
地
点
に
到
達
す

る
と
い
う
歴
史
の
悲
喜
劇
は
、
ア
ジ
ア
覇
権
を
め
ざ
す
遁
大
な
軍
事
国
債
と
日
銀
信
用
の
上
か
ら
の
誘
導
に
根
ざ
す
。

展
望
ｌ
お
わ
り
に
か
え
て
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知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
本
来
の
活
力
を
喪
失
せ
ざ
る
を
え
な
い
破
目
に
お
い
こ
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
内

蔵
す
る
何
も
の
を
も
溶
解
す
る
活
力
の
源
は
そ
の
公
開
性
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
成
立
期
日
本
信
用
機
構
は
西
欧
流
の
市
場

機
構
に
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
最
も
公
開
性
を
発
揮
す
る
手
形
流
通
、
小
切
手
流
通
．
国
債

流
通
な
ど
の
流
動
化
機
構
に
お
い
て
貧
し
い
成
果
し
か
う
み
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
旧
幕
来
の
伝
統
的
な
延
払
信
用
が
も
つ
閉

鎖
的
な
信
用
体
系
と
、
金
融
資
本
段
階
へ
の
早
期
移
行
に
と
も
な
う
融
通
手
形
、
機
関
銀
行
、
「
自
己
金
融
」
的
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
な
ど
に

あ
ら
わ
れ
る
支
配
集
中
の
優
位
と
が
重
層
す
る
な
か
で
、
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
市
場
メ
ヵ
ー
ー
ズ
ム
は
次
第
に
公
開
性
Ⅱ
流
動
性
を
希
薄

化
し
、
縦
断
的
な
閉
鎖
的
色
彩
の
濃
い
信
用
関
係
を
透
過
し
て
し
か
機
能
し
え
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。
成
立
期
日
本
信
用
機
構
が
は
ら
む

横
へ
ひ
ろ
が
る
ヴ
ェ
ク
ト
ル
と
日
銀
を
頂
点
と
す
る
縦
割
り
の
ヴ
ェ
ク
ト
ル
と
の
対
抗
は
、
市
場
メ
ヵ
ー
ー
ズ
ム
の
発
現
に
お
け
る
公
開

性
と
閉
鎖
性
の
対
抗
に
他
な
ら
な
い
。
一
方
が
市
場
機
構
の
本
領
た
る
公
開
性
Ⅱ
流
動
性
を
追
求
し
、
信
用
機
構
の
根
抵
に
欧
米
流
の

三
人
称
の
世
界
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
他
方
、
市
場
機
構
を
受
け
入
れ
た
う
え
で
欧
米
流
の
苛
酷
な
自
律
的
な
公
開
性
の

浸
透
を
希
薄
化
さ
せ
、
閉
鎖
的
な
二
人
称
の
原
理
を
基
抵
に
す
え
た
信
用
機
榊
に
改
変
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
市
場
機
構
の
導
入
を

う
け
入
れ
た
う
え
で
、
そ
の
作
動
形
態
を
め
ぐ
る
二
つ
の
異
質
な
原
理
の
対
抗
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
二
つ
の
原
理
の
対
抗
は
西
欧
信

用
概
念
の
導
入
後
百
年
を
経
た
今
で
も
基
抵
深
く
作
動
し
て
い
る
が
、
戦
前
期
日
本
信
用
機
構
に
お
い
て
は
、
第
一
次
大
戦
期
手
形
割

引
市
場
の
創
設
を
め
ぐ
っ
て
最
大
の
争
点
を
む
か
え
全
力
を
賭
け
て
そ
の
明
暗
を
決
す
る
こ
と
と
な
る
。
古
典
的
な
ロ
ン
ド
ン
を
範
と

す
る
自
生
的
な
割
引
市
場
形
成
か
ら
離
れ
、
上
か
ら
銀
行
引
受
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
割
引
市
場
を
構
築
す
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ

金
融
思
想
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
ら
か
れ
た
市
場
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
井
上
準
之
助
を
頂
点
と
す
る
金
融
官
僚
の
試
承

に
つ
い
て
は
、
羊
頭
狗
肉
の
誇
り
は
免
れ
な
い
が
、
論
旨
の
関
係
上
別
稿
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
（
完
）

（
脱
稿
一
九
七
九
・
二
・
一
九
）


